
    
      
        
      
    

  
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　新たなる風雲









　あっという間に、楽しかった秋休み──学期間長期休きゆう暇かも終わって。

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院、後期学期がスタートした。

　約一ヶ月ぶりに登校する学院、久しぶりに再会する仲間達。学院の生徒達は、この秋休み中の思い出を仲間達と共に振ふり返りながら、皆みな一様に浮うき足あし立っていた。

　それは、グレンが担任を務める二年次生二組の教室も例外ではなく──

「はぁあああああーーッ!?　竜りゆう退治ぃ～～ッ!?」

「噓うそでしょう!?　いえ、スノリア地方に大異常気象があったのは聞いていますが！」

「ふふん！　噓じゃないわよ!?　……と、言っても実際に竜を倒たおしたのは、ほとんどアルフォネア教授なんだけど……」

　──システィーナ、ルミア、リィエルを中心に、大いに盛り上がっていた。

「ったく……まぁた、面めん倒どう臭くせぇ日々が始まりやがったぜ……」

　グレンはそんな昼休みの教室内を、教きよう卓たくに頰ほお杖づえ突つきながら眺ながめている。

「ま、暇ひま潰つぶしには丁度いっか」

　口調こそうんざりしたようなものだったが、この騒さわがしい学院光景との再会に、どこか頰が緩ゆるむのを抑おさえきれない自分も、グレンは感じていた。

　──とはいえ、楽観ばかりはしていられない。気がかりなことも多い。

（スノリア旅行から帰き還かんして以来、セリカはしばらくの間、休職することになった……）

　スノリアで遭そう遇ぐうした白銀竜との戦いで、セリカは元々万全でない身体からだに凄すさまじい負担をかけて体調を崩くずしてしまったため、その療りよう養ようのために休職することになったのだ。

　そして、その戦いの後に拾った、謎なぞの少女の世話のため……でもある。

（あの謎の幼女……まったく目を覚ましやがらねえ。今も死んだように眠ねむり続けるだけ……生きていることに間ま違ちがいはねえんだが）

　どんな魔術を尽つくしても駄だ目めであった。結局、件くだんの少女はまだ目を覚ましていない。

　あれだけ色々やっても覚かく醒せいしないところを見ると、目を覚ますことを拒きよ絶ぜつしているかのようですらある……まるで来たるべき時、目覚めるべき時に備えるかのように。

　セリカはそんな謎の少女を、再建したアルフォネア邸ていで、ただ黙だまって甲か斐い甲が斐いしく介かい抱ほうし続けるだけだ。彼女は黙もくし、何も語らない。

（はぁ……気になることと言えば、それだけじゃねえんだよなぁ……）

　相変わらず『アリシア三世の手記』の解読は遅ち々ちとして進んでいなかった。

　アルザーノ帝国の成り立ち、王家の血の秘密、古代文明、メルガリウスの天空城、そして──禁忌教典アカシツクレコード。手記に記き載さいされたというそれら一連の真実の一いつ端たんは、まだ影かげも形も見えてこない。

（こりゃ、ただの暗号じゃねーぞ。何かしらの古代語や古代文明に関する符ふ号ごうが、暗号に組み込まれてやがる……時間かかるなぁ）

　くるくると手記を手で弄もてあそびながら、グレンは窓の外を見る。

　遥はるか高く仰ぎよう望ぼうする空には、いつものように雄ゆう大だいな幻まぼろしの天空城の姿。燦さん々さんと降り注ぐ陽光を受け、今日もきらきらと荘そう厳ごんに輝かがやいている。

　実在する魔ま将しよう星せい達、不ふ穏おんな動きを見せる帝国政府上層部、最近は妙みように大人しい天の智ち慧え研究会、高まるレザリア王国との国際緊きん張ちよう──そして、セリカの正体。

　他にも気になることは山とあり、考え始めればきりがない。

「だが、まぁ……」

　ふと気配を感じたグレンが、視線を横よこ滑すべりにしてみれば。

「ちょっともう、先生！　もう、午後の授業開始の予よ鈴れいが鳴ってますよ!?　何をぼけっとしてるんですか!?　準備はいいんですか!?　新学期早々そんなことじゃ──」

「まぁまぁ、システィ。先生だって色々とお疲つかれで……」

　そこには、いつものように眉まゆの端はしをつり上げ、グレンの鼻先へ指を突きつけてくる説教モードのシスティーナと、曖あい昧まいな苦笑いでそんな親友を宥なだめるルミア。

　そんなグレン達のお馴な染じみのやりとりをニヤニヤと見守る、二組の生徒達。

　そんな光景があまりにもいつも通りだったから──

（……今はこの〝穏おだやかな日常〟ってやつを堪たん能のうしましょうかね……）

　グレンは、そんな少女達を前に、にやりと笑って伸のびをする。

　だから、失念していたのだ。

　──日常なんてものは、いつだって唐とう突とつに、予想も付かないことで、あっさりと崩くずれてしまうことに。




　がたんっ！




　教室内に突とつ如じよ走った動どう揺よう、その直後、何かが倒れ込むような鈍にぶい音。

　教卓を立って黒板に向かおうとしていたグレンが、何事かと振り返って見れば──

　椅い子すから転がり落ちてしまったのだろうか。リィエルが床ゆかに倒れ伏ふしていた。

「お、おい……リィエルちゃん？　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「……一体、どうしたんだ？」

　周囲の生徒──カッシュやギイブルの声にも、リィエルはまるで反応がない。

　教室中の不安と心配さが入り交じった視線を一身に集めながら、リィエルは力なく四し肢しを投げ出してぐったりと倒れ伏し、荒あらい息を吐はいていた。

「……おい、リィエル……どうした？」

　ざわつく教室内を過よぎり、歩み寄ったグレンがリィエルを抱だき起こす。

　リィエルは完全に意識を失っているようだ。

　そして──冷たい。グレンの腕うでの中の小こ柄がらな身体は、ぞっとするほど冷たかった。

「……リィエル。おい、リィエル？　一体、どうした……？　何があった……？」

　がらがらと音を立てて日常が崩れ落ちていく幻げん聴ちようを聞きながら、グレンはリィエルへと問いかける。

「え？　ちょっと……リィエル、どうしちゃったの!?　しっかりして！」

「だ、駄目だよ、システィ！　動かしちゃ駄目！」

　そんなシスティーナやルミアのやりとりの声も遠く、グレンの耳には届かない。

　それは新学期早々、新たな波乱の幕開けであった──








第一章　愚ぐ者しやの帰還









「グレン先生、システィーナさん、ルミアさん……お辛つらいと思いますが、法医師として正直に言います。リィエルさんは、もう……助かりません」

　白い寝しん台だいと薬品棚だなが並ぶ、学院の医務室にて。

　法医師セシリアが痛ましそうにそう断言するのを聞いて、グレンは目の前が真っ暗になるような思いだった。

「う、噓……」

「……ッ!?」

　グレンの背後から、システィーナが呆ぼう然ぜんとし、ルミアが息を吞のむような気配が伝わってくる。そんな二人の動揺と困こん惑わくを背中で感じとりながら、グレンは脂あぶら汗あせを額に浮かべ、苦く悩のうの表情で目を閉じ、拳こぶしを握にぎり締しめていた。

　皆、嫌いやな予感はしていたのだ。教室で急に倒れたリィエルは、法医呪文ヒーラー・スペルを何一つ受け付けなかった。霊れい的てきな視覚で見れば、そのリィエルの体内マナはかつてないほど弱々しく、まるで死にかけだ。まるで風前の灯火ともしび。寿じゆ命みようが尽きかけているかのようだったのだ。

　リィエルがただの病気ではないこと、すでに死神の鎌かまに捕つかまっているであろうことは、あの教室内の誰だれの目から見ても明らかだったのだ。

「今の私に可能なのは延命処置だけなんです……本当に申し訳ありません……」

「そ、そんなの噓です……ッ！」

　がたんっ！　と。隣となりの青ざめたシスティーナが椅子を蹴けって立ち上がり、眼前に座るセシリアの両りよう肩かたを両手で摑つかんだ。

「い、一体、なんでですか!?　だって、リィエルは昨日まで元気に剣けんを振り回してたんですよ!?　苺いちごタルトだって、美味おいしそうに食べてて……それが今日になって、一体、どうして急にこんなことに!?　なんで!?」

「システィ、だめ！　お願いっ！　落ち着いてッ！」

「お願いします、セシリア先生っ！　リィエルを治して！　早く治してくださいよぉ！」

　取り乱して喚わめくシスティーナを、ルミアがセシリアから引きはがし、取り押さえる。

　すると、システィーナはルミアの腕の中で身体を震ふるわせてすすり泣き始める。そんなシスティーナを宥める気丈なルミアも、今にも泣き出しそうだ。

「…………」

　システィーナが取り乱してくれたことで逆に冷静になったグレンは、医務室の奥のベッドの上で、今は死んだように眠ねむるリィエルをちらりと見やる。

　彼女が眠るベッドの下や周辺には、様々な魔術法陣じんや魔導装置、石せき盤ばん型魔導演算器が設置され、装置から伸びる様々なチューブや不可視の霊的経絡が、リィエルの全身に繫つながれている。装置が拾う微かすかな生命反応だけが、リィエルのか細い生の証あかしだった。

　そんなリィエルの姿をしばらく見つめたグレンは、やがて意を決したように、視線と頷うなずきでセシリアに話の先を促うながした。

「……リィエルさんの患わずらった病は……『エーテル乖かい離り症しよう』と呼ばれるものです」

「は？　『エーテル乖離症』……？」

　どんな難病・奇き病びようかと構えていたグレンは、その意外な病名に目を瞬しばたたかせる。

　それは通常の病のように肉体に罹り患かんするのではなく、霊れい魂こんに罹患する病であり、〝肉体と霊魂の結合が緩み、霊魂が肉体から乖離していく〟という恐おそろしい魔術性疾しつ患かんだ。

　当然、病が進行し、肉体から霊魂が完全に乖離しきれば、死は免まぬがれない。

　長年、無理な魔術を行使し続け、魂たましいに負担をかけ続けてきた魔術師が晩年にかかる病気として有名であるのだが──

「それ、おかしくないっすか？　『エーテル乖離症』ならもう治療法があるはずだ」

　グレンの言うとおりであった。

　確かにこの『エーテル乖離症』、一昔前は不治の病であり、〝魔術師の寿命〟とまで恐れられてきた病気だが、今はすでに治療法が確立し、心霊手術で充じゆう分ぶんに治療可能だ。

　老魔術師ならともかく、若いリィエルを治せないはずがないのだ。

「はい、普ふ通つうの人の『エーテル乖離症』なら、ほぼ１００％に近い確率で、私は治療できると思います。だけど……リィエルさんは……無理なんです」

　セシリアが心底苦悩に満ちた表情で、絞しぼり出すように白状する。

「わからないんです、リィエルさんの魂が。彼女の霊魂……そのエーテル構造が、まるで解かい析せきできないんです」

　エーテル構造……それは要するに『魂の形』だ。魂は視覚や三次元では目視・表現できない、異相次元・虚きよ数すう量の形を持っており、それが十の霊域セフイラを形成している。

　このエーテル構造を魔術的解析して、霊域図版セフイラ・マツプを作らなければ、心霊手術を執とり行うことは不可能だ。この霊域図版セフイラ・マツプなしに心霊手術を行うなど、目を瞑つぶって、手の触しよつ覚かくすらも封ふう印いんして、外げ科か手術を行うようなものだ。

　霊魂を弄る心霊手術系の白魔術儀ぎ式しきに必ひつ須すのデータ──それが霊域図版セフイラ・マツプなのだ。

「それこそ、バカな……魂こん紋もん解析ならともかく、セシリア先生ほどの人がエーテル構造を把は握あくできねーなんて……エーテル法医学の初歩の初歩じゃねっすか……」

「はい……初歩の初歩です。でも、なぜかリィエルさんの霊魂は普通じゃないんです」

　セシリアが己おのれの無力さを嘆なげくように言った。

「リィエルさんの魂は、十の霊域セフイラの境界がグチャグチャで、全体像がまるで見えないんです。霊域セフイラ同士を繫ぐ霊絡パスの通り方も不明……こんな霊魂、通常ありえません。まるで複数の魂を無理矢理重ね合わせたような……このような魂、初めて見ました……」

　そんなセシリアの言葉に、グレンは閃ひらめくものがあった。

「──ッ!?　まさか……『Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』……？」

　そうだ、思い出した。リィエルはただの人間じゃない。『Project : Revive Life』という、死者蘇そ生せい復活の禁きん呪じゆによって生み出された魔造人間だ。

　エーテル構造が解析できないというのは、ひょっとしたら──

「……グレン先生。リィエルさんの霊魂について、何かご存じなのですか？」

　グレンの顔色が変わるのを察したセシリアが、声のトーンを抑おさえて問う。

　リィエルの真実は、絶対に他者に知られてはならないことであったが、最も早はや、この緊きん急きゆう事態に是ぜも非ひもない。

「……セシリア先生。落ち着いて聞いてくれ。できれば他言無用で。実は……」

　グレンは、神しん妙みように構えるセシリアに、自分の過去とリィエルの全てを語り始めた。




「なるほど……そういうことだったんですね。にわかには信じがたいことですけど……」

　グレンの長い話の後、セシリアは合点がいったように頷いていた。

「『Project : Revive Life』は、肉体マテリアル、霊魂体エーテル、精神体アストラルの代だい替たい物を別べつ途と調整し、それらを共重合して為なすとされる禁呪法です。その際、霊魂体エーテルの代替となる『アルター・エーテル』は複数人の霊魂から精製されます。エーテル構造が複雑怪かい奇きになるのも頷けますね。

　そのシオン＝レイフォードさんが執り行った『Project : Revive Life』にも、まだ術式に隙すきがあったのでしょう。時間経過によって、肉体マテリアルと霊魂体エーテルの接合にずれが生じた。だからこそ、本来ありえない『エーテル乖離症』が、リィエルさんに発症してしまった」

「そういうこと……なんだろうな」

　グレンが複雑な心境でそう応じ、本題に切り込む。

「セシリア先生。リィエルを助ける方法……もう、まったくないんすか？」

「症状自体は、ただの『エーテル乖離症』です。だから、なんとかしてエーテル構造を解析し、霊域図版セフイラ・マツプさえ作れれば、すぐにでも心霊手術で治ち療りようを……でも……」

　問題は、リィエルの魂は解析不可能で、霊域図版セフイラ・マツプを作ることが不可能ということ。

　グレンが眉み間けんにしわを寄せ、苦悩と苦く渋じゆうに満ちた表情で虚こ空くうを睨にらむ。

　重苦しい時間が、しばらくの間、無む作さく為いに流れていく。

　と、その時だった。

「……ん……？　ぐ、れん……？」

　ごそり……医務室の奥のベッド上で気配が動いた。

　見やれば、胡う乱ろんながらもリィエルが意識を取り戻もどしていたらしい。顔だけを動かし、今は本当に眠たそうにグレンをぼんやり見つめている。

「……どう……したの……？　ぐれん……なんだか……怖こわい、顔……してる……」

「…………」

「……わたし……どう……なってるの？　眠い……なん、だか……すごく……眠い」

「…………」

「……怖い……ぐれん……なんだか……わたし……消えそうで……怖い……」

　リィエルが今にも消え入りそうな声で、不安げに呟つぶやいた。

　すると、グレンは静かに立ち上がり、リィエルの側そばへと寄った。

「……ぁ……」

　グレンは無言でリィエルの頭をなで、リィエルは気持ち良さげに目を細めた。

[image: ]

　しばらくの間、グレンは無言でリィエルの頭をなで続け……やがて、意を決したように、システィーナ達を振ふり返った。

「おい、白しろ猫ねこ……泣いている場合じゃねえぞ」

「──ッ!?」

　そんなグレンの力強い言葉に、ルミアに抱だきしめられて泣きはらしていたシスティーナが、力なく顔を上げた。

「魔ま術じゆつってのはいつだって、不可能を可能にしようと発展するんだ。リィエルの霊魂が解析不可能？　霊域図版セフイラ・マツプを作るのは無理？　だったらなんだ？　たとえ不可能でも、俺達はリィエルの霊魂を解析して、霊域図版セフイラ・マツプを作るしかねえ」

「先……生……」

「システィーナ、ルミア……やるぞ。俺達でリィエルを救うんだ。手伝ってくれ」

　そんなグレンの力強い言葉に。

「……は、はいっ！」

「私達にできることなら、なんでもします！」

　システィーナが涙なみだを拭ぬぐい、ルミアが決意を込めて頷く。

「……ぐれん……しすてぃ、な……るみあ……、…………」

　リィエルはそんな三人の姿を、ぼんやりと遠い目で見つめていて。

　こうして──グレン達の苦く闘とうの日々が始まるのであった。




　グレンとセシリアを中心に、リィエルの複雑怪奇な霊魂を、なんとか解析しようとする研究の日々が始まった。

　当然、その解析は困難を極きわめた。グレンとセシリアは昼夜を問わず、リィエルと向き合い、システィーナとルミアは図書館に籠こもりきり、最新のエーテル学や法医学関連の魔術論文をひたすら集めて徹てつ夜やで読み進め、その要よう諦ていをまとめていく。

　リィエルの霊域図版セフイラ・マツプを作るには、その複雑に重ね合わせられた霊魂に使われた、元の霊魂の全ての霊域図版セフイラ・マツプを割り出さなければならない。リィエルに使われた全ての霊魂を解析して、そこから逆算することで、ようやくリィエル専用の霊域図版セフイラ・マツプは完成する。

　それがどんなに困難なことか、少し魔術を囓かじった者であれば、誰でもわかることだ。

　だが、グレン達はそんな解析を、文字通り血ち反へ吐どを吐はく思いで進めていく。

　そして、そんなグレンに、学院内の協力者は多かった。




「……わかったよ、グレン先生。リィエル君に必要な『アストラル・コード分離術式』回りは、私が開発を進めよう。白魔術の精神関連は、私の専門分野だしな」

「ま、マジっすか!?　いいんですか、ツェスト男だん爵しやく!?」

「ああ、構わんよ。何、可愛かわいい女の子を失うのは人類の損失だからね」

「あ、ありがとうございます！　男爵！」

　ツェスト男爵が、グレンの協力要よう請せいに快く応じた。




「ふむ。グレン先生の計算どおり、その術式構想では、恐らく現在の魔導演算器の機能と処理能力では、到とう底てい足りないだろう」

「だよな……クソ、一体どうすりゃいいんだ……」

「ふっ！　心配するな！　魔導演算器の機能拡張ならば、この天才魔導工学教授オーウェル＝シュウザーに任せるがいい！」

「お、オーウェル……？　いいのか……？」

「フハーッハハハハハハハーーッ！　これも我が心友のため！　お安い御ご用ようよッ！」

　オーウェルも、進んでグレンに協力を申し出た。




「グレン＝レーダス。ふん……これを持って行け」

「せ、先せん輩ぱい？　こ、これ、エーテル法医学の世界的権けん威いで第一人者、アイネスト＝シュバイツァーの最新論文じゃないっすか!?　こんな貴重なもん、どうやって──ッ!?」

「はっ。愚ぐ鈍どんな貴様には、魔術学会にコネなどなかろうよ」

「!?」

「いいか、勘かん違ちがいするなよ？　グレン＝レーダス。私は貴様が大だい嫌きらいだし、件くだんのリィエル＝レイフォードには何度煮にえ湯ゆを飲まされたかわからん！　きっちり落とし前をつけてやる前に、勝手に逝いかれてはたまらんからなっ！　それだけだっ！」

「……先輩……ありがとうございます」

「ふん。礼など言っている暇ひまがあったら、さっさと仕事に戻ることだな」

　法医学に関しては完全に門外漢のハーレイまでもが、協力をしてくれた。




　無論、協力的なのはグレンの同どう僚りよう達だけではない。

　エーテル乖かい離り症しようが進行し、肉体と霊れい魂こんにずれが生じている現在のリィエルは、たとえるなら、ヒビが入った水差しだ。凄すさまじい勢いで身体からだから水マナが抜ぬけていく。

　延命するためには、他人からの大量のマナ供給が何よりも必要なのだ。

　その事情を知った二組の生徒達は、自分達のマナを、マナ欠けつ乏ぼう症しようも恐おそれず惜おしみなく、交替でリィエルへと供給してくれた。それも昼夜問わずに。彼らは学院に泊とまり込みでリィエルの元へ集まり、リィエルを励はげまし続けるのであった。

「頑がん張ばれよ、リィエルちゃん……病気ごときに負けるなよ……」

　装置を通してマナを供給するカッシュが、リィエルの手を握にぎりしめながら言った。

「……おい、お前。勝ち逃にげは許さないからな」

　同じくギイブルが、不ふ機き嫌げんそうに、ぼそりと呟く。

「大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫ですわ。きっと、先生がなんとかしてくれますわ」

「ええ、そうですね。先生ならきっと……」

　ウェンディやテレサも、リィエルの手を握り、祈いのるように言う。

「リィエル……早く、元気に……なってね？」

「また、僕らと一いつ緒しよに学院生活を過ごそうよ……ね……」

　リンも、セシルも。

「ぅおおおおおんっ！　リィエルちゃぁああああああんーーっ！」

「俺達のマナを持って行ってくれぇええええーーっ！」

　ロッドも、カイも。他の二組の生徒達……アルフ、ビックス、シーサー、ルーゼル、アネット、ベラ、キャシーも。

「リィエルさん、駄だ目めですよ。……貴女あなたがいなくなると悲しむ人がいるのですから」

「ふん。……まぁ、ルミア＝ティンジェルには色々と借りがあるからな」

　時には、余よ所そのクラスのリゼ＝フィルマーや、ジャイル＝ウルファートまで。

　さらには、リィエルの容態を聞きつけた学院中の生徒達が、交替でリィエルにマナを供出していくようになる。

　かつてフェジテ最悪の三日間で学院を救った英えい雄ゆうの一人であり、自分達の恩人でもあるリィエルに報むくいようと、皆みなが皆、リィエルの命をなんとかこの世に繫つなぎ止めようと、自分達のマナを惜しみなく供出し、励ましの言葉をかけていく。

「……みん、な……」

　リィエルは時折浮ふ上じようする胡乱な意識の中、そんな生徒達を眩まぶしげに眺ながめていた。




　皆一丸となって、リィエルのために。

　リィエルを助けるために。リィエルを救うために。

　だが。これだけの想おもいを一身に集めても──セシリアの必死の対処療りよう法ほうを受けても──リィエルの容態が快方に向かうことは当然、なく。システィーナやルミアの必死の研究成果も芳かんばしくなく、グレンの霊魂解かい析せきの進行は遅ち々ちとして進まず。

　リィエルの生命反応は、刻一刻と無む慈じ悲ひに弱くなっていくのであった。




　そして──それは丁度、リィエルが倒たおれて一週間が経過する頃ころであった。

「グレン、それは無理だ。諦あきらめろ」

　夜空に白く寒々しい月が輝かがやく夜。

　不意に、学院へふらりと姿を現したセリカの一言が、不ふ眠みん不休で霊魂解析法の考案に取り組むグレンの心を、完かん膚ぷなきまでに叩たたき折っていた。

「なん……だとぉ……？　てめぇ、セリカ……今、なんつった？　げほっ……ごほっ」

　ここは、うず高く資料や文ぶん献けんが積み上がり、足の踏ふみ場ばもない魔術式研究棟とうの一室。

　目元に色濃こい隈くまを浮うかべ、体力も極限状態なグレンが、ふらふらの足取りでセリカに歩み寄り、その胸むなぐらを力なく摑つかみ上げる。

「何も考えずに手を動かしていた方が心安まる時がある。だから、あえて指し摘てきしなかったが……もう限界だ。そんなお前を見ていられない」

　セリカが、痛ましげに、哀かなしげに呟つぶやいた。

「お前のやっていることは理論的に矛む盾じゆんしているんだよ。それは……たとえば、ジクソーパズルのたった１ピースから、広大な全体像を正確に再現するようなものだ。そんなのはもう魔ま術じゆつじゃない、魔法だ。不可能だってわかるだろ……最初から全体像を知らない限りな。ルミアの異能アシストを受けた私にだって無理だ。……魔術は万ばん能のうじゃない」

「～～～ッ!?」

「賢かしこいお前のことだ。……本当はもうとっくに気付いていたんだろ？」

　そう残ざん酷こくに告げるセリカも、リィエルを救うための調査や研究を、その具合の悪い身体を無理矢や理り押して、密ひそかに色々独自路線で行っていたのだろう。その目元には、色濃い隈が浮かんでいて、歩く死人のような風ふう貌ぼうであった。

　だからこそ、セリカも絶対に無理だという結論に達したのだ。

　それを察したグレンは、その場でがくりと膝ひざを折り、手足をついて項うな垂だれた。

　そうだ。わかっていた。最初から心のどこかで薄うす々うすわかっていたのだ。

　リィエルは救えない。もう助けられないんだと。わかっていたのに……それでも、歩む足を止められなかったのだ。何かせずにはいられなかったのだ。

　グレンは目の奥に熱くこみ上げてくるものを感じながら、部屋の隅すみを振ふり返る。

　そこにはリィエルを救いたい一心でグレンを信じ、今日まで一生懸けん命めいに補ほ佐さをしてくれたシスティーナやルミアが机に突つっ伏ぷし、資料に埋うもれるように眠ねむっていた。まさに疲ひ労ろう困こん憊ぱい──髪かみは乱れ、肌はだは荒あれ、あの美しい少女達が今や酷ひどい有様だ。

「……お、俺は……俺はぁ……ッ！」

　セリカの足あし下もとでグレンは目元に涙を浮かべながら、拳こぶしで床ゆかを叩く。叩き続ける。

「くそッ！　なんでだ!?　リィエルは……あいつはやっと、日向ひなたの世界を歩み始めたっていうのに……どうしてこんな……ッ!?　あいつが一体、何をしたってんだ!?」

「……グレン」

　セリカがそんなグレンの頭を、慰なぐさめるようにそっとなでる。

　しばらくの間、部屋にグレンのやるせない咆ほう哮こうが響ひびき続けた……その時であった。

「はぁ……大の男がピーピーピーピー情けない……」

　その部屋に、赤い髪をかき上げて颯さつ爽そうと入ってきた女がいた。

　イヴ＝イグナイト──否いな、今は母方の姓せいを名乗るイヴ＝ディストーレ。帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団特務分室室長、執しつ行こう官ナンバー１《魔術師》だったが、諸事情によって左さ遷せんされ、今はアルザーノ帝国魔術学院に勤務する、軍事教練の特別講師であった。

「……イヴ……？」

　グレンが視線だけ動かして、つんと腕うで組みしているイヴを見上げる。

「ふん。貴方あなたって本当に猪ちよ突とつ猛もう進しんのバカね。もう少し頭を使えば？　頭を」

　イヴは、ばさりと講師服をはためかせながら、突っ伏すグレンの前へ歩み寄る。

「だから、そんな無駄なことに無駄な時間と労力を費ついやす羽目になるのよ、まったく……システィーナやルミアにまで負担かけて何やってるわけ？」

「おい……お前、少し黙だまれよ」

　その地じ獄ごくの底から響くような声こわ色いろを出したのは、セリカだった。

「元、帝国宮廷魔導士団特務分室室長、《魔術師》……この子の手前、今まで目こぼししておいてやったがな、私はお前のことが大嫌いなんだ……軍時代のグレンをひたすら苦しめ続けたお前のことがな……」

　セリカがそう唾だ棄きするように言い捨て、イヴを極ごつ寒かんの視線で睨にらみ付ける。

「もし、今のグレンがお前のことをそれなりに認めてなかったら、とっくの昔に、この手で地獄へ叩き落としてやったところだ。だから、その不快な姿を私の視界に映すな。その不ふ愉ゆ快かいな音を口から垂れ流すな。……でないとこの世から物理的に消すぞ」

　並の人間なら即そく、死を覚かく悟ごするようなセリカの圧あつ倒とう的な殺界が、場に形成される。

　そのあまりにも息苦しい重圧に、疲つかれきっていたシスティーナやルミアもたちまち目を覚まして顔を上げ、室内のただならぬ様子を見て怯おびえるしかない。

　弱体化しているとはいえ、セリカとイヴでは天と地ほどの実力差がある。

　もし、セリカが本気でその気になれば、イヴは一秒だって生きていられない。土下座で許しを請こい、尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出さなければならない場面である。

　だが──イヴは、セリカが叩き付けてくる絶望的な重圧感を受け止めつつ、強気で鼻を鳴らして突っぱね、グレンへ語りかけていた。

「グレン、いつまでウジウジしてるわけ？　貴方はリィエルを救いたいんでしょう？　か細いけど、その糸口を見つけてきてあげたわ」

　そんな意外過ぎることをのたまうイヴに、その場に集つどう者達の驚きよう愕がくの視線が集まった。

「おい、お前。……気休めで適当なことぬかすなよ？　マジで消すぞ？」

「はぁ……元《世界》のセリカ＝アルフォネア……貴女って、単たん騎きでは世界最強かもしれませんが、権けん謀ぼう術数とか、盤ばん外がい戦術とか、そういう搦からめ手てに弱そうですね」

　竜りゆうをも睨み殺せるセリカの視線を、イヴは悠ゆう然ぜんと受け止めて睨み返す。

「なんだと？　言ったな？　この半世紀も生きてない小こ娘むすめが……」

「貴女、言いましたよね？　〝全体像を再現するのは、最初から全体像を知らない限り不可能だ〟、と。……だったら、最初から全体像を持ってくるまででしょう？」

　まったく物もの怖おじせず、イヴは不敵な態度でセリカと対たい峙じし続けている。

「グレン、聞きなさい。リィエルの霊域図版セフイラ・マツプについてなんだけど──」

　そして、イヴが何かを、足下のグレンへ告げようとした──まさにその時。

「た、た、大変だぁあああああああああああああああああああーーッ!?」

　グレンのクラスの生徒数名が、血相を変えてその室内へと飛び込んできたのであった。

「先生っ！　大変だぁっ！　突然、変な奴やつらがやってきて、リィエルちゃんを──」

「──ッ!?」

　切羽詰つまったロッドとカイの叫さけびを皮切りに。

　この事態は、さらなる混迷の深しん淵えんへと舵かじを切っていくことになるのであった──




「おい！　お前らっ！　一体、どういうつもりだッ!?」

　猛ダッシュで駆かけつけたグレンが、医務室の扉とびらを蹴けり開け、怒ど声せいを上げる。

　医務室内は、今や異常な雰ふん囲い気きに包まれていた。

「はいはーい、そっち持ってぇ～、あー、そこ、縛しばっちゃって！」

　魔導士礼服に身を包んだ数人の男女が、様々な生命維い持じ装置に繫がれたリィエルを強引に装置から引きはがし、運び入れた傍そばの担たん架かに積んで拘こう束そくしているのだ。

　どうやら、連中はリィエルをどこかへ連れ出そうとしているらしい。

　指の一本も動かせないリィエルはされるがままに、ぐったりとしていた。

「よしよし、《戦車》のリィエルちゃん、回収～。うん、ささっと運んじゃおっか！」

（て、帝国宮廷魔導士団!?　一体、なぜ連中がこんな所に!?）

　その礼服で正体を見み抜ぬいたグレンが、驚愕に固まった。

「うぅ……く、くそぉ……ッ！　ぐぅああっ……ッ!?　痛いてぇ……ッ!?」

「……リィエルを、どうする気なんだ、あんたら……ッ!?　う、ぐぅ……ッ!?」

　そして、カッシュやギイブル、ウェンディらが、身体からだを稲いな妻ずまの鎖くさりで拘束されて床に転がされており、手足を食い荒らす激痛に呻うめいている。

　恐おそらく、彼らは突然やってきた魔導士達の暴ぼう虐ぎやくに抵てい抗こうしようとしたのだろう。

　だが、所しよ詮せん、戦せん闘とう訓練を受けた魔術戦のプロとアマチュア。

　その実力差は天と地ほどもあり、リィエルを守ろうとした抵抗は空むなしく、あっさりと取り押さえられてしまったのだ。

　そして、グレンが駆け込んで来る前に、よほどの実力差を見せつけられてしまったのだろう──リィエルにマナを供給していたその他十数人の生徒達は、壁かべ際ぎわで身を寄せ合って青ざめ、怯えきっていた。

「お前ら……ッ！　リィエルちゃんを……どこへ連れて行く気だ……ッ!?　リィエルちゃんを放せ……ぐああああーーっ!?」

　それでも、なんとか這はって魔導士達の足に取り縋すがろうとするカッシュの手を、野や獣じゆうのような目付きの大おお柄がらな魔導士が容よう赦しやなく踏みつけた。

「うるせえよ。雑魚ざこが粋いきがってるんじゃねえ。俺達は忙いそがしいんだ、愚ぐ図ずが」

　足下で呻くカッシュへ、その魔導士は蔑さげすむような目を向けて吐はき捨てる。

　そして、その間にも、他の魔道士達は担架に拘束したリィエルを淡たん々たんと運ぼうとしていて──そんな光景は、グレンの沸ふつ点てんを一いつ瞬しゆんにして振り切った。

「てめえらぁあああああーーッ!?　俺の生徒に──」

　床を蹴り、身体能力強化の魔力を一瞬で全開にし、残像するような速度で突進する。

　向かった先は、グレンから見て一番手近だった大柄な魔導士だ。

「──手ぇ出してんじゃねえよッ！」

　その空気を破って突き込んだ右拳は、相手をうっかり殺しかねない威い力りよくの一いち撃げきだった。

　不意討うちの上に、全体重全魔力の乗った最高の一撃。

　グレンは次の瞬間、吹ふき飛んで壁に叩き付けられる大柄な魔導士の姿を幻げん視しするが──

「あん？　なんだ？　てめぇは」

「な──ッ!?」

　入るはずだった。グレンの右拳は、確かに魔導士の右みぎ頰ほおを容赦なく捉とらえるはずだった。

　会心の一撃だ。どこをどう考えても、絶対、回かい避ひできるタイミングじゃなかった。

　だが、グレンの拳は空を切り──気付けば、その大柄な魔導士はグレンの背後に居た。

「て、てめぇ……ッ!?　今、何を──」

　その異常事態に、グレンが思わず横に跳とんで距きよ離りを取る。

　だが、それは悪手だった。

「なあんだ？　まだ、僕らに抵抗してくるおバカさんがいたんだ？」

　その大柄な魔導士の後ろにいた、赤毛の年若い少年魔導士が。

「うふふふ……ならば、神しん罰ばつ執行ですわ。全ては主の御み心こころのままに！」

　その隣となりの、妙みよう齢れいの金きん髪ぱつ女性魔導士が。

　ゆらりと手を動かし、グレンへとその掌てのひらを向ける。その場に瞬時に励れい起きする、強大な魔力の胎たい動どう。二人はグレンへ容赦なく魔術を撃うつ気であった。

　そして、その魔力の質でわかる。こいつらは全員、超ちよう一流の魔導士だと。

（しまっ──ッ!?）

　呪じゆ文もんの一節詠えい唱しようや、予唱呪文ストツク・スペルの時間差起動ができない三流魔術師であるグレンは、一流同士の魔術戦においては、近接格闘戦にのみ活路がある。

　だが、その格闘戦で大柄な魔導士に後おくれを取り、一瞬、守りに入ったのが拙まずかった。

　下がらず、怯ひるまず、固有魔術オリジナル【愚者の世界】を即・発動すべきだった。

　下がったせいで一歩一手遅れた。【愚者の世界】が──間に合わない。

（クソ──ッ!?）

　グレンが絶望的な気分で、それでも諦あきらめず、愚者のアルカナを引き抜こうとする。

　だが、その時、その場に、さらなる異常事態が起きたのだ。

「双そう方ほう、そこまでです」

　ぐにゃり……と。目に見える世界の全てが揺ゆらいだ。

　結果、その場、全ての人間の上下左右の方向感覚と重力感覚が狂くるい、まともに立つのも困難になる。これではとても戦闘行動など不可能で、動きを止めざるを得なくなる。

「……これは……なんだッ!?」

「ちっ……」

　グレンの驚愕と魔ま導どう士し達の舌打ちが響く。

　やがて、歪ゆがみ揺らいでいた世界は、少しずつ元のあるべき形へと再結像していく。

　ふと気付けば、グレンと魔導士達の間に、魔導士礼服に身を包む一人の少女がいた。

　グレンと同い年か、一、二歳ほど年下の少女だ。人ひと懐なつっこい顔立ち、後頭部で一つにまとめた長い髪かみは明るい亜あ麻ま色いろ。前髪の隙すき間まに輝かがやく金色の瞳ひとみはくりくりと可愛かわいらしい。軍属らしからぬ華きや奢しやで小柄な身体だが、頼たよりなさは微み塵じんもなく、屹きつ然ぜんとしている。

「お久しぶりです、グレン先せん輩ぱい！」

　少女が、にっこりとグレンへと笑いかけた。

　グレンはしばらくの間、その少女を啞あ然ぜんと凝ぎよう視しし……

「……イ、リ、ア……？　イリア……お前──《月》のイリアか!?」

「はいっ！　貴方あなたの可愛い可愛い後輩！　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団特務分室所属、執しつ行こう官ナンバー18《月》のイリア＝イルージュ！　ここに推参しました！」

　イリアが、グレンに向かってウィンクし、ピシッと敬礼をする。

　と。

「いやぁ、ありがとうございます、イリア。やはり貴女あなたは優ゆう秀しゆうだ」

　今度は一人の男が、扉から室内へゆっくりと入室し、グレンの前に立った。

「……ッ！」

　すると、イリアは急に押し黙り、警けい戒かいするようにその男を睨みつつ、下がった。

「まったく……我われらは軍人。血気盛んは大変、結構。だが、ここではいけませんよ。ここは神聖なる学まなび舎やであり、さらには静せい謐ひつを尊ぶ医務室なのですから」

　その男は、同じく魔導士礼服に身を包む、二十代後半の魔導士であった。

　長い金髪に、ひょろりとした長身瘦そう軀く。いかにも人の良さげな風ふう貌ぼうに眼鏡をかけ、穏おだやかに微笑ほほえんでいる。一見、うだつの上がらなそうな優やさ男おとこだが、その佇たたずまいに隙はない。見る者が見れば、男が雲の上の実力者であることが瞬時にわかる。

　その証しよう拠こに、男が何事かを呟つぶやきながらさっと手を振ふれば、稲妻の魔術で拘束されていたカッシュ達が、一瞬で解放されてしまう。

「いやはや、少し席を外している間に、私の部下達が、多大なるご迷めい惑わくをおかけしてしまったようで本当に申し訳ありません、グレンさん……いや、《愚者》のグレン」

　慇いん懃ぎんに一礼しながら、そんなことを言う男に、グレンは眉まゆを顰ひそめた。

「……何者だ、てめぇ？　なぜ、俺を知ってる？」

「はは、申し遅れました。本来ならば守秘義務があるのですが、今は互たがいの信しん頼らいが肝かん要よう。何分火急のことゆえに、今回は特例で名乗り、身分を明かしましょう」

　そして、男は名乗った。

「私は、サイラス＝シュマッハ。より貴方に通りよく名乗るのであれば……帝国軍百騎長、帝国宮廷魔導士団特務分室室長、執行官ナンバー１《魔術師》のサイラス、とでも」

　途と端たん、殴なぐられたような衝しよう撃げきがグレンを襲おそった。

（特務分室!?　まさか、こいつら──全員、特務分室の執行官か!?）

　冷ひや汗あせを背中に感じながら、魔導士達を見み据すえるグレン。

　イリアを除き、全員グレンの知らない顔ぶれだが、補ほ充じゆう要員でも入ったのだろうか？

（しかも、こいつ、《魔術師》のナンバーを名乗りやがった。つまりイヴの後あと釜がま!?）

　通常、《魔術師》のナンバーを拝命できるのは、イグナイト家の者だけだ。

　特例なのか、それとも別の理由があるのか。いずれにせよ、特務分室のナンバー１、即すなわち室長を名乗れるということは、とんでもない実力を持つことだけは確実だ。

（くそ、特務分室の執行官が五人も！　一体、何しに来やがったんだ、こいつら!?）

　この異常過ぎる事態に、グレンが思わず唾つばを飲んで身を固くしていると。

「ははは……そうあまり身構えないでください、グレンさん。私達は別に、貴方と争いに来たわけではないのです」

　サイラスは、どこまでも穏やかに言った。

「は？　身構えるな？　リィエルと生徒達に、ンな仕打ちしといて、よく言うな？　どう考えても友好的とは思えねえぞ？」

「いやはや手厳しい。確かに仰おつしやる通り。その件については……特に守るべき市民たる生徒達に手を上げたことに関しては、弁明のしようもありません。どうも、私は部下達に舐なめられているようでして。まぁ、それはさておき本題に入りましょう」

　どっちが舐めているのか。サイラスは部下の失態を特に咎とがめることなく、ニコニコしながら話を切り返した。妙に、人の癇かんに障さわる笑顔であった。

「では早さつ速そく。グレンさん、いえ、元《愚者》のグレン。そして、《戦車》のリィエル。私は特務分室室長として、その両名に命令を下します」

　一同が固かた唾ずを吞のんで見守る中、サイラスは堂々と宣言した。

「まず、グレン正せい騎き士し。我が百騎長軍階と緊きん急きゆう特例九号に基もとづき、執行官ナンバー０《愚者》として、貴方に一時的な軍への帰参を命じます」

「はぁ？」

「そして、リィエル従騎士長。貴女のルミア護衛任務を一時的に解きます。帰参したグレン正騎士と共に、女王陛下勅ちよく命めいの特とく殊しゆ任務に従事するように」

　ここまでで、グレンを啞然とさせるには、すでに充分であったが……

「そして、その特殊任務とは……女王陛下暗殺を企くわだて、現在逃とう亡ぼう中の逆ぎやく賊ぞく、元・執行官ナンバー17《星》のアルベルト＝フレイザーの討とう伐ばつです」

　……ここまで来ると、最も早はや、絶句するしかなかった。

（は？　アルベルト？　……アルベルトが女王陛下の……暗殺？）

　グレンの思考処理が色々と追いつかないまま、サイラスは続ける。

「ええ。幸い陛下の暗殺は未み遂すいに終わりましたが、その際、特務分室にも多大な被ひ害がいが出ましてね……《法皇》のクリストフ、《隠いん者じや》のバーナードの両名が陛下を守り、アルベルトの魔の手にかかって戦死いたしました。我々は女王陛下のためにも、散っていった仲間のためにも、彼を許すことはできず、是ぜが非ひでも報むくいを与あたえねばなりません」

「…………」

「しかし、アルベルトは強い。下手をするとこちらが狩かられかねない。ならば、彼と最も多く任務を共にし、彼の手口と能力をよく熟知している者の協力は必ひつ須す。……〝協力〟していただけますよね？　《愚者》のグレン」

　ニコニコと。どこまでも穏やかに、朗らかにグレンへ微笑むサイラス。

「実は下心を明かせばですね。私も室長という分不相応な身分になってしまったばっかりに、軍内では未まだ肩かた身みが狭せまくて……ここら辺で是非とも、大きな実績が欲しいのです。あのアルベルトを討伐できれば、それはもの凄すごい戦果になります。だから……」

「……わからねえ。色々言っている意味がわからねえ」

　やっとのことでグレンが絞しぼり出した言葉は、子供のような理解の拒きよ絶ぜつであった。

「何？　アルベルトが女王陛下の暗殺を目もく論ろんだ？　クリストフとじじいが死んだ？　それで、俺とリィエルにアルベルトを討伐しろ？　お前、一体、何言ってやがる？　いい加減にしろよ、このクソ忙しい時に……」

「おや？　理解できませんでしたか？　ははは、おかしいですね……可能な限り、要点を押さえて簡潔に、端たん的てきにお話ししたつもりなのですが」

　すると、サイラスは肩を竦すくめて恐きよう縮しゆくそうに微笑む。

「いやはや、実はね、グレンさん。私、昔から話が長くてクドいと周囲から散々説教されていまして……それを直すよう常つね日ひ頃ごろ、気をつけるようにしてはいるのですが──」

　やけに癇に障る口上を無視して、グレンは猛もう然ぜんとサイラスの胸むなぐらを摑つかみ上げた。

「うるせえ、黙だまれッ！　ふざっけんなッ!?　あのクソ真面目野や郎ろうが陛下の暗殺!?　ンなことあるわけねえだろッ!?　ふかしやがってぇーーッ!?」

「ううむ……しかし、これはれっきとした事実、なのですが」

　まるでグレンの恫どう喝かつに動じず、困ったように眉を寄せるサイラス。

「よしんば、それが事実だとしてもだ！　俺はともかく、リィエルに戦えってどういうことだ!?　戦える状態じゃねえって見りゃわかんだろ!?　ああ!?」

「ええ、そうですね。だから、逆に都合が良いのです」

　その瞬しゆん間かん、聖人君子然と微笑むサイラスが──豹ひよう変へんした。

「リィエルは連れて行きます。その方が、グレンさんも命令に従う気になるでしょう？」

　気付けばサイラスは、どこまでも冷れい酷こくに冷え切った奈な落らくの目をしていた。

「俺に対する人質ってことか!?　俺にどうしても従軍させるために……ッ!?」

「理解が早くて助かりますよ。なにせ、貴方は一ひと筋すじ縄なわではいかない人だ。タダでは私の命令に従わないでしょう？　私は貴方の能力を高く買っているのです。貴方ならば、アルベルト討伐に大いに貢こう献けんしてくれるはずです。もう一度言います。これは命令なのです」

　最早、グレンは怒いかりのあまり、言葉を失うしかなかった。

　そんなグレンを前に、イリアは悔くいるように目を閉じ、部屋の隅すみで沈ちん黙もくを守る。

　そして、三人の魔導士達は、狼狽うろたえるグレンを見て、蔑さげすむような含ふくみ笑いをしていた。

「……お、お前らぁ……ッ!?」

　地じ獄ごくの業ごう火かに身を焦こがすような怒りが、グレンの全身を燃え上がらせた。

　この不可解な事態も。この信じがたい現状も。最早、何もかもがうんざりだ。

　グレンが拳こぶしを激情で握にぎり固める。この一週間、堪こらえていた激情と鬱うつ憤ぷんを一気に噴ふん出しゆつさせ、致ち命めい的てきな結末に向かって突つっ走ろうとする──まさにその時だった。

「……落ち着きなさい、グレン」

　その場に火の粉がはららと散るような錯さつ覚かく。そんな鮮あざやかな炎えん髪ぱつをかき上げて登場した娘むすめが、爆ばく発はつ寸前のグレンをぎりぎりで押し止とどめていた。

「はぁ……なるほど。相棒の貴方がいちいちこれじゃ、アルベルトの苦労が窺うかがえるわ」

「イヴ!?」

　魔ま術じゆつ講師のローブをばさりとはためかせ、腕うで組みしたイヴがグレンの隣となりに並んでいた。

「……それにしても、軍の特権を笠かさに着ての強制従軍命令……見てて気分悪いわね。……私、こんなことしてたんだ……最悪」

「い、イヴさん……ッ!?」

「……、久しぶりね、イリア。でも、今は貴女あなたと話している暇ひまはないの」

　イヴの登場に驚おどろくイリアを一いち瞥べつし、イヴはサイラスを改めて流し見る。

　すると、サイラスはイヴに向き直って言った。

「ああ、いらしていたのですか。お噂うわさはかねがね。お互いこの立場となってから、直接お会いするのは初めてですので改めて……私、この度たび、貴女の後任を拝命奉たてまつった特務分室、新室長サイラス＝シュマッハ。……以後、お見知りおきを、元室長」

「前口上はいいわ、本題に入るわよ」

　ちっ、と忌いま々いましそうに舌打ちして、イヴはサイラスを睨にらみ付けた。

「もし、グレンをそのアルベルト討伐？　に、連れて行きたいなら……取引よ」

「！」

「リィエルの霊域図版セフイラ・マツプ……それを出しなさい。サイラス＝シュマッハ」

　イヴのあまりにも予想外な言葉に、その場の誰だれもが呆あつ気けに取られ、イヴに注目する。

「は？　お、おい……イヴ……？　一体、そりゃどういう……？」

　意味がわからず動どう揺ようするグレンへ、イヴは〝私に任せて〟と視線で訴うつたえ、さらに言葉を続けていった。

「まったく、貴方あなたの方から出向いて来てくれるなんて、捜す手間が省けて良かったわ。サイラス、貴方なら持ってるのでしょう？　リィエルの霊域図版セフイラ・マツプくらい。別に貴重でもなんでもないデータのはず。そのくらい正当な労働報ほう酬しゆうよ。出しなさい」

「ふむ……イヴさん。……貴女、一体、どこまで知っているのです？」

　すると、サイラスはその柔にゆう和わな微笑みを崩くずさず、瞳ひとみだけを僅わずかに冷たく、刃やいばのように鋭するどくしながら、そう返す。

「イグナイトが、ひたすら他者を出し抜ぬいて功を重ねるために築き上げた秘密の情じよう報ほう網もうを知らないの？　まぁ、私は室長剝はく奪だつと共に、ほとんど失ったけど。それでも、私が独自に築き上げた糸だけは、まだ何本か残ってる……と、だけ言っておくわ」

「……………………」

「それとも、件くだんのシオン・ライブラリーを、今から慌あわてて証しよう拠こ隠いん滅めつに処分する？　それもいいけど、この程度の取引に応じるのと、どちらが貴方にとっての〝得〟かしらね？」

　サイラスはそんなイヴをしばらくの間、品定めするかのように見つめ……

「……なるほど、さすがはイグナイトの。いやはや、こうしてお会いしてみると、ますます解げせない。なぜ、貴女の父上は、貴女のような優ゆう秀しゆうな御お方かたを切ってしまわれたのか」

「うるさい、放っておきなさい！　それよりも取引に応じるの、どうなの!?」

　イヴが激げき昂こうして再度問うと、何かを面白がるように、サイラスは首を傾かたむけた。

「はて？　取引とは、互たがいの手札や戦力が拮きつ抗こうし、対等である時のみ成立する契けい約やくのことを指します。私と貴女達……よく見てください。これではまるで戦力が違ちがい過ぎる」

　サイラスが肩を竦めると、イリアを除く三人の特務分室の魔導士達が、威い嚇かくするように一歩、前へ出た。

「今の貴女が持ちかけた取引に、私どもが応じる理由はどこにも……」

「ハ。戦力が拮抗？　手札が対等？　貴方、何か勘かん違いしてない？」

　サイラスの言葉に、イヴが鼻で笑って応じる。

　すると、一人の女が靴くつ音おとを鳴らして、医務室内に幽ゆう鬼きの如ごとく姿を現していた。

　セリカだ。眉まゆ根ねを寄せ、もの凄く不ふ機き嫌げんそうである。もの凄く。

　イヴの如き小娘に、いいように使われるのは我が慢まんならない。が、グレンのために今は我慢してやる、後で覚えてろ……いかにもそんな一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きだ。

「──ッ!?」

　そして、その瞬間、その場の魔導士達の間に、明らかな緊きん張ちようが走った。

「なるほど。元《世界》のセリカ＝アルフォネア……この学院には彼女が居ましたね」

　サイラスは参りましたと言わんばかりに、肩を竦めた。

「情報によれば、度重なる無理が祟たたって弱体化……長期戦が不可能とありますが、短期戦に限れば、まだ恐おそるべき力を発揮できるのでしょう。これは参った、正直ここで戦って、我われ々われが負けることはないでしょうが……アルベルト討伐の前に、余計な被害はこちらも避さけたいところ。……ああいや、本当にお上手な御方だ。これでは、私はイヴさんの取引を受けざるを得ません。ははは、一本取られました。素晴らしい。そして、なんていう聡そう明めいな女性だ。美しいし、度胸もある。貴女とは是非、一度ゆっくりお食事でも……」

「却きやつ下かよ」

　すると、残念そうにサイラスは苦笑し、呆ほうけているグレンへ向き直った。

「ははは、フラれてしまいました。どうにも私は昔から女性受けが悪くて……私は貴方のような男性が羨うらやましい。機会があれば、是非とも秘ひ訣けつをご教授願いたいものです」

　グレンの隣のイヴや後ろのセリカをちらりと見回し、サイラスは穏おだやかに笑った。

「さて。聞いての通りです、グレンさん。詳くわしい出所は極秘なので、あえて明言を避けますが……もし、私の命令に従い、アルベルト討とう伐ばつに参さん陣じんしていただけるのであれば……そうですね、リィエルの霊域図版セフイラ・マツプを貴方に譲じよう渡としましょう。……どうでしょうか？　彼女の霊域図版セフイラ・マツプが喉のどから手が出るほど欲しいのでしょう？　まぁ、万が一にも、貴方がアルベルトとの戦いを放ほう棄きして逃にげ出さないよう、リィエルには同行していただきますがね。それがこの取引に際し、こちらが提示する絶対条件です」

「──ッ!?」

　その言葉に、グレンは目を見開いた。未いまだ混乱や困こん惑わくは冷めやらない。

「……多分、この辺りが潮時だわ。これ以上押したら、交こう渉しようそのものが破は綻たんする」

　そんなグレンにだけ聞こえるように、イヴが道を示すように呟つぶやいた。

「私にできるのはここまでよ、グレン。後は貴方の決断。取引を受ければ、リィエルを救えるかもしれない。でも、甘っちょろい貴方には、相当に酷な展開が待ってるはず」

「イヴ……お前……？」

「……無理強じいはしないわ。別に、私は私で好きにやっただけ。私を先生と慕したってくれた生徒達が、涙なみだに暮れるのを見たら寝ね覚ざめが悪くなるし。だから、この状じよう況きようを最大限利用して、私にできることをした、それだけ。……貴方の決断に不平不満は言わないわ」

　言いたいことだけ言って、そっぽを向いてしまうイヴ。

　そして、グレンが振ふり返れば、グレンを注視している生徒達がいる。

　皆みな、一様に当惑を色濃こく浮うかべ、それでもグレンに縋すがるような、それでいて申し訳ないような……そんな複雑な表情をしている。

「せ、先生……」

　出入り口付近に佇たたずんでいるシスティーナとルミアも、どうしたらいいかわからないといった表情で、グレンを見守っている。

　はっきり言って、グレンにも、この状況は何がなんだかわからない。

　どうして、このサイラスという男がリィエルの霊域図版セフイラ・マツプを持っているのか、なぜアルベルトが女王陛下暗殺を企くわだてたのか。何もかも、判断材料がなさ過ぎる。

　だが、リィエルを救いたくば──今は、このサイラスとの取引に応じるしかない。

　アルベルトは本当に、女王陛下暗殺を企て、実行したのか？

　もし、企てたとして、俺は本当にあいつと戦えるのか？

　リィエルとアルベルト、二人を天てん秤びんにかけて戦うことができるのか？

　正直、今から頭が痛くなってくるほど、迷いは尽つきない。

　だけど──何もしない、立ち止まるという選せん択たくだけはできない。

　それは、何もかもが悪化して、何もかもを救えない最悪の一手だ。

　だからこそ──

「わかった。……受けてやる。アルベルト討伐に参加してやる……クソがッ！」

　死中に活。いつものように、戦いの中で真実と最善手を探りつつ、最悪の極限状態の中から可能な限りの良い結末を勝ち取るしかない。これは試練なのだ。

　その日──グレンは、魔導士礼服の袖そでに、再び腕を通すことを決意するのであった。




「一体、全体、どういうことなんだよ!?　説明しろ、イヴ！」

　とりあえず、サイラス達がリィエルだけを確保し、学院を去って行った後で。

　グレンは、雑木林が茂しげる校舎裏の薄うす暗ぐらい空間へイヴを連れて行き、詰つめ寄っていた。

「もう、何がなんだかわけがわからねえ！　お前、知ってること、全部教えろ！」

「うるさいわね、がなりたてなくても聞こえてるし、話すわよ」

　校舎の壁かべに背を預けて腕を組むイヴが、嫌いやそうに髪かみをかき上げ、溜ため息いきを吐つく。

「知っていることから追って説明するわ。まず、私がこの一週間……つまり、貴方達が正せい攻こう法ほうでリィエルを救おうとしていた間、何をやっていたか。……薄々お察しの通り、私は私の情報網の古い伝つ手てを頼たよっていたわけ」

「伝手？」

「目的はわかるでしょう？　リィエルの霊域図版セフイラ・マツプ。リィエルは『Project : Revive Life』で造られた魔造人間なんでしょう？　リィエルが『Project : Revive Life』で生まれたっていう事実は、貴方とアルベルトが改かい竄ざん隠滅したけど」

　イヴに刺さすような目を向けられ、グレンが無言で目をそらす。

「別に、今さら咎とがめはしないわよ。今の私は特務分室室長じゃないし。とにかく、そんな禁きん呪じゆ法ほうでリィエルを造ったなら、少なくともリィエルの制作者──天才錬れん金きん術じゆつ師しシオン＝レイフォードは、リィエルの正確な霊域図版セフイラ・マツプを所持していたはずでしょう？　リィエルの代だい替たい霊れい魂こんたる『アルター・エーテル』は、シオンが調整したのだから」

「あ……」

　イヴの言うとおりであった。リィエルの霊魂は、いわば、複数枚のジグソーパズルをバラして、それぞれをちょっとずつ使用しながら、強引に一枚絵に仕上げたようなもの。だから、霊域図版セフイラ・マツプの作成が不可能になっている。

　だが、実際にパズルをその一枚絵に仕上げた者ならば、一枚絵になる前……複数枚の絵図面の全てを持っていて当然。そして、そこから霊域図版セフイラ・マツプを作って然しかるべきである。

「二年前……当時、《愚ぐ者しや》だった貴方は、天の智ち慧え研究会の内情を得るため、希代の錬金術師シオン＝レイフォードの取引に応じ、イルシア＝レイフォードとライネル＝レイヤーを保護しようという任務に従事していたことがあったわね？」

「……ああ。まぁ、結局、ライネルの裏切りで失敗しちまったけど」

「でも、天の智慧研究会の極秘研究所の一つは潰つぶせた。その際、シオンが行った『Project : Revive Life』研究関連の様々な資料や記録の集成──通つう称しよう『シオン・ライブラリー』を、軍が押おう収しゆうしたのだけど……私は、ひょっとしたら、その中にリィエルの霊域図版セフイラ・マツプがあったかもしれない可能性を考えた」

「あぁ──ッ!?」

　そうだ。どうして、今の今まで、その可能性に思い至らなかったのか。

　グレンは自分の愚ぐ鈍どんさに嫌気が差す。

「……それだけ愛いとしの妹分の危機に、気が動転していたんでしょう。それに、どっちみち貴方がそれに思い至っても、今の貴方は軍の記録を閲えつ覧らんできないから無意味だし」

　ふぅ、とイヴは息を吐はいて、話を続けた。

「とにかく、私はまぁ、一応、イグナイト家出身ってことで、今もまだ手元に残ってる情報網があってね……凄すごく細いけど。二年前の任務回り……シオン・ライブラリーのことを信しん頼らいできる協力者に調べてもらったのよ」

「それで……どうだった？」

「ハズレ。あの時に軍が押収したシオン・ライブラリーはいつの間にか、軍の資料室から根こそぎごっそり消えていた……当然、霊域図版セフイラ・マツプは見つからないというオチ」

　イヴが疲つかれたように首を小さく振った。

「は？　どういうことだ？　シオン・ライブラリーそのものが消えているなんて……」

「閲覧記録とか貸し出し記録とかを細々と追うとね。シオン・ライブラリーそのものを、何者かが何者かに、密ひそかに横流しした可能性がある」

「横流し？　シオン・ライブラリーを？」

「ええ。でも、証しよう拠こはない。多分、その持ち出した何者かの後ろには、もっと大物が存在するのでしょうね。横流しの証拠は完全に握にぎり潰されてるわ」

　ここまで来ると、グレンにも少しずつ、話が読めて来る。

「……サイラス＝シュマッハか？」

「ご名答。あの時、その何者かが持ち出して消えたシオン・ライブラリーは、どういうルートで流れたのかは不明だけど……今はサイラスが独どく占せんしている可能性が高い。なにせ、彼はあの事件以降に、恐らくシオン・ライブラリーを参考にしなければ、決して出てこない魔ま術じゆつ理論の論文を幾いくつも提出して、彼の帝てい国こく軍内における地位を盤ばん石じやくにしている。彼が持っているとしか思えない。限りなく黒に近いグレーよ」

「……やつが持っているそのシオン・ライブラリーの中に、リィエルの霊域図版セフイラ・マツプもあるってことか。……やつは一体、何者なんだ？」

「あら？　貴方あなたは会ったことなかったかしら？　サイラス＝シュマッハ……元・帝国宮きゆう廷てい魔導士団、魔導技術開発室室長……〝神の頭脳の持ち主〟と噂うわさされた天才魔術師よ」

「魔導技術開発室……？　実働・戦せん闘とう任務を行う中央十室や特務分室と異なり、帝国宮廷魔導士団の軍用魔術や各種魔術装備の開発を行う後方支し援えん部署の一つだな？」

「ええ。ただし、サイラスに限ってはデスクワーカーと侮あなどるのは禁物よ。彼は魔導技術開発室室長になる前は、東の国境付近で戦い続けたバリバリの実戦派でもある」

「頭が切れて、武力もある……厄やつ介かいな野や郎ろうだ」

「……あの白金魔導研究所の、魔導技術開発派は遣けん武官だったこともあるわ」

「天の智慧研究会と組んで『Project : Revive Life』をやってたバークス＝ブラウモンが所長だった、あの研究所か……って、滅め茶ちや苦茶きな臭くせぇじゃねえかッ！」

　あまりの臭くささに、頭が痛くなってくるグレンであった。

「で？　そんな臭くっさい野郎が、今は特務分室室長か？　帝国軍終わってんな」

「なぜ、イグナイト家以外の者が、特務分室室長に据すえられたのかは、まだわからないけど……とにかく、今はそんなのどうでもいいわ。カマかけが成功して良かった。少なくとも、サイラスがリィエルの霊域図版セフイラ・マツプを所持しているのは、ほぼ確定だわ」

「って、カマかけだったのかよ!?　確信はなかったのかよ!?」

「当然でしょ？　その可能性があるってだけで、証拠は何一つないって言ったでしょ？　まともに行っても、とぼけて話すら聞いてくれないわ。ただ、霊域図版セフイラ・マツプはそこまで秘ひ匿とくレベルの高いデータじゃない。研究のために複製して所持していたと主張すれば、彼の立場ならほとんどお咎めもない。……そんな逃げ道をあえて残しつつ、彼の私に対する警けい戒かい、十中八九ありえないけどひょっとしたら、私が彼のシオン・ライブラリー独占の証拠を摑つかんでいるかもしれない可能性、貴方グレンの戦力的有用性、《世界》の脅きよう威い度、取引に応じるメリットとリスク……それらをサイラスの天秤にかけさせたってわけ。結果、うまく取引に応じさせることに成功して、本当に良かったと思ってる」

　そう。あのイヴの吹ふっかけた取引は、一歩交渉の仕方を間ま違ちがえれば、サイラスが証拠隠いん滅めつのためにシオン・ライブラリーを完全放棄して、リィエルの死が確定してしまう絶ぜつ妙みようなさじ加減を要する取引だったのだ。

　まぁ、なんていうか、こいつ、やっぱ人の上に立つタイプなんだろうな……いけすかないけど、と。グレンは不思議に納なつ得とくするのであった。

（こんな切れ者でデキる女が、なんで時たま、あんな意味不明な暴走してたんだ？）

　特務分室時代のヒステリックで余よ裕ゆうのないイヴを思い出しながら、グレンは続けた。

「わかった。とりあえず、サイラスとの取引に応じ、俺はリィエルの霊域図版セフイラ・マツプの入手を優先しよう。だが……アルベルトのやつのことなんだが……マジでマジか？」

　これが心底、わからなかった。アルベルトが、バーナードやクリストフを殺害して、女王陛下の暗殺を狙ねらった……とても信じられないことだ。

「…………事実よ」

　だが、イヴは無念そうに目を閉じて、はっきりとそう呟つぶやき、グレンへ背を向けた。

「……私も信じられなかった。でも、この一週間、私が独自に動いていた間、入ってきた情報によれば……アルベルトは、本当に女王陛下の暗殺を目もく論ろみ……その際、クリストフとバーナードを手にかけたらしいわ」

　そう淡たん々たんと語るイヴの声は、いつもらしからぬ重く沈しずんだものだった。

「マジか……」

　グレンが苦く悩のうに満ちた表情を、片手で覆おおい、呻うめく。

「サイラスの語り口から判断しても、彼が冗じよう談だんやカマかけを行っているとは到とう底てい思えないわ。間違いなく、アルベルトに何かがあったのよ……私達が知らない所で」

「…………」

　シビアに現実を見るイヴを前に、グレンは押し黙だまる。

「グレン……わかってると思うけど」

「わかってる！　皆みなまで言うな、わかってるっての！」

　アルベルト討とう伐ばつ。それはつまり、当然、アルベルトと戦う、ということだ。

　あの特務分室の最強エース、《星》のアルベルト＝フレイザーと。

　迷えば死ぬ。だが、アルベルトを討うたねば、リィエルは救えない。

　これはもう、アルベルトを切るか、リィエルを切るか……そういう話だ。

（戦えるのか？　俺は……本当にアルベルトのやつと戦えるのか？　あいつが女王陛下の暗殺を狙ったなんて……クリストフとじじいを殺やったなんて……マジで信じられねえ）

　思考の袋ふくろ小路こうじに迷い込んだグレンが思い悩なやんでいると。

「はぁ……やっぱり、わかってないわね。グレン、貴方、また視野が狭せばまってない？」

　イヴが呆あきれたように、呟くのであった。

「なんだと？」

「その二者択たく一いつに絞しぼるのは、まだ早いって言ってるのよ」

　目を瞬しばたたかせるグレンへ、イヴが突つき放すように言う。

「少しは物を考えなさい。理由は不明だけど、アルベルトが女王暗殺を企たくらみ、そして、その討伐のためにサイラスがリィエルを人質にして、貴方をその討伐部隊に抜ばつ擢てきしたのは……まぁ、わからなくもない。一応、筋が通った話よ。貴方ほどアルベルトを知っている人は他にいないでしょうしね。でも、どうしても解げせないのは、エーテル乖かい離り症しようで戦力にならないリィエルまで、わざわざ連れて行く、ということ」

　イヴが淡々と状じよう況きようを分ぶん析せきしていく。

「いや、だから……そりゃ、俺に対する人質で……」

「あのね……霊域図版セフイラ・マツプという究極の人質がもうあるのよ？　もうリィエルの身み柄がらは必要ないでしょう？　むしろ、最初からリィエルの霊域図版セフイラ・マツプを、貴方への交こう渉しようテーブルに乗せるべきじゃなくて？」

「あ……ッ！　そ、そうだ、そういえば……ッ!?」

　〝リィエルの霊域図版セフイラ・マツプをくれてやるから、同行しろ〟

　最初からこう言えば、グレンは一も二もなく同行せざるを得なかったのだ。

「なのに……それでも、リィエルを人質として連れて行くことに拘こだわっている。貴方に対する人質とはいうけど、それはちょっと無理のある話じゃない？　しかも、『Project : Revive Life』で生まれたリィエルを連れて行くのは、同じく『Project : Revive Life』関連で何かときな臭いサイラス。……これって偶ぐう然ぜんかしらね？」

「確かに、これをただの偶然で片付けるには臭過ぎる……」

「ここで仮説。もし、サイラスがシオン・ライブラリーを持っているなら、リィエルがエーテル乖離症で倒たおれるだろう時期も容易に予測つくはずよね？」

「そうだな、リィエルが『Project : Revive Life』で生まれたリィエルであることを知っていて、その関連データを読み解く専門知識がありゃ、そのくらいは可能だろう」

「つまり、サイラスは、リィエルが今回の討伐戦で、ちょうど倒れて戦力にならないことは最初から知っていた、としたら？　これを前提に考えたら、どうなる？」

「むしろ、サイラスは、リィエルがエーテル乖離症で倒れるのを待って、リィエルの前に現れたってことになる……リィエルを連れて行くこと自体が目的だった？」

「ええ。そう考える方が余よ程ほど自然でしょう。そして、ここを今回の事件の全ての起点にすると、アルベルトの女王暗殺未み遂すいが、このタイミングに重なったのも、ただの偶然とは思えない。サイラスに対する何かしらの意図があるように思えてくる」

　イヴの言う通りだ。アルベルトの女王暗殺未遂が全ての発ほつ端たんだと思っていたが、その因果関係の順序をひっくり返すと、また違う絵図面が広がっているように思える。

「いずれにせよ……リィエルを中心に、何かあるってことか」

「ええ。そして、そこに今回の事件の突とつ破ぱ口こうがあるはず。ならば貴方のやることは決まってるでしょう？」

　何かを深く見み極きわめるような流し目を送ってくるイヴ。

　グレンはしばらくの間、それを沈ちん黙もくで受け止め、やがて頷うなずいた。

「……真実を見極める。アルベルトがなぜ、女王陛下を暗殺しようとしたのか。リィエルに何があるのか。とにかく、まずは事の真相に迫せまるしかねえってことか……ええい、クソッ！　やってやるよ！」

「ふん、ようやく〝らしく〟なってきたわね。それでいいのよ、単純な貴方は」

　イヴがたちまち皮肉を突き刺さしてくるが、もう関係ない。

　足あ搔がく。足搔くしかない。リィエルもアルベルトも救えるような……そんな都合の良い結末を目指して……ただ、全力で突き進むしかないのだ。

　たとえ、一人きりだろうが、最さい期ごの最期まで全力で抗あらがう。

　グレンが、そんな決意を新たにしていると。

「……さて。忙いそがしくなるわね。私も色々と準備しないと」

　なぜか、イヴが奇き妙みようなことを言い出していた。

「……何よ？　グレン、その目は？」

「え？　何？　イヴ……お前……ひょっとしてついてくる気なの？」

　そんなグレンの意外そうな表情から、イヴはしかめ面で目を背そむける。

「貴方はこれからサイラス達と行動を共にするんでしょう？　彼の近辺じゃ逆に動きが取れないこともあるわ。事件の裏を探るなら、自由に動ける別働隊も必要でしょう？」

「い、いや……そりゃわかるけどさ。……え？　何？　お前が？　俺に？　力を貸してくれるつもりなの？　マジで？」

「…………何で、そんなに驚おどろくのよ？」

「い、いや、だって、あのイヴだぞ!?　あの残ざん虐ぎやく非道冷れい酷こく無比のイヴだぞ!?　高飛車で高こう慢まんで手柄キチのイヴだぞ!?　手柄や戦果以外、まったく興味なくて、自分以外の人間は全て駒こまかゴミのように考えてて、ヒステリックで行き遅おくれの──」

「《うるさい》ぃいいいいいいいーーッ！」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　ぼんっ！　イヴが改変一節詠えい唱しようで魔術を起動し、グレンを爆ばく炎えんで吹き飛ばす。

「貴方、私のことを本当になんだと思ってるの!?　何度でも言うけどね！　別に貴方のためじゃないから！　リィエルのためで、生徒達のためだから！　いい、わかった!?　万が一にも変な勘かん違ちがいしないでよね、気持ち悪いからッ！」

「するか、アホッ！　そんな展開、こっちだって気持ち悪いわ！　ぺっ！　ぺっ！」

「……はぁ？　き、気持ち悪い……ですって……？」

「な、なんだよ？　お前が自分で言ったことだろうが……ッ！」

「こ、この……デリカシー絶ぜつ滅めつ駄だ目め男……ッ!?」

　イヴが焦こげたグレンの胸むなぐらを摑み上げ、至近距きよ離りで互たがいに睨にらみ合い、互いにこめかみにビキビキ青筋を立てていた……その時だった。

　ざっ！　遠くに響ひびいた物音に、グレンとイヴが弾はじかれたように振ふり返る。

　そこに居たのは……

「白しろ猫ねこ……？　ルミア……？」

「ごめんなさい、先生……盗ぬすみ聞きしていました」

　ルミアが申し訳なさそうに頭を下げ、システィーナがグレン達の前に歩み寄る。

「先生は……軍の任務で。イヴさんはそんな先生を助けるために……これから、フェジテを発たつんですよね？　リィエルとアルベルトさんを助けるために」

「……まぁ、結果としてはそうなるわ」

　イヴがグレンを突き放し、すまし顔で応じる。

「で？　それがどうかした？　私がどこで何をしようと私の勝手でしょう？」

　こいつはどうしてこう、冷たく人を突き放すような物言いしかできないんだ？

　グレンは呆れるしかない。

　だが、もうそんなイヴの不器用な態度にも慣れっこなのだろう。

「だったら……イヴさん！　私達も一いつ緒しよに連れていってくれませんか!?」

　システィーナが頭を下げていた。

「軍の任務に従事する先生についていくことができないのはわかってます！　でも……そんな先生を別働で補ほ佐さするなら……私達でもできることが、きっとあると思うんです！」

　そして、システィーナに続き、ルミアも頭を下げる。

「お願いします！　先生！　イヴさん！　私達もリィエルを救うために、何かできることをしたいんですっ！　先生達に守られて待っているだけなんて、もう嫌いやなんです！　学生に過ぎない私達の自うぬ惚ぼれと思われるかもしれません……でも、システィと一緒に考えたんです！　リィエルは今まで何度も私達を助けてくれました……だから、今度は私達がリィエルを助けなきゃいけないんだって！　ここで何もせずにただ待っていたら、もう二度とリィエルに顔向けできないんだって！　だから──」

　多分、駄目だろう。恐おそらく駄目だろう──そう思いつつも、それでも決意をぶつけずにはいられない、そんな健けな気げな少女二人。

　必死に懇こん願がんしてくる少女二人を、グレンとイヴはしばらく見つめる。
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　やがて──

「わかったわ。いいわよ」

　イヴの意外過ぎる言葉に、システィーナとルミアが目を見開いて顔を上げていた。

「何、驚いているわけ？　貴女あなた達が自分で申し出たことでしょう？」

「えっ!?　そ、それは……そう……ですけど……」

「でも……」

「別に貴女達の熱意に絆ほだされたとか、そういうわけじゃないわ。合理的な判断よ」

　戸と惑まどうシスティーナ達を前に、イヴが素っ気なく髪かみをかき上げ、淡たん々たんと言う。

「システィーナ。貴女は、グレンと共に、私の魔ま術じゆつ戦の薫くん陶とうも受け、わりと信じられないレベルになってきてる。戦せん闘とう技術や実戦経験は、まだ圧あつ倒とう的に不足しているけど……プロ同士の魔術戦で決して通用しないわけじゃない。……実力を発揮できればね」

「えっ!?　そ、そうなんですか……ッ!?　う、噓うそですよね……？　だって、まだ私、イヴさんからは、模も擬ぎ魔術戦で一本も取れたことない……」

「あのね。私、腐くさっても、元・特務分室室長よ？　あまり舐なめないで欲しいわね」

　ふん、と不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、今度はルミアを見る。

「それと、ルミア。貴女の法医呪文ヒーラー・スペルは一線級だし、何より度胸がある。システィーナの補佐をすれば、彼女の力をより引き出せる。確かに戦闘は苦手かもしれないけど、それがイコール足を引っ張るとは、私は思ってない。それに、貴女には件くだんの『異能』もある。貴女がいることで、私一人じゃどうしようもない壁かべを突破できる可能性もあるわ」

「……ッ！」

「素人しろうと二人をお守りするデメリットと、素人二人から得られるメリット……その両者を天てん秤びんにかけた結果、後者の方が総合的に上と判断した。……ただ、それだけよ」

　そう言い捨てて、イヴは腕うで組ぐみをしたまま、明後日あさつての方向を向くのであった。

「……何よ？　私の判断が不服？　それとも怖おじ気けづいた？」

「いえ……その……願ったり叶かなったりなのですが……」

「ええと……でも、先生は……？」

　システィーナとルミアはちらちらと、無言で押し黙だまるグレンを見る。

　すると、イヴは溜ため息いき交じりに答えた。

「……ったく、察しなさい。もし、この過保護の甘あま太た郎ろうが、貴女達の随ずい行こうに反対なら、とっくに反対してるわよ。今の今まで沈黙している……それが彼の答えよ」

「あっ……」

　システィーナが声を上げると、グレンは苦い顔で頭をかき、ようやく口を開いた。

「ったく、知ったような口利ききやがって……相変わらず嫌な女だぜ」

「あら嬉うれしいわね？　貴方あなたに嫌がられるなんて、望むところだわ」

　減らず口のイヴを無視し、グレンはシスティーナ達に向き直る。

「まぁ、大体、そんなところだ。もうお前達は、自分の力量、やれることと、やってはいけないことの判断がちゃんとついてる。魔術師としちゃまだヒヨコだが……もう立派な一人前だ。なら、お前達自身の意思を尊重して然しかるべきだろう」

「せ、先生……？」

「そもそも、今までだって、俺はことあるごとに散々、お前達に頼たより続けてきた。きちんと自身の力量をわきまえたお前達に、今さら、今回は危ないから手を出すなとか、生徒の出る幕じゃないとか、保護者面づらして言う資格なんてないさ。お前らの判断を信じる」

　それはつまり……グレンはついにシスティーナ達を認めてくれたのだ。

　守るべき生徒ではなく……背中を預ける仲間として。

「せ、先生……あ、ありがとう……ありがとうございます……」

　その嬉しさに、システィーナもルミアも胸が一いつ杯ぱいになる。

「だが、油断するなよ？　くどいが気をつけろ。行くべき時と引くべき時……その線引きの判断を決して間違えるなよ？」

「は、はいっ！」

「わかりました、先生！」

　元気良く、勇ましく返事をするシスティーナとルミア。

　そして──グレンは、いつになく真しん摯しな表情で、イヴを真まっ直すぐに見み据すえた。

「……何よ？」

「イヴ。二人を頼たのんだぞ」

「ふん、誰だれに物言ってるわけ？」

　すると、グレンとイヴは珍めずらしく不敵に笑い合って。

「……全員でリィエルを救うぞ。このクソったれな状じよう況きようをブチ壊こわしてやろうぜ」

「はいっ！」

「精一杯頑がん張ばります！」

「……ふん」

　システィーナとルミアが気合い充じゆう分ぶんに返事し、イヴが鼻を鳴らして応じて。

　アルベルト討とう伐ばつ隊に参さん陣じんするグレン。

　それとは別に、今回の事態の裏を探るイヴ、システィーナ、ルミアの別働組。

　この最悪の状況を打破するため、今、各おの々おのが行動を開始するのであった──








第二章　新生特務分室









　こうして、グレンはリィエルを救うため、アルベルトの真実を知るため、再び特務分室の装備を身に纏まとうこととなった。

　サイラス達が学院に現れた翌日──まだ日の光も上りきらない、暗く肌はだ寒い早朝。

　グレンは、アルフォネア邸ていの自室で、支給された各種装備を整えていた。

　拳けん銃じゆう、軍用ナイフ、鋼糸、ルーンを刻んだ投針、各種魔ま晶しよう石せき、各種巻物スクロール……等々。

　自分の意思と関係なく、魔導士の装備を身につけさせられていると、何か一つ身につけていく都度、魂たましいが重く濁にごった。軍時代のどろどろした感情と感覚が蘇よみがえり、汚お泥でいのようにグレンの全身に纏わり付いては心を腐らせていくかのようであった。

（大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だ……）

　深呼吸して耳を澄すませば、胸の内には、とある銀ぎん髪ぱつの少女の声が響いている。

　落ち着いて目を閉じれば、たくさんの生徒達が見守ってくれているのを感じる。

　──俺は、大丈夫だ。

　準備を終えたグレンは一息吐はいて、隠かくれ忍しのぶように屋や敷しきを発つのであった。




「……はは、どうですか？　久々、《愚ぐ者しや》として軍務につく気分は？」

「最悪だ。地じ獄ごくに落ちろ」

　そこは指定されていた合流地点──フェジテ郊こう外がい再開発地区の、とある寂さびれた広場。

　その場所で待ち構えていたサイラスの言葉に、グレンは吐き捨てるように返した。

「今は進軍準備中です。進軍開始までしばしのお待ちを、《愚者》のグレンさん。暇ひまでしたら見学でもどうです？」

　サイラスの言葉に促うながされたわけではないが、グレンは周囲の広場を見み渡わたしていた。

　まず目についたのは、数すう騎きの神鳳フレスベルグの存在だ。

　神鳳フレスベルグとは巨きよ大だいな鳥の魔ま獣じゆうである。白鳥に似たフォルムと、きらびやかな飾かざり羽根が美しい魔鳥であり、翼つばさで風を操あやつる能力を持っている。

　軍ではそれを飼い慣らし、様々な用よう途とで運用しているのだ。

（この神鳳フレスベルグ達は、察するに空戦用の騎鳥じゃねえな。兵士運うん搬ぱん用、物資輸送用だな？）

　それもそのはず。今、ここに集つどって作業をしているのは、二十名弱からなる魔導士の小隊だった。帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団の平団員達から精せい鋭えいの魔導士達を抽ちゆう出しゆつしたのだろう。

　今、彼らは長期行軍に必要な物資を手分けして、神鳳フレスベルグに積せき載さいしている最中であった。

　そんな魔導士達の中に交ざって、特務分室礼服姿のイリアの姿があった。

　恐らく、イリアはこの小隊運営の管理チーフ・監督役マネージヤーなのだろう。魔導士達にテキパキと指示を飛ばし、出しゆつ撃げき準備に余念がないようである。

　顔見知りのイリアには色々と話を聞いておきたかったが、今は話しかけられそうにない。

　そして、グレンが、ふと視線を背中に感じて振ふり返れば……

（！）

　そこには、昨日の見知らぬ特務分室の魔導士三人組の姿があった。あからさまに納なつ得とくしてなさそうな、不ふ愉ゆ快かいそうな目で、グレンのことを遠巻きに見つめている。

（……やれやれ。歓かん迎げいされてねーな、こりゃ）

　まぁ、グレンが軍を抜ぬけた経けい緯いを何らかの形で知っているのなら、そうなるだろう。

　腰こし抜ぬけ、軟なん弱じやく、三流、裏切り者──そう罵ののしられているだろうことは想像に難かたくない。

　それは、さておき。

　どうやら、ここに集う全戦力を、神鳳フレスベルグで目的地まで運ぶつもりらしい。

（アルベルトたった一人の討伐のために、ここまでの部隊を動員するなんてな……しかも、貴重な神鳳フレスベルグを六騎も出すあたり、軍の上層部はどうやら本気らしい）

　グレンが溜め息をついて、状況を確認していると。

「──ッ!?」

　昨日、連れ去られたリィエルが担たん架か上に拘こう束そくされ、貨物運搬用の神鳳フレスベルグに積載されようとしている光景が、不意に目の中へ飛び込んできた。

「リィエルッ！」

　矢も盾たてもたまらず、グレンはリィエルへと駆かけ寄った。

「大丈夫か!?　何か変なことはされてねえか!?」

「……ぐ、れん……？」

　今は意識があるらしい。リィエルがいつも以上に眠ねむたげな目を辛かろうじて動かして、グレンを見る。

「ねぇ……わたし……を……どこに……つれて……いく……の……？」

「気にするな！　お前はゆっくり寝ねてろッ！　お前は必ず俺が助けてやるッ！　だから、寝てろッ！　大丈夫だ、俺を信じてくれ！」

「…………ん……信じ……る……」

　グレンの言葉に安あん堵どしたのか。どこか不安げだったリィエルは、ゆっくりと目を閉じ……再び深い眠りへと落ちていった。

「…………畜ちく生しよう」

　グレンは、魔導士達に運ばれていくリィエルの姿を見送ることしかできない。

「いやはや……こんなことになってしまって、大変申し訳ありません、グレンさん」

　そんなグレンへ、サイラスは、いかにも恐きよう縮しゆくしたように言葉を連ねた。

「ですが、こちらもリィエルさんの容態には特に気をつけます。なので、どうかご心配なさらぬようお願いいたします」

「お前さ。女にモテねえ理由が自分でわからねーか？　殴なぐられたいのか？　ああ？」

　グレンは、人の良い微笑ほほえみを浮うかべるサイラスの胸むなぐらを摑つかみ上げ、凄すごむ。

「いい加減、教えろ。あんな状態のリィエルを一体、何に利用する気だ？」

「はて？　人質だとお伝えしたでしょう？　貴方に逃にげられては困るんですよ」

「逃げるわけねえだろ？　こちとら霊域図版セフイラ・マツプ、握にぎられてるんだぞ!?」

「それでも念のためですよ。今は猫ねこの手も借りたい状況なのです。ゆえに万ばん全ぜんを期す……それがそんなに不自然なことでしょうか？」

　何度聞いても、サイラスはこの調子だ。そして、このサイラスがリィエルの霊域図版セフイラ・マツプを握っている以上、グレンに逆らう権利などない。

「もし、リィエルに何かあったら……〝魔術師殺し〟の名にかけて、お前を殺してやる」

　そんな負け犬の遠とお吠ぼえしかできない自分が嫌いやになる。

「ははは……大丈夫ですよ。約束します。彼女の身み柄がらに害あるような真ま似ねは決して致いたしません。そもそも彼女は我われ々われの仲間ですし、取引とは信しん頼らいこそが命ですからね」

　仲間？　信頼？　どの口が言ってるんだ？　いい加減、その臭くせぇ口を閉じやがれ。

　サイラス＝シュマッハ……そう、この男は臭くさいのだ。

　何もかもが胡う散さん臭い。信用ならない。その聖人のような微笑みの裏に吐き気を催もよおすようなドス黒い何かが渦うず巻まいている。そして、ダダ漏もれのそれを隠そうともせず、警けい戒かいする他者の顔を見て愉ゆ悦えつしている……そんな男なのだ。女性にモテようはずもない。

　だが、言っても仕方ない。舌打ちして、グレンは確認すべきことを確認する。

「……リィエルの生命維い持じは万全なんだろうな？」

「ええ、万全ですよ。リィエルの生命維持や介かい護ごの法医処置は、昨日からイリアが担当しています。イリアの能力はご存じですよね？」

「…………そう、だったな」

　グレンがかつての記き憶おくを掘ほり返しながら、呟つぶやいた。

「《月》のイリア……あいつは……確か《殉じゆん教きよう者しや》に並ぶ法医術の使い手……正直、戦せん闘とうはショボいが、後方支し援えんとしては、あいつほど頼たよりになるやつはいない」

「ええ、そうですよ？　彼女がリィエルの管理をするので万全です。それに、セシリアさんが、例のマナ供給の延命術式を組んでくれたのを、貴方あなたも確認したでしょう？」

　そう。それは昨日、サイラス達がリィエルを確保した時のことだ。

　リィエルが強制的に連れ去られる前に、せめてもと、セシリアが感染魔術を利用し、マナを遠えん隔かく的に供給する術式法陣をその場で組み上げ、リィエルが寝ていた医務室から、遠く離はなれたリィエルへマナを供給できるようにしたのだ。今、ここに居るリィエルとあの医務室とは、空間を超ちよう越えつした見えざる霊絡パスで繫つながっている状態だ。

　現在、あの学院の医務室では、ついに過労で倒たおれたセシリアに代わったセリカが制せい御ぎよするマナ遠隔供給法陣へ、生徒達が交こう替たいでマナを注ぎ込んで、リィエルにマナを送ってくれている状態だ。

「いやぁ、セシリアさんも凄い御お方かたです。まさか、あんな僅わずかな時間で、マナ遠隔供給法陣を組み上げるなんて……是ぜ非ひとも軍に欲しい人材です」

「言ってみたらどうだ？　間違いなくフラれるぜ？　お前」

「ははは、そうでしょうね。我が身のことながら喪も男おとことは実に辛つらいものです」

　グレンの皮肉もさらりと受け流すサイラス。

「しかし、解げせませんね。……リィエルさんの延命処置は、こちらでも用意していると言ったのに……なぜ、あえて生徒達に負担のかかるあのようなことを？」

「はっ！　誰だれがてめえらの力なんか借りるかよ！　それにリィエルの延命を自分達で引き受けることを望んだのは、生徒達あいつら自身だ。てめぇに文句言われる筋合いはねえよ」

　そう喧けん嘩か腰で吐き捨てながらも。

　グレンは、不意に得られた重要な情報を吟ぎん味みしていた。

（……〝延命処置を事前に用意していた〟と来たか。……つまり、やっぱり、こいつは〝リィエルが『エーテル乖かい離り症しよう』で倒れることを知っていた〟らしい）

　ますます、きな臭い。

　だが、ここで問い詰つめてもサイラスのことだ。はぐらかされるだけだろう。

　マナ供給の延命処置法など、遠えん征せいする軍なら携けい行こうしていて当然、で押し切れる。その言こと葉ば尻じりだけ摑まえて、深く問い詰めようとしてもどうしようもない。

　それよりも、他にも探らなければならない情報はある。

「……アルベルトが、女王陛下を暗殺しようとした……と言ったな？　その状じよう況きようをもっと詳くわしく教えろ」

　イヴから大体の顚てん末まつは聞いたが、改めてサイラスから聞きたかった。

「いいでしょう。まだ出しゆつ陣じんまで時間はあります」

　嚙かみ付くようなグレンの視線をニコニコと受け流しながら、サイラスは語り始めた。

「今から二週間ほど前、とある任務より帰き還かんする予定だったはずの《星アルベルト》が、帰還予定時刻を過ぎても帰還せず、行方ゆくえ不明となった……という事件が発生しました」

「行方不明？　あいつが？　……その事前に従事していた任務とやらはなんだ？」

「封ふう印いんの地──そこの定期保守管理作業部隊に随ずい行こうする護衛です」

　初耳な情報に、グレンが思わず問い返す。

「……封印の地？」

　アルザーノ帝てい国こくには、国家を揺ゆるがしかねない極ごく秘ひ情報から、禁きん忌きの秘術に魔ま導どう書、禁断の魔導器、挙げ句の果てには禁きん呪じゆに手を染めた外げ道どう魔術師に、魔術犯罪者、人の手に負えない魔ま獣じゆうまで。要するに、この国の人間が決して触ふれてはならない、手を出してはならないあらゆるモノを、まとめて封印・管理しておく闇やみと混こん沌とんのゴミ溜ためが存在する。

　それこそが──〝封印の地〟。とある古代遺い跡せきを利用して作られたその場所は、アルザーノ帝国最大の魔境にて魔ま窟くつだ。

　忌き避ひと禁忌の概がい念ねんを、より集め、煮に詰つめたようなその内部は、最も早はや、一種の呪まじないと化して、一つの異界を形成している。忌避の概念が自然に受肉して生まれた魔物や魔獣がその内部を跋ばつ扈こし、並の人間が踏ふみ込めば、ただでは済まない。

（……封印の地の定期保守管理……そういえば一年とちょっと前、ジャティスの野や郎ろうが行方不明になる前に従事した最後の任務も、確かそれだったっけな……？　やつが受けたのは調査任務だったが……）

　その後、軍の必死の捜そう索さくにも拘かかわらず、ジャティスの行方は結局摑めずじまいとなったが……ある日、ジャティスは突とつ然ぜん、戻もどってくる。《天使の塵エンジエル・ダスト》を使って、帝国を震しん撼かんさせる大事変を引き起こし、たった一人で帝国へ喧嘩を売ったのだ。

　そして、その事件で、セラは──死んだ。

「……それで？」

　奇き妙みような符ふ号ごうの一いつ致ちに、なんとなく嫌なものを覚えながら、グレンは先を促うながした。

「そして、ことが起きたのは一週間前……アルノーの月、五日。その日は、アリシア三世女王陛下は深夜まで公務に従事しており、馬車でフェルドラド宮きゆう殿でんまでお戻りになられました。そして、宮殿前で馬車から降りた女王陛下を──アルベルト＝フレイザーは狙そ撃げきしたのです。フェロッテ大時計塔とうの天てつ辺ぺんから」

「──ッ!?」

　一週間前──それは、リィエルがエーテル乖離症で倒れた時期とほぼ一致する。

「幸い、その時の女王陛下には《法皇》のクリストフが護衛についておりました。彼の咄とつ嗟さの防ぼう御ぎよ結界によって、女王陛下の暗殺は未み遂すいに終わったのですが……アルベルトは暗殺が未遂に終わるや否いなや逃とう亡ぼう。《法皇》のクリストフと《隠いん者じや》のバーナードがその追撃に動きましたが、相手は《星》……なんとも恐おそろしい男です。残念ながら、追撃に動いた二人は、あっさり返り討うちの憂うき目めに遭あわれました。……《法皇》と《隠者》の遺体は、現在、来きたる国こく葬そうのため、聖バルディア大聖堂に安置されています」

　それを聞いたグレンは、苦い顔で歯がみするしかない。

　事の経過が具体的過ぎる。どれもこれも簡単に裏が取れることだ。後でイヴに改めて裏を取ってもらうつもりであるが、ほぼ間ま違ちがいなく真実であるだろう。

　アルベルト＝フレイザーは本当に、女王陛下暗殺を狙ねらい、仲間を殺害したのだ。

（……クリストフ……じじい……噓うそだろ……？　お前ら、マジで死んだのか……？　お前らほどの魔術師が……こんなにあっさり……？　信じられねえよ……）

　気分がまるで鉛なまりのように重くなる。そのまま足あし下もとが沼ぬまに沈しずんでいくかのようだ。

　かつて、地じ獄ごくの日々を共にくぐり抜ぬけた仲間達の顔が、グレンの脳裏にうっすらと浮かんで……そして、消えていった。

　そんなグレンの苦く悩のうなど微み塵じんも構わず、サイラスは続ける。

「……とまぁ、そういうわけで。事態を非常に重く見た上層部は、逆ぎやく賊ぞくアルベルト＝フレイザーの粛しゆく正せい討とう伐ばつを決定。今回、新室長となった私に勅ちよく命めいが下り、討伐隊が派兵されることになったと、そういうわけなのです」

「……その逃亡したアルベルトの行方とやらに心当たりはあるのか？」

「ええ、情報部もそこまで無能ではないですから。足取りは摑めてますよ」

　グレンの投げやりな問いに、サイラスは微笑みながら応じる。

「……東部カンターレの遺跡都市──マレス。彼はそこに潜せん伏ぷくしているようです」

「マレスだと？」

　遺跡都市マレス。険しい山間に隠かくれるように広がる古代の遺跡都市だ。遺跡都市というだけあって、当然、人は住んでおらず、都市機能など何一つない。そのあまりにも辺境すぎる彼かの地は、そもそも人が居住するに適した場所ではないのだ。

　そして、そのマレスは、隣りん国ごくであるレザリア王国との国境が非常に近い。

　そこがアルザーノ帝国の領土なのか、レザリア王国の領土なのか……常に国境問題でもめにもめてきた地域の一つだ。

「……まったく、厄やつ介かいな場所に逃にげ込んでくれたものです。おかげで、追撃に大部隊が組めない。大部隊をマレスへ派兵すれば、レザリア王国を刺し激げきしてしまいますからね」

「だからこその特務分室、だからこその俺……つまり、少数精せい鋭えいか」

「左様です」

　我が意を得たりとばかりに、サイラスが微笑ほほえみながら頷うなずいた。

　確かに、グレン以上にアルベルトのことを知っている魔導士はそう居ないだろう。

　あのアルベルトを相手に万ばん全ぜんを期すなら、三流のグレンをわざわざ引っ張り出してくる価値はある、と判断するのもわからなくもない。

　だが、どうしても奇妙なことが一つある。

（なんなんだ、この部隊編成は……？）

　改めて見み渡わたせば、装備、携行物資、機材、人員……その全てに違い和わ感かんがあった。

（この部隊……元々は未開地や遺跡の遠征調査部隊じゃねーのか？）

　それを急造で、アルベルト討伐用の戦闘部隊に再編成した。戦闘用の魔導士を団から抽ちゆう出しゆつし、元の調査能力を残しながら、討伐部隊に仕上げ直した……そんな雰ふん囲い気きだ。

（それに、アルベルトが事を起こしてから一週間ってのは……いくらなんでも、神鳳フレスベルグを移動戦略に組み込んだ軍の対応としては遅過ぎる……）

　いくら対アルベルト戦を想定した慎しん重ちようで万全な準備が必要とはいえ、即そく応おうの戦せん闘とう魔導部隊をメインに討伐部隊を一から編成すれば、もっと早く討伐に向かえたはずだ。

　だが、サイラスはあえてそれをしなかった。なぜか？

（……この部隊の様子から察するに、元々、何らかの目的で準備していたこの遠征調査部隊を、急に討伐用の戦闘部隊に再編成し直したからか？）

　もし、アルベルトが事件を起こさなかったら。リィエルが倒れた後、一週間も空けず、一日か二日で、サイラスはリィエルの前に姿を現したのではないだろうか？

（くそ……どっちみち、全部仮説に過ぎねえ……判断材料が少な過ぎる……）

　情報を集めるほど、わけがわからなくなり、そして、陰いん鬱うつな気分になるのであった。

「さて、そろそろ出撃準備が整ったようですよ、グレンさん」

　サイラスの言葉に顔を上げると、すっかり出撃準備を整えた小隊は、各神鳳フレスベルグの横で軍隊らしくきちんと整列し、命令を待っていた。

「では……行きましょうか。東のマレスへ」

「……ふん、勝手にしろ」

　こうして、グレンも渋しぶ々しぶと、神鳳フレスベルグの背にまたがって。

　翼つばさを広げて空へ飛び立つ数すう騎きの神鳳フレスベルグと共に、大空を駆かけ抜けていくのであった──




　一方、その頃ころ──

　青々とした芝しば生ふ、よく手入れされた植木と花か壇だんが並ぶ、魔術学院の中庭にて。

　そこに旅支度を整えたイヴ、システィーナ、ルミアの三人が集まっていた。

　イヴが手に持つ水すい晶しよう玉だまからは、窓のような映像が宙に投射されている。

　それは、グレン視点からのグレンの周囲の光景の映像であった。

　今のグレンは、イヴと仮サーヴァント契けい約やくをしており、グレンはイヴの擬ぎ似じ的な使い魔となっている。ゆえに、グレンが得た視覚・音声情報はイヴに送られ、それらを、イヴは水晶玉によって、この場に投射放映していたのだ。

「……行ったみたいね。さて、私達もそろそろ動きましょうか」

　映像を注視していたイヴがそう言って、映像を切った。すまし顔でポケットに水晶玉をしまい込みつつ、その美しい炎えん髪ぱつをかき上げる。

　すると、そんなイヴへ、システィーナとルミアがおろおろしながら交こう互ごに尋たずねた。

「あ、あの……イヴさん……？　私達、今から、先生達を追うんですよね？　なんか皆みな、もの凄すごい勢いで飛んで行っちゃいましたけど……」

「ど、どうやって、追うんですか？　ば、馬車じゃ到とう底てい、間に合わない……」

　そんな二人を前に、イヴは呆あきれたように溜め息を吐つく。

　そして、不意に呪文を唱え始めた。

「《いざ来たれり・翼持つ誇ほこり高き風の朋ほう友ゆう・我われ汝なんじの契約を此処ここに果たせ》──」

　右手で複雑な印を結びながら、イヴがその右手を地面へつける。

　すると、その手から輝かがやく魔力の線が、無数に縦横無む尽じんに地面を走って行き──五ご芒ぼう星せいの魔術法ほう陣じんをたちまちのうちに形成する──召しよう喚かん法陣だ。

　そして、その法陣が眩まばゆい光を放ち、虚こ空くうに『門』を開く。

　すると、その門から一騎の大鳥が翼をはためかせて、システィーナ達の前に降り立った。

　美しい紅くれないの飾かざり羽根に、飾り尾お羽ばね。流線的なフォルム、雄お々おしき翼。

　その鳥は、まさしく──

「──神鳳フレスベルグ!?」

「イヴさんも持っていたんですか!?」

「まあね。この子は、私の子供の頃からの友達よ」

　首を伸のばして頭をすり寄せてくる神鳳フレスベルグをなでながら、イヴが少し得意げに言った。

「この子を使うわ。……大だい丈じよう夫ぶ、この子は空戦型よ。あんな運うん搬ぱん型に負けるわけがない。軍の空戦型にだって、速度でこの子に勝てるのなんて、そういるもんですか」

　まるで貴族が自じ慢まんの馬でも紹しよう介かいするように、この時ばかりはイヴも表情が緩ゆるんでいた。

「とはいえ、グレン達の本隊に近づき過ぎれば、必ず感づかれるわ。相当の距きよ離りを取りつつ、先回りで目的地を目指すことになる。……飛ばすわよ？　言っとくけど、かなり辛つらいから覚かく悟ごしておいて。……ほら、乗って」

「え？　……え？」

「あ、あの……イヴさん？」

　嫌いやな予感に戸と惑まどうシスティーナとルミアは、促されるまま、神鳳フレスベルグの背に乗せられる。

　そして──

「ハイッ！　《飛べ》ッ！　ピエラッ！」

　イヴの発した令呪コマンドと共に、神鳳フレスベルグは力強く、鋭するどく翼を羽ばたかせ──その羽が、周囲の風を操あやつって集め、凝ぎよう縮しゆくして、凝縮して、増幅エンハンスして──

　その圧あつ倒とう的な風エネルギーの際限ない上じよう昇しようが、あるレベルに到達した、その瞬しゆん間かん。

　神鳳フレスベルグは突とつ如じよ、もの凄い勢いで空へ向かって、鋭えい角かくにかっ飛んでいく。

「──っきゃぁああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　システィーナの悲鳴が、遠い山の向こうの空へと吸い込まれていくのであった。




　東のマレスまでの行程は、神鳳フレスベルグを使えば、二日の距離だ。

　早朝に飛び立ったグレンは、神鳳フレスベルグと共に空を翔かけ、平野を越こえ、山を越え──

　ひたすら、東へ東へと進む。

　帝てい国こく軍でも、神鳳フレスベルグは希少で貴重な存在だ。その背に乗って飛ぶ機会など滅めつ多たにない。空からの景色を楽しみたいところではあるが、生あい憎にくとそんな気分はまったく起こらない。

　やがて、空を翔け続けるグレンは、東から昇のぼる日が、ゆっくりと頂点を過よぎり、次第に傾かたむいていって、西へ沈んでいくのを横目で追う。

　そして、その日の入り。

　予定していた行程を順調に消化したグレンら討伐隊一行は、人里離はなれたどこぞの湖こ畔はんの岸辺へと降り立ち、本日はそこで野営をして、一夜を明かすことになるのであった。




　…………




　…………ふと、気付けば。

　……わたしは、真っ白で、空っぽで、何もない世界に居た。

　ぐるりと周囲を見渡しても、本当に何もない。

　空も白、真っ平らな地平も白。あるのは空と地を隔へだてる一本の線。

　何もかもが白で構成される無機の世界。

「…………」

　そう、何も、ない。

　それが……わたしの世界だった。

　わたしは、ずっとそこに無言で立ち尽つくしていた。

　……眠ねむい。とにかく、眠い。

　今すぐ倒たおれたいのに、それでもわたしの身体からだは動かない。

　そして、わたしが眠くなっていくたびに……

　ぱきり、ぺきり、がらり……

　わたしの、真っ白で何もない世界は……少しずつヒビが入って、壊こわれていく。

　何もない、真っ暗な所に、少しずつ、落ちていく。

　わたしの世界が……壊れていく。

「…………」

　わたしは、それを特に何の感かん慨がいもなく、ただ黙だまって見ていることしかできない。

　……だって、眠いし。

　それに……こんなにも何もなくて、空っぽの世界なんだもの。

　別に壊れて、なくなっちゃってもいいんじゃないだろうか。

「…………」

　ああ、眠い。もう、本当に眠い。

　わたしが何者なのか、それすらわからなくなってくるほどに眠い。

　もう、いいや。

　何か、もの凄い喪そう失しつ感かんがあるけど。寂さびしく哀かなしい気もするけれど。

　やっぱり、わたしは眠いのだ。

　わたしは、もうこの空っぽの世界の何もかもを放り出して。

　そっと……目を閉じようとした……その時だった。

「……本当に……それでいいの？　キミは」

　そんな声に、わたしはほんの少しだけ目が覚め、閉じかけていた目を開いた。

「……？」

　いつの間にか。本当にいつの間にか。

　わたしの目の前には、一人の女の人が、わたしに背を向けて立っていた。

　自分と同じ青い髪かみを、頭の後ろでまとめて垂らしている。背中に纏まとうは、変な模様の入ったマント。腰こしには、十架型の柄クロスヒルトを設えた片手半剣バスタードソードを吊つっている。

　……あれ？　……どこかで見たことのある剣けんだ。でも、眠くてよく思い出せない。

「ふふ、お邪じや魔まします……と言えばいいのかな？」

　あなた、誰だれ？

　わたしは胡う乱ろんな意識の中、その女の人に言った。

「ふふっ、ボクのことは気にしないで。ボクの名前にもう意味はないから」

　よくわからない。

「どうしても、ボクのことを呼びたかったら、うーん……あ、そうだ！　〝姫ひめ〟って呼んでくれないかな？」

　ひめ？

「うん。ボクの友達が、ボクのことをよくそう呼んでいたの。意地っ張りな彼女は、皮肉のつもりだったんだろうけど……ボクはわりと気に入ってたんだ。可愛かわいいし？」

　……ひめはこんなところで何をやってるの？

　どうして、こんな空っぽで何もない、わたしの世界に居るの？

「お節介……かな？　ボクにも昔、自分のことにまったく無む頓とん着ちやくな友達がいて、放っておけなかったの。だから……かな？」

　よくわからない。

「それにしても、驚おどろいたよ。こうしてボクがキミと、この世界でお話しできるのは、わりと奇き跡せき的なことだよ？　どうして、こんなにボクとキミは相あい性しようがいいんだろう？　不思議……ひょっとして、キミはボクの魂たましいを──……いや、なんでもない」

　……よくわからない。

　…………もう、眠ってもいい？　すごく眠い。

「……寝ねちゃ、駄だ目めだよ」

　すると、ひめは、わたしに背を向けたまま、頭を振ふった。

「キミが寝たら、この世界は完全に壊れてなくなっちゃう。……寝ちゃ駄目だよ」

　……？　それの何がだめなの？　だって、ここは何もない空っぽの世界。

　こんな世界、あったってなくたって同じ。別になくなってもいいと思う。

「……本当に、そう？」

　すると、ひめは静かに、わたしに聞いてくる。

「本当に、ここは何もない世界？　ボクにはとてもそうは思えないよ。……ほら、もっとよく見て、よく目を凝こらして、耳を澄すませて」

　わたしにはよくわからない。……けど、何か大切なことを言われた気がする。

　だから、わたしは眠気をこらえて、ひめに言われたとおり、そうしてみる。

　すると──




　──リィエルちゃん、頑がん張ばれ……頑張れよ……ッ！




　不意に、誰かの声が──小さく、微かすかに聞こえた。




　──元気になって、また一いつ緒しよに学院に通いましょうね。

　──先生達が……きっと、助けてくれるから！　だから！

　──だから、負けないで！




　その誰かの声は──どんどん数を増やしていった。どんどん大きくなっていった。

　なんだろう？　この声は。

　こんな空っぽで何もない世界に、一体、どうして……？

　──わたしがそう思った、その時だった。




「あ……」




　……どうして、わたしは、今まで気付かなかったんだろう？

　ここは、空っぽなんかじゃない。だって、わたしの目の前には、いつの間にか、見慣れたいつもの教室が広がっていたのだから──

「…………ぁ……ぁぁ……」

　大切な友達である銀ぎん髪ぱつの少女と金髪の少女が、そこには居て。

　教きよう壇だんの上には、いつも一緒に居てくれる黒髪の青年が、そこに居る。

　そして、周りには、たくさんのクラスメート達が居る。

　みんなが、わたしを見ている。

　この世界には、こんなにもたくさん、大事なものがある──

「ほら？　……空っぽ、じゃなかったでしょ？」

「……ん」

　なんだろう。無性に寂しく哀しい。胸が一いつ杯ぱいになる。

　だって、このたくさんの大事なものが詰つまった世界は、今も少しずつ、少しずつ、壊れているのだから。

「ぅ、……ぁ……や、だ……」

　ぼろぼろと、わたしの目の端はしから涙なみだが溢あふれ、景色をぐにゃぐにゃと歪ゆがめる。

　嫌いやだ。

　わたしは──この世界を失いたく、ない。

「だから、……寝ちゃ駄目だよ。頑張って」

「……ん」

「今、キミを助けるために、大勢の人が頑張っている。だから……眠っちゃ駄目」

「…………ん」

　ひめは、わたしを抱だきしめ、優しく頭をなでてくれる。

　なでり、なでり、と……

　ゆっくりと崩ほう落らくしていく世界の中で、いつまでも、わたしをなで続けてくれる……




　…………




　──空に髑どく髏ろのように不気味に白い月が輝かがやく真夜中。

　周囲を鏡のような湖と影かげ絵えのような山々に囲まれた、湖こ畔はんの野営地にて。

　グレンは、いくつか張られた天幕の一つの中へ、そっと足を踏ふみ入れていた。

　すると、そこにはリィエルが寝かされている。運うん搬ぱん時は危ないので仕方ないが、今はさすがに拘こう束そくが解かれおり、簡易的な寝しん台だいの上に横になっていた。

　グレンは、そのリィエルがぼんやりと薄うす目めを開けていることに気付く。

「……よう、元気か？　起きてたのか？」

「…………ぐれ、ん……？　あ、れ……？　ひめ……は？」

　すると、グレンの存在に気付いたらしいリィエルが、ごそりとグレンのほうを向いた。

「気分はどうだ？」

「……眠……い……すごく……疲つかれた……」

　いつも以上に眠たげに細められた目をグレンへ向け、リィエルがぼそぼそと答える。

「そっか」

　グレンはそんなリィエルの傍そばに歩み寄ると、手に持っていた物を脇わきに置く。リィエルの傍かたわらにそっと跪ひざまずき、その頭をなでる。

「……………………」

　リィエルは気持ち良さそうに目を閉じ、しばらく無言でされるがままになっていた。

　やがて頃ころ合あいを見て、グレンはリィエルへと話しかける。

「……そうだ、お前に食事を持ってきたんだ」

　グレンは、先ほど脇に置いた器を手に持った。

　行軍中の食事など、クソ不味まずい野戦糧りよう食しよくが定番だが、グレンはそれらを使って、なんとか不器用に火を起こして料理を行い、かゆ状のスープを作り上げたのだ。正直、味にはまったく自信がないが、それでもリィエルのために何かせずにはいられなかった。

「……食べるか？　食べられるか？」

　努めて優しく、グレンは聞く。

「ごめん……ぐれん……食べたく……ない……」

　リィエルはほんの少し目を開いて、どこか申し訳なさそうに拒きよ絶ぜつした。

「おいおい、食わなきゃ身が持たねえぞ？　ここは無理矢や理りでも食わねえと……」

「…………」

　だが、リィエルは食指を動かそうとしなかった。

　仕方なくグレンは器を脇に置き、懐ふところから紙に包まれた何かを取り出す。

「──と、言うと思ってだな！　実はこれを持ってきてやったんだ！」

　無理矢理テンションを上げて、包み紙を広げる。中に入っていたのは苺いちごタルトだ。

「はっはっは！　これなら食べたいだろ!?　どうだ!?」

　だが──

「………………」

　リィエルは、それすらも、ちらりと一いち瞥べつして目を伏ふせ、力なく首を振るだけだ。

「……あ、あちゃあ……これも駄目かぁ……はは、は……」

　グレンは震ふるえる手で、仕方なく苺タルトも下げる。

「ま、まぁ……どーせ、もうちょっとで元気になるんだ。そん時、食べればいいよな？　まぁ、それまではダイエットだとでも思って……」

　それでもなお、明るく励はげますように、笑顔を取り繕つくろうグレンの手を。

　リィエルが震える手を伸のばして、力なくそっと摑つかんでいた。

「……リィエル？」

　グレンが、戸と惑まどいながらリィエルの顔を見つめると。

「…………ねぇ、ぐれん……わたし……頭、悪いから……よくわからないけど……やっぱり……わたし……死ぬの……？」

「──ッ!?」

　ぼそりとささやかれたリィエルの言葉に、グレンは堪たまらずリィエルの身体からだを抱き起こし、その頭を胸にかき抱いだいて、きつく抱きしめていた。

「………ぐれ、ん……？」

「……バカ言ってんじゃねえよ」

　リィエルからは見えないだろうが、グレンの表情は苦く悩のうに満ち溢れていた。

「お前……白しろ猫ねこやルミアともっと一緒に居たいだろう？」

「……ん。居たい……一緒に……遊びたい……」

「それに、あの学院はどうだ？　お前……最近、あの学院や生徒達のこと……だんだん、好きになってきたんじゃねえのか？」

「……ん、よくわからないけど……あの学院にいるとなんか……気持ちがふわふわする」

　リィエルが……薄く、本当に薄く、力なく微笑ほほえんだ。

「最初は……システィーナと……ルミアだけ……守ればいいと思ってた……けど……なんだろう……今は……？　ううん……よく、わからない……」

「……それが好きだってことだよ。……お前にはまだわからねーか？」

「……好き……？」

　しばらく、何かを考え込むようにリィエルは押し黙だまり……やがて囁ささやく。

「好き……。……ん。そうなのかも」

「…………」

「だって……声が……聞こえる……学院のみんなが……わたしに……がんばれって……負けないでって……そう呼びかけてくる……の……」

「……リィエル？」

「……それに……ひめも……そう……言ってた……」

「ひ、姫ひめ？」

　だんだん、リィエルの言葉が支し離り滅めつ裂れつになってきた。

〝学院の皆の声が聞こえる〟も大たい概がいだが、〝姫〟はまるで意味不明だ。そんなワード、グレンはリィエルの口から初めて聞いた。

　だが、仕方ない。病のせいで胡う乱ろんになる意識が見せた幻げん覚かくか幻げん聴ちようなのだろう。別にここで否定すべきことじゃない。

「……ん……だから……わたし……帰りたい……みんなと一緒に……いたい……」

「だろ？　だったら、滅めつ多たなこと言うんじゃねえよ」

　グレンはさらにリィエルをきつく抱きしめる。その身体に活を与あたえるように。

「俺がなんとかしてやる。俺だけじゃねえ、システィーナやルミア……あのイヴまで、お前を助けるために動いてくれてる。学院の連中だって、お前のために、昼夜問わずマナを供給してくれてる。皆とお前は、命の線で繫つながってるんだ……お前をこの世界に繫ぎ止めるためにな。皆、お前のためなんだぞ？　大だい丈じよう夫ぶだ。お前は絶対、助か──」

　だが。

「……でも……そのために、グレン……アルベルトと……戦うの……？」

「──ッ!?」

　リィエルの鋭するどく本質を突つく言葉に、グレンは愕がく然ぜんとした。

「し、知ってたのか……？」

「うん……なんか……話が聞こえた……」

「い、いや……で、でも、それはだな……」

「やだな……グレンと……アルベルト……戦うの……」

　リィエルは、狼狽うろたえるグレンの前で、ぼそぼそと言葉を続けた。

「喧けん嘩かばっかりだけど……グレン、本当は……アルベルトのこと……好き……だと思う……わたしが……みんなを……好き……みたいに」

「…………」

「……でも……わたしのせいで……わたし……」

　すると、自分で言ってて、思わず感極きわまってしまったのか。

　じわり、と。眠ねむたげなリィエルの目め尻じりに、涙が浮うかんで──

「……わたし……やっぱり、いない方が……良かった……の？」

　馬ば鹿か野や郎ろう。グレンがそう叫さけびたくなった、その時だった。

　背後で、天幕の入り口が、シャッ！　と、無ぶ遠えん慮りよに開かれる音が響ひびき渡わたった。

「誰だれだ？」

　グレンが振ふり返れば、開いた天幕の入り口に、三人の人ひと影かげがあった。

「よぉ……グレン先せん輩ぱい？　いや、元《愚ぐ者しや》のグレン」

　その先頭にいたのは、先日、グレンの攻こう撃げきが掠かすりもしなかったあの大おお柄がらな魔ま導どう士しだ。

　よく見ると、随ずい分ぶんと若い男だ。グレンより一、二歳年下といったところか。長身で筋骨隆りゆう々りゆう、いかにも育ちが悪そうな目付きが闇やみの中で輝いている。

「あはは、お楽しみ中だった？　ごめんねー、良いところに」

　そう取り繕ったような笑顔で言うのは、その左ひだり隣どなりの赤毛の少年魔導士。

「私達、是ぜ非ひとも特務分室の先達である貴方あなたとお話がしたいと思っていまして」

　くすくす笑いながらそう言うのは、右隣の妙みよう齢れいの金きん髪ぱつ女性魔導士。

　先日、グレンに容よう赦しやなく呪じゆ文もんを撃うとうとして、イリアに止められたあの連中であった。

「……そういえば、先輩は僕達のこと、まだ知らないよね？」

「では、まずは皆で名乗りましょう」

「けっ……特務分室執しつ行こう官ナンバー８《剛ごう毅き》のファーガス＝ストレガー」

　育ちの悪そうな大柄な魔導士が、まずそうぶっきら棒に名乗った。

「同じく執行官ナンバー19《太陽》のニコル＝ソーレスだよ」

　続いて赤毛の少年魔導士が無む邪じや気きそうに、そう名乗り……

「くすっ……同、執行官ナンバー14《節制》のシャルロッテ＝アンジェ。以後、お見知りおき願いますわ」

　最後に、妙齢の金髪女性魔導士が、穏おだやかに微笑みながら、そう名乗る。

　《剛毅》、《太陽》、《節制》。それらは特務分室において長らく空席だったナンバーだ。

　どうやら、本当にグレンが抜ぬけた後、つい最近、特務分室に入室した連中らしい。

　正直、心底興味ないが……

「こんなロートルに、わざわざどうもご丁てい寧ねいに。……で？　俺に何の用だ？」

　……その三人が、その言動とは裏腹に、こうも剣けん吞のんな気配を自分に向けてくれば、グレンも警けい戒かいせざるを得なかった。

　どうも自分が歓かん迎げいされていないことはわかっていたが、こうあからさまだと、さすがに腹立たしくなってくる。誰が好き好んで、こんな行軍に参加していると思っているのか。

　そんなグレンの苛いら立だちにも気付かず、三人の新人執行官は白々しく続けた。

「いえいえ。僕達は、尊敬すべき先達である貴方とお話をしたいだけだよ」

「これから任務を共にする仲ですもの……私達、もっとお互たがいをよく知っておくべきじゃないですか？」

　《太陽》のニコルと、《節制》のシャルロッテが取り繕ったようにそう言う。

「なぁ、ぶっちゃけ、アンタって本当に強いのか？　《愚者》のグレン」

　だが、《剛毅》のファーガスが、どストレートに核かく心しんへ切り込んだため、ニコルとシャルロッテはやれやれと苦笑いで肩かたを竦すくめた。

「《愚者》のグレンと《星》のアルベルト……あんたらの噂うわさは聞いてるぜ？　数々の超ちよう級きゆう任務を達成し続けた、特務分室きっての最強のコンビだったってな？」

「まぁ、僕らは軍だからね。軍全体の士気高こう揚ようのため、些さ細さいな戦果を過大に評価して、祭り上げるのは理解できるけど……いつまでもロートルが、まるで伝説の英えい雄ゆうのようにもてはやされるのって……正直、うっとうしいんだよね？」

「貴方達が上げたあの戦果や功績……どこをどう見たって盛られて改かい竄ざんされているの、一目で丸わかりなのに……本当に困ったものだと思いませんか？　グレン様」

「まぁ、《星》のアルベルトは、データ的にも〝それなり〟の魔術師のようだけどよ……アンタ、ただのヘッポコ三流魔導士じゃねーか？　なぁ、グレン先輩？」

「ていうか、グレン先輩って、どうして特務分室に入室できたの？　裏口？」

「おまけに仲間が死んだくらいで除隊してしまう、いくじなしみたいですし、くすくす」

「さらには、その相方は、今や国家反逆の大罪人……やれやれだねぇ」

　しばらくの間、グレンは押し黙り、やがて声を低くして問い返す。

「……で？　結局、お前ら、何が言いたいんだ？」

「ナンバーの通り、察しが悪いな？　先輩。これから、アンタの力を、俺達が測ってやるって言ってんだよ。俺達に同行するに相応ふさわしいかどうかをな」

「もう時代は変わったんだよ？　室長が代わり、旧特務分室の主格が次々と離り脱だつ、戦死……これからは新メンバーである僕達の時代だと思うんだよね？」

「私達が《星》のアルベルト様を倒たおせば、グレン様やアルベルト様を、未いまだ持て囃はやす軍の人達は、きっと認識を改めるのでしょうね」

「まぁ……所しよ詮せん、相手はたった一人、負けることはありえないけどさ。でも、僕達の足を引っ張る人がいたら、万が一、取り逃にがしちゃうってこともありうるでしょ？」

「それに、アンタの実力のほどで、その相方だった野郎の実力のほども知れるってもんだ……ほら、胸貸してくれよ？　先輩……これから模も擬ぎ魔術戦だ。やろうぜ？」

　嘲ちよう笑しよう、侮あなどり、見下し、侮ぶ蔑べつ……そんな感情がありありと入り交じった表情で、新特務分室の三人はグレンを見つめている。

「……くっだらねぇ」

　グレンはぷいっと視線を外し、興味もないとばかりに三人へ背を向ける。

「お察しの通り、俺はド三流の魔術師だよ。なんで特務分室にいたのかすらわからんくらいにな。確かに、得意技の相あい性しようの関係でアルベルトのやつと組むことが多かったが、多大な戦果っつーなら、そりゃ全部、アルベルトのおかげだ。俺は関係ねー」

　そして、呆あきれたように肩を竦める。

「俺達の時代が終わった？　お前達の時代？　はいはい、そうですね。そんな馬ば鹿か馬鹿しいもん、ノシ付けてくれてやるよ。ていうか、いらねえ。てなわけで、お前らこれから頑がん張ばって戦果上げて、伝説やらなんやら量産すれば？　……興味ねえけど」

「ハ。つまり、だ。そう言って、てめぇは俺達から逃げるんだな？　敗北によって、自分達の輝かがやかしい過去の栄光に傷がつくのが嫌いやってわけだ……」

「……おいおい、勘かん弁べんしてくれよ」

　グレンが呆れたように肩越ごしに振り返る。もう内心の苛立ちはピークに近い。

「あんなに守りたいものを零こぼし落としまくった俺の過去の、どこに栄光があるっていうんだよ!?　そんなもん、もうとっくに傷だらけのぼろぼろで、色つやの一つもねえよ！」

「うわっ、嫌味だなぁー？　そう言って謙けん遜そんする振りして自じ慢まんだなんて」

　ニコルの挑ちよう発はつ的な嘲笑に、もう溜ため息いきしか出ない。

　こんな三流魔術師のどこに、こうも対たい抗こう意識を燃やす箇か所しよがあるというのか。

「失うせろ、三馬鹿。俺はリィエルの世話で忙いそがしいんだ」

　グレンは三人を無視して、リィエルの介かい護ごを続けようとする。

　が──

「ふふ、お優やさしいグレン様。リィエルちゃんがお大事なんですね？　でも……残念ですね……リィエルちゃん、いつ亡くなってもおかしくない容態なんですもの」

　そんなことを、クスクス笑いながら言うシャルロッテに。

「──ッ!?」

　グレンは、背中に流れ落ちる冷たい感覚に突き動かされ、振り向かざるを得ない。

「あらあら、どうしたんですか？　グレン様。なんだか顔色が優すぐれないようですが？」

「おい、お前ら……リィエルに手を出したら、ただじゃおかねえぞ……」

「はて？　なんのことでしょうか？」

　グレンの地じ獄ごくの底から響くような恫どう喝かつにも、三人はニヤニヤ笑うだけだ。

（くそ……こいつら……ッ！）

　ない……とは思う。いくらなんでも十中八九、この連中が、実際に弱ったリィエルに手をかける可能性は限りなく低い。そのはずだ。

　だが、０じゃない。

　正直、グレンはこの連中のことをまったく知らないし、特務分室は完全に実力主義なので、《正義》のジャティスや、執行官ナンバー15《悪魔》のような……過激な者や、頭が壊こわれた者も、時に入室する。

　ひょっとしたら、グレンへの当てつけで、リィエルを殺害することもあり得るのだ。

　そして、その証しよう拠こを誤ご魔ま化かす方法など、この人里離はなれた状じよう況きようでは、ごまんとある。

　四六時中、弱ったリィエルに張り付いて守ることなど、さすがに不可能だ。

　僅わずかでもその可能性があるならば──グレンの取れる道など一つしかない。

「……いいぜ。……わかったよ。模擬魔術戦？　受けてやるよ……クソ共が」

　そう怨えん嗟さを吐はき捨て、立ち上がるしかなかった。

「…………グレン……？」

「大丈夫だ」

　そんなグレン達のやり取りを、どこか不安げに見つめていたリィエルの頭をなでて。

「ちっ……とっとと終わらせるぞ、おい」

「あはは、そうこなくっちゃ！　先輩！」

　グレンは、三人の室員に連れられて、その場を去って行くのであった。




　──。

　──グレンは三人の魔導士に導かれるまま、鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中を進んでいた。

　しばらく歩くと、森の中にぽっかりと開けた空間へと出た。

　見れば、その開けた空間一帯だけ、地面が熱を持って煙けむりがくすぶり、灰や炭が絨じゆう毯たんのように敷しき詰つめられている。ほんの先刻、魔術で焼き払はらわれた跡あとのようだ。

（どうやらご丁寧に、俺と戦うための戦せん闘とうフィールドを予あらかじめ用意してくれたらしいな）

　やれやれ、と。グレンは重い溜め息を吐かざるを得ない。

「まぁ、模擬魔術戦とはいえ、僕らはヒヨッコ学生とは違ちがう。軍人だよね？」

　そんなグレンへ、ニコルがニコニコ笑いながら言った。

「実戦に準じゆん拠きよした、仮想実戦形式で行こうよ。殺さなければＯＫというやつさ。何、部隊には衛生兵もいるから、どんな大おお怪け我がしても死ななきゃ大だい丈じよう夫ぶだって。多分」

「……実戦ね」

　グレンはうんざりしながら、周囲の状況を改めて見る。

　周囲は起き伏ふくもなく真っ平らで、遮しや蔽へい物の一つもない。

（……こんな平条件で、バカ正直に真っ正面から戦う〝実戦〟があるかよ。こりゃ実戦じゃなくて、紛まがうことなく〝試合〟だろうが、クソ）

　そもそも、グレンはこんな正面から平条件で戦う魔術戦では、ひたすら三流だ。グレンが今まで生き残れてきたのは、周囲のあらゆる状況を利用して不意討うち、暗殺、意表を突つき、裏をかく……悪く言えば、正々堂々と戦わない、それに徹てつしていたからだ。

　こんな何も工く夫ふうのできない場所での戦いでは、圧あつ倒とう的に不利なのだ。

　もう、お前らの勝ちでいいよ。と言いたいが、言っても三人は納得しないのだろう。

「……誰だれからやるんだよ？　まさか流石さすがに一対三ってわけじゃねえだろ？」

　乗らない気分を無理矢や理り奮い立たせ、グレンはそう言った。

「まずは、俺からいかせてもらおうか」

　そう言って、拳こぶしを鳴らしてグレンの前に立ったのは《剛ごう毅き》のファーガスだ。

　グレンはファーガスを観察する。

　大おお柄がらで筋骨隆りゆう々りゆう。しっかりとした体幹。いかにも格闘戦が得意そうなタイプだ。

　恐おそらく、魔術で身体能力を強化し、近接格闘戦をメインに戦うタイプだろう。攻性呪文アサルト・スペルはあくまで距きよ離りが開いた時の補助武器。最近の帝てい国こく軍では、ままいるタイプである。

（……こいつなら……俺でも勝てるか？）

　グレンとて、近接格闘戦には、それなりに自信がある。ならば、グレンの固有魔術オリジナル【愚ぐ者しやの世界】で、攻性呪文アサルト・スペルや魔闘術ブラツク・アーツの起動を封ふうじれば、あるいは──

（だが、こいつらが、俺の【愚者の世界】を知らねえはずがねえ。間違いなく、何らかの対策は打っているはず。それに、先日のあの瞬しゆん間かん移動みてえな、妙みような動き……）

　そんな風に、ファーガスを前にグレンが逡しゆん巡じゆんしていると。

「どうした？　先せん輩ぱい。作戦は決まったか？　遠えん慮りよなくかかってこいよ？　ほら」

　ファーガスは余よ裕ゆうの表情で、手招きしてる。

　まったく酷ひどい状況だ。ファーガス達は、データ上とはいえ、グレンのことを知り尽つくしているのに、グレンはファーガス達のことをまったく知らないのだから。

　もし、これが実戦で、こんな状況なら、グレンなら間違いなく戦術的撤退を選せん択たくする。

　だが、リィエルを守るためにもやるしない。

「ち──、行くぜ」

　グレンは、一つの呼吸と共に、自身の身体からだに常時永続付呪パーマネンスしている白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】の術式に魔力を注ぎ、その力を励れい起きさせた。

　魔力を通してない時は身体能力強化効果を発揮せず、魔力を通した時のみ効果を発揮するこの持続付呪デユレーシヨン型の術は、略節詠えい唱しようの苦手なグレンにとっての生命線の一つだ。

　そして──

「ぉおおおおおおおおおーーッ！」

　わりと全力で身体能力を強化して地を蹴けり、グレンはファーガスへ突とつ進しんを開始する。

　裂れつ帛ぱくの気き迫はくが漲みなぎったグレンの咆ほう哮こうが、模擬魔術戦開始の合図となった。

　激流のように風景が後方へ駆かけ流れて行く中で──

（手の内が割れていようが、やるしかねえッ！）

　──グレンは懐ふところから、愚者のアルカナを引き抜ぬき、【愚者の世界】を起動した。

　グレンを中心に、周囲一帯の魔術起動スタートアツプが封殺される。するしかない。

　攻性呪文アサルト・スペルを一節起動で撃うたれたら、どの道、グレンに勝ち目はないのだ。

「……ふん？　それが噂うわさの？」

　案の定、ファーガスはこの展開を読んでいたのか、平然としている。

（悪いが──）

　構わず、グレンは猛もう速度でファーガスへ肉にく薄はくしながら、右拳を放つ──と見せて。

　駆ける足で、地面に積もる灰を、ファーガスの顔めがけて激しく蹴り上げた。

「──ッ!?」

　ファーガスが飛んでくる灰から目を守ろうと、一瞬、顔を背そむけ──

　同時に、グレンはその背けた方向と逆の方向へ跳とぶ。

　肉薄しかけていたグレンとファーガスの間合いが再び、大きく開く。

　そして、グレンは空中で身を翻ひるがえし、背中に隠かくしていた拳けん銃じゆうの銃把グリツプに手をかけ──

（──速そつ攻こうで終わらせてもらうぜッ！）

　旋せん回かいする銃口、引かれる引き金、推薬の炸さく裂れつ──抜き手も霞かすむ早撃ちクイツク・ドロウ。

　グレンの放った鉛なまり玉だまの火線が、真まっ直すぐにファーガスの足をめがけて飛んだ。

　ファーガスが、白魔【ボディ・アップ】や、黒くろ魔ま【フォース・シールド】などの、防ぼう御ぎよ魔術を構えている気配は微み塵じんもない。

　これは──決まった、と。グレンは確信した。

　絶好の機会を刺さした。人間がかわせるタイミングじゃなかったのだ。

（……なんだ？　大口叩たたくわりには意外と……）

　グレンが拍ひよう子し抜けしていた──次の瞬間だった。




　ぱしっ！




　ファーガスの腕うでがまるで瞬間移動のように動き、飛来する弾だん丸がんを摑つかんでいたのだ。

「はっ、くだらねえ小細工だ。がっかりさせんなよ、先輩」

　ファーガスは、摑み取った弾丸を投げ捨て、唾つばを吐いた。

「……な……ッ!?」

　グレンは、そんな光景を前に、大量の冷ひや汗あせをかいて硬こう直ちよくするしかなかった。

　決まった。今の銃じゆう撃げきは間違いなく決まったはずだったのだ。

　なぜなら、弾丸を撃った時、ファーガスはまだ動いていなかった。飛ひ翔しようする弾丸の弾道は、間違いなくファーガスの足を捉とらえていた。つまり、弾丸が放たれた後、ファーガスはそれを見てから反応し、弾丸を摑んだことになる。

「今の……ば、バカな──……ッ!?」

　昨今は、何らかの防御魔術をたった一枚張られてしまうだけで、防がれてしまう銃だが──それでも、その弾速は人間にとって脅きよう威いであることには違いない。

　銃弾の発射初速は、通常毎秒３００メトラ超ごえ。グレンの銃に使われている装薬に至っては、毎秒４００メトラ超だ。

　一方、人間の神経伝達速度は、毎秒約50～60メトラ。いかなる鍛きたえぬいた超ちよう人じんでも毎秒１００メトラは超えない。白魔【フィジカル・ブースト】の身体能力強化効果を反射速度に全振ふりして、ようやく毎秒３００～４００メトラ──弾速に迫せまることができる。要するに飛来する弾丸を〝見る〟ことができる。ただし、〝見る〟だけで全ての術式容量を使い果たし、弾速に対応できる動きなどできるはずもない。

　腕わん力りよく、脚きやく力りよく、体力、反射速度、五感、等々……術式に限られた強化幅はばで、どの部位を、どれだけのバランスで強化するかが、身体能力強化術の腕の見せ所なのだ。

　つまり、いずれにせよ、人間の反射速度を大きく超える弾丸を、見てかわしていたのでは間に合わない。向けられた銃口と引き金にかかる指から弾道を見切り、予めかわしていなければならない。それは、あの《戦車》のリィエルですら例外ではない。

（それを、こいつは──見てから、かわした……ッ!?）

「ははは、どうした？　先輩。顔色が悪いぜ？」

　銃を構えたまま青ざめるグレンを、ファーガスが嘲ちよう笑しようする。

「そんなに俺の手の内が気になるか？　いいぜ？　教えてやるよ。俺は身体能力強化系の魔術を極限まで極きわめた……その結果、俺は弾速を見て、弾速で動ける」

　つまり、《剛毅》のファーガス。

　彼は、身体能力強化の魔術に特化した魔導士だったのだ。

「凡ぼん百ぴやくの魔術師どもには決してありえねえ、〝全身体能力の限界強化〟──それが俺の固有魔術オリジナル【剛ごう曲こく】だ。──こんな風になッ！」

　身構えるグレンの前で、ファーガスの姿が文字通り消えた。

　同時に、グレンがサッと拳銃の銃口を左へ動かし──

　途と端たん、グレンの左脇わき腹ばらに激しい衝しよう撃げきが弾はじけた。

　グレンの左に出現したファーガスのボディブローが炸裂したのだ。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　その衝撃でグレンは吹ふき飛ばされ、派手に転がっていく。

「へぇ？　アンタ、いい勘かんしてんじゃん？」

　ファーガスがそんなグレンを見送りながら、脇腹を押さえていた右拳を眼前へと突き出し、それを開く。すると、その掌てのひらから一発の弾丸が零こぼれ落ちた。

「まさか、あのタイミングで零ゼロ距きよ離り射撃を合わせてくるなんてな……まぁ、結果はお察しの通りだがよ」

「──げほっ!?　くっそ……ッ!?」

　転がりながら、その勢いを利用してグレンが跳はね起き、拳銃を構えるが──

　ぷんっ！　すでにファーガスは残像して、消えている。

　刹せつ那な、グレンの全身に無数の衝撃が弾けていた。

「ぐぁああああああああああああーーッ!?」

　ファーガスが弾速でグレンの周囲を回転し、次々と拳打や蹴りを入れているのだ。

　ファーガスの姿は、あまりもの速度で見えない。

　ただ、グレンがまるで滑こつ稽けいな操あやつり人形のように、一人でかくかく踊おどり狂くるっているだけだ。

　三百六十度、あらゆる方向から迫ってくる打撃の弾幕に、グレンは最も早はや、倒たおれることもできなかった。

「──ははっ！　弱ぇ……弱すぎるぜ!?　先輩よぉおおおおおーーッ！」

「ぅぐぅうううううーーッ!?」

「魔ま術じゆつ戦に余計な小細工はいらねえんだよッ！　相手が理論的に反応できない速度とパワーでぶちのめす！　それで充じゆう分ぶんじゃねえか！　そうだろ!?　まぁ、今は手加減してっけどよぉ!?」

「がぁーーッ!?」

「これが実戦なら、てめぇは一体、何度死んでるんだろうな!?　攻性呪文アサルト・スペルに魔闘術ブラツク・アーツ──てめぇを一撃で殺す手段なんて、いくらでもあるんだぜ!?」

　そして、とどめとばかりに──

「ぉらぁああああああああああああああああーーッ!?」

　ファーガスが、グレンを思い切り殴なぐり倒す。

「がぁああああ──ッ!?」

　グレンは、再び吹き飛ばされ、地面をバウンドしながら転がっていった。

「ぐはっ……ぜぇ……ぜぇ……ッ！　げほっ……ごほっ……くぅ……ッ！」

　たった十数秒の戦いで、グレンはすでに満身創そう痍いとなり、ふらふらであった。

　血ち反へ吐どを吐はき、なんとか歯を食いしばって立ち上がろうとする。

　と、その時だった。

「──ッ!?」

　ヒュッ！　耳に届いた風かざ斬きり音に反応し、グレンが咄とつ嗟さに横転する。

　すると、半瞬前、グレンが居た地面に、ドカカカッ！　と無数のナイフが突つき立った。

　その刀身のどれもに、触さわるのも躊躇ためらわれる吐き気のするような〝呪〟が漲っている。

　ファーガスの攻こう撃げきではない。

　横転の勢いで身を起こしたグレンが、ナイフの飛んできた方向を振り返れば──

「あはは、ファーガス。もういいでしょ？　君の勝ち。……今度は僕の番さ」

　にこやかな赤毛の少年魔導士──《太陽》のニコルが立っていた。

「ちっ……好きにしな。あーあ、がっかりだぜ。噂の《愚ぐ者しや》様がこの程度とはな」

　仕方ねえな、交代してやるよ……と言わんばかりにファーガスは背を向ける。

　すると、ニコルは愉たのしげな笑みを浮うかべ、グレンと対たい峙じした。

「さて、先せん輩ぱい。まさか、あんな手加減された攻撃で、もう参ったぁ～なんて、寒いこと言わないよね？　ね？」

「……ッ！」

　グレンが目に入る額の血を拭ぬぐって、今度はニコルへと向き直る。

「げほっ……どうせ拒きよ否ひっても聞きゃしねえんだろ？　とっととかかって来いや……」

「うんっ！　そうさせてもらうよっ！　ていうか──」

　その瞬しゆん間かん。

　ニコルが、昏くらく、妖あやしく笑った──

「──実は、もう仕し掛かけているんだよね……？」

　──その途端。

　辺りの夜が、一層濃こく、昏く、重くなったような錯さつ覚かくが起きて──

　どくんっ。明確に忍しのび寄る死の気配に、グレンの心臓が悲鳴を上げる。

　グレンの身体からだに、信じられない異変が起きたのだ。

「なんだ……ッ!?　身体から……力が抜ぬける……ッ!?　身体が重い……ッ!?」

　立っていられず、グレンは思わずがくりと片かた膝ひざを折る。

　そして、グレンは頭上に漲みなぎる不ふ穏おんな魔力の胎たい動どうを感じ取り、天を見上げた。

　今の今まで気付かなかった。

　そこには──巨きよ大だいな暗黒色の太陽が、夜よ闇やみを塗ぬり潰つぶさんばかりに黒く輝かがやいていた。

　黒く輝くと表現するのは表現としては奇き妙みようだが、まさしくそうとしか形容できない。

　そんな異様で不気味な光景が、頭上を覆おおっていたのだ。

「なんなんだ……あれは……ッ!?」

「やだなあ、やっと気付いたの？　仕方ないなぁ、教えてあげるよ」

　青ざめるグレンの姿に気分を良くしたのか、ニコルが嬉き々きとして答えた。

「あれは、〝黒太陽〟──僕の固有魔術オリジナル【逆位置の太陽フオールン・サン】で生み出された、偽いつわりの太陽さ」

「……固有魔術オリジナル……ッ!?　黒太陽……ッ!?」

「予あらかじめ、この場に仕掛けておいたんだよ？　まさか、卑ひ怯きようだなんて言わないよね？　言ったでしょ？　だって、これは実戦形式なんだし」

　だから、こんなふざけた実戦があるわけないだろうと叫さけびたいが、グレンはそれどころではない。その目は、禍まが々まがしい波動を放つ頭上の黒い太陽に釘くぎ付づけであった。

「ああ、気になるよね？　あれは一種の結界魔術なんだ。あの黒太陽の下においては、僕の敵対者は、あの黒太陽にマナを吸い取られ、その身体能力と魔力と魔術威力を制限される……まぁ、要するに、〝広域戦場弱体化デバフ〟の魔術といったところかな？」

　ニコルが自じ慢まんげに、何かとんでもないことを言った。

「しかも、先輩の【愚者の世界】のような、相手を選ばず、ましてや自分も無差別に対象取るなんて無様な術じゃないよ。敵と味方をきちんと区別できる……凄すごいでしょ？」

「…………噓うそだろ」

　ばかげてる。敵を弱体化デバフする魔術はあるにはあるが、弱体化とは基本〝呪いカース〟。それはつまり、基本的に相手へ直接触ふれての付呪エンチヤントだ。遠えん隔かく的に弱体化を付ふ与よする方法も、類感魔術や感染魔術など、あるにはあるが、複雑な手順と道具を要する。

　つまり、相手を魔術で弱体化デバフしたいなら、敵一体一体に、個別で、弱体化デバフ魔術を直接触れて施ほどこさなければならない……それが基本だ。

　当然、そんなものまったく実戦的ではなく、そんな暇ひまがあるなら自分を強化するか、あるいは直接、攻性呪文アサルト・スペルで攻撃した方が早い……それが魔術戦の常識だ。

　それを回かい避ひ不可能な広域戦場で、しかもこんなに強力な弱体化デバフを引き起こすなど、聞いたことがない。しかも無差別でなく弱体対象を術者の任意で選べるなど、イカれてる。

「ファーガスも単純明快シンプルに強いんだけどさぁ？　ちょっと暑苦し過ぎるよね？　だって、自分が敵より強くなるより、敵を自分より弱くしちゃった方が早いでしょ？」

　そんなことを楽しげに言いながら、ニコルが両手を交差させて、かざす。

　しゃきん。すると、その手に無数のナイフが出現した。

　そのどれもに、吐き気のするような弱体化デバフの呪が刻まれている。

　どれもこれも、一撃もらったら、ほぼ戦せん闘とう不能必ひつ須すだ。

「まだ、君の【愚者の世界】が場に効いてるみたいだから、これで相手してあげるよ」

「……ちぃ……ッ！」

「それにしても【愚者の世界】って、なんなの？　自分の魔術まで封ふう印いんするなんて……文字どおりバカの魔術なの？　まぁ、いいや。胸貸してよ、先輩♪」

　そう愉しむように、蔑さげすむように言って──ニコルが動き始めた。

「はぁ──ッ！」

　素早く横へ駆かけ抜けながら、ニコルが呪のろいのナイフを次々と投げ放つ。

「くっ……そがぁッ！」

　グレンは刻一刻とマナの抜ける重い身体を引きずるように、銃じゆう口こうを旋せん回かいさせる。

　発はつ砲ぽう、発砲、発砲──飛来するナイフを、正確無比な射撃で次々と撃うち落としていく。

「おおっ!?　やるね、先輩っ！」

「バカがッ！　てめぇがやらねえんだよッ！」

　グレンの指し摘てき通りであった。

　ニコルの身のこなし、動き、ナイフ投とう擲てきの技術は一流であるが、超ちよう一流ではない。

　恐おそらくニコルの戦法が、この弱体化デバフの固有魔術オリジナルが前提だからだろう。技量が高いレベルであることに違ちがいないが、探せばわりと帝てい国こく軍でも見つかる……その程度である。

　ただ強いだけの相手なら、戦闘巧こう者しやのグレンはそう簡単にやられはしない。その程度の相手に負けるようなら、とっくに軍時代に死んでいる。

「よっ！　とっ！　はっ！」

「ちぃ──ッ！」

　次から次へと鋭するどく飛んでくる呪いのナイフ。

　それらを、グレンは身をよじって何とかかわし、鈍どん重じゆうに跳ちよう躍やくして辛かろうじてかわし、引き金を引いて、銃じゆう弾だんでギリギリ叩たたき落として──

「ぉおおおおおおおおーーッ！　舐なめんなぁあああああああああーーッ！」

「ありゃま」

　そのまま一気にニコルとの距きよ離りを詰つめ、銃口をニコルの肩かたに当て──引き金を引く。

　怒いかり荒すさぶって咆ほう哮こうする銃声の炸さく裂れつ。

　だが、零ゼロ距離で放たれた弾だん丸がんは──ニコルの身体を逸それ、明後日あさつての方向へと飛んだ。

「な──ッ!?」

「残念でしたぁ！　【矢避よけのルーン】！　物理的な飛び道具は、僕に効かないよ！」

　ニコルが無む邪じや気きかつ悪あく辣らつに嗤わらった──その瞬間。

　がくんっ！　唐とう突とつに、さらに加重し、弱るグレンの身体。

「──ッ!?」

　そのあまりの身体の重さに堪たえきれず、グレンが再び片膝をつき、くずおれる。

　ニコルはそんなグレンから跳とび離はなれ、余よ裕ゆうの表情で笑った。

「勘かん違ちがいしてるみたいだけどさ。僕の〝黒太陽〟……まだまだ威い力りよくは序の口だよ？　もっともっと弱体化デバフは強くできる……さっきまで相当手加減してたんだよ？」

「なん……だと……ッ!?」

「先輩に、あの程度～って思われるのもしゃくだから、また、もう一段階ほど弱体化の呪じゆ力りよくを強くしたよ？　……どう？　さすがに、もう動けないんじゃない？」

　グレンが残った力を振ふり絞しぼって、重い頭をなんとか頭上へと向ければ。

　黒い太陽は、さらにその黒く禍々しい輝きを増していた。

　身体に力がまったく入らない。凄すさまじい勢いで身体からマナが抜けていく。

　このまま何も攻撃されなくても、じきに枯こ渇かつしてグレンは死んでしまう。絶望的だ。

「言っておくけどさ。こっから先は時間がかかるけど、まだまだ弱体化デバフの呪力は強くできるんだからね？　あの太陽の下にいる僕は無敵だからね？　さて……」

　愉ゆ悦えつの表情で、ニコルが再びナイフを取り出す。

「いくらなんでも、もうかわせないでしょ？」

　残ざん酷こくな微笑ほほえみと共に、投げられるニコルのナイフ。

　グレンの身体の重さ、そして抜けていくマナ量は、もう先ほどの比ではない。

　まるでカタツムリのようになったグレンに、投げナイフをかわす手段は最も早はやなく──

「ぐわっ!?」

　足にナイフが突き刺ささると共に、その刀身に込められた呪が発動し、グレンの視覚が完全に死んで真っ暗になった。

「──ぐぅッ!?」

　次に、肩に刺さった一撃と共に、聴ちよう覚かくも死ぬ。

「──……ッ!?」

　さらに、腕うでに刺さった一いち撃げきが筋力を奪うばい、グレンの全身を麻ま痺ひさせる。

「──、────、────」

　恐らく、ニコルが得意げに勝利宣言やら侮ぶ辱じよくやらをグレンへ語っているのだろうが……そんな言葉すらも届かない。

　グレンは音も光もない完全なる暗黒の中、絶望感と敗北感と屈くつ辱じよくに塗まみれるしかない。

　だが、そんな時だった。

「──〝光、在れ〟」

　不意に、グレンの眼前に、光が満ちた。

「──なっ!?」

　光が。溢あふれる神こう々ごうしい光が、その場に満ちる呪いの悉ことごとくを打ち消し、消し去っていく。

　頭上の太陽が消え去り、代わりに昼間のように眩まばゆいばかりの光が広がり満ちていく。

「な、なんだあれは……ッ!?」

　呪いが祓はらわれることで五感を取り戻もどしたグレンが、目を剝むいた。

　そして、耳に奇妙な朗ろう詠えいが響ひびいていてくる。

「──〝天にまします我われらの神よ、願わくは御み名なが尊まれ、主の慈じ悲ひが我らを包み、御国の来たらんことを〟──」

　それは呪じゆ文もんではない──聖書の一節──聖句だ。

「〝主よ、ああ、主よ、汝なんじが威光を遣つかわしたまえ。その力以もつて、永遠の安息を彼の者らに与あたえ、絶えざる光を以て、彼の者に照らしたまえ、救いたまえ。彼の者が安らかに憩いこわんことを──真にかくフアーあれかし・ラン〟」

　聖歌のように朗々と響き渡わたる祈いのりの言葉の中心に──《節制》のシャルロッテが、手を組んで膝ひざをついて空を仰あおいでいた。

　彼女の頭上より眩い光が降り注ぎ、周囲の闇という闇を清め、祓っているのだ。

　そして、そんなシャルロッテの背後に、何者かがいる。

　それは──天使だ。

　全身に光輝く鎧よろいを纏まとい、炎ほのおに燃える大おお鎌がまを構えた、三対六枚翼つばさの天使だ。

「〝炎に燃える大鎌〟──ッ!?　まさか、《断罪の天使》アトスか!?」

　エリサレス聖書で語られる真名持ちネームドの大天使達は、第一位：熾天使セラフイス、第二位：主天使キユリオテース、第三位：権天使プリンシバルの三つの天上三位階に分かれるとされる。

　件くだんの《断罪の天使》アトスは、その第二位：主天使キユリオテース。魔ま女じよや悪魔、堕だ天てん使し等といった、神に背を向けた存在を滅ほろぼす権能を持った天使であった。

「バカな!?　それこそバカな!?　お前、大天使を……ッ!?　第二位：主天使キユリオテースを召しよう喚かんしたというのかッ!?」

『意識の帳とばり』の向こう側に存在する偉い大だいなる概がい念ねん存在を、この世界に召喚して受肉させ、その絶大なる力を振るう──確かにそんな魔術は、あるにはある。

　だが、間ま違ちがいなく儀ぎ式しき魔術だ。

　それも、その儀式魔術専用に人生を費ついやして訓練を積んだ何十人、何百人という魔術師を動員し、何日も要する大儀式である。たった一人で、なし得るものではない。

「や、止やめろ！　大天使の受肉の維い持じにどれだけの魔力が食われると思ってるんだ!?　そいつを早く送そう還かんしろ!?　お前、消し飛ぶぞ!?」

　グレンが叫ぶが──

「……ご心配なく」

　その《断罪の天使》アトスが……祈りを捧ささげるシャルロッテに……背中からその内側へ入っていく。──降りていく。

「は……？」

「聖餐マナで天使様の降臨を為なそうとするから、そうなるのです。天使様が宿るべき肉は……ここに在るではありませんか？」

　呆あつ気けに取られるグレンの前で、どんどんとアトスはシャルロッテの中に入っていき……侵しん食しよく同化していく。

　やがて──ばっ！　とシャルロッテの背中に広がる、光で形成された三対六翼。

　その手に燃え上がる炎の大鎌。

　シャルロッテが──天使の姿へと変へん貌ぼうしていた。

「……憑依召喚ポゼツシヨン……ッ!?　う、噓うそだろ……ッ!?」

　在るには、在る。そんな召喚魔術も在るには在るのだ。

　だが、在り得ない。大天使ほどの強大な概念存在を、我が身に降ろすなど。

　天使は、世界中の人間の祈りや信しん仰こうから生まれた概念ゆえに、それは言わば世界を背負うような行こう為いなのだ。矮わい小しようなる個にそんなこと、できるはずが──

「〝ああ、信仰の薄うすい者よ、なぜ疑うのです？〟　……ふふ、私には子供の頃ころから、アトス様の御声が聞こえていました」

「……は？」

「まぁ、魔術理論的に言えば【適合者アダプター】──それが私の固有魔術オリジナルであり、魔術特性パーソナリテイなのでしょうね……それでも私の信仰は揺ゆらぎませんが。ふふふ……」

　そう囁ささやくように、誇ほこらしげに言って。

　シャルロッテが、ばさりと背中に生えた光の三対六翼を大きく広げた。光の羽根が周囲に無数に飛び散り、それだけでもう目を覆おおわんばかりに神々しく畏おそれ多い。

「まったく、ニコルさんもファーガスさんも、見ていられませんわ」

　大鎌を一いつ閃せんすれば、その軌き跡せきを追うように、虚こ空くうに炎が走る。

「自分が強くなるだの、相手を弱くするなど……貴方あなた達はもっと、大いなる存在の声に耳を傾かたむけ、その身を委ねるべきですわ」

「く、……クソが……」

　グレンは後ずさる。じりじりと後ずさる。

　どういうわけか知らないが、この《節制》のシャルロッテは、その身に《断罪の天使》アトスを憑依召喚ポゼツシヨン……つまり常時宿しているらしい。

　ただ、その力を顕けん現げんするには、長い間、祈りの言葉を捧げる必要があるようだ。一種の自己暗示……アトスの力を、声を深く聞くためのスイッチなのだろう。

　だが、こう憑ひよう依い顕現してしまった今となっては、もう何もかもが手て遅おくれだ。

「さぁ、行きますよ、グレン様。今度は私の番です。どうか、貴方の御力……試させてください──なッ！」

　シャルロッテが、大鎌を大きく振るった。

　すると、その刃は風かぜから超ちよう高熱の猛もう烈れつな炎が巻き起こり、グレンへ迫せまる──

「ちぃ──ッ!?」

　頭上の黒太陽が消えたため、なんとか身体からだは動く。

　最早、ぼろぼろの身体に鞭むち打うって、グレンは魔力を全開にし、極限まで身体能力強化を行い、横っ飛びする。

　──轟ごう音おん。炎えん嵐らんの着ちやく弾だん地点に、天を衝つかんばかりの火柱が上がり、そこを中心に波は紋もんのように炎が燃え広がる。逃にげ道みちがまるでない。

「ぐ、ぉおおおーーッ!?　くそぉッ!?」

　まだ、【愚ぐ者しやの世界】の効力は切れていない。自身の魔術は封ふう印いんされている。

　そう、【愚者の世界】は所しよ詮せん、初見殺しに過ぎない。上手うまく決まれば必殺だが、それがあると相手に割れている時は、自分を窮きゆう地ちに追い込む諸もろ刃はの剣けんになり得る。

　グレンが纏まとう特務分室の礼服には、強力な【トライ・レジスト】が常時付呪エンチヤントされているが、とても天使の炎を防ぎきれるはずもなく、グレンの身体は焦こがされていく。

「ぐぅうううううーーッ!?　てめぇ!?　やり過ぎだろ!?　焼き殺す気か!?」

「ふふふ……断罪パージ……断罪……断罪なのです……くすくすくす……」

　ダメだった。シャルロッテは目が据すわっており、どうにも正気じゃない。

「断罪パージッ！」

　翼を大きく羽ばたかせ、瞬しゆん時じに生み出された絶大なる推進力を利用して、シャルロッテがグレンへとかっ飛んで来る。

　翼が巻き起こす衝しよう撃げき波はで地面を派手に抉えぐりながら、ぎらりと燃え輝かがやく大鎌を振りかざし──爛らん々らんと目を輝かせるシャルロッテが、グレンへと肉にく薄はくする。

　辺り一面の炎の海が、翼で真っ二つに割れるその様は──まるで聖書に語られる、とある聖者の逃とう避ひ行こうの一シーンのようだ。

　最早、それは人の目に追いきれる速度ではなく、人の足でかわしきれるものではない。

「こ、ぉのぉおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　だから、グレンをその時、突つき動かしたのは、ただただ直感と呼吸だ。

　これまでくぐり抜ぬけた修しゆ羅ら場ばと経験が、脊せき髄ずい反射でそうさせた──それだけ。

「──断罪パージぃいいいいいいい──ッ!?」

　撃速で振り下ろされるシャルロッテの大鎌。

　グレンは、やや右へ身体を捌さばくことで、その直撃を辛かろうじて外す。

　掠かすめる大鎌の刃が左半身を斬きり焼くに任せつつ──グレンは、我が身から上がる血ち霞がすみを割り裂さいて、交こう叉さ法で右手の銃じゆうを突き出し、シャルロッテの額に銃口を押し当てる。

　迷わず引き金を絞り、放たれた銃弾がシャルロッテの額を刺し穿うがつ。

　がんっ！　だが、シャルロッテの頭は、微かすかにのけぞっただけだ。

　当然、その額に痣あざの一つもない。今のシャルロッテには偉大な天使が降臨し、顕現している。霊れい的てきに超強化された今のシャルロッテに、ただの銃弾など通るはずもない。

「──くっ!?」

　この一手で一呼吸を使用した深手のグレンは──

「──断罪パージぃいいいいいいいいいいいいいいいい──ッ！」

　──続くシャルロッテの、竜たつ巻まきのように振ふるわれた大鎌の柄えによる凪なぎ払ばらいを、かわすなどできようもなくて──

「ごわぁあああああああああああああああああああーーッ!?」

　胴どうに、柄の一撃をもろに受けたグレンは、なすすべなく水平に吹ふき飛ばされていく。

　グレンの身体は、用意されていた戦場の端はしまで飛んでいき──森へ入り──樹木を幾いく本ほんも折り倒たおして、なおも止まらない。

「げっほっ……ごほおっ!?」

　ようやく、その身体が巨きよ木ぼくに叩たたき付けられて止まると、グレンはひしゃげたその巨木の幹にぐったりと背を預け、血の塊かたまりを吐はいた。

　特務分室の礼服には、身体の頑がん健けんさを増幅エンハンスする【ボディ・アップ】も、常時付呪エンチヤントで編み込まれているが──それがなければ間違いなく、全身の骨がばらばらに砕くだけ、内臓が破は裂れつして死んでいたに違いない。

　そんな満身創そう痍いなグレンへ、さらにシャルロッテが迫る──

「──断罪パージぃいいいいいいいいいいいいいいいい──ッ！」

　その目には冷めやらぬ殺意と憎ぞう悪おが漲みなぎり、最も早はや、完全にグレンを殺す気だ。神話学によれば、《断罪の天使》は堕天使に近いとされている。恐おそらく、その概念に引きずられているのだろう。

　そんな人格の変わったシャルロッテの様子を前に……

「あーあ、完全にスイッチ入っちゃったよ」

「やれやれ、いつものことながら、仕方のない女だ」

「まぁ……もし先せん輩ぱいが死んだら、訓練中の事故ってことにしておこっか？」

「……だな。面めん倒どう臭くせぇし。……つか、死ぬだろ、あれ」

　ニコルも、ファーガスも、遠くから冷めた目で無責任にそんなことを言い合っており。

（──くそ、ここまでか……ッ!?）

　炎の嵐あらしを巻いて迫り来るシャルロッテの姿に、グレンは死を覚かく悟ごする。

　もう指の一本だって、動かせそうにない。

（……り、リィエル……すまねえ……ッ！）

　そんなグレンへ、シャルロッテはもの凄すごい速度で森を割りながら、迫って、迫って、迫って、肉薄して──大鎌を振り上げて。

　グレンが為す術すべなく、肉片に粉ふん砕さいされようとしていた──その時だった。

「グレンを──」

　横手から疾はやく真まっ直すぐ跳とんできた、蒼あおい衝しよう撃げきが──

「──いじめるなぁあああああああああああああああああーーッ！」

　横よこ殴なぐりに、シャルロッテへと襲おそいかかっていた。

「きゃあああああああああああああああああああああーーッ!?」

　大気を震しん撼かんさせる凄すさまじい衝撃音。上がる凄まじい悲鳴。

　シャルロッテが、今まで飛んできた道を、水平に逆戻もどりで吹き飛ばされていった。

「な──ッ!?」

　呆気に取られるグレンを庇かばうように、立ちはだかったのは──

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　はぁ……ッ！」

　薄い病衣姿のリィエルであった。

　今にも倒れそうなほど荒あらい息を吐き、目元の涙なみだを拭ぬぐうその手には、いつもの大剣。それを杖つえ代わりにして、震ふるえる身体を辛うじて支えている。

「グレンを……げほっ！　いじめ……ごふっ……ないで……ごほっ……けほっ……」

　たちまち、リィエルは激しく血を吐いて、その場に崩くずれ落ちた。

　地に突き立った大剣は、ぼろぼろと崩れ、光の粒りゆう子しと砕けて消えていく。

　あれほど霊的にガタの来ている身体で、禁きん呪じゆ法に近い高速武器錬れん成せい術【隠す爪ハイドウン・クロウ】を使用してしまったのだ。おまけに、普ふ通つうの状態では動けないリィエルは、身体能力強化の魔ま術じゆつを酷こく使しして、無理矢や理り身体を動かして、ここまでやって来たのだろう。

　その反動ダメージが、今、リィエルを残酷に蝕むしばんでいった。

「ごほっ！　こほっげほっ！　あ、ぐぅ、ぐれ、グレん……たす、け……苦し……ッ！」

「り、リィエルぅうううううううううーーッ!?」

　死に体だったグレンの身体が、動いた。

　気き迫はくと気合いで全ての神経を強引に繫つなげ、倒れるリィエルへと駆かけ寄る。

「馬ば鹿か野や郎ろう!?　お前、その身体で、なんでここにやってきた!?　どうして、魔術を使った!?　お前、今の自分の身体の状態、わかってんのか!?」

「だって……ごほっ！　グレ……げほっこほっ……あぐ！　いじめ……ぅうう、う」

　苦しげに喘あえぐリィエルを抱だき起こし、たった今、ようやく【愚者の世界】の効果時間が切れたことをこれ幸いにと、法医呪文ヒーラー・スペルを施ほどこしていく。

　だが、焼け石に水だった。リィエルの容態が回復する兆きざしは一向にない。リィエルは激しく血を吐き、呻うめき苦しみ、みるみるうちに弱っていくだけだ。

　死──リィエルから伝わるそんな気配が、ぞわりとグレンの背筋を駆け上った。

　そして、そんなグレンへ……

「おい、先輩……まだ、模も擬ぎ魔術戦は終わってねえぞ？　ほら、第二回戦だ」

「まさか、もう終わりってことはないですよね？　ほら、やろうよ？」

「……いひひひ……断罪パージ……断罪パージ……断罪パージ、断罪パージ、断罪パージ……ッ！」

　ファーガス、ニコル、まるで無傷のシャルロッテが、ゆっくりと歩み寄ってくる。

「お前ら……」

　そんな三人に、グレンは我が身が骨の髄ずいまで燃え尽つきるような憤ふん怒ぬに身を焦がす。

　目の前が、真っ赤な血の色に染まっていき、世界全ての音が遠くなっていく。グレンが頑かたくなに触ふれないようにしていた〝何か〟がぷつんと切れる。

　グレンの胸中には、道を踏ふみ外しかけるグレンの手を強引に引き戻し、心を清めてくれる銀ぎん髪ぱつの少女の声があったのだが──今は、それも聞こえなくなってしまった。

「……いいぜ。そんなにとことん殺やり合いたいっていうなら──」

　グレンの声のトーンが変化した。暗く低く据わった声で嘯うそぶくグレンの手が、ポケットに隠していたとある物を無意識に摑つかんでいた。

　油紙に包まれたそれは──グレンの古式回転パーカツシヨン弾倉拳銃・リボルバーの予備弾倉シリンダーだ。

　その予備弾倉には、とある特殊な装薬によって、弾だん丸がんが装そう塡てんされている。

　グレンは銃の脇わきにあるバレル・ウェッジを引き抜き、フレーム部と銃身バレルを分ぶん離りする。弾たま切れの弾倉シリンダーをフレーム部から落とし、その予備弾倉をフレーム部に装着、バレル・ウェッジでフレーム部と銃身と再結合。

　水が流れるような手つきで、再装塡リロードを終えようとしていると──

「……そこまでです！」

　凜りんと通る声で場を制し、森の奥から、新たなもう一人の少女が姿を現していた。

　木々の梢こずえを通して差し込む月下に輝く髪かみ──《月》のイリア＝イルージュであった。

「一体、何をやってるんですか!?　貴方あなた達は！」

　イリアが感情を荒らげて肩かたを怒いからせ、ファーガス達に向かって激げき昂こうする。

　だが、ファーガス達はどこ吹く風だ。まったく意に介かいすることはない。

「イリア……てめぇ、また俺達の邪じや魔まをするっていうのか？　ああ？」

「やっと、調子が出てきたところなんだよ？　それに、先輩はもう一いつ杯ぱい一杯だろうけど、僕達はまだ実力の半分も出しきってないし？」

「くす……くすくすくす……もう少し、本当の私達を、グレン様には見ていただきたいのです……あはっ、あはははは……ッ！」

　まったく退ひく気がなさそうな三人を前に。

　イリアは静かに目を閉じ、ほんの少しだけ冷えた口調で宣言した。

「わかりました。せっかく同行してくれた協力者を壊こわされてしまってはたまりません。これ以上やるというのなら、この私が、グレン先輩の代わりにお相手します」

「「「──ッ!?」」」

　すると、ファーガスも、ニコルも、シャルロッテも一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、目を微かに見開く。

　そのまましばらく、沈ちん黙もくが辺りを支配し……

「ちっ……やめだ、やめ。しらけちまったぜ」

　ファーガスがうんざりとばかりに背を向け、臨戦態勢を解いた。

「《月》のイリア……てめぇと戦ったって、何も面白くねえしな」

「まったく同感だよ。時間の無む駄だっていうか、不毛っていうか……」

　同じくニコルも肩を竦すくめて戦意を捨て、シャルロッテも天使の憑ひよう依い状態を解除キヤンセルする。

「ふん……まぁいい。元《愚ぐ者しや》の実力も一応、知れたしな。……まるでカスだ。これじゃその相方っていう《星》の実力も知れたもんだぜ」

「まぁ、噂うわさの最強コンビの名が、看かん板ばん倒れだったとわかっただけでも収しゆう穫かくかな？」

「今回の任務……思った以上に簡単そうで何よりですわ」

　そんなことを言い合いながら……三人の執しつ行こう官はその場を立ち去っていくのであった。

　その場に残されたのは、ボロボロのグレン、衰すい弱じやくしきったリィエル、そして……グレン達に背を向け、毅き然ぜんと佇たたずむイリアであった。

「……イリア、お前……？」

「話は後にしましょう、先輩」

　イリアはさっと無駄のない挙きよ措そで振り返り、グレンを見下ろす。

　その真しん摯しな瞳ひとみが、グレンを射い貫ぬいた。

「今は、リィエルの応急処置を！　手て遅おくれになる前に！」

「…………そうだな」

　イリアが貸してくれた手を摑み、グレンが立ち上がる。

　そして、リィエルを背負ったグレンは、イリアと共に、重たい足取りで野営地へと戻るのであった。




　野営地に戻ったグレンは、リィエルをあてがわれた天幕内の寝しん台だいへと寝ねかせた。

　そして、イリアが早さつ速そく、リィエルの応急処置を行った。霊れい質しつ強化剤ざいを打ったり、マナを移植補ほ充じゆうしたりと、今のリィエルに必要な応急法医処置を適切に行っていく。

　やがて、リィエルの容態は落ち着き、リィエルは寝台の上で静かな寝息を立て始めた。

「術式完かん了りよう。これでよし、と」

　そんなリィエルを安あん堵どしたように見下ろして、イリアは額の汗あせを拭うのであった。

「……ありがとうな、イリア」

「いえいえ、これが私の仕事ですから」

　グレンにお礼を言われ、イリアはしばらくの間、はにかんでいたが……

「……本当に申し訳ありません、先せん輩ぱい」

　やがて、申し訳なさそうに目を伏ふせ、イリアは謝罪を口にしていた。

「おいおい、その先輩ってのはやめろって。特務分室じゃ、お前の方が古株だろうが」

「ですが、私にとって先輩は先輩なのですが……駄目ですか？」

　グレンがバツが悪そうに言うと、イリアが少し不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。

（イリアはイヴの同期だ。歳としは俺の方が上でも、イリアの方が執行官歴は長い……先輩って呼ばれても、くすぐったいだけなんだがな……）

　そんなグレンの内心も露つゆ知らず、イリアは嬉き々きとしてグレンに話しかける。

「今までは色々とあって、なかなかこう話の機会が取れませんでしたが……改めて、お久しぶりです、先輩！　ご健勝そうで何よりです！」

　ピシッ！　と。イリアがグレンへ元気良く敬礼をするのだが……

「……目玉抉えぐられたいか？　これが元気に見えるのかよ？」

　グレンは頰を引きつらせて、応急処置で包帯を巻かれた全身をイリアに見せつけた。

「えええっ!?　目玉抉られるのは困りますよぉ！　だって、先輩のハンサム顔が見られなくなるじゃないですか！　先輩ファンの私としては身が裂さかれるような思いです！」

「はぁ～～……ったく、お前も相っ変わらずだな……」

　まるで記き憶おくの中のイリアと変わらないイリアに、グレンは呆あきれながら嘆たん息そくした。

　そんなグレンへ、イリアが尊敬の目を向け、言葉を続ける。

「しかし……さすがです、先輩」

「何が、さすが、なんだよ？」

「ご謙けん遜そんを。まさか、あの三人を相手に勝ってしまうなんて」

　その瞬間、グレンは苦虫を嚙かみ潰つぶしたように表情を歪ゆがめ、吐はき捨てる。

「……馬鹿野郎。お前の目は腐くさってんのか？」

「いえ、だって！　先輩は、あの圧あつ倒とう的で絶望的な戦力差の戦いの中……あの三人に零ぜろ距きよ離りで銃じゆう口こうを当てることに成功してたじゃないですか？」

「……、……そりゃそうだがな。それが一体、どうしたって言うんだよ？」

　グレンは一瞬、口ごもり、ふて腐れたように肩を竦める。

　すると、イリアはグレンへ顔を寄せて詰つめ寄り、力強く叫さけんだ。

「それが勝利なんです！　だって、先輩には【愚者の一刺しペネトレイター】があるじゃないですか！」

　固有魔術オリジナル【愚者の一刺しペネトレイター】。イヴ＝カイズルの玉薬を用いた零距離射撃ポイント・ブランクで発動する必滅の魔弾。愚者の背後からのナイフの一撃は、時にあらゆる賢けん者じやの思おも惑わくを超こえる。この魔弾の前に、あらゆる魔術的防ぼう御ぎよが意味を失う。魂たましいを直接射貫く文字通りの必殺技だ。

「もし、あれが実戦だったら──」

「ふん。あんな実戦があるか」

　そんなイリアの賞賛を、グレンは鼻を鳴らして突つっぱねた。

「そもそもだ。連中は、まったく本気じゃなかった。あれが実戦なら……俺は、なおさら何もできずに瞬殺されてる。それに……」

　グレンは、とある銀髪の少女のことを思い出す。

　あいつが傍かたわらで見てくれていない所で、こんな恐おそろしいもん、撃うてる自信がねえよ……グレンは密ひそかに、胸中でそう自じ嘲ちようするのであった。

「まぁ、俺が【愚者の一刺しペネトレイター】を使ったとしても……そうだな、百戦やって勝てるのは、ほんの二、三戦ってとこじゃねーか？　それほどまでに連中は〝怪かい物ぶつ〟だった……」

　今、思い返しても身み震ぶるいがする、常識外れ・規格外の秘術・禁きん呪じゆの数々。

　なんていう化け物が、特務分室に入室してしまったのだろうか。

「おい、イリア。あの化け物共は一体、なんなんだ？　一体、どこから連れてきた？　特務分室の補充要員だとは思うが、帝てい国こく軍にあれほどの連中はいなかったはずだ。いたら、俺なんか入室させてる場合じゃねえ。とっくの昔に入室させていたはずだ」

「彼らの素す性じよう、経歴は不明です」

　グレンの問いに、イリアが気まずそうに答えた。

「最近、さすがに人手不足が酷ひどくなってきたところ、新室長であるサイラス＝シュマッハが突とつ然ぜん、どこからかスカウトしてきたんです」

「……サイラスのやつか」

　きな臭くさい男が連れてきた、きな臭い連中、ということらしい。

「一体、帝国のどこに隠かくれ潜ひそんでいやがったんだ？　あれだけの腕うでの持ち主なら、絶対に軍内で、何らかの形で噂になるだろう？」

「……そうですね。軍の上層部も不思議がっていましたが、彼ら三人の実力は本物です。慢まん性せい的な戦力不足に悩なやむ軍も、結局は諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいしましたよ。……彼らこそ、新時代を担うエース達だと」

「……ふん」

　まぁ、わかる。あれ程ほどの力があれば、間ま違ちがいなくエースだろう。

「しかし、参った。あんな怪物共がアルベルト討とう伐ばつに参戦するのか。これじゃ……」

　アルベルトが、あの三人にあっさりと討うたれてしまう可能性がある。リィエルを救うだけならそれでもいいのだが、それではアルベルトの真意は闇やみに葬ほうむり去られてしまう。

（あのアルベルトが、あんな暴ぼう虐ぎやくにただ手を染めるだなんて思えねえ……だが、もう手遅れ感もある……いや、しかし……くそ、俺は一体、どうしたら……？）

　グレンが押し黙だまり、ぐるぐると思考の袋ふくろ小路こうじに陥おちいっていると。

「……やはり、先輩は先輩ですね」

「！」

　グレンがふと、顔を上げると、イリアが穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

「どうせ、先輩のことです。なんとかして、アルベルトさんも救いたい……そう思っているのですよね？」

「…………」

「相変わらずお人ひと好よしなんですね。今のアルベルトさんは、もう申し開きのできない大罪人なんですよ？　それでも、彼のために身を削けずり、骨を折るんですか？」

「あのアルベルトが、理由もなく、そんな大罪に身を染めるとは思えない。何か……何か理由があるはずだ」

「アルベルトさんが、クリストフとバーナードさんを手にかけた……そう聞いても？」

「～～～ッ！」

　痛いところを鋭するどく抉られ、グレンは苦く悩のうに顔を歪め……

「……それでもだ！」

　やがて、決意に満ちた表情で言い切った。

「まずは真実を見み極きわめる。やつの真意を質ただす。その上でどうするか決める。ぶっちゃけ、俺は今だって、あいつがクリストフ達を殺やっただなんて信じてねえ。何かの間違いだって思ってる。上手うまく死を偽ぎ装そうして、どっかで生きてるってな」

「…………」

「だが……アルベルトのやつが、もし本当に大おお馬ば鹿かをやりやがったってんなら……外げ道どうに堕おちたってんなら……やつをぶん殴なぐるのは、俺の役目だ」

　自然とそんな言葉が舌を突いて出たその時、グレンの脳裏を、走そう馬ま燈とうのように、かつてアルベルトと共に戦場を駆かけ抜ぬけた記憶が走って行く。

　グレンは、それらを遠い目で仰あおぎ見ながら、はっきりと宣言する。

「……きっと、俺がやらなきゃならねえことなんだろう」

　思えば、軍時代……グレンはいつだって、アルベルトにおんぶに抱だっこだった。

　理想主義のグレンに対し、アルベルトはどこまでも現実主義。

　子供のように十を救いたいと喚わめくグレンに対し、アルベルトは九を救うために、一をシビアに切り捨てる。ゆえに二人が衝しよう突とつしたことは、両手の指の数だけでは到とう底てい足りない。

　だが、理り不ふ尽じんに虐しいたげられる人々をなるべく多く救いたい──その根底の想おもいだけは、二人とも一いつ致ちしていたのだと思う。だから、あれだけ衝突して、喧けん嘩かして、時に殴り合って……それでも、完全に決けつ裂れつするということだけはなかったのだ。

　そもそも、任務の最中に、グレンがアルベルトに命を救われたことなど、それこそ数えきれず、アルベルトがいなければ、とっくの昔にグレンは墓の下だ。

　グレンの精神面を支え続けていたのは、主にセラであったが……今、思えば、アルベルトもきっと何らかの形で、グレンの精神面をフォローしてくれていたのだろう。

　ただ、黙って、何も語らず、黙もく々もくと、見返りも求めず、ひたすら不器用に。

　どこかいけ好かない、気にくわない──それでも頼たよりになる兄貴分。

　そんなアルベルトを残し、自分は何も返さず、自分勝手な都合で軍を抜けた。

　それでも、アルベルトは落とし前に拳こぶし一発を要求しただけで、今のグレンを認めてくれたのだ。教師として生きてみろ、と。

　もし、アルベルトが外道に堕ちる何かがあったというのなら。

　それこそ、自分がアルベルトの傍らにいてやれたなら、防げたこともあったかもしれないのに。ぶん殴って連れ戻もどすこともできたかもしれないのに。

　だから──

「これは、他の誰だれでもねえ……俺がやらなきゃならねえ仕事なんだよ」

　決意を新たに、グレンはそう言った。

　今の今まで、サイラスが運んできた理不尽に巻き込まれた、とばかりに腐っていたが……こうして改めて状じよう況きようを整理して考えると、今、不思議と胸に落ちるものがあった。

　そうだ、これは俺の戦いでもあったのだ。

　今、グレンの胸裏には、新たな戦意が燃えて漲みなぎっていた。

「十を救う。ガキの夢物語かもしれんが、それが俺だ」

「……本当に変わらないんですね、先輩は」

　呆れたような口調とは裏腹に、イリアはどこまでも穏やかだ。

「でも、私はそんな先輩を、昔からずっと好ましく思っていました……本当ですよ？」

「噓うそ臭くせぇ……お前の言うことはどうも信用ならねえ……」

「ああもう、酷いです。よく思い出してくださいよ……先輩のそんな子供の夢のような理想を理解して応おう援えんしていたのは……私とセラさんの二人だけだったじゃないですか」

「…………」

　グレンは遠い目で、しばらく天幕の外の星空を見つめて……

「…………そう、だったな」

　……やがて、そう呟つぶやいていた。

「懐なつかしいですね……先せん輩ぱいを挟はさんで、私とセラさんで先輩を取り合って喧嘩して……バーナードさんがそんな私達をはやし立てて……イヴさんとアルベルトさんが呆れたように私達を見てて……クリストフとリィエルがきょとんとしていて」

「…………」

　グレンの脳裏に……ふと、そんな在りし日の光景が自然と浮うかんだ。

　……不意に、グレンの拳が固く握にぎりしめられた。

「それにしても安心しました。今は亡きバーナード老から聞いてはいましたが……セラさんを失った先輩が、それなりに立ち直っていたなんて信じられませんでしたから」

「……そうかよ。そりゃ心配かけたな」

　すると、イリアはグレンの正面に回り込み、真まっ直すぐグレンを見つめて言った。

「仕方ないですね。はっきり言って、この状況では非常に難しいですが……私も、先輩のお力にならせていただけませんでしょうか？」
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「……イリア？」

　グレンが目を瞬しばたたかせながら、改めてイリアの顔を見る。

　イリアの顔はとても真しん摯しで……優やさしげながら真しん剣けんそのものだった。

「実は、私も今回の事態は、極めて不自然だと感じていたんです」

「お前もか」

「はい。……正直、アルベルトさんが女王陛下暗殺未み遂すい……あんな暴虐に手を染めただなんて、私も未いまだに信じられません」

「…………」

「確かに、アルベルトさんは、クリストフとバーナードさんをその手にかけた……はっきり言って許せません。その報むくいを受けるべきです。ですが、アルベルトさんほどの人が、そうせざるを得ない何かがあった……そう考えた方が、私は自然だと思うんです」

「…………」

「そして、ことさらに不自然なリィエルの徴ちよう用よう。今回の一件には、必ず何か裏がある……私もその真実を知りたんです。先輩、私も先輩の目的に協力させてくれませんか？」

　イリアが、じっとグレンの目を覗のぞき込み、見つめてくる。

　無む駄だな言葉で取り繕つくろうことがない。真っ直ぐな思いと信念だけを向けてくる。

　思えば、軍時代からこういう少女だった。

　だから──

「……ああ、わかった。世話になるぜ」

「こちらこそ！　よろしくお願いします！」

　グレンはイリアに手を差し出し、イリアがしっかりとそれを摑つかみ、握あく手しゆする。

「正直、心強ぇ。……ぶっちゃけ、今の俺は完全アウェーで、四面楚そ歌かみてーなものだったからな。一人でも味方がいるとわかれば、大おお違ちがいだ」

　そして、グレンは改めてイリアに問いを投げた。

「なぁ、イリア。今回のアルベルト討伐遠えん征せいで……サイラスが、リィエルを使って何かを企たくらんでいるってのは、わかるか？」

「はい、不自然ですからね、どう考えても。ただ、何を企んでいるかまでは……」

「なら、リィエルの身辺に気を配ってくれ。お前はリィエルの介かい護ご役だ。サイラスがリィエルに何かしたり、リィエルに何か異変があったりしたら……俺に教えてくれ」

「もちろんです！　リィエルのことは私にお任せを！」

「そうか。ははは、頼たのもしいな。よろしく頼むぜ」

　こうして──

　久々に腹を割って話した奇き妙みような先輩後輩の夜は、静かに更ふけていくのであった。




　一方、その同時刻──グレン達の野営地から、北へ５キロス。

　満点の星の下、高く切り立つ崖がけの天てつ辺ぺん、その淵ふち瀬せにて。

「あああああっ！　もうッ！　本当に腹立つわッ！」

　地面に置かれたイヴの水すい晶しよう玉だまから、宙へ映し出される映像と音声を視し聴ちようしていたシスティーナが、大層ご立腹な様子で地団駄を踏ふんでいた。

　先行するグレン達を、密ひそかに後追いしていたシスティーナ達は、この空に近い場所を今夜の野営地と決め、野営をしていた。

　そして、今のグレンは相変わらず、イヴの使い魔まだ。グレンが見聞きした情報はイヴへ送られている。こんな回りくどいやり方で情報共有をするのは、さすがに軍の部隊内で通信魔導器を使えば、部隊内の誰かに傍ぼう受じゆされる可能性があるからだ。

　ただ、イヴは通常の使い魔とやるように、グレンと直接、視覚共有・感覚共有するのはキモいと言い張ってそれをせず、その情報を水晶玉で受け取り、宙に投射するようにしている。こうすれば、システィーナやルミアも見られるので一石二鳥ではあった。

「何なのよ、あの三人!?　信じられないッ！　あんな人達が、本当に特務分室だっていうの!?　ああもう、思い出しただけで腹が立つ！」

　そして、当然、特務分室の三人のグレンに対する暴ぼう虐ぎやくも、システィーナ達は目の当たりにしてしまっていた。その場に居合わせたら、容よう赦しやなく平手打ちを見み舞まっていただろう……そんな剣けん幕まくでシスティーナは激げき昂こうし続けていた。

「システィ、もう抑おさえて。私も腹立たしく思うけど、ここで怒おこっても仕方ないよ。今は先生とリィエルが無事だったことを素直に喜ぼう？　ね？」

　だが、そう言ってシスティーナを宥なだめるルミアも、複雑で険しい表情をしている。やはり、内心では腸はらわたが煮にえくりかえるような思いなのだろう。

　そして、彼女達二人の後方で、静かに腕うで組ぐみして佇たたずむイヴが冷ややかに言った。

「ルミアの言う通りよ。今、ここで吠ほえても何にもならないわ。体力の無駄よ。抑えなさい。感情の制御コントロールは魔術師の基本でしょう？」

「……あっ……はい……すみません」

　そう言われて、システィーナはようやく我われに返って引き下がり、俯うつむいていた。

「そ、それにしても……《月》のイリアさん？　あの人みたいな人が、先生の傍かたわらに居てくれて良かったね？　システィ」

　少し落ち込むシスティーナを気き遣づかうように、ルミアが言葉をかける。

「そうね……イリアさんは話がわかる人みたいだし……先生に協力してくれるって言ってくれているし……どうやら、頼もしい味方と考えてもよさそうだわ。けど……」

　システィーナは、虚こ空くうに投射された映像の中で、グレンと談笑するイリアの姿をぼんやりと眺ながめていた。グレン視点で見たイリアの姿が、先ほどからずっと映し出され、グレンとイリアが親しげに話しているシーンが、さっきからずっと続いている。

　グレン視点のイリアは、とても笑顔が多く、楽しげで……そして嬉うれしそうであった。

（こんな状況で、そんなこと考えている場合じゃないって、わかるんだけど……）

　どうにもモヤモヤする。グレンに対するイリアの距きよ離り感かんは、どうもただの仕事仲間や元・同どう僚りように対するものではない……そんな気がする。こんな状況なのに、そんなことが気になってしまう、自分の脳天気な思春期乙おと女め思考回路が心底嫌いやになってしまう。

　おまけに、システィーナ達が覗くグレン視点では、グレンはちらちらとイリアの横顔を盗ぬすみ見ており、なんだかグレンが満まん更ざらでもなさそうなのが、もの凄すごく気になる。

（駄目よ……駄目。もっと真剣にならなきゃ……）

　感情を制御しきれないシスティーナが、自己嫌けん悪おに陥おちいっていた……その時だった。

「……グレン？」

　イヴが何かに気付いたように、投射される映像を凝ぎよう視しする。

「イヴさん？　どうしたんですか？」

　ルミアが映像とイヴとを、交こう互ごに見比べる。

　映像は、グレン視点でイリアと普ふ通つうに談笑しているだけ。システィーナやルミアにとって、どこかもやもやする光景を延々と展開している……それだけである。

　だが、ふと二人は気付いた。

　グレンから送られている音声に……時折、変な音が小さく交じるのだ。

　かち、かち……かち。かちかち……かち。

「……あれ？　これ、何の音？　ノイズ？」

「黙だまって」

　不思議そうに首を傾かしげるシスティーナを黙らせ、イヴは映像を凝視し続ける──




　そして──また、その同時刻。

「……どうでしたか？　《愚ぐ者しや》のグレンは？」

　夜分遅おそく、自分の天幕内を訪れた三つの気配に、サイラスは振ふり返らずに問う。

「はっ……まったく話にならねえよ。何だ、あの雑魚ざこ」

　やって来たのはファーガス、ニコル、シャルロッテの三人であった。

「ねぇ、サイラス室長。……本当に彼は、たった三年であれだけ戦果を上げたの？」

「信じられませんよね。さすがに記録改かい竄ざんを疑ってしまいます」

「つーか、あの腕でよく死ななかったな？　やつが殺やった連中の中には、ヤバいのがごろごろいやがったっていうのに……」

「あのレイク＝フォーエンハイムや、ジン＝ガニスも下したって、信じられないよね？」

「ですが、事実です」

　サイラスは、携けい行こう用の組み立て式の椅い子すとテーブルにつき、その上に広げた何らかの羊皮紙の絵図面に向き合っている。複雑な法ほう陣じんやルーンの羅ら列れつが描えがかれたそれに、サイラスは何かを書き連ね、調整する作業を黙もく々もくと行っていた。

「彼には、土ど壇たん場ばの窮きゆう地ちで不可能を可能にする何かがある。これが意外とバカにならないのですよ。偶ぐう然ぜんが二度続けば奇き跡せきでしょうが、三度続けば必然……そも英えい雄ゆうとは、力の強弱ではなく、そういった運命的な何かを引き寄せられるか否いなか、ですから」

「はっ……くだらねえ。女子供が喜びそうな話だ」

「絶対に、失敗は許されぬ今回の任務……まぁ、保険程度に、彼へ期待をかけるのは良いことでしょう？」

　すると、ファーガスがいかにも不ふ機き嫌げんそうにサイラスを睨にらみ付けた。

「お前……まさか、俺達がアルベルト程度に負けるとでも……思ってるのか？」

「いえいえ。そんなことは」

　サイラスは微笑ほほえみを崩くずさぬまま、頭かぶりを振った。

「今の貴方あなた達は、間違いなく帝てい国こく軍最強クラスの魔導士です。それが三人も集まって、アルベルトただ一人を倒たおせぬわけがない。ただ──」

「──ただ？」

「我らの悲願を達成するには、今回、確実にアルベルトを排はい除じよしなければならない。そこに万が一の失敗も許されない。だから言ったでしょう？　保険だと」

「ま、確かにグレン先輩は、もっとも多くアルベルトさんと任務を共にしたから、彼の弱点や戦法も熟知している。何かの役に立つこともあるかもって、そういうことだよね？」

　ニコルの言葉に、サイラスは頷うなずいた。

「ええ。最近、私達の古巣回りに不ふ穏おんな動きもある。……我々の後うしろ盾だてであるイグナイト卿きようも一体、どこまで信用して良いのやら。だからこそ、我々は我々の力で、己が立場を盤ばん石じやくにする必要があるんですよ」

　ふと、作業の手を止め、サイラスは椅子を回して三人へ振り向いた。

「新《魔術師》であるこの私、サイラス。《剛ごう毅き》のファーガス、《太陽》のニコル、《節制》のシャルロッテ……そして、《戦車》」

　昏くらい極寒の笑みを浮うかべ──サイラスが嗤わらう。

「さて……件くだんの準備の進行度は、どうですかな？」

　そして、そんなことをサイラスが天幕の隅すみに向かって問いかける。

「……問題ない」

　すると、氷のように冷ややかな言葉が返ってきた。

　そこには、特務分室の礼服に身を包んだ人物が、いつの間にか影かげのように佇んでいた。

　新しい顔だ。

　今の今まで、サイラス率いる討とう伐ばつ隊の中には、影も形もなかった人物である。

　だが、その人物は余程嫌きらわれているのだろう。《剛毅》も、《太陽》も、《節制》も、その人物の存在を認識した途と端たん、とてつもなく嫌そうな表情をした。

　それをまるで意に介かいさず、その人物は言葉を淡たん々たんと連ねる。

「最終調整は滞とどこおりなく進行している。予定通り条件が揃そろえば……かの英雄を、この世界に復活させることができるだろう」

「そうですか、それは何よりです」

　その報告に、サイラスは満足そうに微笑んだ。

「イヴ室長の時代は終わりました。これからの特務分室の中ちゆう核かくを担になうのは我々。常に日ひ陰かげで虐しいたげられてきた我々こそが、表おもて舞ぶ台たいで輝かがやかしき栄光の道を牛耳るのです。かの組織とも繫つながりのある我々に最も早はや、栄光以外の道など──ない」

　そんなサイラスの力強い言葉に、ファーガスも、ニコルも、シャルロッテも不可思議な熱ねつ狂きように燃えた目で頷く。

「せいぜい、各人ぬかりの無いように。明日にはマレスに到とう達たつします。決戦です。あの忌いま々いましい《星》のアルベルト＝フレイザーを……ここで確実に始末するのです」




　…………。

　楽しげに談笑しつつ、眠ねむるリィエルの前で決意を固めるグレンとイリア。

　何かをやきもきしているシスティーナにルミア、そしてグレンから送られてくる感覚情報の投とう影えい映像を注視するイヴ。

　人知れぬ闇やみの中で、己が企たくらみを動かしつつあるサイラス達。




　様々な思おも惑わくを飲み込んで──

　──その日の夜は、静かに更ふけていくのであった。








第三章　流星猛もう威い









　──古代都市遺い跡せきマレス。

　アルザーノ帝国の東の国境付近、人里を遠く離はなれた山間部に、ひっそりと隠かくれ潜ひそむように存在する広大な古代遺跡だ。その都市規模としてはフェジテにも匹ひつ敵てきするだろう。

　そんなマレスの存在する山間地域は、通つう称しよう〝竜りゆうの背骨〟とも呼ばれる、山脈が連なる高標高地であり、アルザーノ帝国とレザリア王国を隔へだてる壁かべの一つでもある。

　その一帯は、気候と霊脈レイ・ラインの関係によって緑が少なく、荒あれた岩いわ肌はだと岩山に、背の低いシダ植物や苔こけが群生している。標高が高いゆえに空気も薄うすい。無数の渓けい谷こくや切り立つ崖がけ、難所の多い山脈が行く手を阻はばみ、人の足では、出るのも入るのも容易ではない。

　古代人は、どうしてこんな辺へん鄙ぴな場所に、こんな大規模な都市を構えたのか……構えることができたのか。その魔ま導どう考古学的解かい釈しやくには諸説あるが、ここでは割かつ愛あいする。

　四方を絶ぜつ壁ぺきのような山々に囲まれたマレスは、中央にある一際、台形型の巨きよ大だいな石造り神しん殿でんを中心に、小さな窓を備えた塔とうや住居、石造りの建物達が無数に並んでいる。大通りらしい大通りはなく、路地はまるで迷路のように複雑に入り組んでいる。用水路が、そんな迷路じみた都市内を幾いくつか走り、それが区画を区切っているようだ。地下水脈を利用しているためか、その用水路だけは恐おそらく当時のまま、清らかな水の流れを湛たたえていた。

　そんな都市遺跡マレスの中央にある、台形型の神殿。

　その天てつ辺ぺんに──その男は静かに佇たたずんでいた。

「…………」

　アルベルトだ。

　この神殿は、起き伏ふくの上下が激しい山間の中でも高台に築かれており、その天辺──屋上からはマレスの街並みを眼下に一望できる。

　そんな場所に屹きつ然ぜんと佇み、アルベルトは静かに瞑めい想そうしていた。

「……そろそろ、か」

　やがて、誰だれへともなくぼそりと呟つぶやいて、アルベルトが目を開く。

　時分は暮れなずむ黄昏たそがれ時。紅くれないに金を混ぜた強きよう烈れつな色しき彩さいが古き都市を焦こがしている。

　西の空を遠く見やれば、沈しずむ太陽が山の稜りよう線せんを真っ赤に燃え上がらせており、東の空には昏い夜が侵しん食しよくを始めている。

　無風。凪なぎが支配するその空間は、まるで時が止まったかのようであった。

「…………」

　夕日の赤光が我が身を焼くに任せ、アルベルトはちらりと、己が左手を見る。

　手て袋ぶくろを半分めくると、その手の甲こうには、吐はき気けを催もよおすような禍まが々まがしい魔術法陣が、血のように紅あかい魔術顔料で描かれていた。

　この法陣は、アルベルトがある目的のために用意したものだ。アルベルトがこの法陣を呪じゆ文もんで起動させることで、とある儀ぎ式しき魔術が己が身に発動するようになっている。

「……出来れば、使いたくないがな」

　その法陣を、アルベルトはしばらくの間、鋭するどい瞳ひとみで見み据すえ、手袋を元に戻もどす。

　その鷹たかのような目を、再び遥はるか空の彼方──焼け爛ただれた西へと向ける。

「さぁ、来い」

　そんな淡々とした呟きが、時の止まったような凪の中へ霧む散さんするのであった。




　──その日の、日の入り。

　空を行軍していたグレンら遠えん征せい討伐隊は、〝竜の背骨〟の隙すき間まに、ひっそりと隠れるように存在する古代遺跡都市マレスへと到達していた。

　ここに至るまでの道中、グレンは、サイラスがリィエルに何らかのアクションを取るかもと、常に神経を張って警けい戒かいしていたが……それもない。

　イリアが看みるリィエルの容態も、魔術学院から遠えん隔かく的に潤じゆん沢たくなマナを供給されているためか、決して芳かんばしくはないが、比ひ較かく的てき安定している。

　ここまで順調で何もないと、逆に拍ひよう子し抜ぬけしてしまうグレンであった。

「まぁ、何にせよ……ここがマレスか」

　マレスに入るなり、グレンは疲ひ労ろうと溜ため息いき交じりに呟いた。

　遠征討伐隊は、アルベルトの対空迎げい撃げき狙そ撃げきを警戒し、マレス手前の山脈の一角で神鳳フレスベルグを降り、下山する形でマレスの南なん端たんから侵入したのだ。

　そのマレス南端の一角──崩れかかった城じよう壁へきと建物の陰かげとなる小さな広場に、討伐隊は天幕を張り、結界を張って、根拠地ベースキヤンプを張っていく。

　それを尻しり目めに、グレンは遺跡都市の様子を物陰から窺うかがった。

「やれやれ……噂うわさにゃ聞いていたが、酷ひでぇ場所だな、ここは」

　通常の古代遺跡とは異なり、古代人の謎なぞの魔導技術『霊素皮エテリオ・膜処理コーテイング』は為なされていないらしい。立ち並ぶ建物はどれも、長き時の流れの果てに苔生むして風化し、崩れかけだ。

　そして、都市内には白骨化した遺体が無数に散らばっている。かつての住人達の成れの果てだ。一帯の土ど壌じようが石灰質のためか、風化して土に還かえらず化石となったのだ。

　かつて、ここで一体、何があったのか……倒たおれる古代人達の遺体は、見み渡わたす限かぎり延々と続き、まるでこの都市遺跡一つが巨大な墓標のようであった。

（辛しん気き臭くせぇ場所だな、おい……）

　気を取り直し、グレンは遠見の魔術──黒魔【アキュレイト・スコープ】を起動し、己の視覚を遥か彼方かなたへと飛ばす。グレンが視覚を飛ばした先は、都市遺跡マレスの中央にあるという巨大な台形型神殿──通称〝復活の神殿〟だ。

　グレンが閉じた左の瞼まぶたの裏側に、その神殿を見下ろした光景が投射される。この神殿にだけは『霊素皮エテリオ・膜処理コーテイング』がされているらしく、風化もせず、苔生すこともなく、恐らく当時の姿のままでそこに在った。

（サイラスの状況説明ブリーフイングによれば、アルベルトはこの神殿に陣じん取どっているらしいが……？）

　物は試しの気持ちで、グレンはその神殿へと魔術的な視覚を近付け、その周囲の様子をざっと窺ってみる。すると──

（……マジか？）

　居た。アルベルトが神殿の天辺の屋上に、堂々と佇んでいたのだ。

　途と端たん、アルベルトが本当に女王陛下暗殺という暴ぼう虐ぎやくを企くわだて、軍に追われていること、自分達がそんなアルベルトを討伐しに来たことを、グレンは強く実感する。

　だが、同時にどうしても解げせない。今までは激動する周囲の状況に流されるまま、気に留める暇ひまもなかったのだが……改めて考えると、こんなに妙みような話もない。

（事実の真しん偽ぎはとりあえず置いといて……現在のアルベルトは女王暗殺未み遂すい事件を引き起こし、仲間を殺して逃とう亡ぼう中の重罪人だ。なのに、なぜこんな場所に逃にげ込んだ？）

　考えてみれば考えてみるほど、解せない話である。

（軍の追つい撃げきを避さけるなら、帝てい国こく各地を転々としながら逃亡した方がいい。その方がよほど国外逃亡の目め処ども立つだろう。なのに、なぜ、こんな逃げ場のない辺境に逃げ込んで、あまつさえ留とどまってる？　まるで俺達が来るのを待ち構えているみてえじゃねえか？）

　グレンは、サイラスが周囲の討伐隊の隊員達に色々と指示を出している様を、流し目で盗ぬすみ見る。

（事此処ここに至り、きな臭くささは最大級だな……あいつ、一体、何を隠してやがる？）

　そして、築かれた根拠地の天幕の一つへ、担たん架かに乗せられたリィエルがイリアに先導されて運び込まれている様子を、グレンは痛ましい表情で見送る。

　その周囲には、魔導士の隊員達の物々しい警備がついている。

　早くなんとかしてやりたいが……今のグレンには、どうすることもできない。

（それはともかく、イヴ達もこのマレスのどっかに潜んでいるはずだが……）

　グレンと別行動で動くイヴ達は、予定通りなら、先回りして、すでにこの古代都市遺跡のどこかで身を潜めているはずだった。

（……さて……例の件……頼んだぞ、イヴ……）

　グレンが、遠く離れたいけ好かない同どう僚りように、そう心の中で祈いのっていると。

「さて、それでは皆みなさん。準備は整いました。十五分後に一号天幕へ集合してください」

　サイラスが、討伐隊員達へ、比較的大規模なメイン天幕へと招集をかける。

　恐らく、アルベルト討伐作戦会議を早さつ速そく、始めるのだろう。

　グレンも重苦しい気分で、それに参加する。参加せざるを得ないのであった。




　……アルベルト討伐作戦会議は、つつがなく終しゆう了りようした。

　その作戦内容は、基本にして単純。

　アルベルトが、現在、陣取っているという〝復活の神殿〟。

　平団員から抽ちゆう出しゆつした精せい鋭えい魔導士達を中心に編成した本隊が、魔術的防衛陣地を固めつつ正面から圧力をかけてその神殿へと進軍し、その間に特務分室のファーガス、ニコル、シャルロッテ……そして、ついでのグレンで編成される別働隊が、側面からアルベルトへ奇き襲しゆうをかける、というものだ。

　イリアやサイラスらは、本陣待機──根拠地の防衛に専念。

　何かヤバい薬や魔術を使って、無理矢や理りリィエルを戦わせようというなら、それこそ死を覚かく悟ごして、ここで暴れてやるつもりだったが……それもなかった。

　リィエルはイリアの介かい護ご保護の下もと、本陣で待機命令。本当に一体、何のためにリィエルをわざわざここまで連れてきたのか……最後まで心底わからなかった。

「そもそも、だ。そんな単純な作戦が、アルベルトに通用するわけないだろ」

　と、グレンが別案の提唱を何度も進言したが、その悉ことごとくは却きやつ下かされた。

　ファーガス、ニコル、シャルロッテが、ひたすらグレンの発言を妨ぼう害がい・否定するのだ。

　考え過ぎ、あり得ない、裏読みし過ぎ、臆おく病びよう、的外れだ、不可能、目標を過大評価している……エース格のこの三人の発言力は強く、グレンの意見は何一つ通らない。

　まあ、わからなくもない。相手一人に対し、精せい鋭えいの魔ま導どう士しが十五名、特務分室が三名＋一。明らかに過か剰じよう戦力だ。ここまで明確な戦力差があれば、数に任せて囲んで圧殺するのが一番、確実である。そもそも、件くだんの特務分室の三人が、相手がどんな出方をしようが、最も早はや、この状況で負けるはずがないと信じ切っている。

　グレンすらも、三人の執しつ行こう官の実力を文字通り痛いほど思い知り、いくらなんでも負けることはない、この作戦でも充じゆう分ぶんかも……と思い始めている。

　おまけに、直接そう言げん及きゆうしたわけではないが、サイラスにとって、アルベルトの討伐自体は、どうも必ひつ須すではなく、最悪、アルベルトが陣取っている〝再生の神殿〟を制圧しさえすれば、それで良い……言葉の端はし々ばしにそう考えている節がある。

（……一体、なんなんだ？　ますます、わけがわからねえ……）

　今回の事件、考えれば考えるほど、どつぼに嵌はまっていくようであった。

「それでは皆さん。作戦開始です。……幸運を祈ります」

　こうして。

　疑問が渦うず巻まき、わからないことだらけのまま──戦いは始まるのであった。




　日が完全に沈み、夜の来訪と共に吹ふき始めた風を合図に、作戦は始まった。

　まず、魔導士の本隊が、古代都市の中央にある神殿をめざし、進軍を開始した。

　夜よ闇やみに紛まぎれつつも、あえて見通しの良い通りを、本隊はゆっくりと進軍していく。

　無論、魔術狙撃を警戒し、小区画ごとに防ぼう御ぎよ結界を張りながらの進軍だ。

　あんなに厳重に守りを固められながらの進軍では、さすがのアルベルトも魔術狙撃を通すことは不可能だろう。

　ならば、予測されるアルベルトのリアクションは二つ。

　神しん殿でんに籠ろう城じようして迎むかえ撃うつか、どこかのタイミングで打って出て来るか。

　ファーガス、ニコル、シャルロッテ、そして、グレンの別働隊は、そんなアルベルトのリアクションに臨機応変に対応し、横から不意を討うつ役目だ。

　今、四人は複雑に入り組んだ路地裏を疾しつ風ぷうのように駆かけ抜け、本隊とは別ルートで中央の復活の神殿を目指し、進軍していた。

「けっ……足を引っ張るんじゃねえぞ？　先せん輩ぱいよぉ」

　一足早く先頭を駆けるファーガスが、忌いま々いましそうに吐き捨てる。

「うん、そうそう。先輩は何もしないで、後ろで見てるだけでいいですからね？」

「そうですね。ていうか、本当はついてこなくてもいいんですけど……まぁ、一応、サイラス様のご命令ですので」

　ニコル、シャルロッテも次々と小こ馬ば鹿かにしたような言葉を付け加え、一行の最さい後こう尾びについて走るグレンは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

（忌々しいが……こいつらの実力は本物だ。もし、アルベルトが本隊に対し、何らかのアクションを起こせば……こいつらは、立ちどころにその頭を押さえちまうだろう）

　かと言って、この別働隊の存在を察知して、対応に動くのも愚ぐ策さくだ。

　いくらアルベルトでも、この三人を相手にしては為す術すべないだろうし、立ちどころに本隊に囲まれ、逃げ場を失ってしまう。

（拙まずいな……このままじゃ、真意を問う前に、マジであいつが殺されちまう……）

　いっそのこと、アルベルトが都市遺い跡せきのいずこかに隠かくれ潜ひそむゲリラ戦を展開するつもりだったなら、それで良かった。密ひそかにアルベルトと落ち合うこともできただろう。

　ていうか、百戦錬れん磨まのアルベルトなら当然、そういう戦術を取ると思っていたのだ。

　だが、討伐隊の偵てい察さつの使い魔によれば、アルベルトは神殿の天辺に、まるで自分の存在を誇こ示じするかのように居座り続けているらしい。

　完全に討伐隊を待ち構え、迎え撃つ構え。逃げも隠れもするつもりはないようだ。

（くそ、どうしたらいいんだ、この状況……？）

　そんな焦しよう燥そうに、為す術もなく身を焦こがしながら。

　戦局はどんどん変動していく。本隊が神殿へと着実に迫せまり、グレン達別働隊も別ルートで着々と迫っていく。このままでは、アルベルトにとって、もっとも最悪な形──本隊と別働隊との挟はさみ撃ちの形になってしまう。

　だが──今のグレンにはどうしようもない。

（……くそ、駄だ目めだ。今回の戦いでアルベルトに接せつ触しよくすることはできねえ。……今は逃げてくれ、アルベルト……頼む……ッ！）

　そう心の中で、祈るように呟つぶやきながら。

　グレンは、先行するいけ好かない三人組を、ひたすら追い続けた──




　──。




　──本隊と別働隊は、定期的に通信魔術で連れん絡らくを取り合いながら、完かん璧ぺきなる連れん携けいを取って、互たがいに中央の神殿を目指し、順調に進軍していった。

　グレンの祈りも届かず、アルベルトに動く気配はまったくない。

　最早、討伐隊が最高形でアルベルトとの戦いに挑いどめるのは確実になりつつあった。

「ははは……噂うわさの《星》もたいしたことねえなぁ？」

「……戦術って概がい念ねんがないらしいね」

「がっかりですわ。もっと楽しませてくれるかと思っていましたのに」

　恐おそらく、そう思っているのは、最早、この特務分室の三人だけではないだろう。

　本隊の魔導士達の誰だれもが〝楽勝〟と、思い始めているはずだ。それだけ、アルベルトはこの状況で最もやってはならない〝待ち〟──愚策を打ち続けていたのだ。

（噓うそだろ、アルベルト……一体どうした？　お前ほどのやつがどうして、こんな……？）

　グレンも信じられなかった。

　グレンの知るアルベルトなら、もうとっくに何らかの手を打っているはずだった。

（なぜだ？　一体、なぜ──？）

　アルベルトの考えがまるで読めず、グレンがそんな疑問を反はん芻すうするしかない……

　……そんな時であった。

「……ん？」

　先頭を駆けるファーガスが、突とつ然ぜん、首を傾かしげていた。

「なんだ……？　突然、本隊と連絡が取れなくなりやがったぞ？」

　状じよう況きようが──密かに動き始めていた。

「あれ？　おかしいね？　三分前まではちゃんと応対していたのに」

「緊きん急きゆう事態があれば、即そく座ざに連絡する手はずでしょう？　何もないのに連絡だけなくなるというのも変ですわね……」

　その時、グレンは最早、確信に近い直感で言った。

「恐らく本隊は全ぜん滅めつだ。妙に対応が遅おそかったが、あの野や郎ろうがついに仕し掛かけて来やがった」

　そんな深刻なグレンの表情に、ファーガス達が頭の可か哀わい想そうな者を見るような目で、グレンを振ふり返る。

「はぁ？　何言ってんだ？　お前。一体、どうやってだよ？」

「今の本隊に、彼の唯ゆい一いつの取とり柄えである魔術狙撃は通らないって、もう忘れたの？」

「それに、どうやって三分で全滅させたっていうんでしょうか？　私達には遠く及およばないとはいえ、本隊の彼らも宮きゆう廷てい魔導士団の精鋭なのですよ？　こちらに連絡を入れる暇ひまもなく全滅するだなんてありえませんわ。もっと物をよく考えて発言してくださいませ」

「…………」

　そう言われてしまっては、グレンに反論はできない。アルベルトがどうやって、あの詰つみ一歩手前の状況で、本隊を全滅させたのか──まるで見当もつかないのだ。

　だが、アルベルトは何かを仕掛けてきた。それだけは間ま違ちがいなかった。

「まぁ、通信魔導器の不調か何かだろ。開発部もいい加減だな、おい」

「でも、いいんじゃない？　ぶっちゃけ、本隊と連携を取る必要もないしね」

「ええ、最初から、私達三人がいれば充分な任務でしたもの」

「…………」

　どこまでも事態を楽観する三人を前に、グレンが押し黙だまった──

　──まさに、その時だった。




　不意に、膨ぼう大だいな極光が──轟ごう音おんと共にグレン達の頭上に爆はぜた。




「なぁ──ッ!?」

　唐とう突とつに降り注いだ無数の稲いな妻ずまが、その路地裏一帯の区画を埋うめ尽つくしたのだ。

　恐るべき破は壊かいの乱らん舞ぶが、その一帯を暴れ回り、破壊し尽くす。

　視界を真っ白に灼やかれつつも、グレン達は咄とつ嗟さに地を蹴けって空高く跳とんで散開し、近場の建物の屋上に素す早ばやく駆け上り、その破壊の災さい禍かを逃のがれた。

「なんだ──黒魔【プラズマ・フィールド】か!?」

「一体、誰が──ッ!?」

　驚きよう愕がくの表情で、眼下の破壊跡あとを見下ろす一同へ──

「来たか」

　ぼそり、と。何者かが頭上から淡たん々たんと告げた。

　下を走る通りを挟んだ向こう側──一際、高い崩くずれかけの建物の尖せん塔とうの天てつ辺ぺんに。

　月を背後に背負った人ひと影かげがあった。その長ちよう髪はつを吹き荒すさぶ風に靡なびかせ、その鷹たかのように鋭するどい眼光で、一同を睥へい睨げいしている。

　その時、グレンの胸に去来したのは、〝まさか〟というより〝やはり〟。

　もしくは──〝ようやく〟。

「アルベルトぉおおおおおおおおおーーッ！」

　頭上に向かって吠ほえるグレンを。

　アルベルトは、ちらりと一いち瞥べつし、見下ろすのであった。

　現在の位置関係的には、尖塔上のアルベルトを中心に、ファーガスが正面、ニコルが左さ舷げん、シャルロッテが右舷。皆みな、それぞれ、建物の屋根の上に陣じん取どっている。

「ようやく、お出ましかぁ……アルベルト先輩ぃ？」

　ファーガスが、アルベルトを見上げながら、パキポキと手を鳴らした。

「はは、対応が遅かったですね、先輩。……じきに本隊が貴方あなたの背後を突つくよ？　もう貴方に逃にげ場ばなんかない」

「まぁ、本隊などなくても逃がしはしませんけどね……くすくす」

　ニコルも、シャルロッテも臨戦体勢を取りながら、余よ裕ゆうの表情でアルベルトに向かって身構える。三人の誰もが、自分達の勝利を信じて疑っていない。

　だが──

「……本隊は来ない。既すでに片付けた。後はお前達だけだ」

　そんなアルベルトの冷淡な言葉が、彼らの勝利感と陶とう酔すい感かんに冷たく水を差す。

「覚かく悟ごしろ。全員、再起不能になって貰もらう。逃しはしない」

「ああ？　吹ふかしてるんじゃねーよ？　本隊を片付けた？　一体どうやってだ？」

　すると、アルベルトはそんなファーガスを冷ややかに一瞥し、告げる。

「お前達は俺のデータを予習しなかったのか？　魔ま術じゆつ狙そ撃げきに決まっているだろう？」

「……は？」

「あれほど、姿を晒さらしての進軍……狙撃しろと言っているようなものだ。もっとよく考えて進軍すれば良いものを……随ずい分ぶんと無能な指揮官に率いられているようだな」

　何か……アルベルトの言っていることは、おかしかった。

　おかし過ぎて、ファーガス達はしばらくの間、絶句するしかない。

「……強がりやはったりも大たい概がいにして欲しいな。彼ら本隊は、交代で小区画ごとに防ぼう御ぎよ結界を張りながら進軍していたんだよ？　いくら貴方が魔術狙撃に長たけていたとしても、そもそも、彼らに魔術狙撃が通るはずがないんだけど？」

　ニコルが微かすかに苛いら立だちながら言う。

　防御結界を張り替かえながらの進軍法は、敵に魔術狙撃手がいる際の定石なのだ。

　ゆえに、アルベルトの魔術狙撃は通るはずがない。それが道理。

　だが──

「……防御結界？　その定石戦法で進軍するには、進軍に合わせ、常に結界を張り替え続ける必要がある。防御結界は対象指定ではなく、座標指定だからな。ならば、その結界張り替えの隙すきを射い貫ぬけば良いだけだ」

　そんなアルベルトの言に、三人はついに絶句するしかなかった。

　確かに、理屈はそうなのだ。

　移動に合わせて新しい結界を張るには、古い結界を消さなければならない。近過ぎる同種の防御結界は、互いに干かん渉しよう作用を起こして相そう殺さいされてしまうからだ。

　つまり、今まで自分を守っていた結界を消すと同時に、新しい結界を未み踏とう領域に張る。

　そこに隙ができることは、事実なのだが──

「ふざけんなッ！　ンなの、コンマ何秒以下の隙だと思ってるんだ!?　そんなのできるわけが──」

「出来るから、俺は此処ここに居る」

　端たん的てきな事実のみを告げるアルベルトに、ファーガスの頭にかっと血が上るのであった。

（……そういうことかよ）

　だが、グレンだけは妙みように納得していた。

　結界張り替えの隙を突いて、まず結界形成手達を狙撃し、行動不能にする。

　次の瞬しゆん間かん、グレン達別働隊への通信連絡手を、狙撃で即座に始末する。

　ようやく自分達が狙撃の的になっていることに気付き、本隊の魔導士達は戦せん闘とう態勢に入ろうとするが──もう遅い。圧力をかけるために見通しの良い通りを進軍していたのが、完全なる裏目。後はもう一方的な阿あ鼻び叫きよう喚かんのつるべ撃ちだ。それだけのことを為なすのに三分という時間は、アルベルトにとって、あまりにも充じゆう分ぶん過ぎたのだ。

　確かに、普ふ通つうならば、そんなこと不可能である。できるはずがない。

　だが、アルベルトならできるだろう──それは、かつての相棒としての確信であった。

「あはは、それが事実なら……確かに、聞きしに勝まさる魔術狙撃の腕うで前まえだね、《星》のアルベルトさん？　正直、貴方を見くびっていたよ」

「ですが……頭はあまりよろしくないのですね……」

　しかし、流石さすがは特務分室、練達の魔導士達。すぐに冷静さを取り戻もどしたニコルとシャルロッテが、油断なくアルベルトの隙を窺うかがいながら、言った。

「僕らの想定を超こえた狙撃技能の持ち主なら、最後まで狙撃手でいればいいのに」

「ここは近きん距きよ離り魔術戦の間合いですわ。狙撃屋がこんな最前線に出てきて、一体、何を考えていらっしゃるのでしょうか？」

「言っておくが、三対一だからって容よう赦しやしねえぞ？　この逆ぎやく賊ぞくが。虫けらのように一方的にブチ殺してやるぜ、おい」

　ファーガスも屋根伝いにゆっくりと、アルベルトへ向かって歩いていく。

　最も早はや、誰の目から見てもアルベルトは絶対絶命。

　凄すご腕うでの魔導士三人に囲まれて、進退ここに極きわまれり……そんな状況。

　しかし──

「狙撃の手の内は、この場で最も脅きよう威いとなる男に備え、残しておきたかっただけだ」

　アルベルトはまるで動じずにグレンを一瞥し、再び三人を見回して、淡々と告げた。

「お前達に、狙撃は必要ない」

　その発言に相手を侮あなどる意図も、見下す意思も、当然、慢まん心しんもなかった。

　それが厳然とした覆くつがえしようのない事実ゆえに宣言した──ただ、それだけであった。

「……野郎ぉ……ッ!?　言わせておけばぁッ!?」

　そして、そんなアルベルトの冷淡な態度は、ファーガス達を苛立たせる。

「聞き捨てならないね……ただ、狙撃がちょっと上手うまいだけの凡ぼん庸ような魔術師のくせに」

「アルベルト様。失礼ですが、貴方様は私達と違って、固有魔術オリジナルも、眷属秘呪シークレツトも、何か突とつ出しゆつした秘伝魔術も、何一つ持っていません。つまり、貴方は高位の魔術師かもしれませんが、同時に凡庸なんです」

　ニコルも、シャルロッテも、苛立ちを隠かくそうともせず、吐はき捨てる。

「へっ。てめぇが使うのは、規格化され、誰だれでも使えるあり来たりな軍用魔術だけ……この古ふる臭くせぇ、カビの生えた魔術師の教科書みてえな野郎がデカい口叩たたきやがってッ！」

「教科書……教科書か。……そうかもな」

　そんないきり立つファーガス達へ、アルベルトがやはり冷静に告げる──

「だが、お前達はその古臭い教科書すら、まともに読めないようだが？」

　その、どこまでも不敵に受け取れる態度に、ファーガス達が怒ど髪はつ天を衝ついた。

「後こう悔かいするなよッ!?　この逆賊がぁあああああああーーッ！」

「本当にムカつく人だよッ！　まったく！」

「是ぜ非ひとも、そのすまし顔を地に這はいつくばらせてみたいですわ──ッ！」

　アルベルトに向かって、一いつ斉せいに駆かけ出す三人。屋根の上を凄すさまじく鋭い身のこなしで跳び抜ぬけ、三人は一気にアルベルトへの距離を三方から詰めていく──

　対するアルベルトは、揺ゆらがず、臆おくせず、眼下を冷ややかに睥睨して言った。

「いいだろう。かかって来い、新人ルーキー。──戦闘というものを教えてやる」

　こうして。

　三人に加勢することも、アルベルトに加勢することもできず、ただ事の成り行きを見守るしかないグレンの前で。

　ファーガス達とアルベルトの戦いの火ひ蓋ぶたが、切って落とされたのであった──




　──正直に言えば。

　この時ばかりは、グレンも〝アルベルトに勝ち目はない〟、と本気で思っていた。

　アルベルトが恐おそるべき強さを持っているのは知っている。知っていた。

　長く任務を共にした相棒として、アルベルトの力を、グレンは宮きゆう廷てい魔導士団の誰よりも知っていると自負していた。

　それを差し引いても──《剛ごう毅き》のファーガス、《太陽》のニコル、《節制》のシャルロッテ──この三人は、あまりにも規格外に過ぎた。

　三人が三人とも、最早、禁きん呪じゆに近い力を持つ固有魔術オリジナルを所持している。

　シャルロッテがアルベルトを〝凡庸〟と揶や揄ゆしたように、確かにアルベルトは固有魔術オリジナルや眷属秘呪シークレツトのような、個々にオンリーワンな特とく殊しゆで強力な秘術の類いを、グレンが知る限り所持していない。使用しているのを見たこともない。

　アルベルトが主力にしている魔術は、規格化された軍用魔術のみ。

　武器で喩たとえるならば、アルベルトは伝説に名高き魔ま剣けんや聖剣ではなく、高品質ではあるが、量産品の鋼はがねの剣で戦っているようなものなのだ。あの卓たく越えつした魔術狙撃技能も、それを使いこなし、極めた延長戦上にあるものに過ぎない。

　ゆえに──勝ち目はない。

　直接、連中と戦い、連中の規格外さ、化け物さを肌はだで感じたからこそ、わかる。

　アルベルトに勝ち目はない。そう思っていた。

　そう、思っていたのだ──

「うっそだろ……？」

　だからグレンは、眼前で展開される光景に、啞あ然ぜんとするしかなかったのだ。

　遠くで、アルベルトが遺い跡せき都市の上空を駆けている。

　黒魔【ラピッド・ストリーム】の連続起動ラピツド・フアイア──『疾風脚シユトロム』で、朽くちかけた建造物の屋根伝いに、壁かべ伝いに、撃風を巻いて、恐ろしく素早く駆け抜けていく。

「くっそがぁあああああああああーーッ！」

　そんなアルベルトを、ひたすら必死に追いかけ続けるファーガス。

　対するファーガスの動きは──弾だん速そくだ。音が空気を伝わる速度よりなお速い。

　突風を纏まとって立体高速機動するアルベルトの動きは確かに速いが、弾速には及およばない。

　ファーガスの方が、圧あつ倒とう的に速い。速いはずなのだ。

　だというのに──ファーガスは、まったくアルベルトに追いつくことができない。

　その理由は──

「《雷剣よシーヴエン・マル》──《踊れタンズ》」

　アルベルトが『疾風脚シユトロム』で市街を駈かけ抜けながら、時折空に放つ、黒魔【ライトニング・ピアス】の七射同時起動──『七星剣』だ。

　空に向かって放たれた七つの雷らい閃せんは、そのそれぞれの弾道が、途と中ちゆうで鋭えい角かくに明後日あさつての方向へと曲がる。そのまま、全ての雷閃が、自由な軌き道どうで縦横無む尽じんに流星のごとく翔かけ流れては、空を細切れに分断する。

　そして、その空を舞まう雷閃達は──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　弾速でアルベルトを追うファーガスへ、前後左右上下全方位から、要所要所で絶ぜつ妙みようのタイミングを狙ねらって襲おそいかかる。

　ファーガスが加速しようとした瞬間に、雷閃が眼前へ突つき刺ささる。

　ファーガスが蹴けり上がろうとした壁が、降り注ぐ雷閃で破は壊かいされる。

　着地地点を雷閃に狙われて、体勢を崩くずされるファーガス。

　体勢を立て直して、再びアルベルトを追おうとすれば、案の定、それを妨ぼう害がいするように空から降り注ぐ雷閃、雷閃、雷閃。それを避さけるために、横っ跳とびに転がされる。

　雷閃に足止めされ、加速を抑おさえられ、回り道をさせられ、頭上を押さえられる。

　ファーガスが、やっとの思いで全ての雷閃をかわし終えたかと思えば──

「《雷剣よシーヴエン・マル》──《踊れタンズ》」

　再び、アルベルトは屋根伝いに空を駆けながら、上空へ『七星剣』を放つ。

　再び、空を自在に、縦横無尽に舞って分断する七条の雷剣。

　再び、ファーガスの行く手を阻はばむように先んじて襲いかかる雷閃、雷閃、雷閃──

　結果、ファーガスは弾速の動きをしながらも、まったくアルベルトに追いつくことができなかったのだ。

「なぜだ!?　なぜ追いつけねえッ!?」

　自分より圧倒的に速度で劣おとる者にこうも翻ほん弄ろうされ、ファーガスが忌いま々いましげに叫さけんだ。

「俺は弾速なんだぞ!?　弾速の動きができるんだぞ!?　毎秒３００メトラ……最高速度では４００メトラを超えているんだぞッ!?」

　素す早ばやく建物の壁を駆け上って、屋根へ上がろうとするが──

　やはり、屋根上へ出ようとしたその瞬間、そのへりを三閃の雷が過よぎる。

　頭上を押さえられたファーガスは、屋根へ上がることができず、落下するしかない。

　そうしている間にも、アルベルトは遠く、さらに遠くへ行ってしまう。

「くそぉッ！　なぜだ!?　なぜ追いつけねえんだぁああああああああーーッ!?」

「貴様が、ド素人しろうとだからだ」

　近場の尖せん塔とうの上に立ち、地を這うファーガスを冷たくアルベルトが見下ろしていた。

「お、俺が……ッ!?　ドし、ろ……ッ!?　だとぉ!?」

「弾速の域に達した動きは見事だ。褒ほめてやる。だが、貴様はよほど、その圧倒的な速度に任せて相手を圧殺することだけしか、やって来なかったのだろう？　……立ち回り、位置取り、見切り、判断力……それらがまるでなってない」

「な、な、……」

　絶句するファーガスにアルベルトが淡たん々たんと告げる。

「そもそも、たかが毎秒４００メトラが何だと言うのだ？　俺の黒魔【ライトニング・ピアス】の初速は、毎秒10万キロス。本気で撃てば、光速だ」

「なぁ──ッ!?」

「術者自身が弾速の動きなどせずとも、速度・射程距離特化の呪文は、それを遥はるかに超える速度で走る。たかが弾速程度の動きを誇こ示じするなど、あまりにも滑こつ稽けいだと思うが？」

「滑稽だと……ッ!?　てめぇ、俺を滑稽だと言ったか!?」

「よく吠ほえる割には、まるで俺に近付けず、眼下で無様に踊るお前を、滑稽以外にどう表現すればいい？」

　どこまでもアルベルトは冷ややかにファーガスを見下ろす。

「言っておくが、《戦車》ならばこの程度、難なく見切ってかいくぐり、俺の懐ふところに入って来る。《女じよ帝てい》は貴様より遅おそいが、貴様より圧倒的に素早かった」

「うるせぇ、黙だまれ、この……ロートルが……ッ!?」

「魔術戦ほど小細工が必要な物は無い。相手が理論的に反応不可能な速度とパワーで攻せめて来ても、理りと先読みでそれを覆す……それが魔術師だ。勉強になったか？」

　そんなアルベルトの嘲ちよう弄ろうするような言葉が、とどめとなったようだ。

「このロートルがぁあああああああああああああーーッ!?」

　ぶち切れたファーガスが、アルベルト目め掛がけて、一直線に駆ける。

　駆けながら、何事か呪文を叫び、防ぼう御ぎよの魔術を構える。

　最早、空を舞う電でん撃げきの二、三撃を喰くらっても構わない──そんな覚かく悟ごだ。

　だが──

「……詰みチエツクだ」

　アルベルトがそんなことを、感情なく呟つぶやくと。

　屋根の上に飛び乗ったファーガスの足あし下もとに、魔術法ほう陣じんが瞬しゆん時じに展開される。

　出現した三つの光輪が、ファーガスの頭、胴どう、足を、完全に拘こう束そくしてしまう。

　黒魔儀ぎ【リストリクション】──拘束封ふう印いんの魔術罠マジツク・トラツプであった。

　この展開を、すでにアルベルトは読み切り、予あらかじめその場所に仕掛けておいたのだ。

「なぁがあああああーーッ!?　なんでこんな所にぃ!?」

「《雷らい槍そうよ》」

　ファーガスの動きと魔力が、光輪によって完全に封殺された瞬間、アルベルトは左手を霞かすむように旋せん回かいさせ、一節詠えい唱しようで【ライトニング・ピアス】を、容よう赦しやなく放つ。

「がぁ──……ッ!?　ば、か、な……」

　その指先から放たれた鋭するどき一条の雷閃は、狙い違わず、動けないファーガスの胸部を刺し穿うがち──ファーガスの身体からだを後方へ弾はじき飛ばすのであった。

「や、やるねぇっ！　《星》のアルベルトッ！」

　そんなアルベルトの背後に、ようやく追いついたニコルが現れる。

「だが、君の負けだッ！」

　不意に、世界が──より暗くなった。

「！」

　アルベルトが頭上を見上げれば、空に黒い太陽が燦さん然ぜんと輝かがやいていた──

「どうだいッ!?　僕の固有魔術オリジナル【逆位置の太陽フオールン・サン】の味はッ!?　手加減抜きさ！　魔力全力全開ッ！　君をあっという間に枯こ渇かつさせてあげるよっ！」

　黒太陽から禍まが々まがしい波動が、辺り一帯を飲み込まんばかりに放たれ──

　がくり、と。アルベルトの身体が傾かしぐ。

　その身体から、マナが凄すさまじい勢いで抜ぬけ、力という力が萎なえていく。

　その瞬間を狙って──

「粛正パージぃいいいいいいいいいいいいいいいいーーッ！」

　三対六翼よくを羽ばたかせ、大おお鎌がまを構えたシャルロッテが空から急速度で舞い降りてくる。

「──ッ!?」

　アルベルトは、咄とつ嗟さに懐から軍用ナイフを取り出し、その旋せん風ぷうのような斬ざん撃げきを辛かろうじて受け止めようとして──

「《大いなる風よ》」

　同時に、黒魔【ゲイル・ブロウ】を唱え、局地的に収束する突風を、構えたナイフを中心に巻き起こす。

　どんっ！
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　ナイフと大鎌、突風が交こう錯さくする衝しよう撃げき音と共に、アルベルトが自ら吹ふき飛ばされていく。

「なるほど！　【ゲイル・ブロウ】で衝撃を相そう殺さいしたんだね!?　小こ癪しやくな小細工だけは、上手だなぁ！」

　ニコルが口の端はしをつり上げ、小こ馬ば鹿かにするように嗤わらった。

「だけど──初等呪じゆ文もんの【ゲイル・ブロウ】を使ったってことは、もうほとんど、魔ま力りよくが残ってないってことだよねっ!?　僕の黒太陽に吸い取られてさぁ!?」

　そんなニコルの見ている前で、大きく吹き飛ばされていったアルベルトの姿は、小さくなっていき……やがて、建物と建物の間に落ちて見えなくなる。

「ちっ……」

　すると、なぜかニコルは一瞬、忌々しそうに舌打ちして。

「シャルロッテ！　後は任せたよッ！」

「もちろんですわっ！」

　シャルロッテが翼を広げ、アルベルトの後を追って、高速で飛んでいった。

「まぁ……奪うばってやったマナは戻もどらない。あれだけ大量に奪えば、もうどのみち、終わりだよね……あはは、実に簡単な任務だった……」

　飛んでいったシャルロッテの背中を、ニコルが余よ裕ゆうの表情で見送っていると。

　不意に、ニコルの表情が青ざめていた。

「……バカな。噓うそだ……そんなの噓だ……ッ！」

　背中に感じる気配は──間ま違ちがいなかった。

　ニコルが佇たたずむ建物の屋根の縁ふち。

　その後方、数メトラの位置に──間違いなく何者かの気配があったのだ。

「そうだ。先刻、吹き飛ばされたあの俺は──黒魔【イリュージョン・イメージ】の光操作で作り出した幻げん影えいだ」

　アルベルトが──ニコルの背後を取っていた。

「あの【ゲイル・ブロウ】は、接せつ触しよくの感覚と音を偽ぎ装そうするために撃うったものだ。抜け目ない《隠いん者じや》なら、こんなつまらん手、一瞬で見抜き、逆に利用しただろうがな」

「くっ……ッ!?」

　だが、背後を取られたことに一瞬、青ざめつつも……ニコルが強気に笑う。

「ははは……さすが、と言っておこうか、アルベルトさん……でも、君は僕の全域弱体化結界の〝速さ〟を知っているのかい？」

「…………」

「すでに〝黒太陽〟は空にあるんだ……僕がそう念じれば、君は一瞬で枯渇……」

「下らん手品はもういい、三流。種は割れているぞ」

　得意げなニコルへ、アルベルトがつまらなそうに言い捨てた。

「全域弱体化？　敵味方の区別をつけてだと？　そんな都合の良い魔術があるか。……ならば、貴様の魔術は弱体化すべき敵と味方──どう区別をつけている？　実に単純な事だ……答えは、〝目視〟」

「ッ!?」

「貴様は、己の視野内に捉とらえた者のみ、選せん択たく的な弱体化が可能なのだ。逆に言えば、視野を外れれば、弱体化不可能……今、こうして俺が、その黒太陽とやらの下にいて、何も弱体化の影えい響きようを受けないのが、その証しよう拠こだ」

　あまりにも冷静で的確なアルベルトの分ぶん析せきと判断力に、ニコルが脂あぶら汗あせを垂らす。

「半はん端ぱな術を組むから裏をかかれる。弱体化の厄やつ介かいさなら《愚ぐ者しや》の方が数段、上だ。大体、その程度の結界を展開するのに、いくら時間をかけている？　《法皇》なら──」

「うるさい……ッ！　うるさい、うるさい、うるさいぃいいいいいいーーッ!?」

　アルベルトに背を向けながら、ニコルが喚わめく。

「半端!?　だったらなんだっていうんだ!?　僕は〝視みた〟だけで、相手を一瞬で枯渇できるんだッ！　それが強いことに変わりないッ！　そうだろ!?　なぁっ!?」

「…………」

「だったら、試してみるかい!?　君の攻性呪文アサルト・スペルと、僕が〝視る〟──どっちが、速いかさぁ!?　ほら、来なよ！　来てみなよ!?」

　ニコルの挑ちよう発はつ的な言葉に。

「──言われずとも」

　アルベルトは、予唱呪文ストツク・スペルの【ライトニング・ピアス】を時間差起動デイレイ・ブートした。

　アルベルトの指先から放たれた稲いな妻ずまの力線が、ニコルの背中をめがけて真まっ直すぐ飛ぶ。

「──はっ！　ワンパターンなんだよっ!?」

　だが、さすがはニコルも歴戦の魔導士。

　飛来する雷らい閃せんの軌き道どうを、ニコルは見もせず予測して、体たい捌さばきでかわしきる。

「はははっ！　僕の勝ちだッ！　死ねぇえええええええええええええーーッ！」

　そして、かわしざまにニコルは振ふり返り、アルベルトを全力で凝ぎよう視ししようとして──

　──その瞬間、唐とう突とつに辺りが真っ暗に暗転し、何も見えなくなった。

　一切一片の光も差さぬ、塗ぬり潰つぶしたかのような〝真の闇やみ〟が、その一帯を包んだのだ。

「な、何だぁあああああああああああーーッ!?　何が起こったんだよ!?」

「黒魔【ダーク・カーテン】……光を操作し、一定領域内を闇で塗り潰す結界魔術だ。予め仕掛けていた事に気付かなかったか？」

　闇の向こう側から、アルベルトの冷れい淡たんな声が聞こえてくる。

「み、見えない……真っ暗で何も見えない……ッ！　そ、そんな……こんなことで、僕の術が破れ……ッ!?」

　一瞬、ニコルは狼狽うろたえるが、すぐに我われに返り、強気で言い返す。

「だ、だけど……これがどうしたっていうんだ!?　これなら、お前だって、何も見えないだろ!?　互たがいに見えない状態で、どうやって戦うっていう──」

　だが、その時だった。

　濃のう密みつな闇の幕が、一瞬一いつ閃せんの光条に切り裂さかれ──ニコルが沈ちん黙もくする。

　──やがて、【ダーク・カーテン】が解かれると。

　そこには、その場に力なく倒たおれ伏ふすニコルと……そんなニコルを、目を閉じて指さすアルベルトの姿があった。

「たかが、見えない程度で戦えなくなるから三流だと言っている」

　アルベルトが目を開く。

　そして、開かれたアルベルトの視界内に。

「粛正パージぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいーーッ!?」

　ようやく騙だまされたことに気付いたシャルロッテが、三対六翼を力強く羽ばたかせ、猛もう速度で水平に舞まい戻り、肉にく薄はくしてくる。

　翼からまき散らす衝しよう撃げき波が、周囲の建物を次々と倒とう壊かいさせて──

　振り上げた大鎌には、圧あつ倒とう的な熱量と火勢を誇ほこる灼しやく熱ねつ炎えんを漲みなぎらせて、巻き起こり──

　──それを振りおろせば、荒あらぶる超ちよう高熱の爆ばく炎えん嵐らんが、アルベルトを焼き尽つくそうと、終末戦争のように降り注いでくる。

「……来い」

　対するアルベルトは、そんなシャルロッテと爆炎へ向かって、悠ゆう然ぜんと身構えて──




　──ふと、グレンは思い出す。

　それは──いつか、どこかの酒の席の肴さかな……ほんの戯たわむれの話題だったか。

「《世界》のセリカちゃんに勝てる可能性のある魔術師……じゃと？」

　とある酒場で、当時、特務分室の執しつ行こう官だったグレンは、たまたまそこに居合わせたバーナードに、そんな話題を振ったことがあった。

「はぁ～、そりゃまた随ずい分ぶんとむっかしいのぉ……なにせ、セリカちゃんは紛まがうことなく最強じゃ。人外の絶大な魔力に、超強力な魔術・秘術の数々。おまけに長生きのせいか、知識や戦せん闘とう経験も桁けた外れじゃ。正面切って勝てるやつなんか、この世界におらんじゃろ」

　そうか、だよな。くだらないこと聞いちまったな……と苦笑するグレンに。

「じゃが、格上ジヤイアント喰い・キリングこそ魔術戦の華はな、そして、どんな魔術師にも攻こう略りやく法はあるもんじゃ。なにせ、この世界に完かん璧ぺきな魔術などありゃせんし、ものすごーく上手うまくやりゃ、人間なんてぶっちゃけ針一本で死ぬ。そりゃ相手がセリカちゃんとて変わらんからの」

　じゃあ、どんな魔術師なら、セリカを打だ倒とうしうるんだ？

　そんなグレンの問いに、バーナードはあご髭ひげをなでながら答えた。

「セリカちゃんはな……確かに魔術の技量や知識は凄すごいが、結局は〝超パワー型〟なんじゃ。なんでもかんでも力ちから尽ずくで圧殺する。策なんてほぼ必要なし。そして、それで圧殺してしまえる。言わば究極の脳筋なんじゃよ。

　無論、賢かしこくないというわけではない。〝戦術には長たけているが、戦略には疎うとい〟、といった感じかの？　でも、それだけの力がセリカちゃんにはあるし、単純なパワー比べをすれば、古代竜りゆうだって物の数じゃなかろうよ。実際、昔、邪じや神しん殺したしのう」

　ますます、勝てる手段やビジョンが思いつかないんだが？

「そうじゃなぁ……まぁ、単純にセリカちゃんと力比べなぞやったって、絶対に無理じゃからな。別方面から攻せめねばなるまい？

　とりあえず、まず相手の動向や魔術の性質、弱点を見切る卓たく越えつした洞どう察さつ力が必要じゃのう。それでいて正確無比な魔術精度。生死の狭はざ間まで揺ゆらがぬ鋼はがねの精神力。あらゆる状じよう況きように対応できる無数の呪じゆ文もんと幅はば広い知識も必ひつ須すじゃ。

　そして、それらを場の状況に合わせて効果的、適切・的確に運用できる判断力と冷静さ……つまり勝利という目標に対し、そこに向かう効率無比な〝戦略〟を立てられる、とてつもなくクレバーなやつに、勝ちの目がありそうってなわけじゃ」

　なんだ？　そりゃ要するに、魔術師の教科書みてーな野や郎ろうってことじゃねーか？

　肩かたを竦すくめるグレンに、バーナードはにやりと笑って言った。

「ほう、上手いこと言うのぉ、グレ坊ぼう。……そうじゃな、セリカちゃんを打倒しうる可能性のある魔術師は、伝説の秘術使いでも、強力な固有魔術オリジナル持ちでもなんでもない。案外、そんな教科書みてーな野郎なんじゃろうな」

　すると、バーナードは何か思いついたように、無む邪じや気きに言ったのだ。

「そーいえば、うちの特務分室にも一人、セリカちゃんに、ひょっとしたら勝てるかも知れんやつがいたかのう？　その男は──……」




（あの時は、ただの酒の席での冗じよう談だんだとか、ありえんとか思っていたけどよ……）

　グレンは戦せん慄りつと共に、眼前の光景を睥へい睨げいしながら、物思う。

（こいつなら、マジでやるかもしれねえな……ッ!?）

　派手に焼け爛ただれ、焼け落ちた破は壊かい跡あとの中心。

　炎柱が囂ごう々ごうと上がり、まるで灼しやく熱ねつ地じ獄ごくの如ごときその場所に──アルベルトが立っている。

　その足あし下もとには──手足と胸部を射い貫ぬかれたシャルロッテが、力なく倒れ伏していた。

「──温ぬるい。温過ぎる炎だ」

　やはり、アルベルトが淡たん々たんと事実を告げる。

「貴様は、分不相応な力を、何の工く夫ふうもなく派手にまき散らすだけだ。だから温い。言っておくが、《魔術師》が振るう研とぎ澄すまされた炎は、こんな物ではなかったぞ」

　──圧倒的だった。

（……強ぇ）

　全身を流れる冷ひや汗あせの感覚も忘れ、ただただグレンはそう短く形容するしかない。

　この一戦だけを見れば、あの三人はただの三下の雑魚ざこに見えてしまう。

　だが、実際に戦った身として、それだけはないと断言できる。

　今の帝てい国こく軍の魔ま導どう士しで、あの三人に勝てる者など、ほとんど居ないはずだ。それだけは間ま違ちがいない。それほどの力を、あの三人は確かに持っていたのだ。

　だが、アルベルトはそれを一いつ蹴しゆうした。まるで相手になっていない。

　ゆえに単純な話──アルベルトがそれを遥はるかに超こえて強かった──ただ、それだけ。

（確かにアルベルトは、俺やイヴ、クリストフのような、固有魔術オリジナルや眷属秘呪シークレツト、秘伝魔術みてえな……いわゆる奥の手、切り札、必殺技的な術の類いは使わねぇ……だが──）

　習得呪文カードではなく、本体性能プレイヤーが桁けた違いなのだ。ずば抜ぬけた判断力と分析力、幅広い呪文と知識で、あらゆる局面に対応、凌りよう駕がしてのける──魔術師としての一つの極きわみ。

　それが帝国宮きゆう廷てい魔導士団特務分室、執行官ナンバー17《星》だったのだ──

（ははは……俺は……なんていう男とコンビを組んでいたんだ……？）

　グレンが戦慄を嚙み殺し、アルベルトを凝視する。

（……勝てるのか？　……俺はこいつに勝てるのか？）

　グレンがそう固く身構えていると。

　アルベルトは、ゆっくりとグレンへ歩み寄ってくる。

　そして、二人は彼ひ我がの距きよ離り約十メトラを開けて、互いに向き合った。

「……久しぶりだな、グレン。まさか、お前まで来るとは予想外だったが」

「……ッ！」

　言葉に詰つまるグレンを置き去りに、アルベルトが告げる。

「さしずめ、軍の命令で引き摺ずってこられたか？　あるいは──、……ふっ、敵も底意地が悪い。さて、お前も俺と戦うつもりか？　ならば、残念だが……俺は容よう赦しやしない」

　何もしていないのに、場に脹ふくれあがるアルベルトの存在感が、グレンを飲んでいく。

　駄だ目めだ。飲まれてはいけない。

　グレンは魂たましいを奮い立たせ、主導権を握にぎろうと言葉を発した。

「てめぇ！　女王陛下の暗殺未み遂すい！　そして、じじい達を殺やったってのは、事実か!?」

「事実だ」

　少しは言い淀よどむかと期待したが、アルベルトはあっさりとそれを肯こう定ていした。

「な──……ッ!?」

　信じられなかった。アルベルト本人の口から聞いてもなお信じられない。

　そんなグレンを見咎とがめるように、アルベルトが冷ややかな目で流し見る。

「相変わらず温い男だ。そんなことを聞くために、わざわざやって来たのか？」

「なんでだ……なんでそんなことをした……ッ!?」

　グレンが血を吐はくような思いで、吠ほえる。

「この国にとって、必要なことだからだ。それ以上でも以下でもない」

「ジャティスみてーなこと言ってんじゃねえよッ!?　ちゃんと質問に答えろッ！」

　すると。

　アルベルトは、しばらくの間、沈黙を保ち……やがて、言った。

「……そうだな。蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ……とだけ、言っておこうか」

「はぁ？　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ……？」

　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ。それは帝国政府魔導省の極秘魔術研究機関の名だ。

『Project : Revive Life』などの禁呪法を、極秘で研究開発し続けているという、帝国魔術界の最暗部。晩年、狂きよう気きに陥おちいったアリシア三世がその開祖とも言われ、存在だけが噂うわさされる都市伝説的な組織だ。もっとも、グレンの場合は、以前、リリタニア地方で遭そう遇ぐうした誘ゆう拐かい事件で、実際にその機関が存在するらしいということは知っていたのだが……

（どうして、今、その名が出てくる？）

　グレンには、まるでわけがわからないのであった。

「……話は終わりか？」

　戸と惑まどいを隠かくせないグレンへ背を向け、アルベルトが歩き去っていく。

「戦う気が無いなら、この場から立ち去れ。俺は忙いそがしい」

「……ま、待てッ！」

　グレンが拳けん銃じゆうを引き抜き、その銃口をアルベルトの背へと向けた。

「まだ話は終わってねえッ！　聞けッ！　リィエルのことだッ！」

「……リィエル？」

　すると、アルベルトは足を止め、振ふり返らずに問い返す。

「じ、実はな──……」

　グレンは話した。リィエルのことを。『Project : Revive Life』の副作用によって、エーテル乖かい離り症しようを発症してしまったこと。その命を救うには、新室長サイラスの取引に応じて、リィエルの霊域図版セフイラ・マツプを入手せねばならないこと。

「まさか……リィエルが？　その話は本当なのか？」

　リィエルのことを聞いたアルベルトは、流石さすがに眉まゆを顰ひそめて、問い質ただしてくる。

「こんなことで、噓うそを言うわきゃねえだろう!?　事態は一刻を争うんだよ！」

「成る程ほど。貴様がサイラス側についたのは、そういうわけか。そして、件の素体の正体とは、リィエル……それで連中は、例の計画を……」

　すると、アルベルトは何事かを考え込むように呟つぶやき始める。

「……頼たのむ、アルベルト。投降してくれッ！」

　そんなアルベルトへ、グレンは懇こん願がんするように言った。

「このままじゃ、リィエルは死ぬッ！　俺は、どうしても霊域図版セフイラ・マツプを手に入れなければならねえんだッ！　だから──……」

　だが、そんなグレンへ。

「悪いが……ますます退ひけなくなった」

　アルベルトは、今まで以上に強い意志を込めて拒きよ絶ぜつした。

「なんだと……？　なら、せめて事情を教えてくれッ！　お前は一体──」

「それも無理だ。何故なぜなら、お前がお前である証拠が何処にも無い。信用出来ない」

「は？　俺が俺？　そりゃ一体、どういう……？」

　そんなグレンの疑問に答えず──

「抑そもそも、リィエルを救うため、俺に死ねと？　ふっ……随ずい分ぶんと虫の良い話だ」

　アルベルトがグレンへ微かすかに振り返り、冷たく薄うつすら笑う。

「ち、違うッ！　俺は──……」

「違わない。現実を見ろ」

　アルベルトの鋭するどい𠮟しつ責せきに、グレンは押し黙だまらざるを得ない。

「目に映る物を全て救いたい……お前のその信念は、青あお臭くさいが尊い。正直、俺の目には眩まぶしく映ることもある。だが──現実は何処どこまでも残ざん酷こくだ」

「──ッ!?」

「お前も、そうやって取捨選せん択たくをし続けてきたはずだ。もし、リィエルを救いたいと願うならば──覚かく悟ごを決めろ」

「……アル……ベルト……」

「言っておくが、俺は退かん」

　打ち拉ひしがれた表情をするグレンへ、アルベルトが鋭く言葉を突つき立てる。

「俺とて背負っている物がある。俺を信じた者と、俺に全てを託たくした者達がいる。……それを裏切る事だけは出来ない。そして──それは、お前もそうなのだろう？」

「…………ッ!?」

　グレンの脳裏に不意に浮うかぶのは──リィエルと、そんなリィエルを囲むシスティーナにルミア、二組の生徒達の姿。

「十は救えない。一を切って九を救う。それが俺のやり方だ」

「アルベルト……お前……」

「仮令たとえ、地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれようと……俺は、俺の目的のために戦う。立ち向かってくる輩やからには容赦しない。それが、お前相手であっても、だ」

「…………」

「俺は既すでに覚悟している。お前はどうなんだ？　決して届かぬと知る理想に縋すがり付き、喚わめくだけか？　本当に大切な物を守り抜きたいのならば……お前も覚悟を決めろ」

　そう冷酷に告げ、アルベルトは、そのまま去って行くのであった。

「……おい……待てよ……」

　苦く悩のうに歪ゆがむ表情のグレンが、改めてアルベルトの背に銃口を向け直すが。

「今、戦うつもりか？　……ふん、出直せ。今のお前は、あの三人よりも余程容易たやすい」

　振り返りもせず、アルベルトはそう指し摘てきし、構わず去って行く。

　その指摘通り、グレンの指は石のように固まっており……引き金を引くことなど、到とう底ていできそうになかった。

「…………」

　グレンはそんなアルベルトを見送ることしかできず。やがて、ゆっくりと銃口を下ろし……誰だれへともなくぼそりと呟くのであった。

「……畜ちく生しよう……ッ！」




　夜が──深くなる。

　天てん蓋がいには、不気味に白く輝かがやく月。

　長い夜は、まだ始まったばかりであった──
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　──その頃ころ。

　古代遺い跡せき都市マレスから遠く離はなれた、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院。

　その医務室内にて──

「……ふぅ」

　医務室の床ゆかに構築されたマナ遠えん隔かく供給法ほう陣じんに手をつき、ウェンディは自身のマナを一心不乱にリィエルへ送り続けていた。

　だが、ふと目め眩まいがするのを感じ、マナを送る手を止めて頭を上げる。周囲を見れば、二年次生二組の生徒達が同じように、床の法陣を囲み、手をついてマナを送っている。

「……よし」

　そんな生徒達の姿を見て、ウェンディは頭かぶりを振って気合いを入れ直し、再び法陣へマナを送る作業へ戻もどろうとして……

「駄目よ、ウェンディ。貴女あなたは少し休まないと」

　……傍かたわらのテレサに止められていた。

「貴女は昼間もマナを供給し続けていたでしょう？　いくら魔力容量キヤパシテイに優すぐれているとはいえ、もうマナ欠けつ乏ぼう症しようが近いわ。リィエルのためでも、貴女まで倒たおれてしまっては本末転てん倒とうよ。だから、貴女は休んで」

　そう諭さとしてくる親友へ、ウェンディは何か物言いたげに口を開こうとして、沈ちん黙もくし……

「…………そう、ですわね……」

　溜ため息いきをふぅと一息吐ついて、傍らのベッドに力なく腰こし掛かけるのであった。

　ウェンディが重たい頭を上げれば、床の法陣に魔力線を通して接続されたモノリス型魔導演算器の前で、セリカとセシリアが、何事かをひっきりなしに話し合っている。

　そのモノリスの表面上には、光のルーン文字の羅ら列れつが洪こう水ずいのように流れている。それらが疑似霊絡パラ・パスで遠隔的に繫つながっているリィエルの、あらゆる生体情報を示しているらしい。

　セリカ達の痛ましい表情を見る限り……リィエルの容態は芳かんばしくなさそうだ。

「……リィエルは……本当に、私達の元に戻ってくるのでしょうか……？」

　だから、いつも強気なウェンディの口から、ついそんな愚ぐ痴ちが零こぼれてしまう。

「未いまだに実感が湧わきませんが……リィエルは……もう……」

　だが、そんな弱気になりかけたウェンディを、テレサが優やさしく窘めた。

「信じましょう、先生達を」

「！」

「それに……ここで、リィエルの命の綱つなを握にぎっている私達が信じなければ……リィエルもきっと、どこに帰って来たら良いのか、迷ってしまいますよ」

「…………」

　ウェンディはしばらくの間、重苦しく押し黙っていたが。

「……そう、ですわね」

　やがて、自分の弱気を振り払はらうように顔を上げ、力強く頷うなずき返していた。

「私達は、私達にできることを精せい一いつ杯ぱいしますわ」

「はい、そうしましょう」

　ウェンディやテレサだけでない。

　カッシュも、ギイブルも、セシルも、リンも、カイにロッド達も。

　残された生徒達は皆みな、グレン達を信じて。

　ひたすら祈いのりながら、リィエルの命を繫ぎ続けるのであった──




　──。

「……ぜ、全ぜん滅めつ……ですか……？」

　──マレス南なん端たんに築かれた討とう伐ばつ隊根こん拠きよ地の天幕内にて。

　グレンからそう報告を受けたサイラスは、さすがに動どう揺ようを隠せないようであった。

「ああ。善戦とか、接戦とか、そんな言葉もおこがましいぜ。……惨敗だ。俺達はアルベルトたった一人に、ボッコボコのケッチョンケチョンだ」

　グレンが草臥くたびれたように肩かたを竦すくめる。

「回収したあの三馬ば鹿かや一いつ般ぱん魔導士達の命に別状はなかったが、法医呪文ヒーラー・スペルでも一日、二日で癒いえきる負傷ダメージじゃねえ。おまけにあの三馬鹿に至っては、ご丁てい寧ねいに霊絡──第三霊域セフイラを恐おそるべき精度で射い貫ぬかれてやがる。……魔術師としちゃ、もう再起不能だな」

　帝国宮きゆう廷てい魔導士団の精せい鋭えいを相手に、たった一人でこの圧あつ倒とう的な戦果だ。

　そして、アルベルトは、必要な殺傷ならば躊躇ためらわないが、必要ない殺傷は行わない主義である。つまり、あの三人を殺さなかったのは、〝殺すまでもなかった〟ということ。

　元・相棒の規格外さに、グレンは溜め息しか出ない。

「……で？　どうすんだよ？」

「なんてことでしょう……《星》のアルベルト……その卓たく越えつした武勇は、データや噂うわさには聞いていましたが……まさかこれほどとは……」

　表情を険しくしたサイラスが、顔を掌てのひらで押さえて呻うめいた。

「アルベルトの野や郎ろうは相変わらず、件くだんの神しん殿でんに陣取っているぜ。……あいつ、一体、なんなんだろうな？　〝お前らを迎むかえ撃うつ〟というより、〝お前らから神殿を守っている〟……そんな感じに見えるんだが……俺の気のせいか？」

　グレンもグレンなりに状じよう況きようから、色々と推察し、だんだんと不自然さが見えてきた。

　ゆえに、今、切り込んだことは、わりと今回の事件の核かく心しん部である……グレンは、そう確信している。

　だが、当然、サイラスはそれに答えず、表情の揺ゆらぎを一いつ瞬しゆんで直す。いつも通り余よ裕ゆう溢あふれるにこやかな表情を取り繕つくろい、グレンに向き直った。

「いやはや参りました。ですが、私の判断は正しかった。貴方あなたを連れてきて本当に良かったですよ……《愚ぐ者しや》のグレンさん？」

「…………」

「最も早はや、アルベルトとの戦いで頼たよれるのは貴方しかいません。もちろん、あのアルベルトを片付けてくれますよね？」

「……アホか。俺にできると思ってるのか？　お前の虎とらの子この三馬鹿ですら、手も足も出なかったんだぞ？」

　グレンはもう呆あきれ果てたように、言うしかない。

「撤てつ退たいを進言する。この討伐任務は失敗だ。一度、帝都に退いて、部隊を再編成──」

「なりません」

　だが、グレンの至し極ごく真っ当な判断は即そく・却きやつ下かされた。

「なんとしても、今回の討伐でアルベルトを撃げき破はするのです。失敗は許されない」

「…………」

「貴方はやるしかない。……リィエルのために。そうでしょう？」

　渋しぶるグレンは、天幕の隅すみの寝しん台だいで死人のように眠ねむるリィエルを見やる。

　そして、アルベルトが言った言葉──〝蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ〟。この状況に、まるで嚙かみ合わない言葉がグレンの心に突つき刺ささっている。

「良いのですか？　恐らく、リィエルはもう長くは保もちませんよ？　ですよね、イリア」

「は、はい……」

　サイラスの問いに、リィエルを看みるイリアが苦悩の表情で応じた。

「徐じよ々じよに、リィエルの生命反応が弱くなっています」

「ま、マジか？　イリア……」

　動揺を隠かくせないグレンの問いに、イリアが申し訳なさそうに頷いた。

「はい。恐らくエーテル乖かい離り症しようが進行し、供給されるマナ量が、抜ぬけるマナ量に追いつかなくなりつつあります」

「くそっ！　他は!?　エーテル乖離症は、他の魔術的疾しつ患かんも誘ゆう発はつすると聞く！　他に何か霊れい魂こんに異常はないか!?　どんな些さ細さいなことでもいい、気付いたことは!?」

「いえ、今の所は、何も。でも、一刻も早く心霊手術を行わないことには……ッ！」

　すると、イリアはサイラスを怒いかりの表情で睨にらみ付け、叫さけんだ。

「サイラス室長！　もういい加減にしてくださいっ！　先せん輩ぱいに対する人質とか、そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合じゃないんですっ！　リィエルは仲間でしょう!?　お願いですから、霊域図版セフイラ・マツプを──ッ！」

「なりません」

　だが、サイラスは、イリアの懇こん願がんをけんもほろろに却下した。

「ああ、そうそう、念のために。霊域図版セフイラ・マツプを得たいがために、ここで、この私を殺す……というのはナシですよ？　私に危害を加えれば、確実に霊域図版セフイラ・マツプは永遠に入手不可能になる……とだけ言っておきましょう。詳しよう細さいは伏ふせますがね。……試してみますか？」

「…………ッ！」

　ぎり、と。グレンは手の骨が折れんばかりに、拳こぶしを握り締しめる。

「そう睨まないください。貴方がアルベルトを倒せば、霊域図版セフイラ・マツプを譲じよう渡とする……それが契けい約やくです。お互たがい約束は果たしましょう、グレンさん。信しん頼らいとはそういうものですから」

　状況は絶望的。もはや、グレンは致ち命めい的てきな結末に向かって転がり落ちるだけだ。

　だが──

（おぼろげながら、見えてきたものもある……）

　なぜか神殿に陣取って動こうとしないアルベルト。なぜか連れて来られたリィエル。なぜかリィエルの霊域図版セフイラ・マツプを持っているサイラス。なぜか今回の遠えん征せいで、頑かたくなにアルベルトを討伐することを望むサイラス。

　併あわせて、今回の事件における、あの最大の謎。

（あれがもし、俺の予想通りなら……この一件、突とつ破ぱ口こうは──ある！）

　と、なると。

　後は、グレンがアルベルトに勝てるか、否いなか。それに全てがかかっている。

　グレンは、寝ね息いきを立てているリィエルを、もう一度見る。

「グレ、ン……、みん……な……」

　何か良い夢を見ているのか、今のリィエルは比ひ較かく的てき安らかだ。

　グレンは、そんなリィエルを囲むシスティーナやルミアのことを思い浮うかべる。

　リィエルを心底思っていた、二組の生徒達の顔を思い浮かべる。




　──お願い……します……せめて、あの子だけは……幸せに生きる道を……




　かつて、グレンへ自分達の願いを託たくした、哀かなしい兄妹きようだい達のことを思い浮かべる。

　本当に大切なものを守り抜きたいのならば……お前も覚かく悟ごを決めろ。

　そんな、元・相棒の言葉が、妙みように脳裏にリフレインしている。

（どっちみち……やるしか、ねえか）

　何もしなければ、全てを失う。

　ならば、せめて何かを選せん択たくして拾わなければならない。

　今のグレンを明るく照らしてくれる……あの優しい日向ひなたの世界を守るためにも。

「ふふふ……ようやく〝その気〟になってくれましたか？」

　そんなサイラスの言葉を無視して。

「イリア……引き続き、リィエルを頼たのんだぞ？」

「は、はい……任せてくださいっ！　リィエルは絶対に私が守ります！　先輩……ど、どうかご武運を！」

　そう言って、グレンはその天幕を出て行くのであった……。




　グレンが冷たい風の吹ふき荒すさぶ、夜の遺い跡せき都市を歩いて行く。

　無数に並ぶ建造物の陰いん影えいが織りなす、影かげ絵えのような世界を歩いて行く。

　今のグレンは魔ま導どう士し礼服に身を包み、全身に武器や魔道具を仕込んだ完全武装だ。

　遠えん距きよ離り魔術狙そ撃げきを警けい戒かいし、その射線から身を隠すように、グレンは寂さびれた狭せまい路地裏を慎しん重ちような足取りで歩いて行く。

　やがて……

（……ここが、死線デツドラインだろうな）

　これ以上進めば、アルベルトが仕し掛かけてくる──そんなポイントに辿たどり着く。

　すると、グレンは、おもむろに懐ふところから半割れの宝石……通信魔導器を取り出し、秘ひ匿とく回線を起動した。魔導士達が全滅した今、最早、傍ぼう受じゆもクソもない。

「……聞こえるか？　イヴ」

　声を潜ひそめてそう問いかけ、しばらくの沈ちん黙もくの後……

『……ええ、聞こえてるわ、グレン』

　耳に当てた通信魔導器から、イヴの声が聞こえてくる。

「まず、単刀直入に聞くぜ。……件の結果は、どうだった？」

『……、……ビンゴよ。全部、貴方の言うとおりだったわ』

　途と端たん、グレンが苦々しく、されど不敵に頰ほおをつり上げた。

「なるほど。やはり、アルベルトが言わんとしていたのは、そういうことか」

『まったく……あの時、貴方が軍用符ふ丁ちよう信号を、歯の打ち鳴らし音で送って、例の妙な指示を密ひそかに出してきた時は……貴方の頭がついに狂くるったかと思ったわ』

「へっ。ようやく、リィエルを救う突破口が見えたってわけだ。サイラスの野郎、アルベルトが狙ねらいじゃねえ。アルベルトを討うって手て柄がらを立てるなんざ、大おお噓うそだ。こりゃ本当に、ルミアや白しろ猫ねこがいなきゃ完全に詰つみだった。サンキュって伝えておいてくれ」

　グレンがそんな風に言うと、イヴが呆れたように返した。

『それにしても、よく、こんなに少ない状じよう況きよう証しよう拠こから見破った……とまでは言わずとも、感づいたわね、グレン。……正直、私は今でもこんなこと信じられない。そんなことを為なせる魔術師なんて……本当に存在するの？』

「言ったろ？　理論的には可能さ。なら、実じつ践せんはどんなに困難でも不可能じゃない」

『……常識を超こえているわ。この術者も、貴方の魔術知識と発想力も』

　通信魔導器から、感心したような、それでいてグレンに自分を一枚上回られたことを悔くやしがるような……そんな複雑な感情が入り交じったイヴの声が漏もれてくる。

『貴方って、普ふ段だんは鈍にぶいくせに……本当に、ここ大一番で鋭するどいのね』

「何、俺だってまったく気がつかなかったさ。完かんっ璧ぺきに騙だまされていた。だがな……」

　グレンは目を細め、拳を握にぎり固めた。

「あいつは、絶対に踏ふみ入っちゃならねぇ領域に踏み入った。絶対に許しておけねえ」

『…………』

　しばらくの間、イヴは押し黙だまり、やがて窘めるように言葉を続ける。

『……あまり熱くならないことね。冷静に』

「わかってるさ。残念ながら、野や郎ろうに落とし前をつけるのは俺の役じゃねえしな。だが、お前こそ抜かるなよ？　手の内を看破しても、野郎はきっと手て強ごわいぞ？」

『……ふん。誰だれに物言ってるのよ？』

「さぁて、突破口は見つけた。後は、俺がアルベルトに勝てるかどうか……だな」

『そこが一番、重要なんだけど。……わかってるの？』

　イヴの呆れたような物言いが、𠮟しつ咤たするようにグレンの耳じ朶だを叩たたく。

『もし、貴方が負けて、倒たおれるようなことがあったら──……』

　何かを言いかけて、口ごもるイヴに、

「そうだな、俺がアルベルトを排はい除じよできなきゃ、サイラスは動かない。当然、お前らも動けない。結果、リィエルもアルベルトも救えない。あの頭の固いアルベルトは、俺の説得なぞ、どーせ聞きゃしない。つまり……俺の戦果に全てがかかってるってわけだ。……はっ、やってやるさ……刺し違ちがえてもな。安心しろ、そこは心配すんな」

　グレンが決意と覚悟を決めた表情で、そう言い切る。

　だが。

『……馬ば鹿か、そうじゃないわよ』

「は？　そうじゃないって……何が？」

『…………』

　グレンが問い返すと、どうにも不ふ機き嫌げんそうなイヴの沈黙が伝わってくる。

「……ん？　あれ？　ひょっとして……お前、俺のことを心配──」

　グレンが、何気なくそう聞き返そうとすると。

　ぷつんっ！　通信は何の前まえ触ぶれもなく、一方的に切られてしまった。

「ったく、何なんだよ？　あいつ。……まぁいいや」

　通信魔導器をポケットにしまい、グレンはその場で軽く準備体操を始める。

　やがて、身体からだが温まって来ると。
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「さて……そろそろ、動くか」

　グレンは、闇やみの中、遥はるか遠き神しん殿でんの方角を、静かに見み据すえた。

　この地点からアルベルトが陣じん取どる神殿まで、直線距きよ離りにして約１０００メトラ。

　だが、この距離は、標的が遮しや蔽へい物に隠れていても、アルベルトがあの手この手で狙撃を仕掛けてくる死の距離だ。

　この距離を、いかに０にするかが、この戦いの肝きもとなる。

「軍時代……お前と俺の模も擬ぎ魔術戦の戦績はどうだったかな。何戦何敗だったかな……確か俺、一回もお前に勝ったことねーからな……」

　昔を思い起こしながら、一つゆっくりと深呼吸して。

「だから、そろそろ一つ白星もらうぜッ！　アルベルトッ！」

　そう気き迫はくを入れて、叫さけんで。

　グレンは、夜闇の中を疾風はやてのように駆かけ出すのであった。




　そして、その一方──神殿の天てつ辺ぺんにて。

　吹き荒ぶ夜風に全身を嬲なぶらせるアルベルトが、深海の底のごとく昏くらい都市を、鋭い瞳ひとみで睥へい睨げいし、グレンを待ち構えていた。

　当然、グレンは索さく敵てき結界に対する隠蔽魔術を纏まとっている。

　遥か離はなれた場所に居るアルベルトに、グレンの動向などわかりようもない。

　だが、わかる。アルベルトにはわかるのだ。

　長年、共に生死の修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけたゆえか──今、グレンが自分を倒すために行動を開始したことを、戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされたことを、理り屈くつではなく魂たましいで感じたのだ。

「……来い、グレン」

　闇を見据えるアルベルトが、虚こ空くうに向かって、ぼそりと呟つぶやいて。

　今、此処ここに、真夜中の死し闘とうが始まるのであった──




　──距離１０００メトラ地点。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　はぁ……ッ！」

　駆ける。駆ける。夜の古代都市を、グレンが駆ける。

　向かって左右には、今にも倒とう壊かいしそうな程朽くち果はてた古代の建造物達。

　その見通しの悪い路地裏を、地を蹴けり、崩くずれた壁かべを跳とび越え、グレンは軽快に駆け抜け続ける。

　風景が激流のように後方に流れていく中、グレンが物思う。

　頭の中に叩き込んだこの都市遺跡の地図を思い描えがきながら、思考する。

（この広大な都市遺跡──そのド真ん中に、アルベルトが陣取る〝神殿〟が存在する。そこまでの距離は、直線距離にして約１０００メトラ……）

　本来ならば、もうこの時点で、グレンに勝ち目はないのだ。

　アルベルトは魔術狙撃の名手。

　グレンがどれほど距離を詰めようが、アルベルトは移動しながら、狙撃ポイントを確保しつつ、グレンを狙い撃うてば良い。遊撃し続ければ良い。ただそれだけの話。

（だが──やつは、〝神殿から動けない〟！　なぜなら、やつは逃とう亡ぼうしているんじゃねえ……〝サイラスから神殿を守っている〟からだ！）

　これはサイラスの言動、先の一戦でのアルベルトの立ち回りから判断したことだ。

　あんな風に魔導士の小隊と三人の腕うで利きき執しつ行こう官を始末できるなら、もっと早く対処できたはず。なら、なぜ、あそこまで対応を遅おくらせ、神殿まで近づけさせた？

　それは──自分の戦域を、神殿をカバーできる範はん囲い内に抑おさえるためだ。

　一応、アルベルトのフェイクを疑い、念のためにシスティーナと連れん絡らくを取り合い、遺跡都市マレスについて、ある情報を入手した。

　その結果、十中八、九、間違いない。アルベルトは神殿を守っている。

　アルベルトは神殿から動かない。動けない。ならば──

（ならば──勝ち目はあるッ！）

　だが、目視可能なら、アルベルトは素す撃ちの静物必中射程が４０００メトラを超こえる化け物だ。２０００まで近づけば、対象がかなりの速度で変速的に動く動体でも、ほぼ確実に射い貫ぬいて見せる。

　そもそも、結界の張り替かえの隙すきを射貫くなどという神かみ業わざをやってのける男なのだ。

　そんな怪かい物ぶつを相手に、直接姿を晒さらして近づくなど愚ぐ行こうも愚行である。

（なら、こうして、複雑に入り組む路地裏に身を隠かくしつつ、距離を詰めるしかねえ！）

　隠おん密みつ潜せん行こう──相当大回りになるが、仕方ない。

（俺の固有魔術オリジナル【愚者の世界】──その有効射程半径50メトラ！　その範囲内に奴やつを捉とらえれば、ようやく俺に勝ちの目が出てくる！）

　いかなアルベルトといえども、【愚者の世界】には抗あらがえず、魔術を封ふう殺さつされる。教科書通りの魔術師であるがゆえに、アルベルトに対して【愚者の世界】は圧あつ倒とう的に有効だ。

（然しかる所──俺とお前の戦いは、距離の奪うばい合い勝負ってわけだ！）

　ざっ！　風を巻いて、グレンは正面の丁てい字じ路ろを左へ曲がった。

　グレンが選ぶ道は、ひたすら建物や壁かべなどで神殿からの死角になるルートばかりだ。

（悪く思うなよ!?　このままこの地形を利用して、一気に神殿までの距離を詰めさせてもらうぜ！）




　──。

（──と、お前は考えているのだろうな）

　対するアルベルトは、眼下の都市風景を見下ろしながら、物思う。

（……成なる程ほど、流石さすがだ。まったく視認出来ん。流石にこれでは狙えない）

　ふっ、と。

　アルベルトが口元を歪ゆがめる。

（だがな──お前がそうしてくるであろうことは、読んでいたぞ？）

　アルベルトが、そう考えた──その瞬しゆん間かんだった。

　向かって二時の方角。距離約９００メトラ。

　一際高い建物の傍かたわらで、不意に盛大な爆ばく炎えんが上がり、夜空を震ふるわせた。

（お前が選ぶだろうルートには、すでに無数の魔術罠マジツク・トラツプを仕し掛かけておいた。罠わなでお前が死ぬなどということはあり得ないと思うが──位置を捉えた。終わりだ）

　アルベルトは、ぼそりと呪じゆ文もんを呟き、黒魔【アキュレイト・スコープ】──遠見の魔術の設定を、広域視野モードから、遠距離ポイントモードに切り替える。

　魔術の〝目〟を、件の爆ばく破はポイントへ高速で向ける。

　距離１０００以内なら、アルベルトは射線を曲げて、遮蔽物越ごしにも狙撃可能。

　その〝目〟が、グレンを捉えた瞬間──グレンは終わる。

　だが──

（……居ない、だと？）




　──距離９００メトラ地点。

（……へっ！　お前が罠張ってるだろうことは──読んでいたぜ？）

　グレンは、アルベルトの〝目〟が探る地点とは、まったく別の路地裏を駆けていた。

　その右手に、拳こぶし大の石を弄もてあそびながら、風のように走り続けている。

　やがて、グレンは正面に再び現れた丁字路を、素す早ばやく右へ曲がる。

　それと同時に、背後──左の道へ、手に持っていた石を、後ろ手で放った。

　白魔【フィジカル・ブースト】で強化されている肩かたは、その石を信じられないほど遠くまで水平に飛ばして──

　そして、その直線道路のとある地点を、放った石が過よぎった──その瞬間。

　その地点の壁や地面に、赤い光を放つ法陣が瞬時に浮うかび上がり、激しい爆炎が上がった。その一角が、魔術罠マジツク・トラツプの起動による爆ばく発はつで大破され、崩れ落ちていく。

　そんな遥か遠くの破は砕さい音を置き去りにして、グレンは駆ける、ひたすら駆ける──

（もっとも長く、お前と破は壊かい工作やってきたのは誰だと思ってんだ!?　てめえの魔術罠マジツク・トラツプの張り方、隠し方、手口、傾けい向こう──全てお見通しだぜ！）

　路地を駆けながら、グレンがにやりと笑う。

（悪いが……お前が道中、ご丁てい寧ねいに張った魔術罠マジツク・トラツプの数々……せいぜい、俺が利用させてもらうぜ！　その〝目〟で、いつまでも見当違ちがいな場所、探ってな！）

　さらに突つき当たりの角を左に曲がって──残り８００メトラ。

（一気に詰つめる──ッ！）

　グレンがさらなる魔ま力りよくを【フィジカル・ブースト】──身体能力強化へと注ぎ込み、速度を稼かせごうとしていた……その時であった。

　ぞくり。

　グレンの背筋を駆け上る、極ごつ寒かんの刃やいばのような感かん触しよく。

　それは、かつて帝てい国こく軍人として数々の修羅場をくぐり抜け、生き残り続けてきたがゆえに培つちかわれた直感──迫せまり来る〝死〟に対する嗅きゆう覚かくであった。

　もうとっくに失ったものだと思っていたが、事この土ど壇たん場ばに至り、グレンにかつての嗅覚が復活していたらしい。

　グレンはその直感に任せて前進を止め、脊せき髄ずい反射で横の脇わき道みちへ跳び込む。

　──その瞬間。

　ほんの半瞬前、グレンが居た場所に、空より飛来する雷かみなりの閃せん光こうが数閃、驟しゆう雨うのように降り注ぎ、地を激しく突き刺さしまくったのだ。

「なぁ──ッ!?」

　グレンは地を転がる勢いで起き上がり、その場を素早く跳び下がる。

　今の攻こう撃げきは、当然、アルベルトの狙そ撃げきだ。

　後、ほんの少しでも回かい避ひ行動が遅れていたら、グレンは殺やられていた──

「馬ば鹿かな!?　噓うそだろ!?　捉えられたのか、俺!?」

　そんな風に驚きよう愕がくするグレンへ。

　空を飛来する無数の雷閃が、さらにグレンを追うように降り注いでいく──




　──。

（ふん。最も長く、お前の戦いを援えん護ごしてきてやったのは誰だれだと思っている？）

　アルベルトが、眼下の都市跡あとの一点を指さし、【ライトニング・ピアス】を次々と撃ち込みながら、物思う。

（お前の立ち回り、発想、逃にげ方、身体能力、癖くせ……全てお見通しだ）

　そんなアルベルトは──目を閉じていた。

　何も見ずに、闇やみの虚空めがけて、雷らい槍そうを放ってる。

（仮令たとえ見えずとも──お前はそこに居るのだろう？）

　──撃つ。

　アルベルトの指から放たれた一閃の紫し電でんが、鋭するどく、容よう赦しやなく夜闇を切り裂さいた──




　──距きよ離り８００メトラ地点。

「クソッ！　俺の罠を避さける動きの予測だけで、ここまで正確に俺を追えるのかよ!?　アホか、あいつは──ッ!?」

　グレンは、別の迂う回かい路地を逃とう走そうしながら、毒突いていた。

　さすがに、予測だけではいつまでもグレンの居場所を追うことはできず、追撃はしばらくすると無くなったが……アルベルトの怪物ぶりを、改めて再認識せざるを得ない。

「だが、そんな当てずっぽうが、いつまでも通用すると思うなよ!?」

　動どう揺ようをかみ殺し、冷静さを取り戻もどすグレン。

　別に〝目〟に捉えられて、狙ねらわれたというわけではないのだ。

　今のはグレンの罠のかわし方、騙だまし方を逆手に取られただけ。予測はあくまで予測に過ぎず、動きを予測されたというのなら、予測されない動きをすればいい。

　そういう手があると知っているなら、いくらでも誤ご魔ま化かせる。

「やることは依い然ぜん、変わらん！　アルベルトの張った罠を突とつ破ぱしつつ、距離を詰める──それだけだ！」

　ざっ！　グレンが路地の尽つきた建物の角に背をつけ、周囲を警けい戒かいする。

　この先に、魔術罠マジツク・トラツプが二つ仕掛けられているのを感じる──

「よし、次の誤魔化し方は、いくらあいつでも予測つかねえだろ……？」

　グレンは、懐ふところから魔術の巻物スクロールを取り出して広げ、それを千切った。

　そして、それを素早く折って、紙人形を作る。

　それに呪文を吹ふき込んで……

「へへっ……即そつ興きようの使い魔だ……行け」

　さしものアルベルトも、たった今、即興で作った使い捨ての人工使い魔の動きまで、予測できるはずがない。

　アレをダミーに、アルベルトを出し抜ぬいてやる。

　グレンが行く手を塞ふさぐ罠に向かって、使い魔を放とうとした……その時だった。

「……ん？　なんだありゃ？」

　グレンはふと、それに気付き、上を見上げた。

　目の前には、倒とう壊かいしかかっているが、わりと高い建物の壁かべが聳そびえ立っている。

　その壁の一部が、奇き妙みようなものに変質しているのだ。

「あれは──鏡？　なんでンな所に……？」

　──鏡。

　その単語が、場ば違ちがいな物を見たグレンの脳内を一瞬、リフレインして。

「やっべぇええええええええええええええ──ッ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、己の命の危機に気付いたグレンが、悲鳴を上げて踵きびすを返し、今まで走ってきた路地を猛もうダッシュで逃げ帰り──

　そんなグレンの背を追うように、天空を鋭く飛来して来た雷閃が、鏡を反射して、グレンの背を襲おそうのであった。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　背後から次々と迫ってくる無数の雷閃が、逃げるグレンの頰ほおや身体からだを掠かすめる。

　転がって、跳はね起きて、雷閃をギリギリでかわし続けながら、グレンはひたすらその場を無様に敗走する──




「……〝目〟が一つだけだと思ったか？」

　アルベルトが撃うち方を止やめ、グレンが居るだろう方角を鋭く見み据すえ、呟つぶやいた。

　そう。

　今、この都市遺い跡せきの彼方此方あちこちに、錬金【形質フオーム・変化法アルタレイシヨン】と【根源素オリジン・配列変換リアレンジメント】で、壁へき面めんの一部を鏡面化させた鏡が設置してある。

　黒魔【アキュレイト・スコープ】は、対象物が放つ光を操作して、己が視覚に捉とらえる遠見の魔術だ。遮しや蔽へい物越しに物を見ようとすれば、何度もその光を曲げなければならず、観測するのにもの凄すごい魔力的、時間的負担がかかってしまう。

　だが、鏡があれば話は別だ。それを光を曲げる中ちゆう継けい点とすることで、術者の負担を大おお幅はばに減らし、死角を大きくカバーすることができるのだ。

　おまけに、その鏡面を魔力でコーティングしておけば、【ライトニング・ピアス】の反射当てで、狙える範はん囲いを大幅に増やすことができる。

　特とく殊しゆな魔術は一切使っていない。学べば誰もが使える魔術で、ここまでの広域殺界を形成してしまえる──それがアルベルトなのだ。

「──とはいえ、流石さすがに対応が早いな、グレン」

　アルベルトがそう呟くと。

　ガシャン、ガシャン……ガシャン……

　遠くに、小さく鏡の割れる音が響ひびいた──




　──。

「クソが……ッ！　厄やつ介かいなもん、しこたま作りやがって、あの野や郎ろう！」

　グレンが物もの陰かげに隠かくれて、銃じゆうの弾だん丸がんを再装塡リロードしていた。

「くそっ！　やたら鏡が多い地帯に追い詰められちまった……身動きが取れねえ」

　手慣れたグレンなら数秒で弾だん倉そう交こう換かんできる、いつもの予備弾倉シリンダーは温存だ。

　ここは多少時間がかかるが、弾丸の手動装塡法を選せん択たく。今、グレンが行っている作戦には、銃弾に飛ひ距きよ離りとパワーも必要なので、推薬の量を調整できるこの手法がベストだ。

「だがな……」

　古式パーカツ回転シヨン・拳銃リボルバーの回転弾倉シリンダーに円を描えがいて並ぶ六つの弾室孔こうに、携帯用火薬入れパウダー・フラスクの差し根付を差し入れ、中身の推薬を弾倉シリンダー内へ、いつもより多めに流し込む。

　口に咥くわえた球状弾だん頭とうをその推薬を詰めた弾倉シリンダー内へ、ぷっ！　と吹き込み、銃身下のローディング・レバーを折って、弾丸を弾倉シリンダー内部へ深く押し込む。雷らい管かんを装着する。

　そして、弾丸を再装塡し終えたグレンは、呪じゆ文もんを静かに唱えた。

「《沈ちん黙もくせよ・静せい寂じやくせよ・汝なんじは音無しき妖よう精せい》」

　黒魔【ノイズ・カット】──音声遮しや断だん魔ま術じゆつを、拳銃にかけたのだ。

　これで、拳銃の発はつ砲ぽう音は消える──

「てめぇは、狙撃をてめぇの専売特許と思ってるかもしれんがな……」

　そして、グレンは物陰に隠れながら、銃口をそっと出して──

「俺だって、じじいに相当、叩たたき込まれたんだぜ？」

　ほんの僅わずかに顔を出し、通りの建物の配置や地形を視認、記き憶おくする。

　白魔【ブレイン・アバカス】──並列思考演算魔術で、弾道と角度をビリヤードのように脳内計算しつつ、慎しん重ちように銃身を傾かたむけて構え──引き金を引いた。

　ぷしゅ。

　銃口が火を噴ふき、弾丸を静かに吐はき出す。

　放たれた弾丸は、地面や壁を、二度、三度、計算し尽くされた跳ちよう弾だんを起こしてジグザグと翔とび──

　１００メトラ明後日あさつての方向に設置されてあった、鏡のど真ん中に命中し、叩き割った。

「どうだ？　見てるか？　天才狙撃手様よぉ？　人間血ち反へ吐どを吐いて練習すりゃ、このくらいの芸当はできるようになるんだぜ？　……凡ぼん人じん、舐なめんなってんだ」

　周囲を注意深く警戒しつつ、グレンは素す早ばやく移動を開始する。

（よし。これなら、さしものアルベルトも、俺の正確な位置は把は握あくし難にくいようだな？）

　移動しながら、再び同じような要領で、弾丸を拳銃に装塡していく──

（まずは、あいつの〝目〟を削そぐ！　話はそれからだッ！）




　──。

「ふっ……流石はグレン。やるな」

　眼下を睥へい睨げいするアルベルトが、感かん嘆たんしたように呟いた。

　滅ほろびた街のあちこちで、今、自分の第二の〝目〟が、次々と潰つぶされていっている。

　だが──その口元には、常にしかめ面つらの彼にしては珍めずらしく、薄うすい笑みが浮うかんでいた。

「……わかっていた。お前が今回の俺の極秘任務──この神しん殿でん防衛の最大障害になるだろうことはな」

　互たがいの距離は未まだ遥はるか遠い。

　互いに互いの顔すら、直接目視できない。

　ただ、この広い戦場に互いに倒たおすべき存在だけが感じられる──それだけだ。

　使用される魔術も互いに、実にありきたりで、教科書に載のっていそうな呪文ばかり。

　時間を止めたり、空間を歪ゆがめたり、視界に入れただけで焼き殺したり、神をも殺す超ちよう威い力りよくが飛び交うこともない。運命や因果律を捻ねじ曲げるような秘術もない。

　だが、これは魔術戦だ。

　れっきとした、掛かけ値ねなしの魔術戦なのだ。

（そうだ、俺はわかっていた……こうなる事は）

　ならば、先刻の一戦の最中、グレンと対たい峙じしたあの時。この展開を見み越こして、グレンを仕留めておくべきであったか。再起不能にしておくべきだったか。

　確かに、アルベルトの冷れい徹てつなる目から見ても、あの時のグレンは迷っていた。

　本当に自分の敵に回るか否いなか、まだわからなかった。

　だから、見み逃のがした。無益な殺傷は、アルベルトの望む所ではない。

　だが、あの見逃しは──本当に冷徹なる判断によるものだったか？

　自分には、決して譲ゆずれないものがある。だから退ひけない。

　グレンにも、決して譲れないものがある。ゆえに退かない。

　ならば、この激げき突とつは必至ではないか。最初からわかっていたのだ。

　なのに、あの時、あの特務分室の三人と共に、グレンを仕留めなかったのは──……

（……感傷。そして偽ぎ善ぜん。俺もまだまだ甘いということか──）

　その一瞬、アルベルトの脳裏に蘇よみがえった、グレンと共に戦場を駆かけた記憶。

　この帝てい国こくの未来のために、心と感情の全てを殺したと思っていた自分に、まだこんな人間のような感情が微かすかにでも残っていたことに、正直、驚おどろく。

　だが、人として、過去の残ざん滓しに感傷を覚えることはあっても──魔術師として、帝国軍人として、それに縋すがり付き、立ち止まることはない。

　そんなことをしていては、結局何も救えないし──いつまで経たっても、この手で報むくいを与あたえてやるべき〝あの男〟に届かない。

　こうして立ち向かってくる以上、相手がかつての戦友であることを黙もく殺さつし、戦う。

　そして、周りの誰だれが何と言おうが、アルベルトにとってグレンは、殺さず等という甘い対処では、逆にこちらが喰くわれかねない相手だ。

　ゆえに、殺す気で対決する……それだけだ。

（さぁ、来い。グレン。俺は九を救うために一を切る。それに異を唱えるならば──俺を倒してみせろ。お前の意地を貫つらぬいてみせろ）

　アルベルトは、この闇やみに紛まぎれて迫せまり来ているであろう、かつての戦友を見据えるように──眼下の闇を凝ぎよう視しするのであった。




　──。

（──って。どーせ、いつものように、九を救って一を切る……とか。罪も痛みも全部自分一人で背負う、耐たえる……とか。そんなん思ってんだろうよ、あのバカ野郎は）

　周辺の鏡をあらかた処分したグレンが、路地裏を壁伝いに素早く移動し、死角から死角を伝いながら、ひた走り続ける。

　神殿までの距きよ離りは──７００。

　まだまだ、果てしなく遠い。魔術罠マジツク・トラツプの足止めや、狙そ撃げきを避さけるための回り道をしているせいで、彼ひ我がの距離たった１０００メトラが、まるで無限の距離だ。

　それでも、走る。走る。走り続ける──

（だが、なんとなく予想ついたよ。お前が起こした女王暗殺未み遂すい……それが何のためか、どういう意味を持つかな。……ったく、上の連中もややっこしいことしやがる）

　まぁ、お前がクソ外げ道どうに堕おちたわけじゃなさそうで、ほっとしたよ……

　とは思いつつも、心の中ですら言葉の形にしない。素直じゃないのだ。

（だが、気にくわねえ。あいつ……これほどの……これほどの力がありながら──）

　不意に、虚こ空くうがきらりと閃ひらめいた。

　光の雷らい槍そうが、並び立つ建物の隙すき間まと窓の間を針のように縫ぬって、鋭するどく飛来する。

　グレンが咄とつ嗟さに身体からだを捻ひねって回転しながら跳ちよう躍やくすると、雷槍はグレンの頰を掠め──そして、グレンは着地と同時に、脇わきの一際細い路地、死角へ素早く逃にげ込む。

　危うく難を逃のがれたグレンの心臓が、潰れそうなほどの緊きん張ちように悲鳴を上げていた。

　一体、今の一撃はどうやって、グレンの位置を割り出したのか、見当もつかない。

〝アルベルトなら、あの窓と窓の隙間を絶対に狙ねらう〟──ただそれだけの経験則と判断で、反射的に回かい避ひ行動を取り、それが運良く大正解だっただけだ。

　一いつ瞬しゆんでも、それを疑う判断が遅おくれていたら、グレンは死んでいた。

　凄い。凄過ぎる。俺の相棒はなんて凄い奴やつなんだ。

　なのに──

（──これほどの力がありながら、なんでお前はそうやって、自分も傷つくことを厭いとわずすぐ一を切りたがるんだよ!?　たまには欲よく張ばって見せろよ、ド畜ちく生しようがッ！）

　軍時代、アルベルトと出会った当初──グレンはアルベルトのことを、冷徹な機械人間だと思っていた。効率のためなら、数字のためなら、血も涙なみだもない無感情で無む慈じ悲ひな人間だと思っていた。

（だが、違ちがう。お前は押し殺しているだけで、わりと〝情〟の人間だ。仲間が倒れれば、それを悔くやみ、人々を救えなければそれを悼いたむ……そんな当たり前の人間だ。決して無痛症しようの人間じゃねえ。ただ、その喪そう失しつの痛みに耐える強さがあるだけの人間だッ！）

　グレンが闇の彼方──恐おそらくこちらを見み据すえているだろうアルベルトを見据え返す。

　互いに姿の見えぬ戦場であれど、互いの存在は確かに感じられる。

（そんなお前が……たとえ、それが仕方ねえことだとしても……九を救うためだとしても……リィエルを切って、痛まないわけがねえだろうがッ!?）

　無理かもしれないが、全力で十を救いに行くべきか。

　あるいは、確実に九を救うために、一を切るか。

　そのどちらが正しいのか──その議論の結論は未まだ出ていない。

　実際に軍時代の任務や戦場においても──グレンのやり方が上手うまくいった時もあれば、アルベルトのやり方が正しかったこともある。

（……別に構やしねーさ。そんなもん、どっちが正しいかなんて、神様じゃなきゃわからん。だが──俺は欲張りなんだ）

　グレンが走る。魔力を足に通して、さらに強く、力強く。

（お前は、目的のためなら、自分自身やリィエルが犠ぎ牲せいになるのもやむなしと思っているんだろ？　生あい憎にくな、俺は自分を犠牲にするつもりはさらさらねーし、リィエルも守る。無論、お前だってその対象だ。……わかるか？　アルベルト。この戦いは──）




　──お前と俺の意地の張り合いだ──




　そんな思いを胸に──白く光る月の下、グレンは走り続ける。

　彼我の距離、約６００メトラ……まだまだ、戦いの先は長い──




　──。

「《愚ぐ者しや》のグレン……まさか、これほどまでとはな」

　郊こう外がい──討とう伐ばつ隊の根こん拠きよ地にて。

　その特務分室の礼服に身を包む魔導士は、感心したように頷うなずいた。

「精せい鋭えいの魔導士十五名、特務分室エリート三名が、雁がん首くびそろえて手も足も出なかったアルベルトを相手に、互ご角かくに立ち回っている。……信じられないな」

「……それで、どうです？」

　そんな魔導士へ、サイラスが静かに問いかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。最も早はや、アルベルトの我われ々われに対するマークは完全に外れた。……グレンを相手にしては、外さざるを得なかった……というのが正しいのだろうな」

「つまり、貴方あなたの魔ま術じゆつを使っていける……ようやく、我々も動けますね……」

「ああ、そうだ。こちらに注意を払はらっていないのならば、我が秘術にかけることは造作も無い。こんなにも月が白いならば──」

　ほっとしたようなサイラスに、その魔導士は空を見上げて頷いた。

　空には月。不気味に輝かがやく銀月が、辺りを仄ほの白じろく照らしている──

「さて。では、我々も動きましょうか……我々の真の目的のために」

　サイラスが、足あし下もとの〝荷物〟を横よこ抱だきに抱かかえた。

　それはリィエルだ。手足を拘こう束そくされ、深い眠ねむりについている。

「……して、例のイリアの様子は？」

　サイラスがそう問うと、魔導士があごをしゃくる。

　その先には、リィエルが保護されていた天幕があって……そこには空になった寝しん台だいと、その傍かたわらに倒れ伏ふし、死んだように動かないイリアの姿があった。

「なるほど。ははは、彼女には、本当にご苦労様でしたとした言いようがありませんね」

　そんな天幕内の様子を確認したサイラスは、残ざん酷こくに微笑ほほえんで──

「……よし、では行きますよ……まずは、神殿までの距離を詰つめましょう」

　魔導士と共に、夜の遺い跡せき都市の中を密ひそかに移動し始めた。




　一方、その頃ころ──

「……ついに、サイラス達が、リィエルを連れて動き始めたわ」

　都市区画北側。崩くずれかかっている古代塔とうの中腹。

　そこで密かにキャンプを張り、待機をしていたイヴが、ぼそりと呟つぶやいた。

　崩れかかったアーチ形通気窓から、遠見の魔術で外の様子を観察していたのだ。

「グレンとアルベルトの戦いの様子はどう？」

「……今の所は拮きつ抗こうしています」

　二人の戦いを、同じく遠見の魔術で見守っていたシスティーナとルミアが、いかにも不安げな表情で言った。

「でも……やっぱり、アルベルトさんの方が一枚上手みたいです……」

「アルベルトさんの狙撃術と、綿密に仕し掛かけられた魔術罠マジツク・トラツプのせいで、先生は今一歩、距離を詰め切ることができないみたいで……このままじゃじり貧です！」

「それはそうでしょう。だって、相手はあの《星》のアルベルトなのよ？」

　イヴも遠見の魔術の視点を切り替かえ、グレンの様子を見る。

「私だって、近きん距きよ離り魔術戦ならアルベルトに負けるつもりはないけど……さすがにあの距離じゃ、どうしようもないわ。それをよくもまぁ、あの男、あの手この手で凌しのいで……アルベルトの性格と戦い方を熟知しているからこそ、できることでしょうね」

　ふぅ、と息を吐はき、イヴが呟く。

「……敵ながらサイラスは英断だったわ。対アルベルト戦を、グレン以上にこなせる男はこの世界に居ないでしょうね。……その逆もまた然しかりでしょうけど」

「だ、大丈夫でしょうか……？　先生は勝てるんでしょうか……？」

　そんな不安を抱いだくシスティーナとルミア。

　今の彼女達は、とてつもなく複雑な気分であった。

　グレンに死んで欲しくない。当然だ。自分達を教え導いてくれたグレン。二人がグレンから受けた恩は、一生かかっても返しきれるかどうかわからない、大きなものだ。

　かと言って──やはり、アルベルトにも死んで欲しくない。グレンと比べれば、接した時間は少ないが……アルベルトにも大恩がある。自分達のために、仲間達のために、命を張って戦ってくれた恩人なのだ。

　そんな二人が殺し合う姿など見たくない──

　そんなことを思う二人に、イヴは鼻を鳴らして言った。

「さぁ？　でも、あの男が自分でやるって言って、自分が勝つことを前提にした作戦を、私達に託たくしたんだから……私達はそれを信じるだけでしょう？　不服だけど。……まぁ、せいぜい頑がん張ばりなさい、としか言いようがないわ」

「……そ、そうですよね……」

「それに、あいつは全然、諦あきらめてないわよ。……本当に物分かりの悪い男」

　不安げなシスティーナ達に背を向け、イヴは階下への階段を目指して、歩き始めた。

「とにかく。まぁ、ぱっと見た感じ、大分、分が悪いけど、グレンが勝つことを前提に、こちらも手て筈はず通り動くわよ」

「は、はいっ！」

　グレンを思いつつ、システィーナとルミアもイヴを追って動き始める。

「ここからはタイミングが肝かん心じんよ。早過ぎても遅おそ過ぎても駄だ目め。……迅じん速そくに、確実に。わかるわよね？　絶対に私の指示に従って頂ちよう戴だい。いい？」

「わかりました！」

　こうして。

　グレンに託されたものを背負い、イヴ、システィーナ、ルミアも動き始める──




　────。

　──静かで、冷たい夜だった。

　それでいて、苛か烈れつで、熱い夜であった。

　静せい寂じやく、静寂、静寂の続く時折に挟はさまれる、衝しよう撃げき、閃せん光こう。

　遥はるか遠く、誰だれも聞くことも叶かなわない、気付くことも叶わない、息いき遣づかい、闘とう志し、広大な都市をひたすら駆かける靴くつ音おと。

　闇やみの向こう側、遥か彼方よりそれを見据え追う、鷹たかのように鋭するどい双そう眸ぼう。

　その目を盗ぬすみ、かい潜くぐり、闇に潜せん行こうする影かげ。

　それを中心に、その周囲で密かに動き始める者達。

　怒ど号ごうもなく、喧けん噪そうもなく。

　ただ時折、都市が胎たい動どうするような轟ごう音おん、脆もろい建物が崩ほう落らくする音が、夜空へ突つき抜ぬける。

　それは、言うなれば、沈ちん黙もくの戦場。

　──戦いは続く。

　深海のような夜の古都の底で。

　かつての戦友同士の、静かなる戦いは続く。

　夜空の月が頂点を極きわめ、やがて傾かたむき始めて──

　それでも、静かに、熱く、譲ゆずれない戦いは続いていく──




　──そして。

　距きよ離り──４００メトラ。

「……くそッ……ぜぇ……ぜぇ……あいつめ……いよいよ焦じれて来たか!?」

　崩れかかったドーム状の建物の陰かげに隠かくれたグレンは、ついに進しん退たい窮きわまっていた。

「……マジかよ……持ってきていたのか……ッ!?　アレを……ッ!?」

　そっと顔を出して、表の様子を窺うかがう。

　神しん殿でんは、かなり近付いている。

　さすがに、その大きな陰いん影えいが、目視できる距離にまで近づいている。

　だが。

　その神殿の天てつ辺ぺん付近の一点が、時折、カッ！　と光を上げて──

　しばらくの間、その光の点がゆっくりと、大きく成長していって──

　やがて、その光の点が爆はぜ、そこから伸のびる蒼あおい光こう芒ぼうの極ごく太ぶとレーザーが、古都の夜闇を一直線に切り裂さいた。

　飛来したレーザーは、グレンから東に50メトラほど離はなれた古い建物を直撃、粉ふん砕さい。

　恐おそらく、その建物の要を正確無比に射い貫ぬいたのだろう。その建物は、地面に沈しずみ込んでいくように、跡あと形かたもなく崩ほう落らく倒とう壊かいしていくのであった。

　あの超ちよう威い力りよくの極光電でん撃げき砲ほう撃げきは、間ま違ちがいない。

（魔ま杖じよう《蒼のブルー・ラ雷閃イトニング》──ッ！　ったく、何て物を持ち出して来やがるッ!?）

　小しよう銃じゆうの姿にも似たその杖つえは、対人用ではなく、対物用の狙そ撃げき魔導器。

　その魔導機能は単純、この杖を通して放つ魔術狙撃の威い力りよくを極限まで増幅エンハンスする。

　ゆえに、建造物の真ま芯しんを捉とらえれば、あのように一撃で倒とう壊かいさせることも可能だろう。

（ただの重犯罪者の逃とう亡ぼう犯が、あんな使用申しん請せいに手間かかるもんを持ち出せた……ということは、だ）

　グレンは、ますます自分の推察が当たっていることを確信する。

（だが、どういうことだ……？）

　あの正確無比な狙撃を好み、無駄撃うちを嫌きらうアルベルトにしては──実にいい加減だ。

　先ほどから、グレンが隠れている場所とは、全然関係ない建造物を次々と倒壊させているだけだ。

　この様子では、アルベルトは、グレンの姿を未だ捉えてはいまい。

（いよいよ、焦れて当てずっぽうか？　いや、まさか……）

　らしくない。

　こんな状じよう況きようで、グレンを偶ぐう然ぜん巻き込める確率など、馬ば鹿か馬鹿しくなるほど低い。

　魔杖《蒼のブルー・ラ雷閃イトニング》は、魔力をとにかく喰くうことで有名だ。

　しかも、先さき程ほどから続く、ゆっくりと杖先に光を溜めるようなあの撃ち方は、アルベルト自身の魔力を消費する、いわゆる〝素撃ち〟だ。もう、魔杖の専用弾だん丸がんとも呼べる予備魔力晶しよう石せきまで使い尽つくしたのだろう。これでは、いくらなんでもグレンを偶ぐう然ぜん捉とらえるより先に、アルベルトの魔力の方が枯こ渇かつする。

　確かに、その威力は驚きよう異い的だが……この状況は、むしろグレンに利すると言って良い。

　待てば待つほど、アルベルトの魔力が削けずられ、戦いは有利になる。

（しかし、あいつが、そんな雑なギャンブルをするか……？）

　そう言っている間に、グレンが隠れる建造物とは全然、見当違いの建造物が、《蒼のブルー・ラ雷閃イトニング》に狙撃され、次々と倒壊していく──次々と。

　────。

　──だが。

　やがて、グレンは気付いた。気付いてしまった。

　己の大失策を悟さとってしまったのだ。

（くそッ！　そういうことか!?　やられた……ッ！）

　グレンは脳内の地図を、焦あせりと共に思い起こす。

　アルベルトから姿を完全に隠しつつ、中央の神殿へ向かうなら、東、西、南、北、北西、南東の六つの路地裏ルートがある。

　それ以外のルートは、見通しの良い、逃にげ場ばのない表通りに出なければならず、アルベルトの魔術狙撃の格好の的になってしまう。ジ・エンドだ。

（だが──今、その六つのルート全部が、建造物の倒壊によって塞ふさがれちまった！）

　無論、それら塞がれた場所を、身体能力強化の魔ま術じゆつに任せて、強引に越こえることもできるが……その際、確実に、グレンの姿はアルベルトの前に晒さらされる。

　たった六つ。しかも今や、そのどれもが絶好の狙撃ポジションなのだ。

　それを見み逃のがすアルベルトではないだろう。

　アルベルトが《蒼のブルー・ラ雷閃イトニング》で無差別狙撃を始めた時、待ちに入るべきじゃなかった。

　道を塞がれる前に、即そく、その六つのルートのどれかを危険リスク覚かく悟ごで踏とう破はすべきだった。

　アルベルトは、自分を中心とした半径４００メトラに〝壁かべ無き壁〟を作ったのだ──

（くっそ、しまった……ッ！　もう身動きが取れねえ……ッ！）

　神殿まで残り４００メトラ。そのたった４００メトラが絶望的なまでに遠い──

（どうする？　……どうする？　────どうする？）

　グレンが脳のう髄ずいが焼き切れそうなほど、この詰つんだ状況を打開しようと思考をフル回転させる。脳内に叩たたき込んだこの遺い跡せき都市の地図からルートを検けん索さくする。

　地上は諦め、地下水路を通って、神殿まで密ひそかに行くか？

（それは最初に駄目だと結論した！　アルベルトがそれを警けい戒かいしてないはずがねえ！　地下は地上以上に逃げ場のねえ、罠わな地じ獄ごくに決まってるッ！　地下は無理……ッ！）

　ならば、自分に防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんを重ねがけしまくっての、覚悟を決めての突とつ貫かんか？

（直線距離にして４００メトラだぞ!?　あいつの呪じゆ文もん攻こう撃げきを、４００メトラも浴び続けられるわけねえ……ッ！　必ず防御を抜かれちまう……ッ！）

　ならば、どうする？　ならば──

　考える。考える。過負荷で脳が激痛を覚えるほど、考える。

　無む作さく為いに過ぎていく時間──

　先程の、建物が崩落する轟音が轟とどろく時とは違い、ただひたすら静かな時が流れる。

　──。

　そして──

（あった……ッ！　一つだけ、ルートが……ッ！）

　閃光のような閃ひらめきと共に、グレンは一つのルートを割り出していた。

　だが、そのルートは……

（……無む謀ぼう！　だが、やるしかねえ……ッ！）

　リィエルのために、システィーナやルミアのために、生徒達のために。

　そして、何より、自分自身のために。

　グレンは今一度、死線を越える覚悟を決めるのであった──




　──中央の神殿の天辺にて。

「はぁ……はぁ……」

　夜風にその髪かみとコートを棚たな引びかせながら、アルベルトは荒あらい息を吐はいていた。

　足あし下もとに散らばる無数の空の予備魔力晶石の上に、もう用済みとなった魔杖を放る。

　そして、冷静に呼気を整えながら眼下を睥へい睨げいする。

　進行ルートを塞ぐためとはいえ、相当数、《蒼のブルー・ラ雷閃イトニング》を素す撃うちしたのだ。さしものアルベルトも、その消しよう耗もうは無視できるものじゃない。

（六つの進行ルート……その全てを塞いだ……塞がざるを得なかった……）

　それは即すなわち、アルベルトが追い詰められつつあった証しよう拠こだ。

　この手は、消耗が激し過ぎるがゆえの、奥の手だったのだ。

（もう《蒼のブルー・ラ雷閃イトニング》の使用は限界だな……これ以上は俺が保もたん。グレンめ、この手を使わせるとはやってくれる。……だが、どうする？）

　アルベルトは、未まだ姿の見えぬかつての相棒に向かって、そう心の中で問う。

　と、その時だった。

（！）

　アルベルトの目が、微かすかに見開かれる。

　アルベルトの魔術の〝目〟がついに、グレンの姿を捉えたのだ。南の見通しの良い通りのど真ん中に──グレンが仁王立ちで、こちらを見み据すえていたのだ。

　無謀、自殺、ついに諦あきらめた。

　常人ならば、そう判断するところだが──

（……ふっ。お前ならそう来ると、読んでいたぞ）

　今、中央の神殿に陣じん取どるアルベルト、そこから南へ４００メトラ地点に立つグレン。

　そんな二人を隔へだてるように、東西に用水路が過よぎっている。

　グレンとその用水路までの距離は約１００メトラ。

　その用水路を飛び越え、用水路沿いに東へ50メトラほど進めば──再び、アルベルトの〝目〟を切って隠れられる、闇で完全遮しや蔽へいされた隧道トンネルの路地に到とう達たつする。

　そして、そこから神殿までは、地形的に狙撃不可能な路地が続く──まるで蜘く蛛もの糸の如ごときルートが、そこにはあったのだ。

　１００＋50の合計１５０メトラの区間……それをしのげばグレンの勝利だ。

（だが、お前にその道を通らせるため、敢あえて残しておいたことに気付かないか？）

　アルベルトが目を細め、ゆっくりと左手の指を前へ構える。

　魔術狙撃の構えだ。

　今までのような、魔術罠マジツク・トラツプの起き爆ばくの片手間にやるような速射ではない。

　黒魔改【ホークアイ・ピアス】。

　魔力制せい御ぎよが困難であるため、全神経を狙撃のみに集中させる必要があるが、射程・弾だん速そく共にアルベルトの本気の本気──光速の狙撃だ。

　すでに、予唱呪文ストツクで四発──意識領域エリアにストック限界分、用意してある。

　そう。アルベルトがそのルートをあえて残したのは──その１５０メトラ区間が、グレンにとって致ち命めい的てきで絶望的な壁になると確信していたからだ。

　その１５０メトラは、グレンにとっての死の領域デス・ゾーンなのだ。

（さぁ、来い、グレン。お前の心臓──俺が貰もらい受ける）




（さぁ、来てみろ。お前の攻こう撃げきなんざ──かわしきってやるぜッ！）

　グレンはにやりと口の端はしをつり上げ、身体能力強化の術式を魔力全開にする。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　そして、雄お叫たけびを上げ、突風のように駆かけ出すのであった。

（どうせ、もうやつの〝目〟に捕ほ捉そくされているッ！　大事なのはコンマ一秒でも早く、この死の領域デス・ゾーンを駆け抜ぬけること──ッ！）

　まるで激流のように、後方へ駆け流れていく周囲の風景。

　みるみるグレンの眼前に近づいてくる、用水路。

　そして、案の定、そんな激動の視界を切り裂さくように飛来してくる光閃──

「ぁあああああああああああああーーッ！」

　いちいち、見切っていられない。というか、見切れない。

　アルベルトの本気──最速の狙撃を回かい避ひするなど、光より速く動く必要がある。

　人間には不可能な所行。

　だが、グレンは、直感と呼吸だけで──〝アルベルトならこのタイミングで、あの角度で、こういう弾だん道どうで撃ってくるであろう〟──脳裏に幾いく度どとなく焼き付けたイメージだけで、それをかわす。

　駆けながら半身を取ったグレンの胸部を、雷かみなりの光閃が音を裂いて掠かすめた──




「──ッ!?」




　──グレンは、恐おそらく闇やみの向こう側で、さしものアルベルトも少し顔色を変えたであろうことを感じる。

　だが、二度はない。

　次のアルベルトの一射は、グレンのイメージを超こえる一射であるはずだ。

　もう、イメージでかわすこの手は──通用しない。

　グレンの奇き跡せき的な回避に、アルベルトが息を吞のんだ一いつ瞬しゆん。

　その一瞬をまんまと盗ぬすみ、用水路までの距きよ離りを一気に詰め、跳ちよう躍やく。

　用水路を飛び越え、東へ敏びん速そくに転進。

　残り──50メトラ。

（泣いても笑っても、ここが分ぶん水すい嶺れいッ！　ここだッ！　ここで決めるんだッ！）

　グレンはここで、最後の奥の手を切った。

「《我われ・時の頸くび木きより・開放されたし》──ッ！」

　叫さけぶ呪文は──黒魔【タイム・アクセラレイト】。

　一時的に、自分自身を世界の物理法則から完全乖かい離りさせ、自身に流れる時間を超ちよう加速させる瞬間付呪インスタント。ただし、術の効果が切れたら加速させた時間だけ減速し、世界と自分の時間の流れのつじつまを強制的に合わせる諸もろ刃はの剣つるぎ。

　だが──

（見える──見えるぞッ！）

　グレンは、足を狙ねらって飛来して来た二射目の雷閃を軽い跳躍でかわし、さらに頭を狙って来た三射目の雷閃を首を振ふって、避よける。

　自身に流れる時間を超加速させるということは、相対的に、世界を流れる時間が極きよく端たんに遅おそくなるということだ。

　この別軸じくの時間の中にあってなお、アルベルトの狙撃弾速は速いが──この時間軸に身を置くならば、辛かろうじて、見切って避けることはできる。

　アルベルトも、グレンのこの時間をねじ曲げた急な超加速に対応しきれない。

　しきれるはずがない。

　グレンが行使するこの術の、超加速持続時間は、約二秒。

　だが、それだけあれば、残り50メトラの踏とう破はなど余よ裕ゆうだ。

　その後にやってくる時間のつじつま合わせ──二秒の超減速時間が怖こわいが、アルベルトの〝目〟を切れる隧道トンネルにさえ入ってしまえれば、どうとでもなる。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　加速した時間と思考の中、グレンは駆ける、駆ける、駆ける──

　アルベルトの狙そ撃げきは追いつかない、追いつけない。

　アルベルトの狙撃ですら、今のグレンを捉とらえきれない。

　当然だ。今のグレンは僅わずか二秒の間だが、光すら置き去りにできるのだ。

　気付けば、隧道トンネルの入り口まで残り数メトラ。

（俺の、勝ちだぁああああああああああああーーッ！）

　グレンが、そう心の中で叫んだ──その時だった。




　どっ！




　鋭するどく飛来した雷閃が──グレンの左胸部に刺ささっていた。

「……なん……ッ!?　だとぉ……ッ!?」

　自身の心臓部を穿うがった唐とう突とつなる灼しやく熱ねつの感かん触しよくと衝しよう撃げきに、グレンが目を剝むく。

　その衝撃の威い力りよくで、グレンの身体からだが弾はじき飛ばされ、浮うく。

　馬ば鹿かな……なぜだ？　なぜ、撃うたれた？　信じられねえ……

　そんな感情を顔に凍こおり付かせて。

　グレンは、ゆっくりと……ゆっくりと……吹ふき飛ばされていって──




「悪いが、グレン。先さき程ほどまでの射撃は全て前振りフエイクだ。その手は……読んでいた」




　奇くしくも、彼方かなたのアルベルトが無表情でそう呟つぶやいた──その瞬間。

　盛大に上がる水柱。

　致ち命めい傷しようを負ったグレンが、水流を湛たたえた用水路の中へ叩たたき込まれるのであった──




　グレンとアルベルト。

《愚ぐ者しや》と《星》の意地をかけた勝負の決着が、今、ついたのであった。








第五章　起死回生









「……………………、……終わったか」

　高く聳そびえ立つ台形型の神しん殿でんの屋上の縁ふちにて。

　黒魔【アキュレイト・スコープ】で、グレンが真っ暗な水中へ沈しずむのを確認し、アルベルトはしばらくの沈ちん黙もくの後、ぼそりと呟いた。

　手応えが在った。確信があった。アルベルトが最後に放った一いつ閃せんは、確かにグレンの左胸部──心臓を正確無比に穿った。致命傷だ。

　そして、魔導士礼服の防ぼう御ぎよ性能や【トライ・レジスト】で防ぎきれる威力じゃない。

　あれで生きていたら、最も早はや、人間ではない。

　が──相手は、あの地じ獄ごくの任務の数々を生き抜き続けてきた、生き汚きたないグレンだ。

　アルベルトは油断なく遠見の魔ま術じゆつで、その周辺を警けい戒かいする。

「…………」

　だが──五分が過ぎ──十分が過ぎ──

　グレンが沈んだ周辺一帯には、何の変化もない。

　グレンの身体が、浮かび上がって来ることもない。

　やがて納なつ得とくしたのか、アルベルトは【アキュレイト・スコープ】を切り、追撃のために油断なく構えていた指を下げる。

「……………………」

　アルベルトはその鋭い表情のまま、どこか沈ちん鬱うつそうに目を細めるのであった。

（すまない）

　闇の中を見み据すえて、アルベルトが静かに物思う。

　そんなアルベルトの姿は、いつも以上に、空くう虚きよで孤こ独どくだった。

（許せとは言わん。好きなだけ恨うらむがいい。だが、それでも俺は前へ進む）

　そして、冥めい福ふくを祈いのるように、アルベルトが十字を切って黙もく禱とうを捧ささげた──

（お前の無念は、俺が地獄まで背負って行こう。せめて──……）

　──その時であった。




「ったく、勝手に背負ってんじゃねえよ。冗じよう談だんじゃねえぞ、クソが」




　そんなぶっきら棒な言葉が、アルベルトを横から殴なぐりつけるのであった。

「──ッ!?」

　アルベルトが身構え、声の方向を振り向く。

　反射的に左の指先を伸のばし、予唱呪文ストツク・スペルの【ライトニング・ピアス】を時間差起動デイレイ・ブートする。

　が、不発。アルベルトの指先から、雷閃は発射されない。

「当たりか？　当たりだろ？　へっ、お前の思考は毎度ワンパターンだからなぁ？」

　そして、声の方向──アルベルトの指先が指し示す先。

　台形型の神殿屋上の端はしに、新たな人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　その人影の正体は──先程、間ま違ちがいなく仕留めたはずのグレンであった。

　グレンの全身はずぶ濡ぬれ。得意げに掲かかげる左手には愚ぐ者しやのアルカナ。

　有効射程距離50メトラ圏けん内ない──【愚者の世界】の力、ついに顕けん現げんす。

「ようやっと射程に捉えたぜ、手間かけさせやがって、この野や郎ろう……」

　不敵に、勝ち誇ほこったように笑うグレンへ。

「馬鹿な。……何故なぜだ？」

　アルベルトが鋭く、そして静かに問いかける。

「あ？　決まってんだろ？　用水路中を、さらに東へ移動して、ノーマークの南東ルートを一気に駆かけ抜ぬけて来たんだよ。お前ともあろうやつが隙すきだらけ──」

「違う。俺の狙撃は、確かにお前の心臓を射い貫ぬいた筈はず」

「ああ、それか……」

　すると、グレンが懐ふところから何かを取り出す。

　それは、真っ二つに割れ砕くだけた魔ま晶しよう石であった。

「これは、俺ができる防ぼう御ぎよ魔術を、ありったけ限界集中させて込めた魔晶石だ。コイツを心臓を守るように胸ポケに仕込んでおいたってわけだ。ま、古典的な手だが……お前の狙撃の正確さが仇あだになったな？」

「……それこそ、馬鹿な」

　アルベルトが、淡たん々たんと問い返す。

「成る程、確かに防御魔術を極一点集中させれば、俺の狙撃を防ぐ事もできるだろう。一点集中させれば、な。……だが、その他ががら空きノーガードではないか」

「…………」

「俺のあの最後の一射には、触ふれただけでも只ただでは済まない電流・電圧がかかっている。俺は別に頭部でも、足でも、腕うででも良かったのだ。……なのに、何故だ？　何故、お前は心臓だけ守ることを選せん択たくできた？　それに賭かけた？」

「そんなん決まってるだろ？　……信じてたんだよ、お前の腕を」

　グレンが堂々とそう言い切った途と端たん、アルベルトが微かすかに目を細める。

「お前が本気で狙撃する時は、必ず心臓を狙い、相手を即そく死しさせる……確実に仕留め、かつ、余計な苦痛を与あたえないためにな」

「…………」

「だから信じてたんだよ……お前が、俺の心臓を正確無比に狙ってくれることをな！」

　しばらくの間、アルベルトはそんなグレンを、静かに流し見ていた。

　やがて……

「ふ、……ふふ……」

　アルベルトは肩かたを震ふるわせ、含ふくむように笑い始めた。

「……大した奴やつだ。だから、お前とは事を構えたく無かった」

「は！　どの口が言う。俺もお前みたいな怪かい物ぶつの相手はもうゴメンだぜ。魔王や邪じや神しんの相手の方がよっぽど気楽だっつーの」

　しばし、互たがいに呆あきれたような笑みをぶつけ向けあって……

「さて、戦いはまだ終わってねえ……つか、これからが本番なんだが？」

　……グレンは、拳けん闘とうの構えを取った。

「この一帯は、俺を中心に【愚者の世界】の支配下だ。つまり、俺達の勝負を決めるのはコイツだ」

　そう、互いの魔術は、すでに封ふう殺さつされている。

　ならば、と──

「……成る程。理解が容易たやすくて良い」

　アルベルトも何らかの拳けん法ぽうの構えを、悠ゆう然ぜんと取った。

　グレンのような、古式拳闘を主体とした帝てい国こく式軍隊格かく闘とう術とは大きく構えが異なる。

　やや半身の猫ねこ背ぜで、左手の平を誘さそうように前に出す、その構え。

　遥はるか東方に伝わる神秘の武術──骨法だ。

「言っておくが──俺は近接格闘戦でも強いぞ？」

　らしくなく、どこか愉たのしむように挑ちよう発はつ的な口調で、アルベルトがそう宣言する。

「へっ……だから、お前は嫌きらいなんだ」

　グレンも不敵で獰どう猛もうな笑みを浮かべ、じりじりと間合いを計る。

　一いつ瞬しゆんの無風、数瞬の沈黙。

　そして──

「ぉおおおおおおおおおおおおーーッ！」

「──ふっ！」

　互いに、残存魔力を身体能力強化の術式に全開でつぎ込んで──

　突とつ進しんから繰くり出すグレンの右ストレートは、雷らい光こう。

　踏ふみ込みから応じるアルベルトの左掌しよう打だは、烈れつ風ぷう。

　──暴ぼう嵐らんと化身した二人が、真正面から激突するのであった。




「……ふふふ……ついに、やってくれましたか……ッ！」

　その時、サイラスは満足そうに呟いていた。

「ああ。グレンがアルベルトを神殿から引き剝はがした。あの神殿は、《星》の絶好の狙そ撃げきポジションだ。《星》があの神殿に陣じん取どっている限り、私達は近づけない。目的を果たせない。だが……これで、ようやく動ける」

　魔導士が、遠見の魔術で観察する光景の中で。

　グレンとアルベルトが、夜の古都の空を舞ぶ台たいに、壮そう絶ぜつな激突を繰り返していた。

　二人とも朽くちかけた建造物を足場に跳とび回り、駆け抜け──拳こぶしを、蹴けりを、幾いく度どとなく応おう酬しゆうし合っている。

　少し距きよ離りが離はなれれば、グレンが拳けん銃じゆうを撃うち放ち、アルベルトがナイフを投げ放つ。

　銃じゆう弾だんとナイフが火花を上げて互いに激突し、弾はじかれ──

　──さらにその下で、グレンとアルベルトが再び激突する。

　アルベルトは、何とかして自分が有利になる魔術の間合い──【愚者の世界】の射程距離外、グレンからの50メトラの間合いを確保しようと立ち回る。

　だが、グレンは執しゆう念ねんでアルベルトへ喰らい付き、決して間合いを開かせない。

　猛もう然ぜんと飛び込んできたグレンの拳がアルベルトの頰ほおを殴りつけ、お返しとばかりにアルベルトの膝ひざ蹴りがグレンの腹に入る。

　何事かを吠ほえ合いながら、グレンとアルベルトが、殴り合う、殴り合う、殴り合う。

　刻一刻と、ズタボロになっていく二人。互いに互いの手の内を知り尽つくしたその格闘戦は、恐おそろしく高度な泥どろ試じ合あいという意味不明な展開の様相を示し始めつつあった。

「……行きましょう。今が好機です」

　サイラスが、グレン達の戦いを観察する魔導士を促うながした。

「すでに準備は整っています。これからの作業にさほど手間はかかりません。今の内に件くだんの儀ぎ式しきを行うのです。そうすれば……我われ々われの勝利なのです」

「……そうだな。急ごう」

「遠見の魔術でグレンの監かん視しを続けつつ、我々も動きましょう」

　二人が頷うなずき合って。

　闇やみに紛まぎれて、今はがら空きとなった神しん殿でんを目指し始めた──




「おらぁああああああああああーーッ！」

　とある、ドーム状の建造物の上にて。

　グレンが、撃風を巻いてアルベルトへ突進。その踏み込みの物理量を余すことなく乗せて、左右拳打のラッシュ、続く裏回し蹴りを嵐のように繰り出す。

「くっ──」

　対するアルベルトは、両腕を無む駄だなく円に振ふるって、グレンのラッシュ攻こう撃げきを冷静に捌さばき落とし、身を屈かがめて続く蹴りをかわす。

　と、同時に、旋せん風ぷうのような下段足あし払ばらいをグレンへと返し──

「甘ぇええええええええええーーッ！」

　グレンは跳ちよう躍やくして足払いを外し、胴どうを回して浴びせ蹴りをアルベルトの頭部へ見み舞まう。

　だが、その刹せつ那な──

「──ふっ！」

　アルベルトの身体からだが、素す早ばやく横転する。

　空を切るグレンの浴びせ蹴り。

　そのまま、アルベルトはドーム状の屋根を転がり落ちていき──

　──その壁へき面めんを蹴る。

　アルベルトの身体が跳び、夜の都市遺い跡せき上空を舞う。

「逃にがすかぁああああ──ッ！」

　グレンも鋭するどく助走を付け、アルベルトを追うように跳ぶ。

　アルベルトが、向かいの円柱状建造物の屋根に降り立つと同時に──

「だぁあああああああああーーッ！」

　グレンが全身の発条を振り絞しぼって──鋭い拳打をアルベルトへと撃ち放つ。

　だが、空気をブチ抜いて繰り出された、そのグレンの一撃は──

「甘いぞ」

　ふらりと、アルベルトが身体を傾かたむけることで外され──同時に、アルベルトは振り抜かれたグレンの腕を左手で搦からめ捕とり、右手でグレンの胸むなぐらを摑つかみ──駒こまのように回転。

「──ぅおわぁあああああああああああーーッ!?」

　そのまま、アルベルトに投げ飛ばされたグレンが、眼下の大通りめがけて、もの凄すごい勢いで飛んでいく。

「──ちぃッ!?」

　グレンは空中で身を捻ねじり──地面に激突する前に、辛かろうじて両手両足で着地。

　そのまま、即そく、地を蹴って消えるように跳び下がる。

　──その刹那、投げ飛ばしたグレンを追って跳んできたアルベルトの貫ぬき手てが、半瞬前グレンが居た場所に、投なげ槍やりのごとく突つき刺ささった。

　ごっ！　その威い力りよくで石いし畳だたみが割れ、土柱が上がり──

「グレン──ッ！」

　その土柱を左右に割って、アルベルトがグレンを追う──追いつく。

　繰り出す砲ほう撃げきのような掌打──避よけるグレン。

　振るわれる鞭むちのような裏回し蹴り──避けるグレン。

　流星群のように翻ひるがえる手刀──グレンが拳で弾く、弾く、弾く──

　グレンは跳び下がりながら、アルベルトは詰つめ寄りながら。

　激流のように流れていく大通りの中を、激しいラッシュの応酬が展開される。

　目まぐるしく攻こう守しゆが入れ替かわる壮絶な格闘戦を繰り広げながら、アルベルトが叫さけんだ。

「聞け、グレンッ！　お前の手管は見事だった！　先の一戦は、あらゆる要素で俺に有利な戦場だった！　だが、お前はそれを覆くつがえした！　お前の完全勝利と言って良い！」

「おう、お褒ほめに預かり光栄だなッ！」

　尽き果はてぬアルベルトの掌打を、グレンが眼前で交差させた腕で受け、跳び下がる。

「だが、退ひけッ！　俺は、お前にかかずらっている暇ひまは無いッ！」

「ほう!?　そりゃどういう料簡で!?」

　アルベルトの苛か烈れつなラッシュを、グレンはひたすら下がって捌きながら、問うが──

　──当のアルベルトは、グレンの問いかけに何も答えない。

「へっ！　だんまりか!?　生あい憎にく、こっちだってリィエルの命、背負ってんだッ！　理由もなく退けは問屋が卸おろさないぜ!?」

「それがこの帝国の未来のためだ、と言っておく！　こうしている間にも──」

「ははっ！　そりゃデカく出たな、おい!?　女王陛下暗殺未み遂すいの仲間殺し様よぉ!?」

「──ッ！」

　グレンを息吐つく暇も無く攻せめ立てるアルベルトの表情が、鋭くなる。

　それを見た途と端たん、グレンは我が意を得たりと口の端はしをつり上げた。

「へっ、てめぇはいつもそうだ！　肝かん心じんなことを語りゃしねえ！　最も重いもんを全部、てめぇ一人で黙だまって背負おうとしちまう！　ンな所が気にくわねえっつってんだよッ！」

　不意に、グレンが跳び下がるのを止め──前に一歩、猛然と踏み込む。

　ゴッ！　正面から迫せまり来るアルベルトの額へ、額で頭ず突つきをかます。

　猛もう烈れつな衝しよう撃げきが、両者の脳を揺ゆらす。

　向き合う二人は、そのまま互いに両手を組み合い、押し合う力比べの形となった。

「てめぇが何をやりてえか、大体わかって来たぜッ！　何を背負っているのかもな！　だからこそ──許せねえッ！」

「何がだ？」

「リィエルを切ることを、あっさり決めたことがだッ！」

　グレンが至近距離のアルベルトを睨にらみ付けながら吠える。

「ああ、いくら、てめぇとて、リィエルの命がてめぇの天てん秤びんに乗ることは予想外だったんだろう!?　だが、てめぇは、てめぇの使命と信念を優先した！」

「それの何が悪い？」

「てめぇならもっと、他にやりようがあるだろうがッ!?　俺なんかより、よっぽど強くて凄ぇ魔ま術じゆつ師しじゃねえか、てめえはッ！」

「──ッ！」

「使命のために、仲間の──リィエルの死まで背負う気か!?　そりゃ重た過ぎるだろう!?　てめぇはてめぇが思っているほど、冷血でもドライでもねえんだぞッ!?」

「その方が、確実に九を救えるからだ。九を救うために一を切る。一を拾うために九を危険に晒さらす事は出来ない。それが俺だ」

　すると、アルベルトも至近距離のグレンを鋭く睨みながら、突とつ然ぜん、吠えかかった。

「そもそも、何だ貴様は!?　何が言いたい!?　貴様はリィエルを救うために、此処ここに来たのだろう!?　ならば、黙って俺を殺して救えばいい！　文句は言わん！　俺も貴様も譲ゆずれぬ物がある！　退けぬ！　だから戦う！　ただそれだけだろう!?」

　珍めずらしく、感情を荒あららげるアルベルト。

　こりゃ絶対に退かねえな、この頑がん固こ野や郎ろう──グレンはそう思った。

　せめて、今、グレンが何を狙ねらっているのか──それを伝えれば、アルベルトも止まるかもしれない。戦いを止めて協力してくれるかもしれない。

（だが──言えねえ）

　そう、今はまだ言うことができない。アルベルトに伝えることができない。

　どこで、この戦いの様子や会話が、監視されているかわからない。

　いや、あの用心深いサイラスのことだ。グレンが裏切らないか、アルベルトと手を組んで反はん抗こうしてこないか、間ま違ちがいなく魔術で監視しているはずだろう。

　サイラスに、アルベルトと手を組んでサイラスに立ち向かう素そ振ぶりを見せたら一巻の終わりだ。恐らく用心深いサイラスは、自分の命を最優先し、リィエルを掠さらっての撤てつ退たいを選せん択たくするはずだ。それでは、リィエルを救えない。

　今のグレンが、サイラスの霊域図版セフイラ・マツプを餌えさに踊おどる哀あわれな操あやつり人形であること──それをサイラスに疑わせてはならない。

　グレンがサイラス側であること──そうアルベルトを欺だましきらなければならない。

（つまりは、リィエルを救って、かつ、アルベルトも救済するには……だ）

　勝つしかないのだ、アルベルトに。

　グレンは勝つしかないのだ。

　負けて、今、アルベルトを神殿に向かわせたら──全てが終わる。

　今は、アルベルトにサイラスの妨ぼう害がいをさせてはならない。

　だから──……

「おい、アルベルト！」

　グレンは不意を突いて、アルベルトの腹部に膝ひざ蹴げりを入れる。

「ぐ──ッ!?」

　間かん髪ぱつを容いれず、グレンは組み合っていた手を外し、くるりと背を向け──背中で猛烈な体当たりを仕し掛かける。

「ぬぅ──ッ!?」

　アルベルトの体が、その体当たりの威力で一いつ瞬しゆん浮うき──グレンがさらに鋭く踏ふみ込む。

　魔力全開、全ぜん霊れいの力を込めて、右みぎ拳こぶしを撃うち放つ。

　アルベルトは、眼前に交差させた両腕でそれをブロックする。

　だが、その威力は完全には殺しきれず、アルベルトの身体はそのまま水平に吹ふき飛とばされていって──近場の壁かべに、その背を叩たたき付けられた。

「……ちっ」

　だが、損傷ダメージ軽けい微び。アルベルトは未まだ意気軒けん昂こうでグレンを鋭く睨み返し、身構える。

　そんなアルベルトへ、グレンは堂々と宣言した。

「俺は欲よく張ばりなんでな。お前に何と言われようが、十を救う。そん中には、当然、お前も入ってるぜ。そのために──今はお前をぶっ倒たおす。歯ぁ食いしばれや？」

「いいだろう……やってみろッ！」

　アルベルトが地を蹴けって駆かけ、疾しつ風ぷうのようにグレンへ突進する。

　グレンも地を蹴って踏み込み、烈れつ風ぷうのようにアルベルトへ突進する。

　再度、激突する拳と拳。

　互たがいの信念と意地をかけた戦いは、終わらない──




　一方、その頃ころ──

「グレンさんとアルベルトの様子はどうでしょうか？」

「……問題ない。連中は殺し合っている。……ふっ、哀れな者達だ。立場が変われば、かつての戦友同士といえどもこうなるか。同情を禁じ得ないな」

　グレンとアルベルトが激しく戦う隙すきを突いて。

　サイラスと魔導士は、中央の神しん殿でん内部へと侵しん入にゆうしていた。

「そうですか。万が一、グレンさんが裏切った時は、このリィエルを凍とう結けつ封ふう印いん保存して回収し、次の機会を狙おうかとも思っていましたが」

「まぁ、貴方あなたにはシオン・ライブラリーがあるし、後うしろ盾だてもある。それも不可能というわけではない。……できれば、差したくない手ではあるが」

「どうしても、折角のリィエルの貴重な霊れい魂こんが、エーテル乖かい離り症しようの影えい響きようで劣れつ化かしますからね。ですが……最も早はや、その心配もなさそうですが」

「いずれにせよ、急いだ方がいい。アルベルトが優勢だ。さすがに年季と才覚の差が現れ始めている。グレンも今しばらく保もつだろうが、時間は限られてはいるだろう」

「ええ。それでは、手早く済ませましょうか」

「そうだな。この時のため、素体……リィエルに全ての前処理は済ませた。そう手間はかからん」

　やがて、二人が神殿内の通路を抜ぬけると……そこには部屋があった。

　ドーム状の祭さい儀ぎ室だ。床ゆか、天上、壁──その全てに、天球図を模したような奇き妙みようで複雑な紋もん様ようが描えがかれ、古代ルーン文字がびっしりと並んでいる。

　そして──そんな部屋の中央に祭さい壇だんがあった。

　その左右に黒いモノリスが聳そびえ立っている。

　サイラスは両手に抱かかえていた、死んだように眠ねむるリィエルを祭壇の上に横たえた。

　そして、右のモノリスの前に立ち、慣れた手つきで、その表面上に令呪コマンドを書き連ねていく。すると、祭壇部屋の何かが起動し──周囲の紋様に魔力が走った。

「起動完かん了りよう……素体と遺い跡せき機能を霊的に接続してください」

「了りよう解かい。……、……霊的接続完了」

　左のモノリスに立った魔導士も、手早くモノリスを操作し、作業を完了する。

「件くだんのアストラル・コード……『Source：Sword Princess』は？」

「すでに、その素体リイエルへ導入インストール済みだ。……時間は充じゆう分ぶん過ぎるほどあったからな」

「では、後は上書きリライト作業のみですね。これで、ついに、かの英えい雄ゆうが、この現世に降臨する……『Project : Revive Life』……その計画の知られざる最終段階へと到とう達たつするッ！」

　サイラスは懐ふところから魔ま晶しよう石を取り出した。それを祭壇上に横たわるリィエルの胸部に載せると、その魔晶石は、ずぶずぶとその体内へと埋まい没ぼつしていった。

　そして、サイラスは呪じゆ文もんを高らかに唱えた。

「《魂こん紋もん認証・入力》──《限定封ふう印いん・解かい凍とう》──《霊域図版セフイラ・マツプ・展開》ッ！」

　すると、その魔晶石が埋うまったリィエルの胸部から、無数の光の線が四方八方に放たれ──それが虚こ空くうを縦横無む尽じんに走り、交差し、絡からみ合い──一見、樹ツリーにも似た複雑怪かい奇きで神秘的な紋様図が、リィエルを中心とした空間に、三次元立体的に展開される。

「ふふ、いつ見ても美しい……完かん璧ぺきな霊域図版セフイラ・マツプだ──」

　サイラスが陶とう酔すいしたように、その霊域図版セフイラ・マツプを見つめる。

「全ての生命、全ての世界に分枝派生する万ばん物ぶつの根源──『原初の魂』。この霊域図版セフイラ・マツプが象かたどる霊魂は、その『原初の魂』が、初めて〝人間〟へと派生した時の、言わば『原初人類の霊魂の形』。今の我われ々われの霊魂など、全てこれの派生……劣れつ化か霊魂に過ぎません。……まぁ、見る人が見なければ、ただ複雑怪奇なだけの霊域図版セフイラ・マツプですがね」

「錬れん金きん術じゆつ師シオン＝レイフォード……やはり希代の天才か。『Project : Revive Life』を成しただけはある。その課程で、原初人類の霊魂の複製に至っていたとはな」

「あるいは、人の身でいずれ禁忌教典アカシツクレコードに至れたのは、彼だったのかもしれませんね」

　やがて、サイラスは我に返り、己が為なすべきことを思い出す。

「では、早速始めましょう──英えい霊れい再臨の儀ぎを！　心霊手術、開始ですッ！」

　そして、サイラスが両手を構えて祭壇の上に乗せたリィエルに向き直り、相方の魔導士がモノリスに向き合い、操作を始めようとした──その時であった。




　焦しよう熱ねつの業ごう炎えんが、サイラスと魔導士の前に立つモノリスに燃え上がった。




「なぁ──ッ!?」

　咄とつ嗟さに飛び下がったサイラスが、目を剝むいた。

　モノリスを包む圧あつ倒とう的な火勢と熱気が、容よう赦しやなく肌はだを焦こがす。

　古代人の遺跡や遺物には、疑似霊素皮エテリオ・膜処理コーテイングが施ほどこしてあるものが存在する。

　この〝復活の神殿〟には、その疑似霊素皮エテリオ・膜処理コーテイングが成されているため、炎に包まれても決して破は壊かいされることはないが──これでは作業ができない。

　そして。

「……そこまでよ」
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　かつん、と。

　祭儀室に、冷ややかな靴くつ音おとと声が響ひびき渡わたった。

「ふん。ようやく出したわね、霊域図版セフイラ・マツプを。なるほど……個人に唯ゆい一いつ無二の魂紋を鍵かぎに……そういう形で封印して隠かくし持っていたわけ？　ええ、この時を待っていたわ」

　出入り口に現れたその人ひと影かげが、颯さつ爽そうとコートを翻ひるがえし、サイラス達へ歩み寄る。

「リィエルを、貴方あなた達の好きにはさせないわ！」

「リィエルを返してください！」

　そして、通路奥から駆け寄ってきた新たな二人の少女が、その人影の左右に並び立つ。

「あ、貴女あなたは──イヴ!?　イヴ＝イグナイト!?」

「それに、その制服は……あの学院の……ッ!?」

　そう、サイラスの前に現れたのは、イヴ、システィーナ、ルミアだったのだ。

「……ディストーレよ。今はね」

「ど、どうしてここに……ッ!?」

　驚きよう愕がくのサイラスを無視し、イヴはサイラスの傍かたわらに佇たたずむもう一人の魔導士を睨にらむ。

　硝子ガラス細工のように凍こごえる美び貌ぼうと長い黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的な二十歳前後の女だ。特務分室の礼服に身を包んではいるが、イヴがまるで見知らぬ相手だった。恐おそらく、つい最近、特務分室へ入室したのだろう。

　その黒髪の女は、イヴをただ黙だまって視線で突つき刺さしている。どんな地じ獄ごくを見れば、そんな瞳ひとみになるのか──その凍れる青アイスブルーの虹こう彩さいの双そう眸ぼうは、どこまでも昏くらく冷え切っていた。

「そこの貴女……」

　と、イヴが、その黒髪の娘むすめへ向かって、何かを呟つぶやきかけた……その時であった。

「えっ!?　イヴさんッ!?」

　出入り口の通路の奥から、新たな何者かが息せき切って、駆けつけていた。

「イヴさんも来てたんですか!?」

「イリア？」

　やって来たのは──《月》のイリアであった。

「す、すみません！　実は私、さっき何者かに、後ろからいきなり殴なぐられて、気絶させられて……リィエルを奪うばわれてしまって……ッ！」

　そして、イリアはイヴに並ぶと、目を怒いからせて、サイラスに向き直った。

「サイラス室長！　一体、何を企たくらんでいるんですか!?　一体、貴方はリィエルをどうする気なんですか!?」

　すると──

「ねぇ、イリア」

　イヴは無表情で、そんなイリアの肩かたに、ぽんと手を置いた。

「な、なんですか、イヴさん？」

「そういう茶番は──もういいの」

「え？」

「そもそも、貴女……誰よ？」

　イヴがそう、ぼそりと呟いた──その瞬しゆん間かんだった。

　ぼっ！　イリアの全身が突然、激しい火柱に包まれ、燃え上がった。

　炎えん熱ねつ呪文を時間差起動デイレイ・ブートしたのだ。

「きゃああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　耳を劈つんざくようなイリアの断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが、ドーム状の室内に反はん響きようする。

　だが、そんなあまりにも残ざん酷こくで凄せい惨さんな光景を前に、イヴは表情一つ揺ゆらさず──

　──やがて、妙みような現象が起きた。

　全身を焼け爛ただらせ、炭化して燃え崩くずれていたイリアの体が──不意に、ぐにゃりと歪ゆがんだ。そして、そのまま──水面に映った月が揺れてかき消えるように、イリアの存在そのものが──消えていく。

　まるで水面に映る月が如ごとく、夢む幻げんが如く。後には何も残らなかった。

「……思い出したの。特務分室に……私の部下に、執しつ行こう官ナンバー18《月》のイリアなんて居なかった。その席は空席だった」

　そして、そんな不可解な光景を意にも介かいせず、イヴは黒髪の魔導士を睨み付けた。

「貴女の仕業ね？　随ずい分ぶん、ふざけた真似をしてくれるじゃない？」

「……ふん。まさか、看破されるとはな、私の秘術が」

　すると、黒髪の女魔導士は口の端はしをつり上げた。

「ご名答だ。我が固有魔術オリジナル【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】。現実を塗ぬり替かえる究極の幻術だ。この術は夜空に輝かがやく月の光を触しよく媒ばいにして発動し、人ではなく、世界そのものへ幻術をかけることが可能。それにより、実体を持つ幻をこの世界へ生み出し、その幻に付ふ随ずいする人々の認識や記き憶おくすらも捏ねつ造ぞうし、自在に弄いじれる。この世界を欺あざむくのだ」

「世界を欺く……ッ!?」

　その性質の予想はしていたが……イヴは、それでも動どう揺ようを隠せなかった。

　通常の幻術は、人の精神へかけて、その精神を催さい眠みん支配し、虚きよ構こうの幻を見せる。あくまで術をかける対象は、〝個人の人間〟だ。対象が個人なので、どんなに現実性リアリテイのある幻を見せても、それは結局、その個人が見ているだけの虚構の幻に過ぎない。

　だが、【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】は、この世界そのものにかけ、世界を騙だます幻術らしい。世界そのものを騙せば、それは最も早はや、〝現実〟でしかない。ゆえに生み出した幻は実体を伴ともなう。

　そして、魔導第一法則『等価対応の法則』──「大宇宙即すなわち世界は、小宇宙即ち人と等価に対応している」、「互たがいの変化は常に互いに変化を及およぼしあう」──騙された世界に存在する人間は、この魔術法則により、その幻が揺るぎない現実となる。

　人の精神を直接的に支配することなく、根本的な世界への認識を操作してのける。

　それが【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】という術だったのである。

「世界は矛む盾じゆんを許さない。世界の根底を揺るがす改変は不可能だが、人を一人捏造し、世界を騙しきることくらいは、魔力が続く限り造作でもない。……そうだ、あの〝可愛かわいい後こう輩はいのイリア〟は、お前達を欺き、グレンを意のままに操るための虚きよ像ぞうだったのだ」

　そんな魔導士の言を聞き流すイヴの額に、冷ひや汗あせが浮うかぶ。

　わかっていた。あのイリアの存在は、何か特とく殊しゆな幻術の類いだと理で看破していた。

　だが、こうして幻術を打ち破って、なお信じられない。

　あの〝後輩のイリア〟の現実性リアリテイや質感は、とても幻とは思えないほど真に迫せまっていたし──なにより、確かにイヴの記憶の中に、偽いつわりとはいえ、イリアと共に戦い抜ぬいた過去の記憶が残っているのだ。

　今、こうして改めて幻術を打ち破ったことで、その虚構の記憶がどんどん色いろ褪あせ、それはあり得ない現実だった、と認識を修正しつつあるが……つい先さき程ほどまで、それがイヴの過去の事実だったのだ。

　恐ろしい。なんていう恐ろしい幻術であることか。

（もう、幻術なんてものじゃないわ。……世界の捏造よ、これは）

　そして──ならば、それほどの幻術を操るこの黒髪の女魔導士は誰なのか？

　それは、この状じよう況きようから大体の察しはつく──

「貴女が──本当の、執行官ナンバー18《月》のイリア＝イルージュね？」

「ふっ、察しがいいな。その通りだ。私が本物の《月》のイリアだ。……異なる私が二人いるという感覚は、実に奇き妙みようだったぞ？」

　黒髪の女魔導士──イリアが薄うつすら笑った。

「それにしても見事だ。よくぞ私の幻術を見破った。さすがは元・《魔術師》。聞きしに勝る聡そう明めいさ──」

「ふん。私じゃないわよ。貴女の捏造した虚構を見破ったのはグレン」

　イヴが得意げなイリアの言を遮さえぎって、突つき放すように言う。

　すると、イリアがほんの少しだけ、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆの端をつり上げた。

「……グレンだと？　あの《愚ぐ者しや》が？　……馬ば鹿かな。あんな三流が、なぜ……？」

「貴女達ね、揃そろいも揃ってグレンを舐なめすぎよ」

　イヴが鼻を鳴らして、髪かみをかき上げる。

「イリア、貴女は一つ過ちを犯したわ。貴女はセラのことを直接は知らないのね。所しよ詮せん、書類上の、あるいは人伝の情報でしか彼女を知らない。グレンにとってね、セラに纏まつわる記憶は神聖不ふ可か侵しんなものなのよ。決して、それに囚とらわれているわけじゃないけど、彼女が彼の重要な魂たましいの一部であることは違ちがいない。貴女は……それを土足で踏ふみにじった」

「！」

「グレンの信用を得るための〝グレンの夢を認め、支えてくれたセラとイリア〟っていうキャラ設定だったのでしょうけどね。所詮、書類上でしかセラを知らない貴女が生み出したイリアというキャラは、ペラペラだったんでしょう。真に苦楽を共にしたセラと、媚こびた捏造のイリアが、どうしても彼の中で同格にならない……貴女が作り出した虚構の現実に、グレンの違い和わ感かんが勝ったのよ──」




　──ありえねえんだよ。あの時の俺の甘っちょろい夢を認めてくれたのは──セラただ一人だったはずなんだ……だから、俺は思っちまったんだ。イリアは……あいつは一体、誰なんだ？
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　世界へかける幻術とは、言わば、世界中の皆みなで共有して使う辞書の一部を、こっそりさりげなく書き換かえるようなものだ。それに気付かなければ、そのまま間違った意味を引いてしまうが、それに気付いてさえしまえば、認識と看破は容易たやすい。

　押し黙るイリアへ、イヴは淡たん々たんと続ける。

「噓うそはバレるものよ。私も半信半疑だったけど、イリアの存在そのものが怪あやしい……グレンからそう聞かされて、彼の指示で監かん視し対象をグレンから、イリアが面めん倒どうを見るリィエルへ変へん更こうしたの。彼と結んだ仮サーヴァント契けい約やくをリィエルへ移し、私はリィエルを使い魔として、試しに監視を始めたってわけ。当然、リィエルの霊れい魂こんの状態もわかる」

　すると、イヴは祭さい壇だんの上に横たわるリィエルを指差し、断罪するように言った。

「そしたらまぁ、なんてこと。リィエルの霊魂に、妙なアストラル・コードがいつの間にか導入されてるじゃない？　そして、リィエルの霊的な介かい護ご処置をしてれば、当然、そんな異変、真っ先に気付くはずの〝法医魔術に長たけた後輩のイリア〟がそれに全然、気付かない。……茶番ここに極きわまれりって感じだったわ」

「そうか。それで、〝後輩のイリア〟の存在を疑われたのか。私の幻術もまだまだ甘い」

　本当のイリアが、皮肉げに口の端をつり上げる。

「本当は、リィエルに細工をしたことそのものを、幻術で誤ご魔ま化かせば良かった。しかし、それではリィエルのコード定着経過を見られなくなる。私の【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】は、世界へかける幻術。当然、私自身もその影えい響きよう下に置かれ、私自身の認識すら欺くからな。それでカムフラージュのために、リィエルの異常なしを確認する〝イリア〟というキャラを作ったのだが……やれやれ、中々上手うまくいかないものだ」

「貴女あなた達の狙ねらいが、アルベルト討とう伐ばつじゃなくて、リィエルそのものだとわかったら、後は状じよう況きよう証しよう拠こから、貴女達の狙いは大体、わかるわ」

　すると、そんなイヴの発言を受けて、システィーナが口を開いた。

「この〝復活の神しん殿でん〟……その名の通り、超ちよう魔法文明と謳うたわれた古代では、死者の復活を行う施し設せつだった、というのが今の魔導考古学の定説です。しかし、その復活機能はとうに壊れており、それを再現しようと始まった研究が『Project : Revive Life』──とも」

「『Project : Revive Life』──死者蘇そ生せい復活の儀ぎ式しき。リィエル──その被ひ検けん体。そして、復活の神殿。リィエルに導入されている奇妙なアストラル・コード。ここまで符ふ号ごうが揃っていれば、もう容易にやりたいことは想像つきます。あなた達は、リィエルの中身……精神体を、誰か別人の精神体に書き換えて、誰かを復活させる気だったんですね？」

　システィーナの発言を受け、ルミアがそう糾きゆう弾だんするように言う。

「あなた達は一体、何者なんですか？　帝てい国こく側の人間とは、とても思えません。……少なくとも天の智ち慧え研究会に何らかの縁えんがある人間……そうですよね？」

「やれやれ、本当に聡さといお嬢じようさん達だ」

　サイラスが余よ裕ゆうの笑みを崩さず、肩かたを竦すくめていった。

「ええ、その通りですよ。帝国宮きゆう廷てい魔導士団特務分室室長……それは、帝国軍が厳重管理するシオン・ライブラリーを入手するために拝命した仮の肩かた書がきです。私の本当の肩書きは、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ。蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ団長、サイラス＝シュマッハです」

「──ッ!?」

　サイラスの告白に、イヴも、システィーナも、ルミアも目を剝むいた。

　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ。帝国に属する極秘機関ながら、天の智慧研究会と通じているという、いわば、この国を内部から蝕むしばむ病巣だ。

　その団長が、今、なぜ、こんな所に──？

　そんなイヴ達の疑問を置き去りに、サイラスは陶とう酔すいしたように言葉を連ねる。

「ふふふ……詳くわしい明言は避さけますがね。『Project : Revive Life』──実はもう、我われ々われの中では、確立された技術なのですよ」

　そんなサイラスの発言に、システィーナが顔色を変えて目を剝いた。

「う、噓よ！　そんな筈はずはないわ！　だ、だって、あの儀式は──」

「そう。シオン亡き今、あの儀式の遂すい行こうには、とある〝異能〟の力が必要だ……本来は」

　サイラスが、ちらりとルミアを見ながら言った。

「ですが、覚えていらっしゃるでしょうか？　かつて、白金魔導研究所で『Project : Revive Life』を行おうとした、バークス＝ブラウモンを」

「バークスですって……ッ!?」

　かつて、サイネリア島へ遠えん征せい学習旅行へ行った時。ルミアを捕とらえ、ルミアの異能『王者の法』で、『Project : Revive Life』を、成し遂とげようとした外げ道どう魔術師だ。

「彼はね。異能の力を、異能者から複製抽ちゆう出しゆつする研究を行っていたのです。彼もまた、その研究成果を利用して、いくつかの異能を取得していたのですよ」

「異能の複製抽出……？　そ、それって、まさか!?」

「その通り。彼はあの短い間にも、ルミアさんの異能を不完全ながら、複製抽出することに成功していたのです。その名も『僭主の法パラ・アルスマグナ』……正直、『王者の法』の劣れつ化か版ではありますが……我々はそれを利用し、『Project : Revive Life』に限っては、非常に高精度で成功させる手法の開発に成功したのです」

「～～～ッ!?」

　システィーナは、先のフェジテ最悪の三日間で出現した、ジン＝ガニス、レイク＝フォーエンハイムを思い出す。あの時は、なんで死んだはずの連中が出てきたんだ……と、首を傾かしげるしかなかったが、それはひょっとして──？

「ですが──まだ、駄だ目めなのです」

　サイラスは頭かぶりを振ふって、肩を竦め、淡々と続ける。

「確かに『僭主の法パラ・アルスマグナ』を使って、『Project : Revive Life』を実じつ践せんすることはできます。ですが、そうして復活させた者は、一ヶ月しか保たない。エーテル乖かい離り症しようどころではありません。肉体と魂と精神が拒きよ絶ぜつ反応を起こし、ばらばらに分ぶん離りして死んでしまうのです。要は、〝寿じゆ命みようが尽つきてしまう〟のです。一人復活させるのに、相当の代だい償しようを要求される魔術儀式なのに……これではあまりにも〝わりが合わない〟」

　考えてみれば、それはもっともな話であった。

　肉体も魂も精神も、全部、元とは異なる物から作った複製品だ。それらを無理矢や理り重ね合わせて復活させるのだ。霊的な拒絶反応があって然るべきだろう。

「だが──同時に、不思議にも思いませんか？　なぜ、同じ『Project : Revive Life』で誕生したリィエルさんは無事なのだ、と」

「!?」

「確かに、リィエルさんのエーテル乖離症は、まだ技術的に未熟な『Project : Revive Life』の不具合によるものでしょう。でも、適切な治ち療りようを行えば、リィエルさんは貴女達とほぼ同じ寿命時間を生きられるでしょう。

　だが、なぜ彼女は崩ほう壊かいしない？　霊れい的てき拒絶反応を起こさない？　ふふふ、ここがシオンの偉い大だいな所でした……彼は、彼女に使った代だい替たい霊れい魂こん『アルター・エーテル』として、原初人類の霊魂を高精度で再現した『パラ・オリジンエーテル』を使っていたのですよ」

「な──ッ!?」

　イヴも、システィーナも、ルミアも啞あ然ぜんとするしかない。

「わかりますか!?　シオン＝レイフォードの偉大さが！　天才さが！　全ての生命に、全ての世界に分枝派生する万物の根源──原初の魂。原初人類の霊魂とは、その原初の魂が、最初に〝人間〟に派生した時の霊魂の形！　つまり──何者にも成れる！　派生できる！　死者蘇生復活の儀ぎ『Project : Revive Life』の真の完成は、この『パラ・オリジンエーテル』の存在があって、初めて成されるのです！」

　そして、サイラスは陶酔したように祭壇に眠ねむるリィエルを振ふり返った。

「そのために！　彼女がエーテル乖離症で倒たおれるこの日を待った！　肉体と霊魂の接合が緩ゆるむこの状態こそ、『パラ・オリジンエーテル』を新しく書き換えることが可能となる好機！　これを逃のがしては、もう二度とシオンの偉い業ぎように追いつくことは不可能！

　だが、『パラ・オリジンエーテル』程の高度な霊魂の書き換えには、この〝復活の神殿〟にまだ生きている、とある霊魂操作機能が限定的に必要だった！　そのために、余よ命めい幾いくばくもないリィエルさんをはるばるここまで連れてきたのですよ！

　後は──実際に、リィエルさんの『アストラル・コード』の書き換えを行うだけでよいのです！　その成功データをもって、現在の不完全な蘇そ生せい術式を最適化する──それによって、かの『Project : Revive Life』は、真に完成する！　まぁ、当然、リィエルさんの人格や記き憶おくは消しよう滅めつしますが、そんなもの些さ細さいなことです！　わかりますかね!?　今、時代が変わるのですよ!?　ひゃは、ひゃはははははははははははははははーーッ！」

　呆あつ気けに取られるイヴ達の前で、壊こわれた哄こう笑しようを上げるサイラス。

　その狂くるった声を、もう一秒たりとも聞いていられなかった。

「ふん……悪党って、どうしてこう聞いてもいないことまで、いちいちくっちゃべりたがるのかしら？　まぁ、知りたいことが知れて良かったけど」

　ゴミを見るように冷ややかな目で、イヴが一歩前に出る。

「でも、もう終わりよ。そんな狂った儀式、完成されちゃたまらないわ」

「そんなことのために……リィエルを苦しめて……先生を利用して……ッ！」

「リィエルを、そんなことに利用なんかさせません……ッ！」

　システィーナとルミアも、身構える。

　そして、イヴがその右手を構え、勝ち誇ほこったように宣言した。

「失敗ね、サイラス。貴方あなたは儀式を行うため、霊域図版セフイラ・マツプを、リィエルに心しん霊れい手術で埋うめ込んだ。今まで、貴方がどこにどう霊域図版セフイラ・マツプを隠かくし持っているのか、どんな封ふう印いんをしているのかわからなかったから、私達は手出しできなかった。強ごう奪だつできなかった。

　でも、リィエルに件くだんの儀式をするなら、どこかで霊域図版セフイラ・マツプを使うのは明白──なら、待てばいい。貴方が霊域図版セフイラ・マツプを出し、その封印を解く、その瞬しゆん間かんまで。

　つまり、後の話は至し極ごく単純。貴方達をここでブチのめして、リィエルを取り返せばいいだけの話。ここは室内……月光はなく、お得意の世界を騙だます幻げん術じゆつは発動不可能よ。覚かく悟ごなさい、手加減しないわ」

　すると──

「くっくっくっ……」

　突とつ然ぜん、サイラスが含ふくむように笑い始めたのである。

「……何がおかしいのよ？」

「いやいや……だって、イヴさん、ご自分で仰おつしやったでしょう？　〝なぜ、聞かれてもいないことまで話すのか〟……と」

「……？」

「その質問にお答えしましょう。……当然、時間稼かせぎのためですよ。ねぇ、イリア」

　そんなサイラスの言葉に応じて。

　傍かたわらで静かに瞑めい想そうして佇たたずむイリアが、さっと無言で手を振った。

　すると。

　びしり。この世界に一瞬で、網あみ目めのような亀き裂れつが縦横無む尽じんに走って。




　がっしゃあああああああああああああああああんっ！




　まるで、硝子ガラスが割れ砕くだけるように、世界が割れた。

「な──ッ!?」

　唐突の事態に、目を剝いて硬こう直ちよくするイヴ。

　世界の向こう側に出現した深しん淵えんの奈な落らくへと落ちていく、割れた世界の破片達。

　そして、そのまま、虚きよ無むの虚こ空くうに立ち尽くすイヴ達の前で、口を開いた暗黒の深淵が徐じよ々じよに色と形を取り戻もどし、映像を、世界を再結像する。

　イヴ達の前に現れた、その光景は──

「そ、そんな──ッ!?　儀ぎ式しきが始まってる!?」

　モノリスを包む炎ほのおはすでに消え、入力操作された機能を発現している。

　祭さい壇だんや、祭壇に横たわるリィエルの体を、無数の光の文字や紋もん様ようが走っていた。

「しまった、幻術!?　今のは世界に対するものじゃなく、私達の精神に対する──」

「そうですよぉ!?　もうとっくに儀式は──リィエルのアストラル・コード書き換かえ作業は始まっていたのですよッ！　そして──」

「──ッ!?」

　その瞬間だった。

　がくん、と。

　祭壇へ駆かけ寄ろうとしたイヴ達の目が、突然、虚うつろになり、その場に跪ひざまずいてしまう。

「……【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】。貴女あなた達はすでに、我が幻げん月げつの腕かいなに抱だかれている」

　イリアが、人差し指に灯る白い月のような光を掲かかげ、動かなくなったイヴ達を、感かん慨がい無く見下ろしながら言った。

「油断したな。【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】が世界を騙すだけの術だと思ったか？　当然、通常の幻術と同様、人の精神支配もまた可能だ。この場合は、月光の触しよく媒ばいなど必要ない」

「そして、貴女の【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】は、〝あらゆる精神防ぼう御ぎよを絶対貫かん通つうする〟のでしたよね？　いやあ、なんと恐おそろしい術だ」

　沈ちん黙もくしたまま、微び動どうだにしないイヴ達を見下ろしながら、イリアとサイラスが言った。

「さて、私の【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】の中で、お前達は一体、どんな夢を見ている？　一族の者から認められ、かつて失った親友と共に栄光の道を歩む夢か？　それとも、大好きな祖父と共に、空の彼方の城を目指す心躍おどる夢か？　はたまた、家から放ほう逐ちくされることもなく、母や姉と共に穏おだやかな日々を過ごす優しい夢か？」

「やれやれ。彼女達の心を、精神世界の中へ完全に閉じ込めてしまったのですね。……もう廃はい人じん確定じゃないですか。貴女も底意地が悪い」

　そして、サイラスは、イヴ達の元へ悠ゆう然ぜんと歩み寄っていく。

　イヴ達は、虚ろな目のまま動かない。動けない。動く気配もない。

「まぁ、もっとも……ここで死ぬ貴女達には関係のない話ですが」

　そして、ナイフを、ぎらりと引き抜ぬいた。

　それを、イヴの頭上で振り上げて──

「我が栄光の礎いしずえとなって、死ねぇえええええええええええええええーーッ！」

　──一切の容よう赦しやなく、イヴの後頭部へ振り下ろすのであった。




　…………




　眠い。

　もう、わたしの意識をむしばむ眠ねむ気けは、暴力的なまでになっていた。

「……ごめんね、リィエル」

　ひめが、わたしを抱だきしめながら申し訳なさそうに囁ささやいた。

「ボクの世界が、キミの世界を侵しん食しよくしている……どうやら、ボクはキミになるために、キミの世界につれてこられたみたいだね……」

　ひめが、何かを言っている。よくわからない。

　とにかく、眠いのだ。

　重たい瞼まぶたを、うっすらと開けば……なんだか不思議な光景が見える。

　ひめの身体からだから、何か変なものが広がっているのだ。

　それは……わたしにはよくわからないけど、多分、世界。

　暮れなずむ夕日の黄金色に眩くるめく燃え輝かがやく、広こう漠ばくの海と、無限の空の世界。

　煌きらめく砂すな浜はまに突つき立つ一ひと振ふりの剣けん。他に何もない、寂さみしげな黄昏たそがれの世界。

　そんな、ひめの世界が……わたしの大好きな世界を塗ぬり替かえていっている。

　このままだと、わたしの大好きな世界は、このまま、ひめの世界に飲み込まれ、消えてなくなってしまうのだろう。

「ごめん……本当にごめんね……ボクも抑おさえようとしているけど……所しよ詮せん、今のボクはただの複製されたアストラル記録情報・コードに過ぎない……命令に抗あらがえないんだ……」

　本当に申し訳なさそうに、辛つらそうに。

　ひめは、わたしを抱きしめ謝り続けていた。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　だが、ぽつりと、わたしは眠気をこらえて呟つぶやいた。

「まだ……みんなの声が聞こえる」

　そう、聞こえる。

　わたしの大好きな世界は、もうボロボロの崩くずれかけだけど。

　それでも確かに、まだ、頑がん張ばれ、負けるな、還かえってこい、と。

　大好きな皆の声が聞こえるのだ。

　今、この瞬間にも、命を送ってくれているのだ。

「システィーナや、ルミアが、わたしを助けようとすぐ近くにいる」

　わたしの大好きな友達の存在を、確かに感じるのだ。

「それに……」

　そう。グレン。

　きっと、わたしの大好きなあの人も、わたしを助けるために戦ってくれている。

「だから……大丈夫」

「……そう。キミは強いんだね……」

　すると、ひめは薄うすく微笑ほほえんで言った。

「なら、一いつ緒しよに信じようか……キミが大好きな人達のことを」

「ん……」

　そう言って。

　全てが崩れ墜おち、塗り変わっていく世界の中心で。

　わたしとひめは、互たがいの存在を確かめ合うように抱きしめ合うのであった──




「ぉおおおおおおおおおおーーッ！」

　グレンが銃じゆう口こうを鋭するどく旋せん回かいさせ、引き金を引く。

　吐はき出される火線が、飛来する銀光──ナイフを弾き落とす。

　そのまま、グレンは銃を連射フアニングしようとするが──

　かしん！　撃げき鉄てつは乾かわいた金属音を立てるだけだ。

「……ふん、ようやく弾たま切れか」

　アルベルトが、建造物の屋根を蹴けって跳とび、尖せん塔とうの壁かべを蹴ってさらに跳び、グレンへ躍りかかってくる。

「うっせぇ！　てめぇのナイフも、今ので品切れだろうがッ！」

　グレンが拳けん銃じゆうを捨て、舞まい降りてくるアルベルトに向かって、拳こぶしを構え直す。

　アルベルトの浴びせ蹴りを、身を捻ひねってかわす。

　猛もう然ぜんと続く掌しよう打だを、肘ひじでブロックし、そのままグレンは跳び下がる。

　そして、それを追つい撃げきし、疾しつ風ぷうの如ごとく迫せまるアルベルト──

「ったく、いい加減、大人しくしろよ、てめぇはッ!?」

　グレンは、アルベルトの手刀と掌打を、圧あつ倒とうされつつも辛かろうじて捌さばき続ける。

「聞けん！　お前は知らないだろうが、こうしている間にも、あの神しん殿でんでは恐るべき儀式が進行している筈はずなのだ！　俺はそれを防がなければならない！　仲間のためにも──この国のためにも！」

「ンなこたぁ、薄うす々うすわかってんだよ、ンなこたぁな!?」

　アルベルトの攻こう撃げきを、グレンは拳で捌きながら吠ほえ返す。

「いいや、貴様は事の重大さをまるで理解していない！　件くだんの儀式を許した結果、何が起きるかわかるか!?　かつて、このアルザーノ帝てい国こくを支え守った、名だたる護国の英えい雄ゆう達──その全てが復活し、この帝国の敵に、天の智ち慧え研究会側に回ることになる！」

「──ッ!?」

「一いつ騎き当千などという言葉すら生なま温ぬるい、激動の時代を戦い抜いた真の英雄達だ！　そんな事態になれば、間ま違ちがいなくこの国は終わる！　民に、どれだけの犠ぎ牲せいが出るか想像もつかん！　グレン、悪いが、リィエルは諦あきらめて、この一件から手を引け！」

「それもひっくるめて、なんとかしてやるってんだよ!?　少しは察しろよッ！　お前もちったぁ、俺のことを信用しやがってみろってんだッ！」

「貴様は、《月》の脅きよう威いを知らないから、そんな温いことを言えるのだ！」

「──ぐッ!?」

　アルベルトの突き蹴りが、グレンの腹に刺ささる。

　グレンは、足の裏で屋根を削けずりながら、その縁ふちまで後退した。

「どうせ、貴様のことだ……お前が俺を引きつける裏で、お前を補ほ佐さして動く仲間が居るのだろう？　イヴか？　それともフィーベルか？」

「なんだよ、そこまで気付いているのかよ……ッ!?　だったら──」

「だが、無む駄だな事だ」

　アルベルトは断言した。

「今いま頃ごろ、連中はイリアの幻げん術じゆつに囚とらわれている筈だ。お前の目もく論ろみは確実に失敗だ」

「……ッ!?」

「無論、お前の狙ねらいが悪いのでは無い。《月》のイリア＝イルージュが、お前の想像を遥はるかに超こえて、危険で強大な相手だったという事だ。

　世界を騙だます幻術もさることながら、真に恐ろしいのは対人幻術。精神防御の絶対貫通──奴やつの幻術から逃のがれられる者は、この世で一人として存在しない。

　だが、唯ゆい一いつ俺だけが、奴を相手に有利に戦えた。だから、皆が俺に託たくし、俺を信じて死地へと向かったのだ。俺はその皆の信に応えなければならない」

「なるほど、そりゃさすがに、お前の狙そ撃げき射程の方が、イリアの対人幻術射程より上だよな。お前が頑かたくなに神殿に陣じん取どり、連中を近づけようとしなかったのはそのためか」

　グレンが荒あらい息を吐きながら、口の端はしを伝う血を拭ぬぐう。

「だが……もう、時既すでに遅おそしだろう。連中は件の神殿内に侵しん入にゆうし、件の儀式を実行している。……全ては、俺の力が及およばなかったせいだ」

　押し黙だまるグレンの前で、アルベルトが無念そうに呟き、左手の手て袋ぶくろを脱ぬぎ捨てた。

「最早、万ばん策さく尽つきた。近きん距きよ離り魔ま術じゆつ戦では、誰だれもが《月》のイリアに勝ち目はない。神殿に侵入された時点で、俺の敗北だ。……ならば、俺は最後の手段を使うしかない」

　その露あらわになった手ての甲こうに刻印された紋もん様ように、グレンは目を剝むいた。

「お、お前……それは──ッ!?」

「そうだ、白しろ魔ま儀ぎ【レイスフォーム】──幽ゆう体たい離り脱だつの術だ」

　驚きよう愕がくに口をぱくぱくさせるグレンへ、アルベルトは淡たん々たんと応じた。

「万が一、俺が突とつ破ぱされ、連中に神殿内への侵入を許した時のために用意した。いざとなれば、俺はこれを起動して肉体を捨て、幽鬼レイス化する。あらゆる精神防御を貫通するイリアの幻術を、確実に防げる方法は唯一これだけだ。幽鬼レイス化を以もつて、イリアを仕留める」

「馬ば鹿か野や郎ろうぉおおおおーーッ!?　お前、死ぬつもりだったのかよッ!?」

　途と端たん、グレンが激げき昂こうして、アルベルトへ喰くってかかった。

　そう。一度、幽鬼レイス化すれば、もう二度と人間には戻もどれない。

　そして、幽鬼レイス化して、この世界に留とどまれる時間はほんの僅わずかだ。

　時間切れとなれば、肉体から離り脱だつした霊れい魂こんは、完全にこの世から消しよう滅めつしてしまう。

　幽鬼レイス化は、魔術師にとっての文字通り最後の最後の切り札なのだ。

「そりゃ、死ねば、確かに精神支配は受けないだろうよ!?　だが──ッ!?」

「現実を見ろ。それが唯一、確実にイリア達を止められる方法だ。……確実にな」

「だ、だが……ッ！」

「こうして今、俺と話しているお前すら、実はイリアが生み出した幻げん体たいなのか否いなか……定かではない状じよう況きようなのだ。他に方法はない」

　覚かく悟ごと決意に満ちたアルベルトの言葉に、グレンは言葉を失った。

「お前は、あらゆる最悪の可能性を想定して、それでも確実に使命を果たすために……？」

「俺とて、好き好んでこのような手段を取るわけでは無い。俺には為すべき事がある。死ぬわけにはいかない。だが──今、俺は仲間の命と帝国の未来を預かっているのだ」

「…………ッ!?」

「わかっただろう、グレン。これが俺の覚悟だ。俺は今から神殿に戻り、イリア達を始末する。そこを退どけ──」

「退けるか、こんのタコ助がぁああああああああああああああーーッ！」

　激情に任せて凄すさまじい速度で突とつ進しんしたグレンが、アルベルトへ猛もう烈れつな右のボディブロー、左のアッパーカット、右ストレートを怒ど濤とうに叩たたき込み、吹ふき飛ばす。

　今度は逆に、アルベルトが、屋根の反対側の縁まで転がっていく。

「ぐ、ぅ……ッ!?」

「ぜぇ……ぜぇ……ッ！　いい加減にしろッ！　この杓しやく子し定じよう規ぎのクソ真面目大馬鹿野郎が……ッ！　お前はもっと回りの連中を信じろッ！　一人で背負わず、皆で背負ってみせろッ！　お前はいつもいつも一人で余計なもん背負い過ぎなんだよッ！

　他人に背負わせることを恐おそれて、何でもかんでも自分一人で背負おうとするから、切せつ羽ぱ詰つまって、そんな極きよく端たんな行動に出始めるんだッ！　あああああああっ！　くそ！　ますます、てめぇだけには負けられなくなったぜ……ッ！」

「五月蠅うるさい、黙れッ！　俺は、九を救うために一を切る……切らねばならなかった！　……八年前のあの時とて──俺が迷わず一を切っていれば、少なくとも九は救えたッ！　救えた筈なのだ……ッ！　だが、俺が……俺が甘かったから……ッ！」

　目に入る額の血を拭いながら、アルベルトがよろよろと立ち上がる。

　その瞳ひとみに宿るのは、深い悔かい恨こんと──どこまでも思い詰つめたような決意だけだった。

「……アルベルト……お前の過去に何があったのかさっぱりだが……」

　立て膝ひざをついていたグレンも、フラフラと立ち上がる。

「【レイスフォーム】？　ンなふざけた術、使わせる暇ひまなんかやるかよ。さぁ、ケリ付けようぜ？　……やっぱ、俺とお前、一度はこうしてマジで白黒つけねーと駄だ目めだわ」

「……是ぜ非ひも無い」

「お前は一度ブチ折ってやらねえと、いつか決定的に道を間違える」

「わかったようなことを言う」

「わかんだよ。俺もつい最近まで似たようなもんだったしな。お前が人を信じられず、自分一人で全て背負うというのなら……俺は皆みなを信じて、皆で背負うぜ？」

「…………ッ！」

「十を救うために足あ搔がくのか、はたまた確実な九を救うために一を切るのか。……どっちが正しいかなんて答えはねえよ。所しよ詮せん、世の中、成るようにしか成らねえし、成る中で足搔くしかねえ。だったら……皆で背負った方が楽だろ？」

　すると、アルベルトは、そのグレンの問いかけには答えず……

「……来い、グレン」

　最早、言葉は要らぬと。ゆっくりと拳を構える。

「へっ」

　グレンも、口の端を吊つり上げつつ拳を構える。

　二人は、しばらくの間、静かに微び動どうだにせず、睨にらみあって──

　二人の間を、冷たい夜風がかけ流れ──

　今までの激げき闘とうの熱に火ほ照てる身体からだを、ほんの少しだけ、冷まして。

　──そして。

　それは、どちらからだったか。何が切欠だったか。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

「はぁああああああああああああああああーーッ！」

　互たがいが拳を振ふり上げ、互いを目がけ──最後の力を振り絞しぼって駆かけ出すのであった。




　──。

　サイラスが、蹲うずくまるイヴの後頭部に、容よう赦しやなくナイフを突つき立てた──

　──その時であった。

　すか。

「……は？」

　振り下ろしたナイフが、イヴの身体をすり抜けたのだ。

　そんな実体のないイヴの身体が、ぐにゃり……と歪ゆがんで蜃しん気き楼ろうのように消えていく。

「──さっきも言ったけどね」

　いつの間にか、サイラスの背後に立っていたイヴの手が、サイラスの肩かたを叩いていた。

「そういう茶番は──もういいの」

　次の瞬しゆん間かん、サイラスの肩を摑つかむイヴの手が、炎ほのおに燃え上がった。

　圧あつ倒とう的火勢の烈れつ火かが渦うずを巻き、帯状になって、サイラスの腕うでを、胴どうを、首を、足を、まるで蛇へびのように猛もう速度で伝い走り、締しめ上げていく──

「──ぁぎゃああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　上がるサイラスの悶もん絶ぜつの絶ぜつ叫きようも、口元を塞ふさぐ炎の蛇に阻はばまれ、封ふうじられてしまう。

「ん～～～～ッ!?　ぅ─────ッ!?　んぐぅ～～～ッ!?」

　全身を完全に炎で縛しばりつけられ、動きと呪じゆ文もんを封じられ、無様に床ゆかを転げ回るサイラス。

　されど、その炎が消し止められることはなく──そして、その体に火傷一つない。

　黒魔【フレイム・バインド】。身を激しく焼き焦こがす苦痛はそのままに、肉体そのものには何ら損傷を与あたえず、拘こう束そく・無力化する拷ごう問もん用の呪文であった。

「ふん……大の男が、この程度でピーピーみっともないわね。だからモテないのよ」

　そんなサイラスには目もくれず、イヴはイリアへ向き直った。

「なんだと……ッ!?　今のは──幻術!?」

　イヴに鋭するどく射い竦すくめられたイリアは目を剝いて、狼狽うろたえた。

「そうよ。まさか、幻術が貴女の専売特許だとでも思った？」

　イヴが指を立て、その指先に、ぽっと小さな炎を灯す。

「熱と炎を極きわめたイグナイトを舐なめるんじゃないわよ。秘伝【火か幻げん術じゆつ】──火の揺ゆらめきで、相手へ催さい眠みんをかける、そんな魔術もあるの。……秘密の奥の手だけどね」

「火の揺らめき!?　ま、まさか、最初にあのモノリスを燃え上がった炎は──ッ!?」

　イヴの【火幻術】は、イリアの対人【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】のように、その存在を知って、精神的防ぼう御ぎよを予あらかじめ強固に構えていても、それを貫かん通つうして幻術に嵌はめてしまえるほどに強力な幻術ではない。それが幻術だと意識・認識していれば、破ることは容易。

　要は普ふ通つうの幻術である。ただ、火を使って嵌めるという部分が特とく殊しゆなだけの。

　だからこそ、イヴは儀ぎ式しきを止めるための攻こう撃げきの炎にカムフラージュしたのだ。それを幻術だと意識させなければ、精神の虚きよを突けば、幻術に嵌めることは容易になる。

　イヴのミスディレクションの上手さが、イリアの絶対幻術を上回ったのである。

「幻術には、幻術よ？」

「おのれ、小こ癪しやくなぁああああああああああ──ッ！」

　人の精神を支配する幻術は、非常に高度で特殊な白魔術だ。

　その道だけに邁まい進しんした専門家でなければ、実戦レベルの幻術行使は不可能であり、当然、一線級の術者は数える程しかいない。本来、片手間に習得できるような術ではないのだ。

　なのに、それをあっさりイヴに片手間でやられ、あまつさえ一本取られてしまった。

　ゆえに、誇ほこりを傷つけられたイリアが激高し、指先に白い月のような光を灯し、叫さけんだ。

「──【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】ッ！」

　対するイヴも、素早く指先に炎を灯し、それを振るう。

「【火幻術】！」

　途端、互いに互いの精神を支配しようとするその幻力が、二人の間で真っ向からぶつかり合う。二人の間の視界がぐにゃりと歪み始める。

　だが、当然、同時に撃うち合えば【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】の方が圧倒的に強い。

　イリアの幻力が、イヴの幻力を圧倒し、たちまちイヴを幻の中へ飲み込もうとする──

「私の勝ちだ、イヴ！　我が幻月に抱だかれて、死ね──ッ！」

　そんな風に勝ち誇るイリアへ。

「馬ば鹿かね。……悠ゆう長ちように私の相手をしてていいわけ？」

　イリアの幻術に飲まれかけ、意識を朦もう朧ろうとさせながらも、イヴが不敵に笑った。

　──その時だった。

　カッ！　と。システィーナが、突とつ然ぜん、目を見開いて立ち上がり──

「《唸うなれ暴風の戦せん槌つい》──ッ！」

　イリアに向かって、呪文を叫んだのだ。

「何!?　馬鹿なッ!?」

　この唐とう突とつな横やりに、イリアは脳天を殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚えた。

（幻術によって己が存在認識をズラして回かい避ひしたイヴはともかく、私の【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】は、あの少女達には確実に決まっていた！　あらゆる精神防御を貫通する絶対幻術なのだ！　自分の意思で立ち直れる筈はずが──ッ!?）

　と、その時、イリアは気付いた。

　システィーナの傍そばに、そっと寄り添そうルミアの存在に気付いたのだ。

（そうか、《王者の法アルス・マグナ》ッ！　白しろ魔ま【マインド・アップ】の効力を超ちよう強化して予め構えていて──復帰に時間はかかったが、自分の意思で戻もどって来られたというわけか!?）

　そして、気付いた時には、もう遅おそい。

　システィーナの突き出す左ひだり掌てのひらから放たれた黒魔【ブラスト・ブロウ】──莫ばく大だいな量の空気を圧あつ搾さく凝ぎよう集しゆうした風の破城槌が、イリアの真正面から盛大に肉にく薄はくする。

「く──ッ!?」

　システィーナ達に対してはまるで無む警けい戒かいで、イヴとの幻術合戦をやっていたせいで、一手遅おくれてしまった。

　月光が直接ないこの場所では、【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】に嵌めるのに一呼吸かかる。

　この状じよう況きようで、システィーナを【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】に沈しずめる暇はない。

「ならば──ッ！」

　特務分室執しつ行こう官の意地で、イリアはその風の破城槌を見切って、横飛びにかわし──システィーナを指差す。

「《雷らい帝ていの──》」

　システィーナのマナ・バイオリズムの隙すきを狙ねらって、黒魔【ライトニング・ピアス】で、システィーナを仕留めようとする。イリアのその流れるような挙動は、壮そう絶ぜつなる鍛たん錬れんの果てに研とぎ澄すまされた手練プロの動作だ。並の魔ま術じゆつ師しでは対応できない速度であった。

　イリアは、次の瞬間、心臓を無む惨ざんに射い貫ぬかれるシスティーナの姿を確信した。

　が──

「寝ねてろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　まさに、それはイリアにとっては青せい天てんの霹へき靂れきだった。

　間かん髪はつを容いれずシスティーナが繰くり出した、右掌からの二撃目の【ブラスト・ブロウ】が、半瞬早く、イリアの身体を完全直ちよく撃げきしていたのだ。

「が、ぁ──ッ!?　だ、二反響唱ダブル・キヤスト──ッ!?　だとぉ──ッ!?」

　イリアは全身の骨が砕くだける音を聞きながら、驚きよう愕がくの表情を顔に貼はり付け──

　水平に吹ふき飛ばされ──壁かべに激しく激げき突とつ。

　そのまま血ち反へ吐どを吐はきながら意識を失い、床に崩くずれ落ちる。

「……やるじゃない？　やっぱ、教えが良いせいかしら？」

　イヴはそんなシスティーナの姿を流し見て、満足そうに口元を歪めるのであった。

「システィ！　急いで！」

「わかってる！　このタイプの古代モノリスは……うん、使い方わかるわ！　魔導考古学論文で読んだことある！」

　そして、システィーナとルミアが、リィエルの下へと駆け寄っていく。

（さて。戦いしか能がない私は、どうするか……？）

　イヴが腕うで組ぐみしながら、そんなシスティーナ達の背を見送る。

「どう!?　システィ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ！　良かった、跡あとだわ！　深層意識部は少し上書きされたけど、まだ表層の人格部分の書き換かえには至ってない！　今から止めれば絶対、間に合うわ！」

「良かった！」

「ルミア！　あの時みたいに《王者の法》を！　【ファンクション・アナライズ】で一気に、この遺い跡せきの機能を把は握あくして、リィエルを助ける！」

「うん！　それに霊域図版セフイラ・マツプも手に入ったから、エーテル乖かい離り症しようも治ち療りようしないとね！」

「そっちは……できる？　ルミア」

「任せて！　セシリア先生に教えてもらったから！」

（まぁ……どのみち、もう私の出る幕もないわね。……まったく、頼たのもしい子達）

　不思議と勝利を確信して。

　イヴは、通信魔導器を取り出し、耳に当てるのであった──




　それは──まったくの同時、だった。

　グレンの繰り出した全身全ぜん霊れいの右拳しよう打だが。

　アルベルトの繰り出した身しん魂こん心骨の左拳打が。

　空気を引き裂さいて唸りを上げる拳と拳が、肘ひじと肘で交こう叉さし、まったく寸すん分ぶん違たがわない同時タイミングで互いの頭部を捉とらえたのだ。

　タイミングは互ご角かく。されど、格かく闘とう技量で、体格差で、腕わん力りよく差で、魔力量で、これまでの戦いで蓄ちく積せきした疲ひ労ろう度と損傷度で。

　ありとあらゆる条件でグレンが不利であり、アルベルトが有利だった。

　タイミングが同時ならば、それらが如によ実じつに物を言う。

　グレンが押し負け、アルベルトが押し勝つ。それが道理。

　だが。

　それでも。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　グレンが──吠ほえる。大気が鳴動せんばかりに漲みなぎる熾し烈れつなる気き迫はく。

　あり得ないことが──起きる。

　ゆっくりと。

　──ゆっくりと。

　グレンの拳が──アルベルトを押し込んでいって──押し込んでいって──

「ぉおおおぁああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　そして──ついに振ふり抜ぬかれる。

「──ッ!?」

　競り負け、殴り飛ばされた勢いで、水平に吹き飛ばされるアルベルト。

　そのまま、その背中が建物の尖せん塔とうの壁に叩たたき付けられ、その壁が砕け──

「──ぐっ……ぅ……ッ!?」

　ずるり、と。壁に背を預ける形で、アルベルトは力なく崩れ落ちるのであった。

「……へっ！　どうだ……ッ!?　参ったか、このヤロぅげほっ！　ごほ!?」

　拳を掲かかげ、グレンが勝利を宣言する。酷ひどい有様だ。無数の打だ撲ぼくや擦すり傷きずで顔を腫はらし、全身痣あざだらけでフラフラ、膝ひざはがくがくと笑っている。

　だが、それでも最後に立っているのは、グレンであった。

「ぜぇ……ぜぇ……ごほっ……くそ、身体からだが、動かん……何故なぜだ……？　何故、俺は負ける……？　俺の信念が……背負う覚かく悟ごが……足りないと言うのか……ッ!?」

　同じく満身創そう痍いのアルベルトが俯うつむいたまま、絞しぼり出すように呟つぶやく。

「一体……な……ぜ、だ……？」

　すると、グレンはこともなげに答えた。

「へっ、そんなん決まってるだろ？　お互たがいにゴチャった荷物下ろしゃ、お前はリィエルを切るために、俺はリィエルを守るために戦ってたんだぜ？」

「……それが……どうした？」

「わからねえのか？　男は可愛かわいい女の子のために戦う方が強ぇって、昔から相場が決まってんだよ」

　そんなことを真顔で堂々と言われて。

　しばらくの間、アルベルトは呆あつ気けに取られたように、目を見開く。

「ふん。どうやら……幻まぼろしなどではない、まさしく本物だったようだ。……俺に勝てるお前が、幻な筈が無い」

　やがて、アルベルトは観念したように目を閉じて……

「……お前には敵かなわん。……俺の完敗だ」

　どこか吹っ切れたように、口元を微かすかに歪ゆがめるのであった。

「……アルベルト」

　グレンは、そんなかつての相棒を見る。相棒を殴りつけた拳を改めて見る。

　やはり──不本意であったのだろう。九を救うために一を切る。その鋼はがねの精神でそれを実じつ践せんしようとしても、己を犠ぎ牲せいにする覚悟は固めることができても。やはり、心の底のどこかで、仲間のリィエルを切ることには抵てい抗こうがあったのだ。

　それが、最後の最後の一歩の踏ふみ込みに、ほんの僅わずかに現れた。

　だからこそ、絶対勝てないはずの競り合いを、グレンが制することができたのだ。

（まったく……あの最後の一歩を、微かとはいえ躊躇ためらう情の深ぇ男が、九を救うために一を捨てて、心が痛まない筈がないだろうによ……）

　だが、誰だれがそんなアルベルトを責められるか。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団特務分室は、過か酷こくな職場だ。その身と心は、どこまでも残酷な現実の前に、常に摩ま耗もうしていく。

　頑かたくなに十を救う正義の魔法使いであろうとしたグレン。頑なに九を救うために一を切る偽ぎ悪あく者であることを決意したアルベルト。名めい誉よと手て柄がらに固こ執しゆうしたイヴ。戦いをギャンブルのように楽しむバーナード。女王陛下を盲もう信しんするクリストフ。独善的な正義を貫くジャティス……皆みな、どこか歪まないとやっていられなかったのだ。

　それでも、皆、人を救うために、戦わなければならなかった──

（アルベルト……こいつは、今までずっと一人で背負って、耐たえ続けて来たのかよ……ガキで未熟だった俺の分まで引き受けて……俺が逃にげ出した後も、ただ黙だまって……）

　そう、アルベルト＝フレイザーという男はそんな強さを持つ男だった。

　だが、決して倒たおれない大木など、この世界にはない。

　今は一人で耐えうる強さを持っていても、いつかは……

「……この馬ば鹿か野や郎ろう。……馬鹿野郎が……」

　呆あきれたように、そう言い捨てて。

　グレンはその場に大の字になって倒れ、遠い夜空を見上げるのであった。
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　……と、その時だ。

　きぃん、きぃん、きぃん。不思議な金属音がグレンのポケットから聞こえた。

「お？　そろそろだと思っていたぜ。……上手うまくいったか？」

　アルベルトとの話を中断し、グレンが力の入らない手をなんとか動かして、宝石型の通信魔ま導どう器を取り出し、耳に当てる。

「……イヴか？　……そうか。それで？　首しゆ尾びは……、……、……ああ。お前らなら、やってくれると思ったよ……ああ、こっちも上手くいった。……アルベルトのアホ？　ああ、ったく、ようやく大人しくなったよ……ああ、その通りだ……」

　しばらくの間、グレンは宝石越ごしに会話をして。

　やがて通信を切り、アルベルトへ言った。

「安心しろ。アルベルト。終わったよ。……サイラスとイリアは、イヴ達が潰つぶした。……リィエルも無事だ」

「……、………………そうか」

　ぼそりと。感情の色を見せずに呟くアルベルト。

「だから、言ったろ？　……俺を……俺達を信じろって」

　グレンは空を見上げたまま、そう投げやりに呟くのであった──








終章　彼女の帰き還かん









　…………。

　……崩くずれていく。

　ううん、元通りに戻もどっていく、と言うべきなのだろうか。

「お別れだね、リィエル」

　一体、何があったのか。

　わたしの世界を塗ぬり潰していた、ひめの世界がゆっくりと崩ほう壊かいしていく。

　わたしの大好きな世界が、徐じよ々じよに元の形を取り戻していく。

「えらい、えらい……キミはよく頑がん張ばったよ」

　わたしの抱だきしめ、頭をなでてくれるひめの姿は、少しずつ、ゆっくりと、ゆっくりとその存在が希き薄はくになっていく。

「キミがこうしてキミ自身を……キミの世界を失わずに済んだのは、キミ自身の強さと想おもいのおかげだよ。もし、キミが強くなかったら……キミがキミの世界を好きでなかったら……キミの世界は、もうとっくの昔に壊こわれていたか、もしくはボクがキミになっていたか……どちらにせよ、キミはキミでいられなかった」

「……そう。わたしにはよくわからないけど」

　わたしは頭かぶりを振って、ぼそぼそ呟く。

「でも、それは……多分、わたしの力じゃない」

「……？」

「よくわからない糸を通してわたしに力をくれた、クラスの皆の声が聞こえたから。わたしを必死に助けようとしてくれたシスティーナやルミア……後、ついでにイヴの存在も近くに感じられから……」

　そして。

「……それに……多分、グレンがわたしを助けてくれたから。だから、わたしは……」

「そう。……そうだね。キミは空っぽじゃない。もう大切な物がたくさんあるんだね。……大切にしてね。守ってあげてね」

　すると、ひめがそっとわたしから離はなれていく。

「となると……あはは、ボク、完全にお節せつ介かいのお邪じや魔ま虫だったなぁ……そもそも、ボク、キミの世界を崩壊させる病原菌きんみたいなものだったし……たはは、英えい雄ゆう失格だね」

　ひめが曖あい昧まいに、ちょっと気まずそうに笑った。

　だけど、わたしはそんなひめに言った。

「ひめも。……ひめもいてくれたから」

「……？」

「ひめが励はげましてくれたから……だから、わたしはわたしでいられた。だから、ひめのおかげ。……ありがとう」

「…………そう。なら……ボクもキミの前に現れた甲か斐いがあったかな……」

　そんなひめに、わたしは一つ疑問をぶつけた。

「ねぇ。なんで、ひめはわたしを助けてくれようとしたの？　だって、わたしとひめ、会ったこともないのに」

　すると、ひめは困ったように頭上を見上げ、言葉を選ぶ。

「うーん……生まれつきそういう性しよう分ぶんってのもあるんだけど……やっぱり、一番大きいのは、キミが彼女に似ているからかな？」

「かのじょ？」

「うん。彼女はね、もの凄すごく怖こわい魔女でね……自分は空っぽで何もないと、やけっぱちになっててね……ボクはそんな彼女の世話をよく焼いていたんだ」

「そう」

「キミも、自分自身のことを空っぽで何もないって思ってて、あっさり諦あきらめそうだったからね……つい。……それだけ」

　そう言うと。

　ひめの存在が急速に希薄になっていく。

　身体が光の粒りゆう子しとなって砕くだけ、どんどんと消しよう滅めつしていく。

「あ、あちゃあ……いよいよボク、本格的に駆く除じよされちゃうみたい……まぁ、今のボクはただの精神データだしね。キミにとっては害悪以外の何者でもないし、仕方ないね」

「そう……残念。わたし……もう、ひめには会えないの？」

「……どうかな？　キミはどうやら、ボクだった魂たましいの一部を持っているらしい。多分、こうして話せるのもそのおかげ。相性がいいんだ、ボクとキミは。だから、キミの中のどこかにボクという存在は、ほんの少しだけ残る……かもしれない」

「……そう。じゃあ、残るようにがんばる。……よくわからないけど」

「ふふっ、ありがと」

　すると。

　ひめは、くるりと背を向けた。

「……じゃ、お別れだね。さようなら、リィエル」

　そうして、ひめはその存在を崩しながら、眩まばゆい光の中へ向かって歩いて行く。

「……待って」

　最後に。なぜかどうしても聞きたくなったことを、わたしはその背中に聞いた。

「ひめ。あなたの本当の名前は……なんなの？」

「！」

「多分……名前を知らないと、わたし、あなたのこと覚えられない……そんな気がする」

「そっか。そうだなぁ……」

　すると、ひめは何かちょっと気き恥はずかしそうに迷った。

「どうしようかなぁ？　贔ひい屓き目めに見ても、ボクの名前は今いま頃ごろ、きっとそれなりに有名になっているはずだろうし、きっと教科書にも載のって……ああ、でも今は聖歴何年？　ひょっとしたら、もう皆、すっかりボクのことを忘れ去って……？　うぅ……英雄の名前が風化するのは平和な証しよう拠こなんだけど、それはそれで寂さびしい……」

　そんな風に、少しの間、ひめはぶつぶつ自問して。

　やがて、少しだけ誇ほこらしげに、わたしに言った。

「……エリエーテ。ボクは《剣けんの姫ひめ》エリエーテ＝ヘイヴン。音に高き《灰かい燼じんの魔女》の相方を務めた、帝てい国こく史上最強と謳うたわれた剣の──」

「なんか長い。やっぱ、ひめでいいや」

「……ちょ!?　んもう、キミってやつは……」

　なぜか、ひめは転びそうになって、呆あきれたように頭をかいて。

「まぁ、それじゃ……改めて、さようなら、リィエル。また、いつか」

　光の中へと消えていく──

　──わたしはそれをじっと見つめながら、見送るのであった。




　──。

「……そういう事か」

「そういうことだ。リィエルは救われる。イヴ達がサイラス達をぶっ潰したことで、恐おそらくお前の使命も達成されたはずだ。……もう俺達がやり合う必要はなくなったんだよ」

　時間が経たって、少しは回復したのか。

　全身ボロボロのグレンとアルベルトが、とある建物の傍かたわらで、隣となり合って壁かべに背を預けて座り込み、互たがいに事情を打ち明けながら、空を見上げていた。

　大パノラマに広がる満天の星が、そんな二人を見下ろしていた。
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「お前もそろそろ教えろよ。これは状じよう況きようから推察したことなんだが……お前が女王陛下を暗殺しようとしたこと、クリストフとバーナードを殺したこと……狂きよう言げんだな？」

「……ああ、その通りだ」

　だろうと、思ったよ。グレンは安あん堵どの息を吐ついた。

「現在、軍では女王陛下の勅ちよく命めいの下もと、とある極秘任務が遂すい行こうされている」

「極秘任務？」

「そうだ。それは──蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの撲ぼく滅めつ」

「！」

　グレンがアルベルトの横顔を見ると、アルベルトは淡たん々たんと説明を始めた。

「蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ……帝国政府の裏機関ながら、天の智ち慧え研究会と裏で繫つながっているという、帝国にとっての病巣組織だ」

「噂うわさには聞いていたが……やっぱり存在したのか」

「天の智慧研究会と繫がっていたという逆臣バートレイ卿きようの死後、奴やつが密ひそかに運営していた蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ──今まで闇やみに包まれていたその存在が、少しずつ明らかになってな。そして、ついに《隠いん者じや》の調査により、特務分室の新室長サイラスが、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの団長、そして、その子飼いの《剛ごう毅き》《太陽》《節制》《月》が、そのメンバーである可能性が浮ふ上じようしたのだ。……限りなく黒に近いグレーでな」

「…………」

「団長であるサイラスを逮たい捕ほ・告発すれば、政府機関の裏側に巧こう妙みように隠かくれる蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの全容が明らかになり、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツを一気に潰つぶせる。だが、証拠が無い」

「なるほど。だから、その妙みような狂言を仕組んだのか」

「そうだ。女王陛下暗殺未み遂すい……そんな狂言を引き起こし、俺はサイラス達を帝てい都とから引き離す。その間に、やつに縁ゆかりある各所を、限られた精せい鋭えいで打入捜そう索さくし、証拠を摑つかむ。そして、その全容を明らかにした所で、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツを──潰す」

「だが……その計画の前段階で、厄やつ介かいな事態が発生した。そうだな？」

　グレンの問いに、アルベルトが頷うなずく。

「そうだ。俺達の計画実行と、ほぼ同時期に、サイラスが『Project : Revive Life』の真の完成を目指し、その準備を進めている……そんな情報が入ったのだ」

「…………」

「詳しよう細さいは未だ不明だが、真に完成した『Project : Revive Life』を使えば、かつて帝国に名を馳はせていた英雄達を蘇そ生せいし放題になるらしい。やつの裏には天の智慧研究会もある。もし、そんな物が成り、天の智慧研究会へ流出してしまえば……この国は終わりだ。……仮令たとえ、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツを潰せたとしてもな」

　ようやく、グレンにも話の全容が見えてきた。

「そうか、お前……だから、あえてここ、マレスに陣じん取どり、サイラス達から神しん殿でんを守っていたんだな。その計画を妨ぼう害がいするために」

「…………」

　そう、証拠を摑むために、サイラスを帝都から引き離し、その目を引きつけるだけなら、各地を転戦していれば良かったのだ。一カ所に留とどまる必要はない。

　だが、サイラスの計画だけは、どうしても防がなければならなかった。

　だから、仲間が蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの証拠を秘密裏に押さえるまでの時間稼かせぎをしつつ、サイラスの計画を妨害しなければならなかった。

　もし、サイラスが軍の極秘計画に感づけば、帝国内部の蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ達は一いつ斉せい蜂ほう起きして抵てい抗こうしてくるだろう。真に完成した『Project : Revive Life』を得るためなら、天の智慧研究会の外げ道どう魔ま術じゆつ師し共も出張って来るかもしれない。

　そして、帝国軍と全面衝しよう突とつすれば、夥おびただしい被ひ害がいが発生したことだろう。

　ゆえに、アルベルトは、たった一人で仲間達の命運と帝国の未来、その両方を背負ったのだ。

「なんつーか……ご苦労なこった」

　グレンが空を遠い目で見上げて、呟つぶやいて。

「……ふん。お前はお気楽で羨うらやましいな」

　アルベルトが目を閉じ、俯うつむき加か減げんに呟いて。

「あ、いたいた！　先生ぇ～～っ！」

「アルベルトさんも！　大だい丈じよう夫ぶですか～っ！」

　そんな二人の元に、遠くからシスティーナとルミアが駆かけ寄って来る。

「ふん、しぶとい男達ね……まったく」

　リィエルを背中に担いだイヴも溜ため息いき交じりに歩いてくる。

　こうして、空に輝かがやく月が見守る下、今回の騒そう動どうは幕を閉じるのであった──




　──その後。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団特務分室・新室長にて、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ団長サイラスの野望を退け、その隙すきにサイラスと蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ、天の智慧研究会の繫がりを看破した帝国政府は、帝国魔導省の各機関を隠れ蓑みのにして存在していた蒼天十字団ヘヴンス・クロイツを一いつ斉せい検挙することに成功した。

　この蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ撲滅作戦の際、帝国軍統合参さん謀ぼう本部長アゼル＝ル＝イグナイト卿が、卓たく越えつした作戦指揮手しゆ腕わんを見せ、帝国軍に所属する軍人達はこぞってイグナイト卿を英えい雄ゆう扱あつかいし、イグナイト卿の帝国政府内における影えい響きよう力と発言力はますます高まることになる。

　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツこそ、アルザーノ帝国が常に天の智慧研究会に出し抜ぬかれる大きな一因でもあったため、天の智慧研究会との長きにわたる熾し烈れつな戦いに終しゆう止し符ふを打つ日も見え始め、政府関係者は喜びに沸わき立ち、イグナイト卿の歴史的偉い業ぎようを讃たたえることとなった。

　中には、現・女王陛下よりも、イグナイト卿の方が、アルザーノ帝国を統すべる王に相応ふさわしいのでは？　そう唱え始める者も散見されるようになる。

　イグナイト卿は王家の遠とお縁えんだ。強ち冗じよう談だんにならない流れが、あまりにも英えい雄ゆう的業績を上げ続けるイグナイト卿を中心に、帝国政府上層部に渦うずを巻きつつあったのである──

　だが。

　帝国上層部や民衆達が、そんな輝かしい勝利に沸き立つ中──帝都に移送されたサイラス、ファーガス、ニコル、シャルロッテ──蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの元メンバー達は、人知れず何者かに暗殺され、イリアも忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　サイラスは、獄ごく中ちゆうで〝イグナイト卿に欺された〟などという発言をしていたとも、まことしやかに噂されたが……なぜかそれが調書に残ることはなく、真相は完全に闇の中。

　一方のイリアは、脱だつ走そうとかそんな生温いレベルではなく、〝最初から、そこに誰だれも居なかった〟かのごとく、本当に霞かすみや煙けむりのようにいつの間にか消えてしまっていた。

　そもそも、イリアの収しゆう監かん記録がなければ、看守がそのことに気付けたかどうか……そんな不思議な消え方だったのだ。

　だが、そんな不可思議な出来事は、勝利に沸く雰ふん囲い気きの中、噂に上ることもなく……忘れ去られていくのであった。

　そして。

　そんな帝国上層部の、不ふ穏おんな動きなど露つゆ知しらず──




「ぉおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！　リィエルちゃあああああんっ！」

「お帰りぃいいいいいいいいいいいいいいいいーーッ！」

　フェジテのアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院に帰き還かんするや否いなや。

　リィエルは、駆け寄ってきたクラスメート達に、もみくちゃにされることとなった。

「ぐすっ……良かった！　無事で良かったぜ……ッ！」

　男泣きにむせぶカッシュも。

「……ふん」

　遠く離はなれた場所から見ているギイブルも。

「……良かった……本当に……よかったですわ……ッ！」

「そうですね……」

「うん……うん……」

　ウェンディも、テレサも、リンも。

　皆みなが皆、リィエルの無事と帰還を喜び合い、祝福した。

　当のリィエルは、当初、こんなに集まってくる生徒達に、目をぱちくりさせていたが。

　やがて、はにかむように、ぼそぼそと言った。

「……ん。その……わたしにはよくわからないけど。みんなの声……聞こえた。多分、みんなのおかげで……帰ってこられた……」

　そんなリィエルの不思議発言に、一同は顔を見合わせ、首を傾かしげるしかなかったが。

「……その、ええと……ただいま」

　にっこりと。

　あの常に眠ねむたげな無表情を崩くずさないリィエルが、にっこりと特上の笑顔で。

「また……みんなと一いつ緒しよに、この学院にいられて……うれしい」

　そんなことを言うものだから、どうでもよくなって。

　一同は、リィエルを中心にさらなる大おお騒さわぎをすることになるのであった。

　そして、そんなリィエルの様子を。

「……ふっ」

　グレン、システィーナ、ルミアは少し離れた場所から、温かく見守っていて……

「ふん……」

　イヴはそっぽを向いて、その喧けん噪そうから、そっと離れる。

　リィエルの無事を喜ぶ生徒達の声は、いつまでも学院に響ひびき続けるのであった。




　そして──

　そんな魔術学院から、遠く離れたアルザーノ帝国首都、帝都オルランドにて。

「ご苦労だった」

　己の自室、己の執しつ務む机で静かに書類へと向き合っていたアゼル＝ル＝イグナイト卿は、部屋の隅すみに影かげのように現れた人物に、静かにそう呟いていた。

「……卿の極秘任務、無事、完かん了りよう致いたしましたよ？　サイラスさん達の後始末もね！」

　少し軽めに弾はずむ声を放つその少女は──なんと、イリアであった。

　しかも、獄中で霞と消えた、黒くろ髪かみのイリアではない。

　グレン達の前に、最初に現れた〝可愛かわいい後こう輩はいのイリア〟であったのだ──

「いやぁ、今回は幾いく重えにも世界支配の幻げん術じゆつを使ったんで、疲つかれちゃいましたよ……ここまでやると、本当の自分がどれだったか、わからなくなって来ますね！」

「……首しゆ尾びは？」

　楽しげにおどけるイリアに、イグナイト卿きようは執務を続けながら淡たん々たんと問う。

「あっ、はい。これが件くだんのデータです」

　イリアがささっと、イグナイト卿の傍かたわらにやってきて、机の上に、ちょこんと一つの魔ま晶しよう石を載のせた。

「これで『Project : Revive Life』の最終形【英えい霊れい再臨の儀ぎ】がついに完成しましたね？　これ、本家の天の智ち慧え研究会よりも先さき駆がけているんじゃないんですか？」

「その通りだ。これで、我が手て駒ごまはいずれ件の研究会をも上回るだろう」

「まったく、先せん輩ぱい達もサイラスさんも、皆、皆、滑こつ稽けいでしたねー？　確かに『Project : Revive Life』の最終段階に到とう達たつするにはー、エーテル乖かい離り症しようで死にかかったリィエルさんの『パラ・オリジンエーテル』を解かい析せきすることが必要不可欠でしたけど……別に、マレスであんな大がかりな儀ぎ式しきをして、解析して、反証取る必要なんてまったくないのにねー？」

　くすくす、と。〝グレン達の可愛い後輩のイリア〟が悪戯いたずらっぽく笑う。

「この私が、道中でささっとリィエルさんのデータ取ったから、もうそれで充じゆう分ぶんだったのにね？　わざわざ、皆であんな辺へん鄙ぴな場所まで出向いちゃってさ？　それに、グレン先輩も、イヴさんも、アルベルトさんも、軍の連中も、皆、必死にそれを止めようと馬ば鹿かみたい。サイラスさんも、必死に儀式を遂すい行こうしようとして馬鹿みたい。皆、ばっかみたい！　この私が、リィエルさんと接せつ触しよくした時点で、全部手て遅おくれだったのにね！　間ま抜ぬけな軍上層部も、アルベルトさんの無む駄だ遣づかい、大変、お疲れ様さまでした！」

[image: ]

「そう言ってやるな。サイラスにそう錯さつ覚かくさせ、軍の上層部連中にそう認識させた……そこまでが、お前の〝幻術〟なのだろう？　まったく末すえ恐おそろしい娘むすめだ。お前という存在は、どこからどこまでが現実で虚きよ構こうなのか……この私も、いつ欺あざむかれるかわからぬな」

「ご冗談を。私の【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】は対人間専用ですよ？　貴方あなたに通じるわけないじゃないですか。それに……私が貴方を裏切るわけないでしょう？　イグナイト卿」

「……ふっ」

　そんなイリアの媚こびるような微笑ほほえみに、イグナイト卿は冷たく笑うのであった。

「それにしても……本当に良かったんですか？　サイラスさんや蒼天十字団ヘヴンス・クロイツを、こんなにあっさり切っちゃっても？」

「構わん。私がバートレイ卿を始末し、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツを一時的に牛耳っていたのは、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツが所有する、真なる『Project : Revive Life』──【英霊再臨の儀】の雛ひな形がたを、我が手中に収めるためだ。

　そもそも、《隠いん者じや》のバーナードら女王派の連中には、抜け目なく優ゆう秀しゆうな者が、まだ大勢居る。いつまでもあのような不良債さい権けんを抱かかえていれば、いずれ足あし下もとを掬すくわれるだろう。

　それに、愚おろかなる大衆の心を摑つかむには必要なのだよ……〝強き指導者の下、皆で力を合わせて陰いん謀ぼうを打ち砕くだいた〟という物語的な事実がな」

「だから、切ったんですね？　必要な物だけ抜いて、後は自分の帝国政府内における発言力と立場を強固なものにするためだけに……ああ、卿が裏で人事部に密ひそかに手を回して、サイラスを特務分室室長に苦労して立たせたというのに。人事部の皆さん、サイラス抜ばつ擢てきの責任を問われて、更こう迭てつ処分にされちゃいましたよ？　可か哀わい想そう！」

「それも必要なことだ。犠ぎ牲せいなくして先には進めぬ。この滅ほろび行く帝国を救うには、あの温い女王ではなく、真に強き指導者が必要なのだ」

「あはは、卿は怖こわい人だ。これじゃ、私もいつ切られるかわかりませんねー？」

「切るわけなかろう？　貴様は、あの卑ひ賤せんなイヴと違ちがって役に立つ。くれぐれも期待しているぞ。……これからもな」

「はい。……我が愛しマイ・のあるじ様ロード。仰おおせのままに」

　イリアは静かに恭うやうやしく、一礼して。

　イグナイト卿への、より一層の忠誠を誓ちかうのであった。

「……ところで、これからどう動きますか？　卿」

「状じよう況きようが整うまでは〝見〟だ。しかし、我々のやるべきことは多い。特に隣りん国ごく……レザリア王国の動向には、一層、気を遣つかわねば成らぬだろう」

「あ、そう言えば、近々始まるんでしたよね？　件の〝魔術大祭〟が。例のアルザーノ帝国とレザリア王国の首脳会談と合わせて」

「うむ。とりあえずは、その祭典と会談の成功に尽じん力りよくせねばなるまい。我われ々われには、とにかく時間が必要だからな」

「あはは、これは女王陛下に対する〝忠誠心〟の見せどころですねぇ？　陛下を筆頭に、陛下側には切れ者が多いですから！　この辺で点数を稼かせいでおかないと、ですね!?」

「ふん。貴公には、色々と動いてもらう事になるぞ、イリアよ。……〝色々と〟な」

　…………。




　そして──同じく帝てい都とオルランド。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団本部《業ごう魔まの塔とう》、その屋上にて。

（しかし、釈しやく然ぜんとしないな、今回の事件は……）

　全ての任務を終えて帰還し、全ての報告を終えたアルベルトが、眼下に広がる帝都の風景を眺ながめていた。

　いつもと変わらぬ、歴史ある質実剛ごう健けんなる街並み。

　遥か彼方の空へと目を向ければ、フェジテの方角には、天空の城の姿がぽつんと小さく見えた。

（サイラスの糾きゆう弾だん、政府内における天の智慧研究会や蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ側の人間の一いつ斉せい検挙……蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの完全撲ぼく滅めつ……天の智慧研究会の弱体化……最近、何もかもが急に上手うまく行き過ぎている。何もかもが良い方向へ向かい過ぎている）

　だが、それこそ、アルベルトが目指した道だ。

　この帝国に平和を。それを目指して様々な重荷を背負い、駆かけ抜ぬけてきた。

　なのに……何か釈然としない。

　そして。最近、状況が否いやが応でもその立場を押し上げ、事実上、軍の全権を掌しよう握あくしつつある、武断派の筆頭アゼル＝ル＝イグナイト卿。

　これらは……本当に偶ぐう然ぜんなのだろうか？

　そのイグナイト卿が牛耳る軍上層部に命じられるまま、必死に任務をこなして来たが……何かとてつもなく、足下を掬われているような気がして、座りが悪い。

（それに……）

　それとは別に、気になることが一つあった。

　今回のこの任務に従事する前、アルベルトは『封ふう印いんの地』の定期保守管理作業部隊の随ずい行こう護衛任務に従事していた。

　そこでアルベルトは、以前から密かに計画して、機会を窺うかがっていたとある調査を行うために、最深部を目指し、密かに別行動を開始したのだ。

　目的は──王家の血の秘密と、この国の真なる成り立ちについての調査。

　無論、駄だ目め元もとだ。自分ごときの権限で、『封印の地』の深層まで行ける筈はずが無い。

　だが、真に奇き妙みようなことに……あの時のアルベルトは、通常ならば、絶対侵しん入にゆう不可能な深層領域──王族ですら到達しえない領域まで、なぜか、あっさりと到達してしまったのだ。

　まるで、『封印の地』がアルベルトを受け入れ、迎むかえ入れるかのように。

　そして──そこで見つけてしまった。恐おそらく、かつて《正義》のジャティス＝ロウファンが、見てしまったであろう物の一部を。彼の心変わりのきっかけを。

　そして──……

（もし……もしだ。あれが真実ならば……俺が、真に倒たおさねばならない敵とは……滅ぼさなければならない相手とは──……）

　ちゃり、と。

　アルベルトが、懐ふところから何かを取り出す。

　あの時、判断を保留していたものに、今一度、向き合う。

　それは──一本の〝青い鍵〟であった。




　──一つの真理の間へ、ようこそ。

　──ここに到達できる人は、本当に限られている。おめでとう。

　──此処ここに到達できたということは──キミにも〝資格〟があるということだよ。




　封印の地にて、アルベルトが一つの真実に到達した時、そんな彼の前にふらりと現れたとある少年が、アルベルトに渡わたしたのだ。〝もし、力が欲しかったら好きに使え〟、と。

　あの旅芸人風の、銀ぎん髪ぱつの少年は一体、何者だったのだろうか？

　なぜ、あんな場所に居たのだろうか。どうやって侵入したのか？

　問い詰つめる暇ひまも無く、あの少年は霞かすみと消えてしまい──全ての真相は謎なぞのままだ。

　ただ、事実として、渡された一本の鍵だけが、アルベルトの手元に残った。

「…………」

　アルベルトは、その鍵を見つめる。

（もし、あれが真実ならば……あんな物を、この世界に出すわけには行かない）

　だが、今の自分では、あまりにも力が足りない。

　大いなる流れに逆らうには、この人の身のなんと矮わい小しようなことか。

　ならば、どうする？　一を切って、九を救う──切って捨てるべきものの中には当然、自分自身だって含ふくまれている。

（俺は……俺の信念は……──）

　ならば一番、効率的なのは。確実なのは──

　アルベルトが、その鍵を、何かに魅み入いられたかのように見つめていると。




　──お前はいつもいつも一人で余計なもん背負い過ぎなんだよッ！

　──所しよ詮せん、世の中、成るようにしか成らねえし、成る中で足あ搔がくしかねえ。だったら……皆みなで背負った方が楽だろ？




「そうだ……そうだったな」

　ふっ、と。アルベルトは口元を微かすかに歪ゆがめ、鍵を握にぎりしめる。

　アルベルトが何事かを念じると、予唱呪文ストツク・スペルが時間差起動デイレイ・ブートし、アルベルトが握りしめた拳こぶしに、バシリと電でん撃げきが走った。

　すると、鍵はばらばらに砕け……そのまま黒い霧きりとなって、消しよう滅めつ霧む散さんしていった。

「ふっ、俺としたことが。……こんなに心の弱い事では先が思いやられる」

　そんな風に自じ嘲ちようし、空を見上げた、その時だった。

「おーい、居た、居た！　アル坊ぼうやぁ～っ！」

「ご無事で何よりです！　今回の任務、お疲つかれ様でした！　アルベルトさん！」

　屋上に現れたバーナードとクリストフが、アルベルトの元へやって来るのであった。

「いやぁ～～っ！　今回は本当にお互たがいハードじゃったのう!?　アル坊、聞いたぞ？　勲くん章しようを、しこたまたくさん貰もらったんじゃって？　ククク、お手て柄がらじゃったな！　いやー、お前さんが、サイラスを引き離はなしてくれたおかげで、こっちは楽なもんじゃったわい！　やっぱ、組織潰つぶしは頭を押さえるに限る！」

「ええ。それに、イグナイト卿きようの手しゆ腕わんもまた見事でした。今回の一件は、帝てい国こくの真なる平和に向けての大きな前進って感じでしたね！　歴史が動いたというか！」

「でも、このまま平和になったら退たい屈くつじゃのう！　そうじゃ、この勢いで天の智ち慧え研究会を完全にぶっ潰したら、冒ぼう険けん大陸と呼ばれる南大陸へ移住ってのも……」

「もう、バーナードさんったら」

　そんな風にはしゃぐバーナードとクリストフを、じっと見つめ。

　アルベルトは、静かに、微かに、口元を歪めるのであった。

「しっかし……本当に最近、わしらの近辺は色々と激動じゃのう？」

「そうですね。このまま全てが上手うまくいくといいんですが」

「あ、そうそう、聞いたか？　クリ坊にアル坊。裏切り者のサイラスに代わる、特務分室の新室長なんじゃが……これが、なんとびっくり！　あのイグナイト家の──……」

　そして、そんな風に会話に華はなを咲さかせる二人へ。

「翁おきな。クリストフ。……少し話がある」

　アルベルトは、意を決して言うのであった。

「む？　話？　なんじゃ？」

「この帝国の根幹について、少し気になる事が判明したのだ」

「！」

「信の置ける仲間として……お前達にも内密に聞いて欲しい。だが、聞いたが最後、相当に重い物を背負う羽目にもなる。お前達の帝国に対する忠誠も揺ゆらぐかもしれん」

「……ほう？」

　途と端たん、クリストフとバーナードの表情が引き締しめられる。

「それでも、俺は……お前達二人には聞いて欲しいと思った。その、なんだ。俺一人では流石さすがに荷が勝ち過ぎるのでな。正直、どうしたら良いか、俺一人では判断がつかない」

　すると。

　アルベルトにしては珍めずらし過ぎる、そんな物言いに。

　しばらくの間、クリストフとバーナードは、きょとんとして互いに顔を見合わせて。

「是ぜ非ひ、聞かせてください、アルベルトさん」

「そうじゃそうじゃ。なにせ、わしらは仲間なのじゃからな！」

　迷わず、力強く、そう答えるのであった。

　アルベルトは、再び遠くを見やる。

　遥か遠いフェジテの方角──その上空には、やはり幻まぼろしの城が浮うかんでいる。

　その下にいるだろうグレンの顔を思い浮かべ、ぼそりと呟つぶやいた。

「……ふん、これでいいんだろう？」

　誰だれへともなくそう問えば、その場を穏おだやかな風が吹ふいて。

　アルベルトの長い髪かみを、礼服の裾すそを、静かに揺らすのであった──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第十三巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。




　さて、今回の第十三巻は、前回の第十二巻に引き続き、〝物語の結末に向けて、必ず経過せねばならないイベント〟第だい二に弾だん！　前回と今回の十三巻で、今まで無数の方向に向かっていた様々な要素・伏ふく線せんが一つの大きな流れに収束し始めた……そんな感じの話運びになったかと思います。……なったと思いたい。

　そして、今回は何より以前からやってみたかったお話……グレンｖｓアルベルト戦です！　いやぁ、今回ほど、アルベルトを女じゃなくて男にしておいて良かった！　と思ったことはありません！　男同士ならではですからね、あんな展開は！　それに、いつものように、ただ近きん距きよ離りでの魔術戦をやらせるだけではつまらないので、せっかくの機会ですから、こんな特とく殊しゆな戦いにしてみましたが、どうでしたでしょうか？

　いやぁ、作者的にはもう大満足で感無量、実にノリノリで書けて楽しいお話でした。実は僕、冴さえ○[image: ]ｖｓ海○主とか、エ○クスｖｓＺＥＲ○みたいな、相棒ポジの好敵手同士（普ふ段だんは仲間で相棒同士って所が重要、最初から宿敵同士では駄だ目め）が、ガチでやり合う展開が子供の頃ころからの大好物なので、ロクでなしでそれが出来て、本当に良かったです。

　それにしても、ぽんこつイヴちゃんも、最近、なんだか丸くなってきちゃって、作者的にもびっくりです。まさか、あの〝嫌いやな女〟キャラがここまで躍やく進しんしてくるとは。キャラが勝手に動き始めるといいますか、本当に何がどうなるかわかりませんね、小説は。

　さて、さすがに前回、今回と学院外や物語の本流に深く関わる話が続いたので、次回は久々学院にスポットを当てた、少し緩ゆるめの話をやりたいですね。ヒロイン達はもちろん、学院の生徒達も掘ほり下さげられる、ちょっと賑にぎやかな学園ものらしいドタバタ回が出来ればなと思います。無論、話の本筋もつつがなく進行させる予定です。

　読者様達には、また次巻もお付き合いいただいて楽しんでいただけると、作者冥みよう利りに尽つきます。どうかよろしくお願いします。


羊太郎
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